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橋原遺跡出土後期弥生土器編年表(試案)
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― 中部山岳地の弥生時代後期集落址―

中央本線岡谷・塩尻間別線複線化工事に伴う

長野県岡谷市橋原遺跡発掘調査報告書

賠幸



橋原遺跡遠景 (中央黒土部分が発掘現場 )、 上方は諏訪湖





は し が  き

中央本線岡谷・塩尻間の別線複線化工事の施工に先だち、長野県教育委員会に同区間の埋蔵

文化財について、その分布状態を照会したところ、同起業地内に橋原遺跡が所在することが判

明しました。

埋蔵文化財は貴重な国民的財産であり、開発と両立させるのがわれわれの義務でありますの

で、私は、これを後世に永 く保存する必要があると考え、岡谷市教育委員会に発掘調査を委託

しました。

岡谷市教育委員会では、国民体育大会開催前後のご多忙中にも、かかわらず早速これをご了承

いただきこの調査にあたっていただきました。

この間、地元関係者、諏訪地区考古学研究者及び長野県考古学会各位の熱意あるご努力によ

り、このほど調査が完了し多くの貴重な文化財を発見することができ、ここにその報告書が出

版されることになりました。

今後、この報告書が単に長野県下ばか りでなく、広 く考古学研究の資料 としてお役にたつこ

とを心からお祈 りすると共に関係各位のなみなみならぬご努力に改めて深甚な謝意を表明いた

します。

日召禾日56年 3月 20日

日本国有鉄道岐阜工事局

長野工事事務所長

山 元 啓 太 郎
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橋原遺跡は天竜川河畔の岡谷市橋原地区に位置し、ほぼ40,000m2に ひろがる大きな遺跡で

あり、「諏訪史」第一巻、「岡谷市史」上巻にも、諏訪地方における代表的な弥生時代遺跡とし

て知られ、しばしばかなり豊富なその時代の遺物の発見があったと書かれている重要な遺跡で

ある。      ン

たまたま中央本線岡谷・塩尻間の別線複線化工事が施工されることとなり、線路がこの遺跡

を通過するため、昭和53年 7月 から昭和55年 5月 末まで、あしかけ 3カ年にわたって発掘調査

をイ予うことになった。

発掘の面積は約 6,700m2に および、本発掘により大量の炭化米の検出、68棟の住居址、多数

の遺物が発見された。これらは諏訪地方における弥生時代の全容を知るうえに貴重な資料であ

り、弥生式土器の型式や弥生時代農耕文化の実態を知ることができるものと思われる。

この報告書は上記の結果をまとめたものであり、このような成果を上げ得たことは、国鉄、

県教育委員会、地元の方々をはじめ直接発掘に従事された調査団の団長以下調査員・作業員の

皆さん、さらに報告書作成にご尽力下さった方々のお力によるものであり、ここに深 く感謝申

し上げるとともに、本遺跡の出土遺物、写真、スライ ド等は学術上からも貴重な資料でありま

すので、教育文化の向上に活用されることを願って止みません。

日召不日56」手3月 20日

長野県岡谷市教育委員会教育長 八 幡  栄  一
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例    言

1。 本書は中央本線岡谷・塩尻間の別線複線化工事に先だつ、長野県岡谷市橋原遺跡発掘調査

の報告書である。

2。 発掘調査および整理は昭和53054055年度にわたって、日本国有鉄道岐阜工事局長野工事

事務所と岡谷市教育委員会との委託契約に基づいて行われた。調査の概要については第 I章

にまとめてある。

3。 調査結果については短期間の整理作業であったため、すべての遺構・遺物について十分に検

討を加えることができず、原則として資料の提示に重点をおいて本書をまとめた。また本文

中の用語、表現方法は個々により多少の相違のある′点は了解されたい。

4。 調査団の構成メンバー、作業分担は第 I章に、執筆分担は巻末に記した。遺物観察表、そ

の他の記述説明はそれぞれの項および表の前後に付してあるので参照されたい。

5.調査にあたって遺跡地内の地層は岡谷市南部中学校教頭斎藤保人氏に、石器の石材につい

ては神明小学校長両角昭二氏の御教示を得た。

6。 植物遺体の種の同定、分析には信大農学部助教授氏原暉男氏に鑑定を依頼した。放射性炭

素年代測定は学習院大学理学部教授木越邦彦氏に依頼した。

7。 調査・整理にあたっては実測図、遺物分布図、写真、スライド等多数を作成したが、その

すべてを本書に掲載することが不可能であるため、そうした資料は出土遺物とともに市立岡

谷美術考古館に保管している。広 く活用されることを希望する。
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第 I章 調 査 の 概 要

遺跡名 橋原遺跡 (遺跡発掘NQ18 全国遺跡地図No。1807 岡谷市史 文化財地図NQ38)

遺跡の所在地 長野県岡谷市川岸橋原

調査主体者 岡谷市教育委員会

発掘調査期間 昭和53年 7月 25日 ～11月 30日 ,54年 3月 5日 ～12月 7日 ,55年 5月 1日 ～ 5

月15日

出土品整理期間 昭和53年 12月 1日 ～54年 3月 4日 ,54年 12月 8日 ～56年 3月 20日

調査地点と調査面積 鉄道の用地内を3区に分け、岡谷から塩尻へ向って、第 I区、第Ⅱ区、

第Ⅲ区とし、各区ごとに用地内全面に2m四方の基準方眼でグリッドを設定した。グリッドの

設定は、各区とも、新設上 り線の測量杭を選定して、直線で結び基準線とした。上 り線の長軸

方向に、岡谷から塩尻に向って、基準線から左側 (山側)へ51052053…右側 (川 側)へ 500

49048……の数字を用いた。A～Yの 25字で 50mを 1つの地区としておさえ、それを岡谷から

塩尻へ向ってA・ BOC……とした。したがって、それぞれのグリッドは「 I B W45」 とい

うように表示される。これは、 Iが第 I区の略で、B W45は B地区のW45地点であることを意

味する。

第 I次調査は、用地内に遺跡がどの範囲に及んでいるかを確認するために各区のグリッドに

合わせて10m間 隔で トレンチを入れた (折込図)。

第 I区  トレンチ16ヶ 所 (112グ リッド分)448m2

第II区 トレンチ42ヶ 所 (235グ リッド分)940m2

第Ⅲ区 トレンチ15ヶ 所 (58グ リッド分)232m2

計1,620m2

トレンチによる調査は9月 で終了したので、その後の調査については調査団会議を開き、関係

機関との協議の結果、引き続き第Ⅱ次調査として第 I区北側から全面発掘に着手 した。

第 I区  355グ リッド  1,420m2

第Ⅱ区  891グ リッド  3,564m2

第Ⅲ区  24グ リッド    96m2

計 5,080m2

総計 6,700m2

調査の方法 グリッドの設定については前項の通 りである。遺物の取 り上げはすべてグリッ

ドごとにNQを 付して記録した。石器、石製品、土製品、復原可能な土器等は個々にNQ、 レベル、

出土位置、層位についてグリッド図 (縮尺 1/10)に 記入してある。遺構内の出土であってもグ

リッド単位の記録で統下したO したがって例えば住居■竪穴の出土の遺物が見落しによって出土
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位置不明の場合も、最低限 2m四方のグリッド内には特定できる。なおグリッド図は天竜川を

ほぼ北方向として記述している。

遺物NQは 、遺跡NQ・ 地区・グリッド・遺物NQ・ 遺構NQの順に記入されている。例を引くと、

「18Ⅱ BY470 3・ 3H」 は橋原遺跡第Ⅱ区 O BY 047グ リッド出土NQ 3, 3号住居址 という

ことである。

遺構の実測は遣 り方測量であり、平板測量はしていない。報告書の個々の実測図中にはグリ

ッド杭を記入していないが、全体図で判るようにしたので遺物の出土グリッドはそれで判読さ

れたい。

絶対標高は国鉄岡谷工事区作成のベンチマークを利用した。

発掘中の観察事項は「発掘 日誌」「住居址カー ド」を用いて、主として調査補助員と現場の

正i副主任力編己録した。

発見された遺構 橋原遺跡は過去に正式な調査が行われたことがなく、諏訪史第 1巻、岡谷

市史上巻にわずかに報告されているのみであった。岡谷市史上巻では、橋原水源池の工事の際

に出土した遺物を紹介し、弥生時代の集落があることを示唆していたが、今回の調査で弥生時

代後期の住居址58棟が発見されて、大規模な弥生時代集落の存在が確認された(第 3図 )。

竪穴住居址  68 棟  縄文時代中期  1

弥生時代後期  58
平安時代～中世 9

3 本  弥生時代

1 基  弥生時代

8 基  弥生時代 7 その他  1
2 基  江戸時代初期

溝 状 遺 構

集 石 址

土   拡

竪穴状遺構

出土 した遺物

打  製

横 刃

多  頭

磨  製

磨  製

磨  製

石

砥

石

敲

凹

石

型 石

石

石

石

石

斧

器

斧

斧

鏃

剣

丁

150

7

1

18

6

1

14

46

19

13

20

石

皿

石

石
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月J種 種器 点 数

器石

ス ク レ パ ー

石

鏃

槍

錐

匙

招

石

石

石

石

穀

72

4

4

1

1

1

製石 車

盤

玉

円

錘

子L

管

紡

有

口
印製土 小 形 手 控 土 器

車

紡 錘 車 (未成品)

有  孔  円  盤

玉

玉

偶

錘

錘

土

勾

土

土

紡

20

36

9

1

4

1

2

18

ガ ラ ス 製 品 玉/Jヽ

製   品鉄 ヤ リ ガ ン ナ

片鉄

土       器

(弥生土器 )

甕

鉢

杯

ム易

壺

甕

付

鉢

口

甑

　

杯

昔同
　
　
器

不

ム
ロ
　
　
　
　
　
ト
月

75

297

4

14

1

5

31

2

2

1

(土師器他 ) 43

(縄文土器 )
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O炭化種子類  米 46.8′ (2斗 6升 )

栗  3g以 上

豆、麦、蕎麦、栗、 ドングリ、(若干 )

なお、土器類は実測図が作成され、掲載できたものの点数であり、大多数の破片は含まれて

いない。土器破片の総数は9,000点以上である。

出土遺物の整理 土器の接合・復原は、遺構内出土を主として行い、遺構外の出土土器片は

数量が少ないこともあって、特にまとまって出土したものだけ復原した。セッコウによる補修

は、形が壊れない程度に行い、器形全体のセッコウ復原はできなかった。

土器の実測図は復原されたものはすべて行い、復原未了の土器や大きな破片については、器

形がある程度推測できるものはできるだけ実測した。

報告書の作成にあたって、遺物分布図の土器の出土地′点は、原形を保って出土した場合は間

題はないが、散在した破片の接合した場合は、最も量の多い破片の位置に出土位置を印して図

示してある。バラバラの破片から拾い出して接合・復原した土器は出土位置を特定できないの

で図示していない。石器その他特殊な遺物は、現場での見落しがあり、全′点の出土位置は図示

されていないので理解願いたい。

遺物の説明は一覧表で行 い、まとめについては第v章で述べている。遺物に関する本文中の

番号、遺物出土状態実測図の中の番号、図版の遺物番号は、すべて一覧表の通し番号を用いて

いる。ただし、土器と石器その他の二つに分けて通し番号としている。図版中の番号はこの通

し番号で示しているので、番号のぬけている遺物は実測図を掲載しなかったものである。

出土遺物の整理作業は次の分担で行った。土器の復原――高木保人、花村鈴江、山崎勝彦、

土器の実測・ トレースーー野沢明子、花村鈴江、石器の実測・ トレースーー山崎勝彦、遺構図

版・遺物分布図の作成―一田中未央子。

報告書原稿の執筆は主として副団長・調査員・現場担当者が行い、遺物観察表は上記担当者

が作成し、住居構造の分析を小沢由香利が、遺物分布図の分析を亀割均が行った。整理作業全

般の総括は会田進、高林重水が当った。

調査団の構成 調査を委嘱された岡谷市教育委員会は、次のように橋原遺跡調査団を組織し

て発掘調査の体制を整えた。調査の開始以来、調査団会議は15回 を数え、報告書のまとめまで

無事遂行することができた。 (以下敬称を略させていただいた)

調査団団長は岡谷市史編纂室主任伊藤正和が当り、副団長に河西清光 (岡谷東高校教諭)、

宮坂光昭 (諏訪市文化財審議員 )、 調査員に林賢 (岡谷市文化財審議員 )、 武藤雄六 (井戸尻考

古館 )、 大田喜幸 (岡谷南高校教諭)、 岡田正彦 (岡谷東高校教諭 )、 征矢鑑 (諏 訪二葉高校教

諭)の諏訪在住の日本考古学協会会員の研究者をお願いし、中央道遺跡調査団から細川光貞、

木下平八郎の応援を得た。また当市出身の岡谷市史 (原始編)執筆委員戸沢充則 (明治大学教

授)に 特別参加を願ってア ドバイスをいただいた。

調査団事務局は教育委員会社会教育課に置いて、八幡栄一 (教育長 )、 岡西良治 (前教育長 )
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矢崎輝美 (同次長 )、 胡桃沢イ申平 (社会教育課長)、 武井正己 (同前課長 )、 ガヽ 日米男 (同補

佐 )、 上条重利、平出待子が当り、現場作業は主として会田進、高林重水が担当した。

発掘調査 と出土品整理の作業を遂行 していただいた諸氏は次の通 りである。

吉村振一 花村鈴江 田中未央子 野沢明子 山崎勝彦 山田武文 三上徹也 小林深志

石守晃 樋口喜重子 中山賢嗣 小沢由香利 宮坂茂樹 亀割均 勝沼温美 森井孝 田中

正夫 高尾好之 青木和明 高林敬子 市村雄一 樋代明美 内藤正明 下田なつみ 井出

篤 花岡桂一 西沢一 小池一夫 矢島笛美 宮沢志郎 鮎沢真二 足助裕司 横内やよい

野村修治 平林朝治 滝沢志津子 山岡のり子 野沢季代 小日裕史 瀬戸達雄 横内真由

美 一ノ瀬昭弘 笠原康典 山田順子 小日智子 斉藤博子
´
織田享子 宮坂美和 福岡忠

博 山本佳子

小泉酉男 小松亥之一 高木保人 浜幸助 陸川二郎 花岡貞男 清水喜造 山岡岩雄 大

槻周治 中島甫 岩本よし子 浜園江 浜まき子 清水うめ子 鮎沢静子 鮎沢八重子 中

村益雄 小坂茂富 西村松子 三沢要一 武居義弘 三沢ふくえ 有賀つたゑ 新井美智子

片倉長衛 浜隅子 横内信介 内藤正 松下永喜 宮坂和徳 飯塚井公子 佐々木とみ子

小日恵吉 丸山雅子

(岡谷東高校地歴クラブ) 山田美千代 宮坂美智子 羽場ふみ江 藤森元味 森田美智子

酒井孝子 大内和子 佐藤美江 浅田文子 長井美晴 田中みゆき 川手通子 斉藤順子

宮坂理恵 宮坂睦子 清水ゆか り 矢崎千鶴 松沢みどり 笠原智優美 堀川幸子 小沢陽

子 橋戸則子 山口さとり 浜宏美 小林みゆき 藤森稔子 永田智子 小日由美 藤森さ

つき 富井淳子 岩波身江 新海智子 林美奈子 今井一子 上原美香 宮坂香代 佐藤美

景 大島典子 浜順子

(岡 谷南高校歴史クラブ)清 水昌夫 田村浩 林敏幸 向山裕喜 上原正彦 赤沼三雄

(諏訪二葉高校地歴クラブ)稲 垣由美子 根橋恭子 小松美那江 浜ひろみ 今井洋子

小日貴子 小日峰子 小池安子 ガヽ飼きくよ 溝口晶子 伊藤順子 小坂真貴子 両角啓子

内海啓子 有賀さえ子 三井要子

(諏訪清陵高校地歴クラブ)小 池千尋 今井清文 両角浩志 小林洋一 小海健治 小林

重雄 西川俊夫 浜善久 小平進 杉本誠 赤羽俊昭 野沢重典

(諏 訪実業高校地歴クラブ)大 沼由香里 浜まゆみ 高林郁子 小日智也子 八木佳子

金原明美

岡谷西部中学校クラブ生徒

諏訪西中学校クラブ生徒
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第 Ⅱ章 遺跡の位置 と還境

橋原遺跡は岡谷市川岸橋原区にあり、諏訪湖より流れ出ずる天竜川の源から約 l km下 った左

岸に位置し、背後には赤石山系から連なる峰々が迫るその北向き斜面に営まれている。現在こ

の付近は、崖錘地の中央付近を国鉄線路と鎌倉街道が通 り、近年の宅地造成ブームによって今

でこそ線路から山側の高台が宅地化されてはいるが、戦前までは天竜河岸のわずかな平担地に

人家が集中していた。遺跡はこれら近世の集落と重複して存在している。(第 102図 )(写真 1)

諏  訪  湖

ざ

第 1図 橋原遺跡の位置 (○ 印1/50,000)と 周辺の弥生時代遺跡

1.圧の畑  2.天王垣外  3.横道  4.岡谷丸山  5。 海戸
6.岡屋  7.志平  8。 長塚  9.後 田原
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第 2図 橋原遺跡発掘調査地区図(1/5,000)
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写真 1 遺 跡 遠 影

このあたりは、伊那谷への入口に当り、河川が交通の大きな役割を持っていた昔から重要な

地点で、経済、文化等もこの地を通らずには諏訪地方へ持ち込まれなかったであろうし、伊那

地方への進出もできなかったものと思われる。

橋原地区にはいくつかの崖錘地形があり、それぞれに遺跡の存在が知られている。当遺跡の

直 ぐ西側、今回の調査の第Ⅲ区の山際には、洩矢神社のまつられている崖錘地があり、縄文時

代 0平安時代の遺跡となっている。ここから直 ぐ西側には経塚原と呼ばれる崖錘地があり、縄

文晩期・平安時代の遺跡となっていて、さらに西側には志平沢による小扇状地があり、縄丈時

代・弥生時代・平安時代の遺跡となっている。これら3つの遺跡は昭和52年の中央道建設に伴

う発掘によって明らかにされ、土地の狭い当地方での遺跡の在 り方が提示された。

洩矢神社の崖錘地の北側、つまり今回の調査区の第Ⅲ区から志平沢の扇状地までは、天竜川

の蛇行でできたと思われる平担地が広がり、江戸時代には一面に、水田耕作が行われていた。

天竜川をはさんで、対岸には岡谷駅前周辺に横道遺跡、その直 ぐ東側に海戸遺跡があり、い

ずれも伊那口にある弥生時代の大集落であり、西からの弥生文化の東進をいち早 く受け入れる

ことができる地理的条件にあったと言える。
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第Ⅲ章 構

第 1節 縄文時代の遺構

42号住居址(第 4図 )

本址は橋原遺跡にお

いて発掘された、唯一

縄文時代の住居址であ

る。褐色土層を掘 り込

んでいるため、全周囲

の壁を検出することが

できたが、確認面が低

く、残存壁高はわずか

であった。

竪穴の壁は鍋底状で

形状は略円形で径3.4

×3。 2mを測る。 ほIF

中心にある埋甕炉の北

側には、わずかに堅緻

な床が検出できたが、

全体に褐色土の床面に

タタキはみられず、覆

土が黒色土のため、色

C

C

ヽ

ハ

0                               2m

第 4図 42号住居址実測図(1/60)

の差で床面とわかる程度であった。中央部に長方形の攪乱があり、一部床面まで達して、埋甕

炉の土器の上部を壊している。

柱穴は 4本検出されたが、他は攪舌Lの ためあまりはっきりしない。最初に検出された東南の

P4は 、柱の周囲にローム混りの褐色土を堅 く詰めた形跡があり、黒色土の落ち込み、すなわち

柱の大さは径 17cmを 測ることができた。柱穴下底部は外側にズレるが、柱の跡は外側に寄って

いたO P6・ P7° P8は、本址が少なくとも3回は柱の建替があったことを示していようか。

遺物はたいへんに少なく、磨製石斧 (定角式176)1′点である。

埋甕炉は、土器の内外に焼土が見当らず、炉の掘 り方は径 50cm位であった。炉の土器の型式

は中期の後田原式土器であり、新道式に相当する。

」ヽ
2 σTQ心胎

脇
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第 2節 弥生時代の遺構

1。 住  居  址

1号住居址 (第 5図 )

調査の経過 本址は黒色土層の上部近 くに構築されていたため、現代の工場建築の際の攪乱

によって遺構のほとんどが失なわれていた。

遺物は、わずかに残っていた床面上に集中し、土器破片が主で甕の底部(1)が 1′点出上した。

そのほか二製の紡錘車が 1′点(379)発見されている。

床は、ローム粒を多量に含む黒色土で堅 く二重の部分もあった。

遺 構 アメーバ状に残っていた床面以外、確認できなかった。その他、焼土および焼土の

周辺に人頭大の石があり炉ではないかと思われたが、後世のものであることがわかった。

なお、49住 、50住 との重複があるが、新旧関係は49→ 50→ 1住 (古→新)である。

50号住居址 (第 5図 )

調査の経過 49住の竪穴を検出する過程において、西側落み込みが不自然に張 り出し、その

部分の黒味の強い褐色土が略正方形に49住覆土を切るように認められたため、一期新 しい重複

する住居址50住 として発掘した。竪穴プランは、第一次調査で 1住調査のためBM列 トレンチ

を発掘しているため、北東コーナー付近を除いて、なから確認することができた。

遺物は、覆土内には非常に少なく、主な遺物は床面およびその近 くで発見された。まず、壺

の胴下半部(266)が南西コーナーの壁下床上から出土、 1住構築に際し、上半分を削られたよう

な状態であった。その他に覆土内から石製紡錘車(380)や小型手控土器片(424)が発見されてい

るが、まとまった形で出土した土器はない。

遺 構 竪穴の平面形は隅丸正方形に近 く、主軸は東西方向と思われるが、炉が検出されて

いないのではっきりしない。床は、西壁際外区と北壁際の一部には堅い床が見られず、中央か

ら東側が堅い床 となっていた。床は49住床面まで達していず、その差は1。 5cmほ ど上で貼床とな

っている。部分的にロームの貼床が見られる。

主柱穴は、 P14° P19のニケ所のみ検出された。P5はあるいは49住 と重複するのであろうか、

正方形に近い四本柱の配列に構成されるとすれば P19ま たは P18を 柱の跡と考えてよいのでは

ないか。

東壁際のほぼ中央に浮いた状態で焼土が認められた。床は焼けていたが、攪舌L城の下であり、

あるいは炉であるかどうか確証は得られなかった。もしかすると中央の攪舌Lに よって炉が無く

なっている、 とも考えられる。
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1号住居址

J百
1049050号住居址実測図(1/60)、 49号住居址埋甕炉実測図(1/30)第 5図
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49号住居址 (第 5図 )

調査の経過 1住の床下に、新たにもう一枚の床が検出され、当初は貼床 とも考えられたが、

1住床の16～ 20cm下であり、主柱穴と思われるピットが床下にあり、炉 と思われる焼土も発

見され、新たな住居址であることが半J明 、49住 とした。

竪穴は黒色土層を掘り込んでいたが、50住に切られた西壁と道路敷に入る東壁の一部を除いて

は明瞭に検出できた。

遺物は、竪穴確認の段階では土器片の出土が多かったとはいえ、大部分後出する50住覆土の

出土ということであり、本址の主な遺物はわずかに炉のす ぐ北側床上に甕 (259)2/3個体が、

二つに分れて潰れた状態で出土したぐらいである。

遺 構 竪穴プランは隅丸正方形に近いのであるが、主柱穴は P10 Pl10 P6・ P8° P9° P5

の 6本が長方形の配列になっている。主柱穴の掘 り方は 6本 とも楕円形で、P9は径 18cmの柱

痕が見られ、まわりは堅い床が貝占られていた。P6と P7は ,P6が主柱穴で P7は支住穴と思わ

れる。

床は、西壁際外区と北壁際 40cmの 巾が軟 らかい床である以外は、比較的堅いしっかりした

が壁下まである。床は黒色土をタタキじめている。

壁際のピットは南西コーナーの P15° P3、 南壁中央の P4の三基がある。P15上面に祗石が出

土し、P3上面には (床上 10cmの レベル)焼土がのっていた。内区中央付近に底の浅い凹み

P16があるが、間仕切 り柱穴であろうか。ただし主柱穴を結ぶ線上からはずれる。 また主柱穴

Plと P5を結ぶ線上の中間にあるP2は 、位置的には西側の炉としてもよいものの、焼土もな

くt深さ、形態からすれば柱穴であり、今後の検討を必要とする。

炉は三ケ所重複して検出されている。F3は焼土の在 り方からみて、炉の土器が抜かれた埋

甕炉であったと推察される。F2は貼床で埋められていた。床下より土器片多数が出土してお

り、これも埋甕炉であった可能性が強い。Flは甕 (264)頸部以下を正位に埋めた埋甕炉であ

る。炉の土器の周囲は床がなく焼土と炭化物が散在し、炭化した栗が出土している。F2に接す

るピット内には焼土が混じる。

このように本址は炉の状態や、柱穴の在 り方等から、また49→50→ 1住 (古→新 )と いう三

棟の重複から、かなり長期間、何回か建直しをしながら居住したことが推測される。

32号住居址 (第 607図 )

調査の経過 本址は重複関係の全 くない住居址であったので、竪穴の検出および覆土の掘 り

下げは容易であった。覆土は、他の住居址と同様で白色粒子を含むやや褐色味を帯びた黒色土

で軟らかい。竪穴の縁に焼土が点々とめ ぐり、火災に遭った住居址であることが当初より予想

されていたが、はたして床上 10cm内に多量の焼土とともに炭化材が検出された。炭化材は、

角材または丸太材と思われるものが中心に向うような在 り方を示し、焼土とともに分布が大き
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第 6図 32号住居址実測図 (1/60)

一- 22-一

9                                2m



く東西に三分 されている。こ

れらのことか ら本址は火災に

よって廃絶 した住居址で、原

位置倒壊であると判断される。

また発掘の所見から、火災終

息間際に土盛消火を施 した痕

跡 も考えられた。

遺物は覆土中および床面近

くで発見された。まず、南西

コーナー床上で完形壺 (180)

と甑 (183)が並んで出土 し、

北西柱穴東付近で甕 (182)が、

南東柱穴西の床面上で器台 (184)の 脚部が発見されている。遺物は総体的に西側に多く、西

壁下の床面には相当量の粘土塊が放置されていた。この粘土は全 く焼けていない。

石器類は打製石斧 2、 石鏃 2、 石槍 1が出土したが、すべて攪乱部や覆土上部であった。床

上からは鉄製品二点が出土した。北東コーナーに近い北壁際の堅い床上にあり、一点は鈍の完

形品 (455)、 一′点は同先端部破片 (456)であるらしい。

遺 構 主柱穴 P4° P5° P6は長方形の配列を示し、長楕円形に掘 り込まれていた。内区中

央の柱穴は 1本 (P3)だけ検出されている。

床は南側が堅い床で、北西と北東コーナーが軟らかい床である。内区中央から北壁下まで細

長 く堅い床がのびている。竪穴の東西壁は10～ 30cmが残存し、壁際には堅い床が見られなか

った。入口部は西北西の位置か、南西コーナーのP10P2を 入口施設と考えられる。

本址には、主柱穴のほかに P10P2° P3し か検出されていないが、いずれも炭化物が遺存し

ていた。

炉は攪舌L部分にあったのか検出されなかった。そのかわりといっては変であるが、他の住居

址であまり見られなかった鈍 2点の発見と粘土塊の多量な遺存は、生産活動を考える上で重要

な示唆を与えてくれるであろう。

41号住居址 (第 8図 )

調査の経過 本址はプランの東コーナー上に36住の張床があったほかは、比較的良好な状態

で遺構の検出は容易であった。覆土の状態は一般的な堆積を示していた。

遺物は、東壁際の床上 4cmか ら台付甕 (223)が 1点発見されただけで土器破片も少なかっ

た。

床は、非常に良好であったが壁際になるにしたがい軟らかくなっていた。壁は、北壁があまり

明瞭でなかったが、それ以外は 10～ 20cmの高さで全周していた。

袢i華・
。                            lm

第 7図 32号住居址焼土 と炭化材の出土状態 (1/40)
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第 8図 41号住居址実測図 (1/60)

遺 構 主柱穴は P10P3° P4が確認されたが、P3だけが位置的にずれて三本柱の状態であ

り、疑間が残らないでもない。

床は、すでに述べた通 りであるが、最も特徴的なのは住居址の西側で P3° P4線上よりやや

内寄 りに切 られた地床炉である。炉の西寄 りには、長方形のピットがあるが、中央北壁寄 りの

P2と ともに性格は不明である。その他、入口部の位置も確認することは不可能であった。

36号住居址 (第 9図 )

調査の経過 本址は表土を掘 り下げていく過程で遺物の出土が多く最初から注目されていた

住居址である。

覆土の部分は相当に攪乱されていたが、堅い床 も残っており、それを基準にして発掘を進め

た。遺物は覆土が攪乱を受けている割 りには多く、炉の南側付近に集中し、その中に大きな砥

石 (198)が置かれていた。また完形の紡錘車 (384)は 、南壁際の床面レベルから出土してい

る。

床は黒色土であ り、堅い部分 と軟 らかい部分 とがあるが、軟 らかい音6分は攪舌しによるもので

はない。

遺 構 主柱穴をはじめピット類は一個所 も検出できなかった。
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床は埋甕炉の南側と北側に堅い部

分がある。東北コーナーの軟らかい

床の部分が屋内倉庫、南西コーナー

の軟質床が入口部 と想定可能な状態

を示している。

炉は埋甕炉 (214)であり、壺の頸

部を正位に埋没していた。焼土は土

器の周囲に 5cmの厚さで若干見ら

れた。本址のように炉がプランの中

心近 くにあるのは例が少なく、これ

をいずれの壁際に想定しようとして

もプランが成立しない。まだ若干の

問題は残るが中央部に堅い床がなく、

そこに炉がある住居構造だと断定し

ておきたい。

54号住居址 (第 10図 )

調査の経過 53住 (平安時代末 )

の床面調査中に落ち込みが確認され

調査したもので、褐色土層に掘 り込

まれていたので検出はスムーズに行

われた。

遺物は極めてわずかなため住居址

の時期決定にこと欠く状態であった。

床は褐色土であるため容易に判別

できたが、調査面積が限られたこと

m

第 9図 36号住居址実測図(1/60)、 埋甕炉実測図(1/30)

第10図  54号住居址実測図 (1/60)

もあって主柱穴 Plを検出するにとどまった。

側壁は東西 3。 5～ 南 0。 9mで高さおよそ 10cmを確認した。

i5号住居址 (第 11図 )

調査の経過 本址の調査は当初、BMON-53054グ リッドに多量の土器片と一括土器が出土

したため、遺物の分布により竪穴の位置を想定して調査した。その結果、東側では若干東方に

分布範囲がずれたが南側では竪穴内に集中していた。本址において、遺物の分布範囲により竪

穴の存在を想定することの確率度の良さを確認できた。ただし、確認調査の推定位置とは大き

なずれが生じてしまった。

―

 
―
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第■図 15号住居址実測図 (1/60)、 埋甕炉実測図 (1/30)

南壁側は覆土の掘下げと同時に褐色土層上面で壁の落込みがきれいに検出されたが、北側は

宅地造成の時に削り取られていた。

一括土器は、南西コーナーに甕 (86)の 口縁の一括破片が、南壁際の中央付近に中型甕 (82)

の胴上部が、また、東壁際の中央近くに底部を欠く甕 (81083)が つぶれた状態で出土した。

これらは、床上 50cmの 覆土上部に集中し、床面近 くにはまとまった土器が遺存していなかっ

た。

床は、褐色土層の下の黒色土中にあり、全体的にやや堅 く、主柱穴を除き27の大小ピットが

南半に集中していた。このことは、間仕切 りの存在と屋内倉庫などを考える上で重要な示唆を

与えているといえよう。

遺 構 主柱穴 Pl・ P2・ P3は 、 1ケ所未確認ながらプランと同じ長方形の配列を示す。床

は前述した通 りであるが、南壁中央の P28° P31と の間が入口部と思われる。

壁際のピットは南東面にP4があり高堺片、土器片、磨製石鏃 (177)な どが検出された。ま

た、南壁を削り3個の石を配したピット状の遺構は性格が異なるようであった。

炉は埋甕炉であるが、炉の土器 (88)は西側が大きく欠けて、縁が全周しない。焼土は欠け

た方向に広 く、その方向に床のない部分が続いている。

馘

:れ
≠

軟らかい床
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33号住居址 (第 12013図 )

調査の経過 31住の発掘中に新たに検出された本址は、 ゴヒ側の炉 Fl付近および北東 コー

ナーに多く集中する。炉の南側の床は凹凸が多く黄色土の貼床が存在し、33住がより新 しい根

拠となった。

西壁は31033両住居址の重複具合が不鮮明であり、壁際の床 も検出できなかった。壁下に粘

土見が置かれている。南側および東側壁は比較的に明瞭であったが、東側の31住 との重複部分

が若干不鮮明であった。東側の床面は良好に検出され、南東コーナーの床面上に小形甕と漆製

品と思われる赤色の薄波状の物が床面に貼付いていた。また南壁中央近 くでは、当初より炭化

物の出土が多く、床面精査の段階で埋甕炉 F2が検出され、南北 2基の炉となった。

遺 構 主柱穴 P5° P6° P7・ P8は不整長方形の配列を示し、P5以外は長楕円形で 2穴の

重なりを示している。

床は西側で壁に沿って不規則にぬける。P8部分の四角な掘 り込みは後世のものである。貼

床は Fiか らF2の 間に西に開くコの字形に巾 90～ 150cmの帯状にあり、Flや P5・ P6の上には

貼られていない。コの字形の中央部には 3本の柱穴が 2列に並ぶ (P12° P13° P14と P15° P16

・P17)0本址と31住 との床面の段差は全 くない。

壁際のピットは、西壁際に P19があるが柱穴様であった。

炉は埋甕炉であり、Fl(1890194υ・197)は 、土器の埋設が複雑で焼土 も厚 く長年月の使用

が考えられるが、F2(193)は埋設してからあまり使用しなかったようである。また、F2の傍

には炭化物を多量に含むピット状の部分があるが、性格は判然としなかった。

3i号住居址 (第 12013図 )

調査の経過 本址のあたりは工場の建物下にあたり相当な攪乱があったため、表土と攪乱層

を排除する過程で相当量の土器片が出土している。プランは、黒色土層中に、より褐色の強い覆

土の落込みを確認して調査した。調査の途上で、東側壁が直線にならず、また、東壁際の中央

部に埋甕炉が検出され、貼床が南側に広 くのびるなど、31住に貼床する33住の存在が確認され

たため、覆土遺物の処理に若干の混乱を生じた。即ち、中央部から集中的に出土した一括土器

と石器類の大半は33住の覆土遺物であろう。

西側の壁は床面近 くまで掘 り下げても判然としなかった。西壁際の床面から大型の砧石 (243)

が出土した。堅い床面は全体にあるが、褐色土を削った状態で特に堅緻ではない。

遺 構 主柱穴 P21° P22° P23° P24は 不整長方形の配列を示し、 円～偏または長楕円形に

掘 り込 まれ、 P21° P22は 重複が認められる。

床の中央には間仕切 りの柱穴P25・ P28° P29が直線的に並ぶ。ただし、主軸とは方向が若干

ずれる。壁際のピットは北西コーナーにP32があるが、柱穴様で特殊なものとは考えられなかっ

た。

炉は埋甕炉で甕 (176)を 逆位に埋め込み、土器の周囲には焼土が厚 く詰まっていた。
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第12図  31033号住居址実測図(1/60)
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第13図 31号住居址埋甕炉実測図(左 )(1/30)、 33号住居址埋甕炉実測図(中・右 )(1/30)

34号住居址 (第 14図 )

調査の経過 本址は38住の下にある住居址で、土器片の集中的出土で存在を予想されていた

が、38住の床をはぐと床面を思わせる堅い塊がブロック状に散在し、床面かどうか判断に迷わ

された。結局これは攪舌L城 を先に掘って30 cm下に床面を確認することができたが、このような

堅い覆土は他の住居址にもしばしば見られるので、埋没過程に何か特殊な事情があったと想像

される。

遺物は内区中央部あたりに石包丁 (183)、 打製石斧 (19)、 石金族 (302)が各1点、西壁中央付

近に祗石 (209)、 北東コーナーの壁中に大型打製石斧 (18)が各 1′点、南壁中央下に紡錘車の

未成品 1点 (416)が出土した。比較的覆土上層に多く、石器に対し、まとまった土器の出土

は少なかった。

床面付近では北東コーナーのPlそばに小形甕 (201)が床上 10cmか ら出土しただけである。

この近 くのP2内からは土器底部が見つかっている。

遺 構 床面は全体に堅 く良好であるが、壁近 くではやや軟弱になる。

ピットは31個の多き数になったが、主柱穴は、P10P5° P30° P9と してみたが、Plは長方形

の組み合わせからずれている。多分 Plの 内側に存在して、攪乱鉱により取り壊されていると考

えられる。内区中央の東西方向に並ぶピット列と、南壁際に並ぶピット列は、室内間仕切 りあ

るいは壁際棚状遺構として検討する必要があるだろう。ただし南壁際ピット列 P6・ P7・ P26°

P27° P28は床下 (貼床されていた)に あり、建直しを考えねばならない。

本址の炉は、東側にあったと思われるが攪乱拡で完全に抜かれ、一方西側柱穴間の P4は 、焼

土と炭化物の存在することから、埋甕炉の土器を抜いた跡ともみられる。なおこのビットには

両側の壁に石がおかれており、埋甕炉が存在したとするならば、注意すべきものである。

北西のコーナーに床面の段が三段検出されている。上段 と中段が 6 cm、 下段 と床面とは 4 cm

全体でも8～ 10 cmと それほどの段差ではないが、床面の造り直しによるものか、所謂ベット状

遺構 と称されるものに近いものか、明確には言明できない。P5はこの上段の床面で半分貼床さ

れていた。したがってかなり細長い柱材 (板材)を 想定しなければならない。

この住居址は全体的に炭化物が多く、一部ワラ状炭化物も認められているが、火災にあった
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住居址 との観方 もいま一つ積極的資料に欠ける。
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第14図 34号住居址実測図(1/60)
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24号住居址 (第 15016・ 17図 )

調査の経過 本址は発掘地域内では最も天竜川に近い住居址 (現河岸まで37m)であり、最

大規模の住居址である。

I区の北西隅は、発掘当初から遺物が多く、とくに土器破片は 2住周辺の拡張の際に、27住

の土師器片などと共に、多量に弥生土器片が出土し、24住周辺の全面発掘調査の端緒となった

ほどである。竪穴検出面の段階では24住に重複する27住・26住のカマ ドと思われる焼土とその

周辺から土師器が集中的に出土した。

竪穴は褐色土層を深 く切 り込んでいたため、南壁と東壁は一早 く検出され、しかも覆土は30

～16cmと 比較的厚く残されていたので、遺物の遺存も良好であろうと期待されたが、残念なが

ら屋敷の土台などの攪乱が入り、土器片の量の多い割には完形土器は 1点 もなかった。

遺物は床面近くへ掘り下げるにしたがい多くなり、一括土器類は竪穴の東側に、それも壁際

外区よりは内区に集中し、南東コーナー付近にとりわけ多かった。しかしいずれも極度の破損

状態であり、 1/4～ 1/2個体分の壺 (140014101420144)・ 甕 (1470148015201530159・

160)、 とくに甕が多く、押しつぶされたように破片が平たく並んだ状態か、グシャリと一ケ所に

折 り重なったような状態で遺存した。炉の周辺からあまり出土していない点はやや異質であろ

うか。また南東主柱穴の上に高ネの破損品 (167)や土器片が散在したが、当遺跡では柱穴の上

面に土器が覆さる例がままあり、これら土器と住居址の時間的差を考える上で一つの手がか り

となりそうである。

これに対し石器類その他は、一括土器群中にももちろん石庖丁 (186・ 185)な どが出土して

いるが、そこ以外に南壁中央のピット付近や炉の周辺に、砧石・祗石 (200・ 2040205)等が集

中している。土器と同じく床面ないし床面近 くの出土が多い。

土器の検出中にすでに床面もあらかた精査していうたが、遺物の出土が少ない南側東と中の

主柱穴の間から南壁際辺 りには、床が二重に見られた。

またもう一ケ所遺物の少なからた南西コーナー付近から南側中の主柱穴と炉を結ぶ斜めの範

囲は、若千の段差をもって床が低 くなっており、そのため当初は別の住居の重複 と錯覚したの

であったが (30住はこのため欠番 )、 西壁が用地境でかろうじて確認されたため、一軒の住居址

であると判明した経過がある。南壁際のピット部分の壁も、複雑に重なるピットのため、やや

明確さを欠き、また壁際の覆土が非常に堅 くて、壁の検出はむずかしかった。

遺 構 隅丸長方形の竪穴はほぼ東西方向に長 く、炉の位置は西側外区に位置する。大きさ

は長辺 9。 18m、 短辺 6。 67m、 南壁 と北壁の中央辺が若干はみ出す。主柱穴の配列は北側西柱穴

力澤括Lに よって未検出ではあるが、きちんとした長方形を成している。

床は褐色土ということもあって、全面に堅い床があり、硬軟の区別ははっきりしない。それ

でも炉の東側一帯がとくに堅緻なタタキの床であった。南壁中央の壁際から内区にわたる広い

範囲に貼り床が見られ、この床は壁際ほどレベルが高く (床上 5 cm)、 内に入るにしたがい低く

なってなくなるという状態であった。この床は壁際の小柱穴(P22° P27・ P46)や ピツト(P40)
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第15図 24号住居址実測図(1/60)
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に覆さっていたが、P51° P52のはみ出しと合しわせ考え

て、入日の踏みしまり (土間)と 考えてよいのではな   E
い か 。

入口についてはこの南壁中央辺りを除いては、ほか

に入口施設とおぼしき痕跡はない。東壁と北壁中央辺

りに浅い小柱穴が集中するが、積極的証左に乏しい。

P41・ P53の上面は堅い床面が貝占られていたので、この

付近のピット群が竪穴使用時の状態でないことは言う

までもなく、入口部を何度か作 り直していると思われ

る。壁際の柱穴では P40° Pi3の 2本が南壁両サイドに

Ocm

第16図  24号住居址埋甕炉実測図(1/30)

あり、その中央に P47・ P48の柱穴があるが、これらの柱が入口施設を構成すると考えたい。な

お、この壁際には前述のようにP45と その西側壁中より完形の砥石 (荒祗と仕上砥 2040205)

と打製石斧 (20)、 紡錘車 (破片、386)が出土している。

内区中央に浅くて底の堅い柱穴が長辺方向に1列並ぶ。一般に言われている間仕切 り柱穴な

のか、高床施設の支柱穴であるか限定はともかく、P20° P26° P31あ るいはP'10P25・ P30、

また短辺方向では P14° P15° P19の 3本が直線上に並ぶ点で注意される。このような柱穴列は

貼床の下に一部が消えるが、P90P22° P27・ P46・ P43° P41は 南壁際にあって棚施設、あるい

は壁等に関連するのであろうか。

炉は埋甕炉 (158)で 西側に1基ある。炉辺石が 2枚並べて埋めこまれていた。これは当遺跡

では唯一の例であり、特異な存在と言えよう。炉辺石は土器の北側に接して巾広の 2枚の鉄平

石を縦に二の字に並べてある。伊那谷に見られる通例のものと同類としてよいであろう。この

2枚の石は本来は砧石に使われたらしく、磨耗痕が残る (2440245)。 また土器に接した1枚は

熱を受けて赤化し、一部争j落 も見られ、相当に炉で火が燃されたことが明らかである。ただし

焼土は土器の西側にわずかに貼り付いていただけであるが、あるいは炉の灰は常に取り出され

ていたということであろうか。炉の土器周辺は 80× 52cmの 範囲に堅い床がなく、土器下底部に

は大きな土器片が敷き詰められていた。

この炉と対になる位置には、炉跡を思わせるピットがあり、若干の焼土が見られたが、土器

の埋められた痕跡はなく、炉とするには問題が残る。

壁際のピットは他址の例のように各コーナー付近には見られない。P45° P48° P40がそれに

該当しようが、P45° P49は竪穴外に張り出す位置にあり、いささか例外的である。

出土した遺物 土器は別表のように図上復原できたものだけでも壺 7、 甕16(小型甕 2)、

高不 3、 鉢 1′点である。

石器は打製石斧 4、 石庖丁 2、 石鏃 1、 砥石 6、 砧石 3、 凹石 1、 紡錘車 3点が出土してい

る。この中では石庖丁 2点、祗石 4点、打製石斧 2点が完形品である。この中で本址を特長づ

けている祗石は、荒砥と仕上砥が対になってあり、そして仕上砥は極度に使いこなされて、そ

F
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17図  24号住居址遺物出土状態 (1/40)

の研磨痕からは鉄器以外は考えることができない。

土器の量が多いこと、そして祗石が多いことは、規模の最大ということと共に、本址を考え

る上で大きな要点であろう。これについては集落の項で述べられている。

2号住居址 (第 18図 )

調査の経過 北西側に黄色土を貼った堅緻な床面を検出したのであるが、表土下60cmと 浅い

〇
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ため耕作が床面近 くに及んでいて極めて保

存状態が悪 く、住居址全体は全 く明らかに

できなかったも床面付近からまとまった土

器の出土もなく、石器もない。

遺 構 壁はかろうじて東壁の一部が褐

色土層面において捉えられただけである。床

は3。 5× 2。 5mの範囲しか残されていない。

したがって埋甕炉も残存せず、柱穴は 2本

(P3° P6)が検出されただけであり、竪穴

の形状、規模等は一切明らかではない。

5号住居址 (第 19図 )

調査の経過 掘 り込みが浅 く黒色土層中

の床である上に、耕作による攪舌Lが著しく

プランを確認することはできなかった。床

の範囲や柱穴の位置からプランを推定する

にとどまった。

出土した遺物は全体に少なく、床上の一括土器は見られなかった。石器は打製石斧 1′点(22)

が出土したのみである。

遺 構 床は黒色をタタキじめ、ロニム粒を含む堅い床面であるが、耕作による攪乱のため

破壊されており、部分的に残存する程度である。床の残存している所には床上に 2～ 3 cmの黒

色土層があり、その上に厚さ5～ 10cmの焼土が推積している。また竪穴中央やや北側の床上か

らは萱状の炭化材、南東コーナーの床上からは、木材の炭化材が検出された。これらのことか

ら、この竪穴は火災によって焼失したものと思われる。

主柱穴は、P10P2° P3ふ P4の 4本で、配列は長方形である。 4本 とも円形または楕円形を

示す。

埋甕炉は東 (21)・ 西 (22)の両端にある。両方とも口縁部、底部を欠く甕を正位に埋設した

ものであり、周辺の床のない範囲は広い。また東側 Flは 東側に焼土を伴 う甕の胴部片が一部

床下にかけて検出された。これは埋甕炉が破壊された残存でありこれをF3と したOこ のことは

F3を使用した生活面があり、同位置の重複または建替が行われたことを意味するものである。

29号住居址 (第20021図 )

調査の経過 掘 り込みが浅 く、黒色土層中の床である上に、耕作等による攪舌Lが著しく、ま

た、北西コーナーは用地外へ延びるためプランを確認することはできなかった。床の範囲、柱

穴の位置からプランを推定するにとどまった。

第18図  2号住居址実測図(1/60)
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第19図  5号住居址実測図(1/60)、 埋甕炉実測図(1/30)

出土した遺物は全体に少なく、床上の一括土器甕片 (173)が 1個体あるのみである。石器は

まったく発見されていない。

遺 構 床は黒色土層を堅くタタキじめているが、埋甕炉周辺に残存する程度である。

主柱穴はP10P2° P3° P4の 4本で酉己列は長方形である。 4本 とも円形または楕円形を示し

深さも約 40～ 50 cmと 深い。

埋甕炉は東側に位置し、炉の周辺は広 く床が抜けている。炉は日縁と底部を欠いた甕 (172)

を正位に埋設しており、周囲には焼土が多く存在する。

本址は 3028住 と重複しており、3住は28住 を貼 り、本址は 3住にほぼ同じレベルで貼られ

ているため、 3住 より古 く、28住 より新しい時期に所属する。

〇| OI

B
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第21図 3号住居址 (左・中)、 29号住居址 (右 )

3号住居址 (第 20021図 )

調査の経過 ローム層の浅い南側では褐色土を6 cm程掘 り込んでいるため、プランの検出は

比較的スムーズに行われた。北側はローム層が深いため黒色土層中の床面となってお り、しか

も28029住 と重複しているため、プランを確認することはできず、床の範囲、柱穴の位置から

プランを推定するにとどまった。

覆土はローム粒、炭化物を含み全体に褐色をおびた土層であり、掘 り込んでいる黒色土層と

は容易に区別できたが、重複している28029住覆土とはほとんど差がなく、その識別はできな

かった。

土器片は比較的多く、竪穴全体に分布しているが、床面上の一括土器は少なくわずかに小型

甕 (6)と 小型土器底部 (10)が出土したにとどまる。しかし柱穴内、南西コーナーのピット

内、埋甕炉等特異な出土を示すものが目立った。

石器は打製石斧 1点 (28)、 石鏃 3′点 (30403050306)、 敲石 1″点 (264)が出土している。

床は南側の一部を 除いて黒色土をたたきじめた堅い床で、一部耕作によってうね状に破壊さ

れている。

遺 構 主柱穴は P10P2° P3° P4の 4本であり、配列は長方形である。P4では床面より約

10cmTっ たピットの中央に壺 (5)が、日縁と底部を欠損して筒抜けの状態で逆位に直立して

出土している。この柱穴の埋没状態は他の柱穴と変わりがなく、この壺が自然転落したものな

のか故意に埋められたものなのかは不明である。

南西コーナーの壁直下に P5があり、このピット内からは壺の口縁から頸部片 (2)と 小型土

器の底部 (H)が出土している。また、 14× 9 cm厚 さ8 cmの偏平な河原石 とロームブロックが

伴出している。このような壁際のピットは他の竪穴にも見られ、またそこから出土する遺物に

は小型土器等やや特異なものがあり、共通性を持つものである。このことについては別項にて

記述する。

炉は埋甕炉であり東側のFl(9)は甕を正位に埋設し、日縁と底部を欠いている。周囲には

堅ぃ床はなく、炉の囲りには厚さ5 cmの焼土が堆積してぃる。西側のF2(7)も 同じく甕 を

正位に埋設しているが、土器は細片化してくずれている。炉の内側には木材の炭化物が多く検

出された。炉の囲りは 6 cm巾 で床がなくピット状になっている。また28住の壁上に位置し、壁

を壊して設置されている。

Fl
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入日の痕跡は特に見られなかった。

本址は28029住 と重複していて、28住の床上15 cmの所を貼っている。本址の床はほぼ同一レ

ベルで29住の床上に貼っており、したがつて本址は 3棟の中では最も新しい時期に属す。また

29住の覆土上部には平安期に属する25住があり、合計 4棟の住居址が重複している。

28号住居址 (第 20図 )

調査の経過 掘 り込みが深く、わずかながら褐色土層を掘 り込んでいるためプランの確認は

容易であった。北領1の一部に攪舌Lが及んでいるほかはほとんど攪舌Lを受けておらず、良好な状

態で検出された。

覆土はローム粒・炭化物を含み全体に褐色を帯びており、重複している 3029住の覆土と近

似しているため区別することは困難であった。

土器片は竪穴内全体に分布するが、 3棟が重複しているため、覆土が薄
・
く床面上の一括土器

はごく少ない。西壁近 くの床上に塗彩した大型の高不の塚部片 1′点 (171)、 および内区中央部

の床上にペンダント状の有孔土製品 1′点 (444)が出土したのみである。石器類の出土はない。

遺 構 床は褐色土を堅 くタタキじめていて良好な状態であり、他の竪穴に比して壁近 くま

でタタキの床が見られる。

主柱穴は特に検出されなかったが壁際に径 15～ 35 cm、 深さ4～ 14cmの鍋底状を呈し、内面全

体が堅 くタタキしめられた浅いピットが19箇所検出された。竪穴中央部にはやや大きめのピッ

トが 3箇所見られる。東壁中央付近の壁直下の P4は上部に蓋をするように甕の胴部片を置き、

ピット内には萱・木材の炭化物が多く検出された。主柱穴を持つ竪穴と違い、本址の家屋構造

を考える場合、壁際に並ぶ鍋底状のピットを柱穴と想定する必要があり、これらのピットが重

要な意味を持ち、家屋構造が根本的に異なるものと思われる。

南西コーナーの壁直下に検出されたピット底部からは、鉢形の小形手捏土器 1点 (425)が発

発見され、他の竪穴に見られるピットと共通する特殊性が見られる。このピットから南壁にそ

って中央付近まで長さ約 2m、 巾35cmの タタキの床のない部分が帯状に見られるが、コーナー

のピットと関係する溝なのか、周溝のようなものかは不明である。

入日の痕跡は特に見られなかったが、南壁中央付近には、壁がやや張り出しているのが見ら

れるので、入口と何らかの関係があるのではないかと思われる。

埋甕炉は口縁部と底部を欠いた甕を正位に埋設し、縁には壺の口縁部を一周させているが、

この壺の一部は竪穴の反対側の南西コーナー床上で検出されている。炉の際 8 cmの所まで堅い

床が見られ、床のない範囲はごく狭い。炉の回りには焼土が堆積しているが、炉内部には焼土

は見られなかった。炉の西側の床上から大きな平石が検出された。特に使用痕等は見られなか

ったが、炉を中心とした作業場との関係を想定できるものかもしれない。

主軸上西側中央付近に細長いピットがあり、ここから北側へ 90 cmの所に直交するように同様

のピットが見られ、その位置・酉己列から間仕切 りと関りあるピットと思われる。
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本址は 3029住 と重複しており掘 り込みは最も深 く、その上部を2棟の住居址に貼られてい

るので、3棟の内では最も古い時期に属するものである。

4号住居址 (第 22023図 )

調査の経過 第 I次調査においてBW列のトレンチで床面 (東壁側)が確認され、多量の土

器片と粘土塊が二ヶ所発見されていた。そのため第Ⅱ次調査では住居址竪穴を検出するためか

なり広範囲に表土を争jぎ、竪穴落込みの検出に努めたが、攪乱がひどく覆土をなかなか把握で

きなかった。竪穴は部分的に褐色土層を切 り込んでおり、覆土は褐色を帯びた黒色土であった。

遺物は土器片が南壁側の覆土上面に特に集中したが、これといってまとまって出土するもの

もなく、石器類も少なかった。

出土した遺物は、東側炉 F3近 くから磨製石斧 1′点 (160)、 西側炉 Flと 壁の間から打製石斧

1点 (30)が出土、また炉のそばの西壁近 くから甑の底部 (20)や大きな土器片がわずかなが

ら出土した。

床面は非常に堅緻であり、柱穴・炉の確認もすみやかにできたが、作業終了段階になって東

側炉 F2の さらに東北に新たに埋甕炉が検出され、その浅い凹み内から祗石 (折損品,212)が

1点出土した。

遺 構 主軸方向はほぼ東西であり、長辺と短辺の比が 1:1。 5と いう細長い竪穴住居であ

る。主柱穴は 6本あるが、配列は若干中がくびれ、柱穴間の距離は不揃いで、やや全体に西側

に片寄っている。

床は全体に非常に堅 く、壁際を除いて床のない場所は見当らない。また炉の周囲もあまり広

①
20甑

G H

Φ

Ocm

第23図  4号住居址埋甕炉実測図(1/30)
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く床がぬけない。南西コーナー付近に黄色土の貼床が見られた。

入口部は確証をもって限定することはできないが、南壁際の P26と P37を 入日の柱 と考えら

れるのではないか。P8° P9と P12° P14も 位置としてはよいが、やや巾が lmと狭く、むしろこ

れは北壁際の P10 0 Pllと 対にして、P8-10、 P12-11、 P14-13は 棚あるいは高床 といった住居構

造の中で捉えた方がよいであろうか。

壁際のピットは P26° P27・ P37の柱穴らしきものを除いては見当らない。間仕切 り柱穴と思

われるものは内区中央の主軸方向に並ぶ P20～ P24の 5本である。

炉は西側に 1基 (Fl)、 東側に 2基 (F2° F3)あ り、F2を 除いて埋甕炉である。 Fi(13)

は甕上半部を正位に埋めこんでおり、焼土が厚 く周囲に詰まる。F2は位置からすると埋甕があ

ってもよいのであるが、円形の掘 り方の中に焼土がナベ底状に凹んで厚 く堆積し、土器の埋め

込まれた痕跡は残っていなかったので、あるいは地床炉であったのかもしれない。F3(14)は

柱穴間のやや北側外にはずれ、あまりに壁に近すぎる位置にある。頸部から胴部のそれも半割

品を逆位に埋め込んであり、焼土はほとんど見られない。

なお、F3に 関連して、住居の重複ということも考えられたが、東壁は5～ 6cmと 残存部分が

低いとはいえ、切 り合うような壁の重なりは見られず、また床面を争jい で若干の柱穴を検出し

たが、F3を 炉とする主柱穴はなく、これを本址から切 り離す積極的証拠はない。F2と F3の周

辺には米占土塊や砥石が出土しており、あるいはF3は性格が異なるのではないかと思われる。

37号住居址 (第 24図 )

調査の経過 表土層の排土作業中に土器片の集

中があり、す ぐに西側落込みを確認できたが、竪

穴掘 り込みが浅いためか、床面までわずかな覆土

を掘 り下げただけであった。

本址の周辺は攪乱が激しく、東壁と南壁側は耕

作土と同じ暗褐色土が広がり、わずかに西側に褐

色を帯びた黒色土の覆土が見られただけである。

この覆土を中心に甕胴下半部破片 (220)、 日縁部

破片 (219)がまとまって出土したが、す ぐにその

下に床面が検出され、結局、壁は全 く明らかにで

きなかった。           ヽ

床面は3× 3.2mの範囲に大・小二ヶ所、部分的

ながら堅い床面が残存した。西佃1落込みの確認さ

れた辺りであり、恐らく住居址西壁側であろうか。

床の西端部には焼土塊が散在し、そこから埋甕炉

籠

L  」

第24図  37号住居址(1/60)・ 埋甕炉(1/30)実 測図
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を検出できたが、柱穴等のピットは全 く明らかにできなかった。

遺 構 炉 と床の位置から、内区西側に炉のある、およそ 5× 6m程度の主軸が東西方向の

住居址ではないか と推測される。炉の周辺は 70× 70 cmに 堅い床がなく、炉の土器 (218)の 周

りには 10 cm厚 の焼土が詰まる。土器は甕胴上半部を逆位に埋めてあった。

35号住居址 (第 25026図 )

調査の経過 表土から攪舌しがあるが、ことに南側部分に著しく、竪穴の検出は非常にむずか し

かった。 したがってサブ トレンチを用いて床面の検出を試み、南側において確認することがで

きた。層序は黒色土層の下に、炭化物を含む暗褐色土層があるが、その層が住居址覆土である。

遺物の出土は覆土上層から見られ、石器が多い割には土器の出土は比較的少ない。西側の埋

甕炉の南側か ら、有孔の器台の脚部 (213)が 出土 し、南壁近 くに一括の土器 (209)があるが、

復原にいたる程ではなかった。

石器類の出土は打製石斧 4″点が内区 (34035)お よび西壁際 (36033)か ら、石庖丁は内区

中央付近か ら 2′点 (1880189)が出±。石£族 (3120313)、 石錐 (372)は 内区南側に、また砥

石 (214)は南東隅か ら発見された。

lmlrn

軟らかい床

第25図  35号住居址実測図(1/60)
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第26図  35号住居址埋甕炉周    主柱穴は P4:P5・ P6・ P7・ P8° P9の組み合わせ とみられるが、
辺の遺物出土状態実測

図(1/30)       配列は不整の長方形で、東側の柱穴が約 40cm広力ちて壁に近い

位置にある。また P6の位置もP4と P8の線上か ら南に張 り出

ている。壁際 ピットは北西コーナーにあるが遺物はない。

埋甕炉 (210)は 西壁中央の内側に約 85cm入った位置にあるが、土器の周囲に床面のない炭

化物などを含む部分が細長 くあり、さらにその内側に焼土範囲が 65× 45cmにわたってみられ、

焼土の厚さは約 5 cmである。炉内の土器は口径約 40cmと 、比較的大型の甕を使用した炉であ

った。炉の周囲の床のない部分は、ほかの住居tlLの 埋甕炉にも例が多いが、掘 り込み部分 とし

ては大きす ぎる。ほかの何 らかの原因があってのことではないだろうか。

住居址入口部については、明確な構築は認められない。北壁東寄 りの P9と P7の 間にあるピ

ットを入口部施設と想定する観察もある。また住居址中央の南北に並ぶ柱穴 P6° P12° P7を問

仕切 り、あるいはP12を 中央の間柱として、南壁東側のP6・ P8間を入日と想定する観方もある。

46号住居址 (第 27図 )

調査の経過 本址は 3棟の重複が見られ、48住→44住→46住の順に古期から新期になる。い

ずれも東側が民有地にかかり、竪穴全体は確認できなかったが、主柱穴 P10P2° P3は確認でき

たので、隅丸長方形の竪穴規模を推定できた。

覆土中には炭化物の混入が多く、あるいは火災住居との見方もなされたが、確たる証左は検

出できなかった。遺物の出土状況は、土器の出土が比較的多いが、まとまったものは外区にあ

って、内区にはほとんどない。西側外区に大小の甕 (247)・ 壺 (244)が 、Jヒ側外区の P3そば

に甕 (2460253)と 壺 (240、 1″個体)が、そして南壁中央に片日の鉢 (255)が伏した状態で

出土した。いずれも床上ではなく、覆土上部であり、大きな破片は多いが、復原できるものは

少なかった。

石器類は 3′点の石鏃を除いて内区に出土した。打製石斧 4′点のうち 2′点は完形品 (25027)

である。覆土上層から磨製石斧 (折損、161)、 砧石 (247)、 凹石 (277)、 敲石 (263)それぞれ

1′点が床上ないしその近 くから出土した。砧石は、一人では容易に動かせない大きな鉄平石で

紡錘車 (391)は 土器片加工のものであるが、埋甕炉の西側か

ら出土し、土製勾玉 (449)は北西隅の北壁下にて出±。埋甕炉

の中から土玉が発見されている。注目すべき遺物は鉄器片 (459)

があるが、刀子あるいはヤリガンナの先端部とも観察されるが、

きわめて細片のため断定はできない。

遺 構 床面は白色と赤色の粒子を含む褐色土を、堅 く叩い

た状態で全面に認められるが、北東および南東コーナーの壁下

に堅い床面のない部分がある。また埋甕炉の周囲も焼上部分お

よび掘 り込み部は堅い床面ではなかった。
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第27図 44046048号住居址実測図(1/60)、 埋甕炉実測図(1/30)
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表裏両面に使用痕が残る。壁側は床上 16cm、 内側はほぼ床面に接し、あたかもズリ落ちたよう
≠

な傾斜をもって出土した。この北側床上に粘土塊が存在した。また完形の紡錘車 (389)が 南

側外区に出土し縄文時代の土偶も混在していた。

遺 構 床面はローム粒を含む黒色土で、上面に粘土を薄 く貼って、タタキ床にした堅い床

が全面にわたっている。南壁西寄 りには、壁にそって溝状の落ち込みがあるが壁際のピットと

同じものかと思われる。

埋甕炉は西壁に極めて近い位置にあり、焼土は少なく、掘 り方も小規模で、炉の土器 (250)

は甕頸部を埋設しているだけであった。この土器は44住埋甕炉の甕胴部と同一個体である (接

合する)こ とが確認されている。

内区中央に主柱穴以外に小ピットが集中するが、他の住居址に比べ、やや深 くて北側、ある

いは西側に傾斜 したピットである。これ以外に南壁際に P13° P14° P15° P16が二直線上に並ぶ

が、あるいは、住居の入口施設を示すとも考えられる。P15は 48住の柱穴という観方もある。

ところで44046048住の 3棟の重複のうち、48住は面積が小さすぎて考察の対象にならない

が、44住 と46住 については次のように考えられる。竪穴プランが近似していること、埋甕炉土

器が同一個体であること、そして両住居址に粘土を保有していることからして、この 3棟の住

居は、同一家系の建替を示すものと考察できよう。

44号住居址 (第 27図 )

調査の経過 この住居址は東側が民有地、北側を46住に切 り取られているため、約1/2程度が

残っているだけである。したがって主柱穴や入口等は不明であるが、西側中間部の内側に埋甕

炉が発見されたことにより、主軸方向が東西になることが判明した。西壁の状態が比較的良好

に残存していたので、住居址プランは隅丸方形になるものと推定される。

遺物は南壁の中央辺 りに甕 (236)と 台付甕 (239)が出土したが、台付甕は覆土上層に逆位

の状態であった。また南西隅の P4内からも甕 (238)1/2イ団体分が発見されている。石器では打

製石斧 (完形、32)、 敲石 (265)各 1″点がある。

そのほかに南西隅には粘土塊が置かれていたが、西壁際にも若千あって、土器製作との関連

が考えられるし、隣接の後続して作られた46号住居址内にも存在し、その関係が注視されると

ころであろう。

遺 構 主柱穴としたのは南西側の Plであるが、 相対する北西側位置は、46号住居址に約

20 cm切 り取られていて不明である。 強いて推定すれば46住 P15が相当するかもしれない。東

側主柱穴は民有地に入るため不明であった。

床面はあまり堅 くないが、比較的良好であって、ローム粒、白色粒子と粘土粒を含むもので

覆土の炭化物を含む土層とは明瞭に区別ができた。

埋甕炉は西側の壁より内側へ約 lmの位置に発見され、埋甕は破砕されて良い状態ではなか

った。焼土は約 5 cmの厚さでみられたが、炉の掘 り方が 53× 40 cm範 囲に認められた。
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住居址入口については不明である。

48号住居址 (第 27図 )

本住居址のプランは、44号住居址の床面まで掘 り下げた際、北側において確認された。覆土

は白色粒子と炭化物を含む堅い暗褐色土である。北側の大半を46住 に切 られているか ら、極

めて小面積 しか残されていない。した力ちて主柱穴、プラン、炉、主軸方向などは不明である。

残っている床面のうち、東領1の民有地に接して壁際に80× 70cIIlのピットが発見されたが、この

底部から師|(258)の底部破片が発見されている。

そのほかの出土品は、多頭石斧 (折損、375)と 石庖丁 (187)、 および完形の予L棒状石斧が

(162)覆土から出土している。

48号住居址は、覆土に炭化物の多いことから、火災に遭遇した住居とも見られるが、確証は

ない。

47号住居址

6住の南東コーナーに褐色を帯びた黒色土の落ち込み (1× 1.5m)を確認し、更に6住 の壁

に堅い床面を若千検出しただけであるため、詳細は全 く不明である。

床面は 6住床より20 cmほ ど上にあり、6住に切られているので、一時期古い住居址というこ

とになる。大部分は用地外の構造物下に遺存すると思われる。

6号住居址 (第 28029図 )

調査の経過 本址は第 I次調査の折に北東コーナーが確認され、床面とともに粘土が発掘さ

れている。地表の構造物を取 り除いてすでに覆土上面で土器片が多量に出土し、遺物を包含す

る土層も容易に判別がつき表土下の黒色土層において褐色味を帯びた特有の黒色土層の落ち込

みを検出し竪穴を確認できた。ただし、当初予想だにしなかった9m近い細長い住居であるこ

とがわか り、一時は 2基の重複を考えたほどである。このため南壁は用地外にかかるほどであ

り、あとわずかなのであろうがギリギリいっぱい掘ってあきらめざるを得なかった。西隅に、

1基の重複があり (51住 )土器片が多量に出土、さらに東コーナーにも1基重複があることが

わかった。

覆土上部の竪穴確認時′点では土器片の量も多く大きな破片の出土も見られたが、床面に近づ

くに従い遺物の量は少なかった。セクションベル トの観察では、北壁から中央床面に向って、

褐色土のバンドが斜めに傾斜をもって流れこむような状態で 2枚認められたが、遺物の出土状

態にはとくに、そのような傾向はなかった。床上10 cmに 焼土ブロックなどもあるが、全体 とし

て覆土は同一土層である。

床面の精査では、第 I次調査の時よりはるかに堅いしっかりしたタタキ面が全面にわたって

検出され、床面上にまとまって遺物が出土した。とくに炉 F10F2の 周囲に集中しており、Fl南
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に2個体 (28029)、 F2か ら中央部に壺 1個体 (23)が出土した。また壁際ピットの縁にあっ

た粘土上より小型手控土器の完形が 1′点(426)出土し、床面上にあると思われた粘土塊はピット

中 (P18)に 詰まっていることがわかった。

出土遺物は破片の量が多く、大きな破片があるため図上復原のできたものが多い。破片のま

とまった出土は F10F2の 周辺と中央部の床面上である。とくにFlの南壁際では、中型甕 2点

がほぼ完形で出土した。F2では炉の土器の上および縁周囲の床面上、そして中に多数の破片が

出土したが、F2南床面上の破片は甕1/4個体 (31)、 上にかぶさった破片はFl土器の底部に、西

側縁に敷き詰められたような破片と中の底の方に落ち込んでいた土器は、中央部床面に散在す

る土器と接合して完形に近い壺 (23)と なった。この壺は口を炉の中につっこんでこわれたよ

うな状態であり、底部だけとばされたといった具合いであろうか。その他の土器はいずれも破

片の程度であり、出土地点を特定できない。

石器は打製石斧 3、 石鏃 4、 砧石 2′点が出土した。このうち打製石斧は完形品 1′点が (40)

中央西寄 りの床上から、石金族は完形品 1′点が (316)内 区中央付近から、砧石 (2480249)は

F2そばの床上からそれぞれ出土した。

遺 構 主柱穴は長軸方向の東西壁にそって各 4本づつ、シンメトリーに並ぶ。P2と P7の中

間に、やや浅いが間柱 P14が存在し、その結んだ線を境に、南室と北室に分けて考えることがで

きよう。さらに西壁部の柱穴列についても、柱を立て横木をわたして棚あるいは高床の構築が

想定できるものである。

床面は黒土中には堅いタタキ状の床が、ほぼ全体にみられ、わずかに炉のまわりに存在しな

い程度であった。

住居址内には主柱穴のほかに、柱穴列 (間仕切 り柱穴)と みるものもある。その他は粘土貯

蔵穴、さらにピットも数が多いが、機育ヒ用途は判別できないものが多かった。

0             50cm

第29図  6号住居址埋甕炉 と周辺遺物実測図(1/30)
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炉は Flが南室に、F2が北室にある。いずれも埋甕炉であって、甕だけの埋設であり、炉内

および甕の掘 りかた部分にかけて、焼土が多くみられた。特にF2周辺には土器破片が多くみら

れた。

入口については、南北壁に近い位置に炉址があり、また西壁には柱穴列もあることから、東

側が考えられる。それも東壁の中間辺か、北東コーナー近 くとみられよう。

ところで北室は北東コーナーのピットに粘土が充損されており、西壁直前の柱穴列を棚状の

構造と考えると、土器製作作業室とみてもよいだろう。その北室の P21か らは小形手捏土器の

出土もあって、土器の製作等を行い、棚にはその土器の乾燥とか、焼成までの保管場所 とも考

えられる。一方の南室の方は、北室より3m2ほ ど広いが、入自部が東壁に想定され、炉 Fl周

辺には土器が多く、完形甕の出土もあった。これらのことから、南室は居住用の部屋と考えて

よい。

西隣りにある43住は、本住居址と同面積に近い大形住居址で、時期は後続するものと観られ

るが、本住居址 とともに注意すべき住居址である。

51号住居址 (第 30図 )

調査の経過 本址は6住の竪穴落ち込みを確認する段階において、 6住南西隅から竪穴外に

集中的に土器片が出土するため、重複する新たな住居址として確認されたものである。しかし

あまりに多量の土器片がかたまうてあるため、特殊な廃棄拡か土拡墓かとも想像されたが、特

殊な遺物が一つとして出土してないこと、6住竪穴上に貼床が検出されたことにより、住居址

として間違いないものと思われた。隣接する用地外の構造物下に竪穴の大部分がおよぶため、

調査は北東コーナーのわずかな範囲であ

ったが、竪穴は黒色土層を切 り込み、20

cmの壁が残存した。

出土遺物はこの狭い範囲に集中して発

見された。覆土下部の床面近 くに大・小

の破片が重な り合って、とくに竪穴隅か

ら120× 90cmの 範囲に集中的に遺存した。

大形の破片が多かったが完形 と判るよう

な在 り方ではなく、2/3あ るいは1/2個 体

ぐらいのものが多かった。石器は出土 し

ていない。

遺 構 一部分の発掘で竪穴全体は想

像する手立てもない。床面は堅いが西側

は壁に近いほど軟弱になっていて、Jヒ壁

際には堅い床がない。東側にある 6住の

I耕作土層

m

第30図  51号住居址実測図(1/60)
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上面に黄色土で貼床をした良好な床面が検出された。したがって本址は 6住より新期になる。

住居址の北側外区に土器の集中する例は非常に少なく、この土器の出土状態はある種の特月U

な行為 と考えるべきものであり、検討する必要があるとみられる。

m

軟らかい床円2軟 らかい床

Ⅲ漆黒色土層

Ⅱ黒色土層 IV Ⅳ焼土

第31図  43号住居址実測図(1/60)
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43号住居址 (第 31032図 )

調査の経過 6住周辺の表土争Jぎの中で、6住西側一

帯に土器片の集中的出土を見、竪穴を検出した。 6住 と

同様に黒色土層を切 り込んでおり、覆土は褐色味の強い

白色粒子をあまり含まない黒色土であり、住居址中央部

には部分的に漆黒色土が厚 くのっていた。覆土を掘 り下

げると、南西壁際で砥石 (220)、 凹石 (278)と 鉄の細片

が出土し、南東コーナーから炉の西側にかけて比較的大

きい土器が検出されたが、形をなしている状態のものは

1点 もなく、また床上にも特にまとまった土器はなく、

E

232鉢 Q

e工

性T____「 ___~三
PCロ

第32図 43号住居址埋甕炉と周辺の

遺物実測図(1/30)

遺物は少なかった。内区の西側中央の床面より二つに折れた敲石 (266)が、また南西隅より紡

錘車 (392)の 破片が出土したに過ぎなかった。

遺 構 床面は炉の周辺と南側の壁際を除き、非常に堅 くタタキしめられていた。特に内区

の中央付近より西側は堅緻な床であり、 5 cm位 の厚さの粘土が二ヶ所に置かれ、その近 くに敲

石 と乳棒状の細長い石があった。

主柱穴は、攪乱によって 1本みつかっていないが、P10P3° P9よ りおして4本の長方形酉己列

であろう。P8は 主柱穴 P90P3の線上にあり、またP2も 主柱穴 P3° Plの短辺の直線上にある。

どれも穴の深さは主柱穴より深さをもっているので、梁に結び主柱の補強をするか、棚や間仕切 りに

使われた間柱と考えられる。

P4° P5・ P6は~線上にあり、その中で最も深さのあるP5は 、横梁か棟木の通る位置にあるの

で、これも間仕切 り柱穴とみてよいだろう。南西壁隅にあるP14は 、Pl° P3と 直線上に並び、

やはり間仕切 りにしたものと思われる。南東隅にあるP8と P9は 、堅い床 と軟らかい床 との接

点にあり、この南側に棚あるいは高床の施設をしたのであろうか。

出入回は、南西コーナーにある短い溝および P12° P13° P15が出入日として、充分工作してあ

るようにみられる。またこの付近より、祗石、紡錘車が出土するなど、入口としての要件を充

分にそろえているといえる。

埋甕炉は、甕 (224)の 口辺部を逆位に浅く埋設してあり、黒色土と焼土で埋められていた。

ところでこの住居址は、P5を 中心とする南北 (短辺方向)に三分する間仕切 りから西方には

北西コーナー覆土より甑 (233)の土器片をみているが、集中土器類はほとんど出土しておらず、

東側に集まっている。これらの点から、ここを日常の生活の場 (勝手)と 推察できる。これに

対し西側は、前記したように粘土が検出されており、土器を専門的に造る工房の土間という色

彩が強い。また、祗石 4点の出土も注意される。

19号住居址 (第 33図 )

本址は53年度の第 I次調査において、堅い床面の一部と埋甕炉を確認していたものである。

一- 52-一



住宅密集地下であるため表土層下まで攪乱が及び、土器片の出土量が多かった。宅地造成の

切 り盛りで、 7住付近の表土が盛られていることも考えられる6覆土は黄色土粒や炭化物を含

む黒色土である。遺物はこの覆土全面にわたって見られた。床面上からは東側埋甕炉周辺にか

なりまとまった土器 (1100116)と 小形手控土器 (428)が出土し、また東壁覆土の中から高不

(118)が出土した。全体として土器の出土量は多く、復原された土器は壺・甕・高琢 0鉢があ

るが完形ないしそれに近く復原されたのは高ネ (118)の 1′点だけであった。なお、図上復原さ

れた土器は覆土上層に多く、床面に近いほど少なく、内区より外区に多いという傾向がみられ

た。

0                               2m 0              50cm

第33図  19号住居址実測図 (1/60)、 埋甕炉実測図(1/30)
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打製石斧はいずれも折れているが床上から3点 (50・ 51053)が 出±。磨製石斧 (定角式、

163)も 折損しているが南東コーナーから、磨製石鏃 (未製品、178)は住居の内区西側より発

見、砥石 (222)は 内区西端の床上と、南東コーナー竪穴外 (221)か らも発見された。凹石は

(282)住居内区西寄り床上から、また紡錘車 (未製品、419)は 南東ゴーナーの竪穴外の位置に

出土した。

南東コーナーの竪穴外に遺物の集中するのが注目された。

遺 構 住居床面は全体に堅い床であるが、東西の柱穴のまわりにロームの貼床がみられ、

また埋甕炉の東辺には床部分がみられず、土器片、炭化物、焼土が入っていて、意識的に堅い

床を設けていないと観察されている。

主柱穴は南壁にそって長軸方向 2個 と、西北隅の P31と 考えられる。住居址の1/3が道路下に

入っているため北東隅の柱穴は不明である。

主柱穴の形状は、南北方向に長い楕円形であるが、 想定される柱は、割材を用いたとみられ

る。

住居入口については、判然とした施設などが認められないが、炉の位置、土器出土状況など

から、南壁の中央あたりと想定される。

壁際のビットについては Plが南西コーナーにあるが、特に遺物は出土していない。

炉は東壁側の柱穴のほぼ中央に位置する場所とみられる。炉は甕 (109)の頸部から体部上半

を正位に埋設し、外側を囲むように、土器片で外護的な方法がとられている。焼土は炉内底部

と、炉の外まわりにかなりはっきり残されていた。

住居址の中央部に小さなピットが集中している。P6・ P8° P9は浅くて底が堅く、これ らはあ

まり規則性がみられないが、P6・ P2° P20° P19は一線上に並ハ 間仕切りの柱か、棟持柱であ

ろうか。

7号住居址 (第 34図 )

調査の経過 本住居址は表土から住居址床面にいたるまで、耕作と工場跡による攪乱が著し

く、床面と壁の立上 り部分にまで後世のガラス片などが混在していて、壁は残っていなかった。

しかし床面の堅固な部分が存在することをつきとめ床面の広がりを追求した結果、東側に 2本

の柱穴とその中間に埋甕炉 Flを検出した。床面の堅し嗜6分は西側に伸びるが、分断している。

西側の堅い床面の部分と、そのなかの埋甕炉 F2は 第I次調査において検出されていたが、地

上の構造物を取 り除 く作業において削られてしまったため充分な調査ができていない。

遺物の出土状況は埋甕炉のほかに、住居址の南東隅の、柱穴 Plの内側部分に比較的大型の甕

(46047048)、 壺 (44045)が 出土している。この土器の出土した辺りは、柱穴の外区をとり

まくように堅い床面があるが、内区の床面の堅 くない部分におもに土器が出土していて、土器

の据え置かれている位置を示すものとみられる。本址では外区が比較的よく踏まれる部分とみ

てもよいだろう。祗石 (223)の 出土地′点は南壁中央に近いが、入口に想定される位置に近い。
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第34図 7号住居址実測図(1/60)、 埋甕炉 と周辺の遺物実測図(1/30)

また小形手控土器 (429)は 完形逆位で、住居址の内区やや南の床面から発見している。一方そ

こにも大形破片が出土 している。

遺 構 ローム層ではないが、音6分的に堅い床面がはっきり残っている。その部分は東側柱

穴の外方を囲むように、またFlの 周囲にもみられる。西側ではF2の周辺に残されていて、中

央部分が軟らかいという状況を示している。

柱穴はPlと P2が東側にあり、炉がその中間に埋設されていて、形が整っているから、西側

にも同様に存在して、正長方形に配置されたものと思われる。

炉は東側では主柱穴を結ぶ直線上の中央にあり、そこから垂直線を延ばした西方に F2がある。

Fl(49)は頸部と胴部が約2/3残存していて、炉の掘 り方部分にも焼土が入っていた。F2の 方は

炉の周囲に焼土はなかった。

入口部分は施設的なものの検出はないが、南向きの入口とみられる。

56号住居址 (第 35図 )

調査の経過 本址は55住に接して検出されたのであるが、北側は石垣によって破壊されてい
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いるために住居址の全貌を確認する

ことは出来なかった。また、本地域

は以前に宅地とされた折に深 く攪乱

されており、新旧の遺物が逆転して

出土している。覆土内には遺物は少

なく、竪穴検出には褐色土を排除す

ると、黒色土に白色粒子の入った堅

い壁面が見られ、床面は全体的に軟

らかいが音6分的にはタタキ状の堅い

面を検出した。

遺物は床面上とその近 くで少量出

土し、石垣付近から甕口縁部 (298)

が見られた程度で遺物は少ないが、

南西隅近 くで粘土塊が出土している。

遺 構 柱穴は lヶ 所検出された

が、あまりにも浅 く主柱穴と見るに

はやや難がある。

以上、住居址の概略であるが、残存された遺構から推測すると、北側に向って開いており、

胴部に脹らみをもつ住居址のように思われる。

なお、55住 との関係については、本址が55号址の壁の一部を切断して構築しているので、55

→ 56(古 → 新)である。

55号住居址 (第 36037図 )

本址は褐色土層を掘 り込んでいるためと、床面が堅いタタキ状になっているために検出は比

較的容易であった。住居址内での攪舌Lも 少なく、従って遺物の保存状態も良好であったが、住

居址の北側壁は石垣によって破壊され、また北西隅は56住が重複しているために壁部分が若干

破壊されてはいたが、ほぼ全貌は確認できた。

遺物の出土状態については、床面上かその付近に非常に多く、大型容器の類は床面上に潰さ

れた状態で出土している。南西壁付近で出土した大型壺 (282)の破片の一部が2。 5m離れた東

側の炉付近までとんでおり、甕の胴下部が北壁近 くに、日縁部が南壁から出土した例もあるな

ど興味ある出土状態であった。石器はこれら土器群に混在していたが床上には少ない。全体的

な遺物の出土状況からすれば、主柱穴を結んだ内区に少なく、壁周辺の外区からの出土が多い

のが特色である。

床面については先述のごとく堅いタタキ状になっているが、それは黒色土と、米粒より小さ

い花同岩質の白色粒子、それに若千の黄色土粒によって固めており、検出は容易であった。
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第36図  55号住居址実測図(1/60)、 埋甕炉実測図(1/30)

一- 57 -一



①
ム』Ψ

第37図  55号住居址遺物出土状態 (1/40)

遺 構 柱穴は19ヶ 所が検出されたが、主柱穴 P10P2° P3° P4で、長方形に近い配列をな

している。 4ヶ 所ともに楕円形に近い掘 りかたで、特に P3は長楕円の掘削からして丸太材の

使用よりそれの大割されたものの方が適するように思われる。住居址中央には棟持柱的なもの

を挿入したと思われる浅い柱穴、それと問仕切 り的使用の考えられる柱穴もある。壁際ピット

は南西隅に見られたが、径は小さく、浅 く、はっきりしない。また南側中央の壁近 くに2本の

柱穴が対 となっており入口部の施設とも考えられる。

炉は埋甕炉であり、その位置は主柱穴短辺のほぼ中央の東西 (F2(292)・ Fl(289))に あ

り、床面の精査中に東側 F2の北で貝占床の下から埋甕炉 F3(293)を検出した。これら3例の新

旧については F10F2は 同一の床面に位置し、両者とも内部に土器片を敷くなどしており同時期

と思われ、F3は貼床下に存在しているので当然に前例より古いと考えられる。tt Flと F2の使用

度についてであるが、炉外の焼土の厚さでみるならば、Flは 15cm、 F2は 6 cmと 計測されている

ところからFlの 頻度が高かったと言えよう。F3は その位置から見て、本住居址の一施設とす

るには中心部から外れている。そのため F3の レベルで床面を追ったのであるが、床はもちろん

付随する主柱穴も見当らないところから重複も考えられず、疑間を残した炉である。
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20号住居址 (第 38図 )

調査の経過 本址の東側一帯は

打製石斧や凹石、石鏃、そして土

器片が多数出土し、遺構の濃密な

分布が予想されたが、結果的にや

や小規模な20住 1棟の発見に終わ

った。遺物の分布からすると、も

っと東の道路下か南の用地外にあ

る可育ヒ性 もある。

竪穴は黒色土層から礫層上面ま

で掘 り込んで構築 しており、床面

は容易に確認できたが壁と覆土に

ついては判別がつかず調査は難渋

した。

遺物の出土は覆土内では少なく

床面上が多い。その出土場所は、

土器では大型甕破片が北東隅で 2

点 (1230124)、 石器では住居の中

心部付近で打製石斧 (62)、  石鏃

(327)の 各 1点 、また北壁近 くで

磨製石斧 (165)凹 石 (279)そ れ

に鉄片 (461)が 出土したが、遺物

の出土分布で見ると、住居址の北

側に多く出土している。

遺 構 床面については先述のように礫層上面に作られているので礫が頭を出し、小さな凹

凸が見られ良好な床面とは言えない状態であった。その面に主柱穴が 4ヶ所掘られているが、

深さも不統一で P3は 下の礫に止められ穿つことができず 18 cnlの 浅さである。主柱穴の配列も

南側が開いた台形 となっている。したがって住居全体も変形で南側に開き、それにやや南東コ

ーナーの伸びた変形の住居址である。

炉については当初北側に埋甕炉 Flを確認したが、精査した際にそれに続いて南側に甕 口縁

部1/4程を残した炉 F2を検出した。 F2の レベルは 4 cmも 低い位置にあり、その上に焼土が覆っ

ていたことから、その両者の新旧についてはF2が古 く、それを廃棄してFlを 設置したと思われ

る。さらに床面を調査したところ住居址の中央よりやや北寄 りに床面を若干掘 り凹めて作った

地床炉 F3を 検出した。この炉は焼土の厚さは前二者に比して2 cmと 薄く長期間使用したとは考

えられない。
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第38図  20号住居址実測図(1/60)、 埋甕炉実測図(1/30)

一- 59 -―



壁際ピットは北東コーナーと南東コーナーに各 lヶ 所見られたが、遺物などは出土 していな

い。

59号住居址 (第 39040図 )

調査の経過 本址は黒色土層中ではあるが、掘 り込みが深 く、また工場用地であったため耕

作による攪乱がほとんどなく、竪穴の検出はスムーズに行われた。覆土は黄色土粒を若干含み

炭化物を含む全体に褐色を帯びた土層であり、焼土が多く見られた。これは32住 と近似してお

り、火災によって焼失した竪穴で、多くの成果を得ることができた。

土器片の出土は覆土全体に及ぶが、覆土上層、下層に特に多く、中層には比較的少ない。完
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第39図  59号住居址実測図(1/60)、 埋甕炉実測図(1/30)
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第40図 59号住居址遺物の出土状態 (1/40)

形土器の出土は総て覆土下層であり、その分布は大きく分けて 2ヶ所に集中している。

北東コーナ=付近には、最大の壺 (312)が東西に細長 く2.7m× 1。 4mに散在しており、破片

の在 り方は口縁部だけ東側にはずれてあり、頸部から底部は西側に集中している。頸部は体部

下半～底部の破片の下に発見された。このことは東壁上部にあった壺が、まず口縁が欠損して

落下したのち、体部が頭から逆さに落下して散在したものと推定される。

さらに、このコーナー付近には壺 1個体分 (316)、 小型甕完形品 3″点 (3330334・ 335)、 甕

4個体 (321・ 32203260330)、 高杯 (339)、 鉢 (338)が交互に散在して発見されている。

埋甕炉西側では大型壺 2個体 (3130314)、 小型甕完形品 2点 (3330336)、 甕 2個体 (323・
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3240325)、 鉢 1個体 (337)が出土している。このうち20の甕と15の鉢は遠く北壁中央付近ま

で破片が及んでおり、この 2″点のみが広く散在していることは注目される。

覆土上層部を掘り下げる際に、東壁中央付近の底部を取り上げたところ、内側にこびりつく

ように炭化米が多数発見され、覆土に多量の炭化米が含まれていることが判明した。このため

覆土を総て水洗いし、採集した結果、合計46。 8イ に及ぶ多量の炭化米が検出された。炭化米は

竪穴を対角線で切った北東側に多くみられ、その内でも特に北東コーナー付近に集中しており

この分布は、北東コーナーの一括土器分布と一致する。炭化米は、覆土中～下層の床上10cm位

に多く見られ、覆土に混ざる状態で発見された。その中で特に密にある所が4ヶ所見られた。

大型壺を中ノ由ヽとする北東コーナーの一括土器の分布と炭化米の分布が一致してぃることから、

壷に入れて桁に吊るして保存されていた米が、火災により、落下し、床上に散在したものと推

定される。

竪穴を対角線で切って南西側の床上には多くの炭化材が発見されたが、特に埋甕炉から西壁

付近に多く見られる。これら炭化材の上には焼土が5 7 10cm堆 積し焼土に埋れた状態である。

炭化材は、丸太材・板材、及び萱状の 3つ に分類することができる。

丸太材は径 4～ 9 cnlの ものが多く、垂木と思われる。節目の所で屈折しているのが観察され

落葉樹を用いていると思われる。残存量はあまり多くないが、ある程度家屋構造を復原できる

ものである。西壁の北と南のコーナーの丸太材は斜めに竪穴中央部を向いており、西壁中央付

近のものは、まっす ぐ中央部へ向っていて、竪穴中央部を中心に放射状に見られる。南壁中央

付近のものは主軸に対して、ほぼ直角に中央部へ向っている。このことから入母屋風屋根が考

えられる。また南西コーナーの丸太材は、壁中段から床面、さらに床上の一括土器を壊すよう

にその上面に及んでいるのが観察される。このことから垂木が、壁上の地面に直接刺さってぃ

た可能性があり、また一括土器が散在していないことから、垂木が焼け落ちた時に床上の土器

を押しつぶしたものと思われる。

この土器とその周辺及び埋甕炉付近には、丸太材を覆う状態で、萱状の炭化材が検出された。

この炭化材は丸太材の方向と多くは平行 しているが、一部には直交しているのが見られた。径

5 mm前後で比較的太 く萱というょりも、川辺に生えている葦に近いものと思われる。

北壁中央付近には、壁直下から壁の傾斜にそって厚さ約 l cm、 巾約 20 cm長 さ約40cmの 板材

が横方向に見られた。また南西コーナー付近の床上にも板上のものが見られた。用途は確定で

きないが、位置から考えると、壁が崩れないための板か、または、竪穴の掘 り込みの壁上に簡

単な板壁があって、それが焼け落ちたものではないかと思われる。

南壁中央やや東寄 りの壁中からは、炭化材にはめ込んだような状態で、蛤刃形磨製石斧 (166)

が出土した。この磨製石斧は、全体に煤けて黒 くなっているが、体部中程には煤の付着が見ら

れず、ここに柄が付いていたものと思われる。柄と思われる巾と、炭化材の巾がほぼ同じであ

るので、この炭化材を柄としてはめ込まれていたものが、焼けたと推定される。

磨製石斧の北 lmの床上には径 25 cm厚 さ4～ 14 cmに 朱のようなものを含んでいる筒所が見
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られた。本址からは朱を塗彩した土器は出土していないので。木器に使われた漆の可能性 もあ

るが分析が行われていないので断定できない。

石器としては埋甕炉の西側床上に砧石。1″点 (251)お よび覆土中からは砥石片 1′点、石鏃 2′点

(3300331)が 出土したのみである。

遺 構 主柱穴は P10P2° P3° P4の 4本であり、配列は長方形である。 4本 とも円形また

は楕円形を示す。P2と P5を結ぶ対角線上には間柱 と思われる比較的浅いP6が見られる。各主

柱穴の近 くからは、全体に西へ 25cmず れて床下に柱穴が検出され、1回以上の建替えまたは重

複があったと推定される。

床はローム粒を若干含み、黒色土をタタキしめた堅い床である。壁周辺と埋甕炉周辺および

北東コーナーの一角には堅い床はない。南壁中央から内側へ lmの所に径 1× 1.5mの 範 囲で床

が二重になっているのが見られた。

北東コーナー付近の堅い床のない所には、小ピットがいくつか見られ、ピット内には炭化米

が含まれていた。

埋甕炉は主軸の西側 P2と P3を結ぶ線より外側に位置する。底部を欠く甕 (327)を正位に

埋設し炉の底部には他の甕の体部破片 (329)を 敷いている。炉の周囲には床面よりやや低 く焼

土が見られ、北西側では焼土の切 り合いが見られる。切られている焼土内からは甕の体部片が

出土したので、埋甕炉が重複していることが確認された。これは床下から柱穴が検出されたこ

とと対応するものである。

入口施設としては特に顕著なものは検出されなかったが、南壁やや西寄 りに堅い床が中央部

までU字状にない所があり、その奥まった所には前述の二重床が見られる。このことは床のな

い部分に梯子のような施設を考えれば理解できるものであり、二重床は人の出入の際に持ち込

まれた土が踏み固められたものと推定される。

出土した遺物

出土した主な土器は表 1の とおりである。壺は大型のものと、小型のものと2つに分類され

る。甕は口径の大きさによって 1lCm未満のものをガヽ型、1l Cm～ 18cln未満のものを中型、18 cm

～24cm未満のものを大型、24cnl以 上のものを超大型と4つに分類した。これらの土器は前述

のように炉周辺および北東コーナー付近に集中しており、この 2ヶ所からの出土状態は表2と

なる。貯蔵具としての壺が炉の周辺にあり、日常具である甕が炉周辺よりも貯蔵庫と思われる

北東コーナーに多くみられる。これは単に壺を貯蔵具、甕を自常具と考えたのでは理解できな

いものであり、今後検討すべき問題点と思われる。

大型壺 203は全体に煤けているが体部には細い帯状に煤けていない部分が見られる。この

帯は幅 6～ 8mmの 細いものが平行に、3本を1単位 とし、この 3本の帯が頸部から体部下半 ま

で斜めに格子状に交差しながらめ ぐっている。 これは土器の保護および運搬または吊すため

に竹のようなものを格子に編んだ篭状の痕跡と思われる。

大型壺 (314)は 口縁部を欠損しているが、欠損部はやや摩滅していて、この壺が使用されて
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いる時点か らすでに欠損 してお り、伝世品を大切に使用 していたものと考えられる。

表 1 王ヽ な

表 2 土 地 点 別

炉 の 周 辺 コ ー ナ ー 付 近

壺  大 型 2(313・ 314) 1(312)

壺  小 型 3(31603170320)

甕  超大型 2(321・ 322)

甕  大 型 3(3230324・ 325) 1(326)

甕  中 型 1(332) 2(3300331)

甕  小 型 2(3330336) 2(334・ 335)

鉢 1(337)

一局 杯
| 1 (33e)

39号住居址 (第 41図 )

本址は、21住の範囲を確認するため周囲を拡張している折に炭化物、焼土等が多量に見られ

それが端緒となって発掘されたものである。本地域も以前住宅の造成で上層は攪乱されており、

比較的浅いところから打製石斧、打製石斧、磨製石鏃の未製品などが出土した。

覆土中にはほとんど遺物は見られず、床面近 くで若千 (221)見 られた。その床面は、部分的

に残っており、タタキしめられて堅いので容易に区別できた。そのタタキ面からやや外れたと

ころに埋甕炉が検出されたが、付近は軟弱で、床面は見られなかった。炉周辺には、焼土、木

炭片が広い範囲に点在していた。炉 (222)の埋設方法は、甕の肩部よりやや下ったところで切

断されたものを逆位の状態で1床面に埋め込んで使用している。

発掘の結果からすれば、床面、埋甕炉の検出によって住居t」Lと 断定できたが、床面の部分的

存在、壁、柱穴など未確認のために、住居址の全体を把握することができなかった。

なお、隣接する21住 との床面レベル差は本址が約20cm上位であるが、発掘の所見では、漆黒

色の覆土が21住 と39住の境付近にみられ、土器片の出土もそこに集中するなど、39住の覆土が

を死 形 1/2 以 上 1/2以 下 で 主 な も の 計

壺  大型 2(3120314) 1(313) 1(329)

一亜 小 型 1(316) 4 (315・ 317・ 319・ 320)

甕 超大型 1(321) 1(322)

甕  大型 2(3230324) 2(3250326) 1(328)

甕  中型 2(330・ 331) 1(332)

甕  小型 3(3330334・ 335) 1(336)

鉢 1(337) 1(338)

一局 不 1(339)
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第41図 21039号住居址実測図(1/60)、 埋甕炉実測図(1/30)

21住の上にあると思われた。しかし攪舌Lが激しく、21住覆中に貼床が認められなかったので、

両者の新旧関係は不明としておく。ただし、土器の分類・比較からは39住が新しいという知見

をイ早ている。

一Ｌ
ヾ
・

∫12  軟らかい床

堅い床

21号住居址
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21号住居址 (第 41図 )

調査の経過 本址は暗褐色土層を掘り込んで構築されており、そこに黒色土が流入している

ために明瞭さを欠いて、発掘は容易ではなかった。

表土から続いて黒色土は相当の攪舌Lが見られ、遺物も多く出土したがほとんど小破片であっ

た。主な遺物は床面直上から出土しており、大形破片の出土地点を見ると、南東 P26の主柱穴

の上部と内部に柱穴を覆うような状況で出土している (126)。 その他 としては北東側壁近 くか

ら壺・甕などの比較的大きな破片が見られ、石器その他では、砧石 (250)、 磨製石£族(180)が

南西隅に、祗石 (225)は南壁中央近 く、それに紡錘車 (395)は 北壁際の中央から出土 してい

る。以上、主要遺物の出土についてあげたが、小破片までの出土分布をみれば数量的には内区

に多く、大形破片や利器はその外側からの出土が多い。

床面については住居全面をタタキしめて保存状態は極めて良いが、炉の周辺と、壁際はタタ

キ面はなく軟弱であった。

住居址周囲の壁は39住 と40住が重複しているために西側は褐色土、北側は黒色土というよう

に一様でなく、壁の上面は相当の攪乱がある。

遺 構 主柱穴 4本 を長方形に配し、その他大小のピットが22ヶ 所に及んでいる。その集中

筒所を見ると、住居中央部に9ヶ 所、北西コーナーに3ヶ 所、南西コーナーに 2ヶ所、埋甕炉

と東壁付近に3ヶ 所などであるが、中央部に見られたものは他にも例があり、棟支への柱か、

間仕切 りの柱 とも思われるし、主柱穴に近いものは支柱穴であろうと考えられる。また北西コ

ーナーに見られるP23° P25な どは壁から等間隔で両者が対になり、床面の堅さなどを考え舗

せると、入口部に想定してもよいではなかろうか。

炉については、東側に位置した埋甕炉であり、周辺は軟らか くタタキ面はない。土器の埋め

方は浅 く、周辺に厚 く焼土が詰められていた。これから取 り出された焼土・木炭片が東南の主

柱穴と炉を結ぶ中間に散在していた。

また、先述した東南主柱穴を覆う状態で甕などが一括出土しているが、これらは柱の近 くに

置かれてこのようになったものか、柱の上の桁などに作られたであろう棚などから落下したも

のか種々の想像ができる出土状態であった。

40号住居址

本址は21住 を精査中に検出された住居址である。その端緒となっなのは、l m2に も満たない

小範囲の床面であるが、堅 くタタキしめられており、またそれらのす ぐ西側には同じレベルで

焼土と礫群が点在し、焼土中から土器片が出土するなど、住居址 としての条件を揃えてはいた

ものの、相当に破壊 と攪乱がされていた。続けて北西側を調査すれば何らかの結論を得られた

のであるが、用地の関係で拡張できず、本址の規模、住居の主軸など全 く判らないままに終了

した。

遺物については焼土中から出土した若干の土器片と、攪乱層からの土錘 1′点のみである。

一- 66 -一



なお、21住 との重複であるが、床面レベルで見ると、本址の床面は25 cmと 高く、21住に切 ら

れていると思われる。

58号住居址 (第 42図 )

調査の経過 本址は表土を除去すると、拳大から人頭大の礫群が出土し、それに土器片が入

C D

o 50..

第42図  58号住居址実測図(1/60)、 埋甕炉実測図(1/30)

―

』
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り込んで攪乱された状況であったが、これらは上部からの押出しであり、それを取 り除くと、

覆土は褐色の強い黒色土で、北壁側において多量の炭化物が見られた。

遺物の出土状態は、床面とその付近に多く見られ、土器の類は南西コーナーから甕の完形品

(303)や破片が多量に出土し、それに混じって紡錘車 (396)や 小形手控土器 (432)な ども検

出されている。その他特筆すべき遺物としては、炉址の近くでガラス小玉 (454)を 発見し、そ

の時′点で覆土の総てを水洗いした結果、管玉 (453)と 炭化米を検出した。石庖丁も北西コーナ

ー (192)、 と、南西コーナー (191)の 壁下で 2′点出土し、他には打製石斧 4″点 (い ずれ も折

損品)、 石鏃 、祗石 (227)、 敲石 (268)各 1′点と、凹石 2′点 (2840285)が見られるなど特異

な住居址であった。

遺 構 床面は褐色土に黄色土の粒子を多量に含んでおり、それを堅 くタタキじめた床面で

ある。その床に当初 2ヶ所に埋甕炉 Fl(304)O F2(305)が検出されていたが、そのFlを取

り上げようとしたところ、その下層部から土器破片が見られたので、それをF3(307)と した。

さらに焼土を除去すると、Flの炉に並んでその南側に埋甕炉 F4(309)が検出されて、都合炉

は 4ヶ所 となった。

柱柱穴については26ヶ 所が確認されたが、主柱穴はP10P2° P3・ P4でほぼ円形に近 く、深さ

も50 cmと 深い。他の柱穴は比較的浅いものが多く、支柱的なものと考えられる。特に住居址の

中央付近に多くの柱穴が発見されたが、これは他の住居址 にも同様の例がある。数多い柱穴も

炉が 4ヶ所もあり、何回かの上屋の改築も考えられるところから当然のことと思われる。また、

南西コーナーの壁際に 4ヶ所のピットが見られるが、類例はあるものの、数多い点に注意した

い。

入口部については、南壁中央の壁下が若千高 くなっており、これを入口と見るか、西壁中央

の壁が張出したところとするか、また、その南領1に 南北 3ヶ 所の柱穴が並んでいるが、それを

入口とするか、一応 3ヶ 所が考えられる。

本址を完掘の結果、東南隅に攪乱が見られたものの全貌を明らかにすることができた。その

プランは、隅丸楕円状の長方形の住居址で、本遺跡では他にあまり例を見ない形態である。ま

たガラス小玉の発見によって、覆土および埋甕炉内の土を洗って炭化種子類検出の端緒となる

など、意義深い住居址である。

8号雀拒詢L(第43図 )

本址一帯は相当の範囲にわたって攪乱されており、当初それらの層から多量の土器片・石器

が出土したために発掘範囲を拡張して、竪穴の床面検出を試みた。その結果、黒色土層を掘 り

込んで壁をつ くり、その下層の暗褐色土層上面にタタキ面を作っているために壁の立ち上 りな

どの確認は困難な状態であった。埋甕炉を検出したことによって、それを基準に床面を追った

のであるが、部分的にはタタキ面が見られるものの、広がりなどは把握できなかった。ヽまた、

壁際のピットあるいは柱穴らしき小ピットが3ヶ 所確認されたので、それらと炉址から壁を想
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定して検出を試みたが、確実に把むことはできなかった。

遺物の出土状況については、先述のごとく攪乱層中に多く、床面付近からは P2の上面 と内

部から多数の土器片が出土し、中でも小形手控土器 3″点 (43404350436)の出土は注意される。

石器では南壁付近から完形の打製石斧 2′点 (70071)も 出土しており、遺物が集中している。

中央付近においては紡錘車 (398)1″点、また西側の壁付近からは高杯 2′点 (55056)が 出土す

るなど遺物量は多い。なおその付近から第 I次調査の時に、小形手控土器 (433)が発見され、

粘土免も出土している。

柱穴は 4ヶ所検出されたピットのうち、それらの配置からみてP10P2° P4が主柱穴をなす

と思われる。 P2° P3の柱穴には拳大の礫石がつめられ、また先にも述べたようにP2の 内部、そ

の付近から多量の土器が出土するなど、他の柱穴とやや異ってはいるが、位置から見て主柱穴

と見るのが穏当であろう:P3は壁際のピットと思われる。

炉は埋甕炉であり、甕 (53)は 底部を持ったものを小範囲に掘って入れてあったが、その下

部にも別個体の土器破片が重なり合うような状態で検出されている。したがって古い炉が存在

型翁ゆ

ヽ

匈」

0                50cm

第43図  8号住居址実測図(1/60)、 埋甕炉実測図(1/30)
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し、再度使用をしていると思われる。

68号住居址 (第44045図 )

調査の経過 本址の一帯は、耕作などによって相当深 く攪乱されており、土器片とともに現

代の物品が出土する有様であうた。結果的には住居址の床上 20～ 30 cmに至って、荒い粒子の

褐色を帯びた黒色土の落ち込みが見られ、竪穴の検出は比較的順調に行われた。北壁側はやや

不明確であったが、三方の壁は明確に発掘できた。

遺物の出土状態は、上部の攪乱層の遺物は別として、主な遺物は床面とその付近から出土し

ている。その遺物を出土地″点で見ると、炉の東側に甕が 1個体 (398)、 炉の北側壁の近 くから

甕が 2個体 (3960397)と 台付甕が 1個体 (405)、 南東コーナーにも壺 (395)、 甕 (401)な ど

が出土してぃる。また石器については、打製石斧 (77)が炉の北側に 1点、砥石は内区 (228)

と南東コーナー (229)に 出土した。全体に遺物は東南隅と南西柱穴近くで見られ、それらの分

布からすると、主柱穴の外側、通称外区と呼ばれるところからが多い。さらに注意されること

は、住居外の壁上部から 5′点の打製石斧が出土していることで、これらが本址のものとすれば、

|〇

び≪
軟らかい床

第44図 68号住居址実測図(1/60)
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上屋 を想定する際に垂木の位置が相当に伸びていたと考えられ

る。

床面は全体に堅 くタタキしめ られているが、しいて分別すれ

ば特に堅い面、普通の面、やや軟 らかい面 とされるが、主柱穴

の内側は堅い床面で、壁周辺 と埋甕炉付近 は軟 らかい状態であ

った。

遺 構 主柱穴は P10P2° P3° P4で、その配列の形状は超

長方形で、短辺の間隔が狭 く、また 4本 ともに極端な偏楕円形

に掘られている。この形状から、主柱は丸太材などは想像され

ず、割材でも相当に薄いものを埋め込んだと考えた方が妥当で

あろう。その他のピットとして15ヶ 所が見られたが、それらは

大ガヽあり、深さも浅い凹状のものから20cmを超えるものもある。

その内から注意されるものとして、住居址中心部に″点在する5ヶ 所の浅い柱穴は、他の住居址

に見られたものと同様と思われるし、主柱穴に接して掘られたものは当然支柱的な存在と考え

られる。また西壁中央部に接して掘られた柱穴は対をなし、21住などと類似しており、人口部

の施設とも考えられよう。続いて南西コーナーには不整形な溝状の遺構が見られ、土器数片が

出土している。

炉は北佃1に位置し、埋甕炉 (399)であり、土器底部には 2枚の土器片 (403)が敷いた状態

であった。周辺には床面のない範囲が広 く、炉の土器を取 り出す折に、甕の周囲と下部か ら若

千の土器片が見られたところから、古い埋甕炉の場所に再度設けられたものであろう。

70号住居址 (第 46047図 )

調査の経過 本址一帯は砂に礫の混ざった土層で、南側は礫層を切 り込んでいた。そのため

か竪穴内にも多量の礫が入り込んでおり、床面近 くから出土したたくさんの土器類もこの礫に

より破壊されたような在 り方であった。覆土は部分的に漆黒色土があり、その下は褐色を帯び

黒色土であったが、漆黒色土からも土器が多数出土し、黒色土には多量の焼土と炭化材が混在

していた。

主な遺物は床面 と漆黒色土層中にみられ、遺物の出土状態は、床面に散乱していると言う表

現が適切であろう。遺物の出土地′点の概略は、北西コーナーに壺 3′点 (40904100411)と 、甕

1′点 (415)、 南西コーナーに大型壺 (412)、 大型甕 (417)、 中型甕 (420)、 鉢 (424)の各 1′点、

南東コニナーに壺 1′点 (408)、 甕 2′点 (4140422)、 また北東コーナーには甕 1点 (416)と 出土

したが、とにか く折 り重なるように出土しており、なからの完形品が 1点のみであったという

ことも不思議である。さらに不思議なことは先の北西コーナーから出土した壺の胴底部破片は

それに続 く頸部が南東コーナーに見られ、、また甕胴～底部片が北西および南東コーナーに分か

れて残存するなど、一イ固体が同じ住居址内ではあるが約 3mほ ども離れて出土している状態は

クρ

hi%甕

E

Ocm

第45図 68号住居址埋甕炉実
測図(1/30)
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どのように解釈 したらよいか、興味深い出土状態であった。石器類も多く出土し、南西コーナ

ーから打製石斧 (86)、 乳棒状石斧 (168)、 石£族 (339)各 1′点が出土し、南東コーナーのピッ

トの縁からは砥石 1点 (230)も 出土している。

遺 構 床面の状態については、ヽ主柱穴内は特に堅緻であり、続いて炉の周辺と西壁の中央

から南、南壁の中央などが堅 く、それに比して北壁側は全般に軟弱であった。

主柱穴は P10P2° P3° P4で、その配列形状からすれば長方形となり、その 4本 ともに楕円

形をなす:そ れも主軸が南北をなし、内部に礫見を入れたものなどがあった。また、中央部に

3ヶ所並んだ浅い遺構は、掘り方も直径も大小不揃いであるが、それの使用法としては、棟支

への柱なのか、間仕切 りに使用したものか、他の住居址にも例があるのでそれらと合わせて考

えたい。その他のピットとしては壁際に P8° P9があり、注意したい遺構である。

炉は、東側中央 Fl(418)と 、それに接して西側に F2(421)と 、埋甕炉が 2ヶ所検出され

た。両者とも甕胴部 を使用していたが、F2の 内部には土器片が敷いてあった。

C

堕  L

厠  饉
第46図 70号住居址実測図(1/60)、 埋甕炉実測図(1/30)
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第47図 70号住居址遺物出土状態 (1/40)

以上、遺物と遺構について述べたが、覆土中に見られた多くの炭化物、焼土が散乱している

状況から火災に見舞われたことが考えられる。さすれば先の遺物出土で述べたように土器の散

乱している状態についても解決されるのではなかろうか。

69号住居址 (第 48図 )

調査の経過 本址周辺は、表土層下の黒色土層に続いて、礫を含む褐色土層があり、その下

部が礫層となっている。住居址はその礫を取 り除いて構築されているため壁面には多くの礫が

見られ、特に南側は40cmの 高さの壁であるが、全面に礫が露出していた。南に高い傾斜地に構

築されたために北側は低 くなるが、本址の場合、北側は攪乱されて住居址の全貌を検出するこ

とができなかった。埋没状態を見ると、住居址内に南側から相当量の土砂 と礫が流入している

が、それからは遺物はなく、床面上部に見られた漆黒色土層中から検出された。主な遺物は、

西側の炉近 くで甕破片 (406)、 紡錘車 (400)が東側から、土玉 (447)が 南西コーナーの壁近

くから出土したが、遺物の出土量は比較的少ない。また、南東コーナーの壁下から拳大の粘土

塊が 3個出土している。

床面は礫層を削って作 り、砂や小さな礫を含んだタタキ面で、あまり良好とは言えない。そ

の床面に8ヶ 所のピットが認められたが、南側の円形ピットが主柱穴と思われる。住居中央部

にはほぼ一列に並んだ柱穴が見られるなど、他の住居址に共通性のある遺構も検出されている。
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第48図 69号住居址実測図(1/60)、 埋甕炉 と周辺遺物実測図(1/30)
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南東 コニナーか らは楕円形の大形 ピットも見られ、底部からは数片の土器が出土するなど、こ

れも他に見られる壁際 ピットの一例 となろう。

炉は埋甕炉 (407)で底には大きな土器片を敷 き詰めた構造 となっている。

以上が住居址の概略であるが、発掘結果からすると、北4員1の約 4分の 1程度が攪乱された住

居址である。

22号住居址 (第 49図 )

調査の経過 本址周辺一帯は黒色土層中に礫が多量に混在ずることから、遺構の存在する箇
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第49図  22号住居址実測図(1/60)、 埋甕炉実測図(1/30)
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所にそれが希薄になることを考慮して検出したものである。覆土は炭化物と土器片の混在する

黒色土であるが、比較的床面が良好な状況であっその全容を掴むことができた。

主要遺物の出土状態をみると、土器は床面上に少なく覆土にあり、砧石 (252)・ 石庖丁 (193)・

打製石斧・小形手控土器 (437)・ 土錘等とともに、堅い床面の広がる範囲内から発見されてい

る。石庖丁は一部欠損しており、東側炉址の床面から出土したが、本住居址より西へ40m離れ

ている第62号住居址内出土の石庖丁と接合する。また大型打石斧 2′点が遺構検出面のレベルに

おいて並んで発見された (H20111)。

遺 構 壁は全周しその壁高は 5～ 40cmを 計 り南側が高い。床は北西壁直下から中央部にか

けて帯状に軟弱な部分があるほかは全面堅い。

主柱穴は4本で 3本が偏楕円形を呈し、その掘 り方からみて割材の使用が推定されよう。ま

た東側 2本の柱穴は東側に傾斜し、南西の柱穴には小石が落ち込んでいた。さらに浅いピット

が東西の長軸方向に 3本あり補助柱穴の疑いが濃い。壁際ピットとして南東コーナーの 2本が

注意され、壁直下の平石を足踏台とすれば、この地点の床面が非常に堅いことから入口部を想

定できよう。

炉は住居址の長軸の東西にそれぞれ設けられた埋甕炉である。 2ヶ所ともに検出時の覆土お

よび埋甕炉の掘 り方断面が同一であり、同時に使用され廃絶されたものと考えられる。西側埋

甕炉 (137)は 底部が抜かれている力ヽ まぼ完形である。東側埋甕炉 (136)は炉の底に地山の石が

あり、その上に口縁部および胴下半部を欠損した甕形土器を埋設し、その周囲に別個体の土器

片を補強している。

9号住居址 (第 50図 )

調査の経過 本址は黒色土層を掘 り込んで、黒褐色土層の覆土が散在する住居址である。耕

作による破壊攪乱が著しく、平面での住居址検出は困難をきたし、堅い床面確認によりその全

m

第50図  9号住居址実測図(1/60)、 埋甕炉実測図(1/30)
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容を把握したものである。

遺物の出土量は極少で甕形土器の小破片が若干あり、他に打製石斧 (109)、 土玉 (448)各 1

点がみられた。土玉は炉南側のやや軟弱な床面直上から出土している。時期を決定する遺物は

埋甕炉のみである。

遺 構 攪舌L顕著な住居址のため、遺構の掌握は不可能であり、壁・柱穴・周溝等は確認で

きない。床は炉周辺を除外して西側一面に堅 くタタキしめられ、砂や小粒子の小石を含む黒色

を呈し、その周囲は軟弱な床面である。

炉は埋甕炉である。焼土が 35× 33cmの 範囲で広がり、炉外の焼土の厚さは 12cmである。炉辺

石およびそれを埋設したと思われる痕跡はない。炉の甕形土器は底部から口縁部まで完存した

ものを使用している。

14号住居址 (第 51図 )

調査の経過 本址は礫を含む黒色土層を掘 り込み、炭化物混入の褐色を帯びた黒色土を覆土

とする隅丸長方形の住居址である。覆土中の多量の集石は、西側に大きく東側に小さいものが

みられたが、床面にまで達していず、しかも壁外から住居址内に半分落ち込んでいるものもあ

り、住居址廃絶後流入したものと推定される。

B

第51図  14号住居址実測図(1/60)
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遺物は覆土中に多く、土器の小破片が西領1に集中して出土し、また、粘土塊が炉の東側で発

見された。

遺 構 壁は全周し、残存する壁高 5～ 17cmを計る。床は北壁および南東コーナー以外の壁

際 30～ 70cm範 囲は軟弱であるが、他は非常に堅 く良好である。主柱穴は4本あり深い。他に 6

個のピットがあるが、一部は補助柱穴としての使用が考えられる。

炉は埋甕炉と地床炉の 2つある。前者は東側柱穴の間に位置し、床面と同レベルに置かれた

石の下から検出された。直径 45cmの円形の凹地内に土器片と焼土がみられ、焼土の厚さは10 cm

である。すでに土器は抜きとられてなく、廃絶直前の利用はなかったものと推測される。地床

炉は住居址中央部の床面上をそのまま使用し、掘 り凹めた痕跡はない。堅い床面直上に厚さ 1

cmの 焼土が 25cmの 範囲であり、短期間の利用を物語っている。

10号住居址 (第 52053図 )

調査の経過 本址は、旧中央東線切 り通しのす ぐ土手下の、住居址群中でも最も高所に位置

する。tt I次調査では、唯一、黄色土層を切 り込んだ壁が見つかっており、遺構の遺存状態が

非常によいのではないかと期待されていたのであったが、地形が南から北に傾斜しているため、

南壁は深 く黄色土層を切 り込み、壁高は54cmほ どあるものの、北側は耕作が床面までおよんで

全 く壁が存在しない状態であった。

隅丸方形に検出された竪穴の覆土は、 ドーナッツ状に中が漆黒色土で、外に褐色の強い黒色

土が堆積していた (漆黒色土の範囲はやわらかい床の範囲とほぼ一致することが後でわかった)。

黒色土中には多量の礫と、それに混って若干の遺物が出土した。この大小の礫は南西コーナー

から西側外区辺 りと内区東側から外区辺 りに散乱し、壁際ほど床より浮いて、中央部では床上

にあるという、所謂三角堆土面に流れ込んだような状態であった。遺物はこの礫中に混在して

いたが、とくに主な土器類は南西コーナーに、半人頭大の石と共になだれ込んだような状態で

覆土上部に高杯 2′点 (63064)が 、床上に高杯脚部 (65)と 壺 (58)が出土した。壁中に袋状

に掘 り込んだ P5内 に薄手の高杯杯部破片が出土したが、これの脚部は西側外区から出土してい

る。この他に紡錘車 (半欠品、404)と 打製石斧 (126)が ゴL4員1外区床上から、砧石 (254)が北

西コーナー床上から出土したが、全体に遺物は少ない。

遺 構 床は内区に堅い床が全 く見られず、外区だけ非常にタタキしめられた堅緻な床が存

在する。主柱穴は P10P2° P3・ P4の 4本であり、長方形の配列となっている。どれも南北に細

長い楕円形の掘 り方である。

壁際のピットは南西コーナーの壁下に、袋状に竪穴外に掘り込んだP5と P8が特異な存在で

ある。P8は 主柱穴 P2に対する支柱穴とも見てよいのではないか。南壁下には、中央に浅い二段

に凹んだP6と 、同じく二段に深く掘られた柱穴様のP7がある。P6の西に階段状に張り出した

低い段があり、この上を覆うように貼床があったが、あるいはここを入口部と考えてもよいで

あろうか。この部分とP7におよぶ南壁は30cmほ ど張り出現 壁の崩れであろうか。貼床を争Jぐ
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第52図  10号住居址実測図(1/60)

と壁下に沿った溝が見つかっている。土止めの柵を設けてあったのではなかろうか。

同じような溝が北壁全部と一部東壁下まであり、これは小穴が連続するタイプの溝で、明ら

かに土止め、または壁を設けた痕跡と認められる。

炉は東側の主柱穴間にある。炉の土器 (60)は甕胴上半部を逆位に埋め込み、底に土器破片

を敷き詰めている。またこの土器に人頭大の礫を置いた (投げ込んだ ?)よ うな状態が見られ

たが、周囲に同じような礫が多くあるので一概にそのように断定することはできない。

ところで本址のような多量の礫は、南側からの流れ込みか、屋根の上の置石が落ち込んだも

のか、どちらであろうか。当然、竪穴を掘った時に多量の礫が掘 り出されたことは想像に難
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第53図  10号住居址遺物の出土状態 (1/40)

くないが、竪穴南側に傾斜をならして雨水の流入を防 ぐため盛った土砂が、廃屋後に崩れ込ん

だと考えられるが どうであろうか。

また、高杯、壺が多く甕が少ない点、内区の床が軟らかい点は62号住に酷似する。

65号住居址 (第 54図 )

調査の経過 本tlLは 周辺住居址と異なり、褐色土を掘 り込み検出された。木の根による攪乱

が顕著で遺構の残存状態は極めて悪 く、壁および床面も明確でない部分が見られる。

遺物の出土量も極少で、土器片も床面より覆土にみられた。

遺 構 壁は北側になく三方に残る。その壁高は15cmを計る。床は攪乱が激しいものの、部分

的に堅 く残存し、中央部と東壁部の床は最初から軟弱である。主柱穴は4本で楕円形である。

他にピットはない。

炉は埋甕炉 (379)である。口縁部か ら胴部までを埋設し、その内部に土器片 3点 を敷く。

その周囲30cmの範囲に焼土があり、その厚さは12cmである。炉周辺の土器片は一部炉の土器に

接合する。
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第54図  65号住居址実測図(1/60)、 埋甕炉と周辺遺物実測図(1/30)

11号住居址 (第 55056図 )

調査の経過 本址は黒色土層を掘り込み、白色粒子混入の黒褐色土層 を覆土 とする住居址

である6覆土はⅣ層に分かれ、上層の第 I層がプライマリーな覆土で、遺物を包含し白色およ

び黄色のガヽ石粒を含む黒褐色土である。第Ⅱ層は根による攪乱層で褐色土が I層 より濃い。第

Ⅲ層は炭化物混入の焼土層で、Ⅱ層同様部分的に存在する。第Ⅳ層はいわゆる三角堆土である。

主要遺物の大半は、床面直上炉周辺2m以内で発見された一括土器である。 例外 として、

壺形土器 1点が南東コーナーにみられた。土器の出土状態は、炉から内区西側の床上に小破片

が散乱して、原形を保つものは甕 (68069070073074)と 大型壺底部 (67)であった。南東

コーナーの壺 (66)は 胴部で上・下 2つ に分離し、口縁部側は床上に正位に座 り、底部側はそ

の横に倒れて潰れた状態であった。石器は南西コーナー床上から磨製石斧 (172)の破片が出二

し、一括土器群に混在して石£族4″点が見つかっている。

遺 構 壁は西壁一部を除き全壁検出された。床は中央部および北東コーナーを除き堅くタ

タキじめられた床がみられ、さらに炉南側半分はその上に軟弱な貼床を設けていた。

主柱穴は P10P2° P3・ P4まで4本ある。いずれも偏楕円形を呈し、その掘 り方から主柱は厚

味の割材を用いたと思われる。P10P3内 からは土器片、P2内からは小石が出土している。また、
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第55図  11号住居址実測図(1/60)、 埋甕炉実測図(1/30)

西壁と埋甕炉の間に P5が検出され、甕形土器の破片が発見されたが、柱穴としては浅いもので

ある。底に6個の石が柱の根石よろしく入り込んでいる。さらに、南壁東側に直径 60 cmの P6

があり、この地点は床面も特に堅く、入口部と想定される箇所である。

炉は埋甕炉 (72)である。黄色二層を掘 り込み、甕形土器の口縁部から胴部下半の一部まで

を埋めている。掘 り方からみると底部までの完形品の埋設も可能である。焼土の厚さは 12 cmで

ある。

12号住居址 (第 57058図 )

調査の経過 本址は黒色土層を掘り込み、小石粒混入黒褐色土を覆土とする住居tlLである。

東壁南寄 りに直径1.7mの井戸様遺構の攪乱があり、床面直上まで達している。また、西壁にて
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第56図 H号住居址遺物出土状態(1/40)

67住 を切 り、上部に貼床して本址が構築されている。

遺物量は極めて少な く、若千の土器片 (75076)が 出土したのみであるが、床面中央部を中

心に全体に礫が多棄されており注目された。この礫が散在する範囲内の床面はやや軟弱ないし

は床不明箇所である。また、東北コーナーの浅い楕円形状ピット内から、焼土と共に粘土塊が

出土している。

遺 構 壁は全体 を囲続し、その壁高は 10～ 40 cmで ある。床は全域にわたり検出され、特

に西壁寄 りに部分的に堅い箇所と貼床部分が認められた。ただ、壁直下と中央部の80× 75cmの

範囲は床部分がない。また、南壁に平行 して浅い周溝が部分的に走る。

主柱穴は破壊攪乱のため 3本検出したのみである。P10P3の 掘 り方は斜傾化し、柱が北側に

傾いていたことが推定される。P6° Pllを 除き小ピットが住居址中央より西北側に多いのは、補

助柱穴の可能性が考えられる。P6は深さ10Cm、 直径 1,4× 0.6mの楕円形を呈するピットで、焼土

・粘土塊が多量にあ り特記される。Pllの 内側辺りは比較的堅い床面があり、また周溝もみられ、

入口部の可能性がある。

炉は西壁側に検出されず、東壁側は井戸様遺構で破壊されているため確認できないが、相対

的にみて東側に位置するものと推定される。西側柱穴に P7があり、位置的に炉跡とも見られ

るが、焼土は検出されていない。

ρ

ハ
》

一- 83 -一



軟らかい床

¬

第57図  12号住居址実測図(1/60)

66号住居址 (第 59図 )

調査の経過 本址は黒色土とローム層を一部掘 り込み、褐色を帯びた黒色土を覆土とするや

や小ぶ りな住居址である。 東壁南側にて67住 を切 り、東南隅を最新の遺構により破壊されて

いる。

小型住居址ではあるが遺物は豊富である。東壁側の炉址を中心にその周辺一帯の覆土から床

面直上にかけて、多量の土器が横位の状態で一括発見された。炉のす ぐ南および東にあった甕

4点はほぼ完形であるが、小型甕は、 1点が床上18cm(381)に 対し、1点は床上 (382)と 、

その在 り方は対照的である。同様に中型の甕も 1′点は床上 (384)に 対し、もう1′点は床上 16cm

(383)であった。床上に浮いた土器は三角堆土状の出土である。これに対し鉢 (388)は 中央床

面にバラバラと散乱した状態であった。また、南壁西寄 りに砧石 (255)があり、その傍に紡錘

車の破片 1′点 (405)が出土している。炉の南西床上にも砧石 (256)が出土している。
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第58図  12号住居址覆土中の礫出土状態(1/40)

遺 構 壁は南東コーナーの攪乱部を除き全壁確認された。床は褐色土であり、西北側およ

び北壁側には床面がなく軟弱である。また炉址東側の一括土器出土箇所も床面は軟らかい。こ

れに反し、南側は堅 く、特に中央部はタタキ床 となっている。

主柱穴は一部床面破壊のため 3本検出されたが、いずれも浅く、P3は外向きの斜傾柱穴であ′

る。P4・ P5° P6は壁際に位置するが、中でもPち は南西コーナーにある。これを囲続する形で

幅 20cm、 高さ6～ 8 cmの 土手がみられ、周辺の床面は堅く特殊施設と推定される。また、直径 5

cm前後、深さ5～ 15cmの小ピット31個が住居址中央部より西側一帯に検出されたが、規格性も

なく性格不明である。

炉は埋甕炉である。炉の甕形土器 (385)は 日縁部から胴部上半が埋設されている。炉の周辺

50cm未満に多量の炭化物と焼土が散在し、炉に接した焼土の厚みは18cmで ある。

67号住居址 (第 59図 )

調査の経過 本住居址は黒色土層とローム層を掘 り込み、白色および黄色のガヽ石粒を含む褐

色を帯びた黒色土層を覆土とする。長軸を東西にもつ本址は、東側にて12住 に、北西佃1に て66

住に切られ、さらに西側を一部、最新の遺構で破壊されている。東側の12住床面は、本址床面

直上 20cmに 貼床されて55cm幅 で重複する。また66住床は、本址の堅い床面を切 り12cmの深さ

にある。

遺物は炉の周辺および北西コーナー付近に集中し、土器は小型甕 (389)が炉西の床上から、

q爵
    の
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第59図  66067号住居址実測図(1/60)、 埋甕炉実測図(1/30)
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甑 (394)が炉東の内区床上に20cm浮いて出土さらに北壁際床上に甕上半分 (391)が正立した

た状態で、また内区東側床上に完形の甕 (390)が潰れた状態で出土した。鉄製品 (462)は東

側柱穴間の床上 8 cm地′点で、祗石 (233)は 南壁側と北壁直下で発見されている。

遺 構 壁は西壁が一部ないほか全周する。床は壁周辺 10～ 50cmを 除外して、全面堅いタタ

キ床である。

主柱穴は破壊のため 3本残存し、深 くて偏楕円形を呈する。その掘 り方から厚味のある本材

の使用が推測される。他に間仕切 り用柱穴と想定される浅いピットや、北東コーナーの不整円

形ピットなどがある。

炉は埋甕炉 (392)である。甕形土器の底部のみ抜かれたものを使用し、その補強のため周辺

に小石 と土器片を埋設している。焼土の厚さは4.5cmである。

64号住居址 (第 60図 )

調査の経過 本址は、南壁は褐色土層まで切 り込んでいるので確認は容易であったが、北側

は黒色土層に切 り込んでおり、壁の確認は困難であった。床面近 くに焼土が散在したが、炭化

物は少なく、床上 6～ 10cm浮 いて厚さ6～ 10cmで あり、主として外区北側に多く、内区には見

られなかった。また南側には三角堆土が見られ、覆土の流入の状態がよくわかった。

主な遺物は、覆土上部では祗石 (236)が西側外区に、北東コニナーに打製石斧 (128)、 内区

東に砧石 (257、 焼土 と同レベル)が出土。床上からは炉の西に鉢2/3個体 (378)が、南東コー

ナニの壁下には完形に近い甕 (372)が潰れて出土した。また紡錘車 (406)が 内区東の床上か

ら発見された。

遺 構 床面は、ロームをタタキしめた床と、黒色土をタタキしめた床であった。住居址の

中心部と北西コーナー付近には、堅い床面はなかった。南壁下には周溝があり、また、南側の

床上には音Б分的に貝占床が認められた。

主柱穴は P10P2° P3° P4の 4本で、いずれも偏楕円形に掘られており、深さは共に50～ 60cm

と例外的に深い穴であった。Plと P4は柱穴の重複が認められる。

床面の中心部に堅さがなかったが、中心の間仕切 り柱穴と思われる P14° P15の底は、床面と

同じ堅さをもっていた。これは、梁を支える柱 と問仕切 りと兼用の柱痕であると考えられる。

西側の埋甕炉と壁の間にはピットが並列しているが、この並列には主柱も利用して、棚等がつ

くられていたのではないだろうか。この付近から出土した鉢はこの棚から落下したものと想像

できる。間取 りの関係や床の状態から、入回は堅い床の上に貼床の見られる南西コーナーのや

や東寄 りか、土止めの壁をしっかり設けた南東コーナー P21° P25のあたりと思われる。

炉は、西側柱穴間にある。炉の土器は、底部を欠く甕 (373)を 正位に埋めている。焼土は

(西側の棚をよけるように)東側に多く検出された。東側柱穴間にピットがあり、位置的には炉

であってもよいが、焼土は検出されていない。

壁際のピットは南東コーナーにあり、底から土器の底部ばか り3点が並んで出土、2点は小
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第60図  64号住居址実測図(1/60)、 埋甕炉実測図(1/30)
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型の土器の底部である。

さて、本址を語る上で重要な遺構は、竪穴外の P23ではないだろうか。4本の主柱は深さをも

っているものの、柱穴の形状が害J材 を使った可能性があり、割材の力関係 (南北には強いが、

東西には弱い)で西に傾き、P23はそれに支柱 (突っ支棒)を した跡ではないだろうか。竪穴南

西コーナーの外側約 lmょ り検出された。ピットは竪穴に向って斜めに掘られ、鉄平石が穴の

底より家の方に向って斜めに立ててあった。この石は、突っ支柱を支う石であろう。 P23は 家

屋の倒壊を支える跡として注目したい。

63号住居址 (第 61062図 )

調査の経過 本址は小規模な住居址で、残存壁も低 く、覆土を掘 り下げたところす ぐ下より

埋甕炉が出土した。タタキ床がないことがわかったので、壁を出していたところ、北東の壁に

完形品の小形手控土器 (441)の出土を

みた。床は一部褐色の漸移層で軟らか

く、床面には 1本の柱穴もみつけられ

なかった。次に遺構外を精査したが、

柱穴らしいものを検出することはでき

なかった。

遺物は甕 (365)お よび壺 (364)が

潰れた状態で炉北側の中央付近から出

土し、北西の隅から鉢 (368)が横に倒

れた状態でみつか り、南壁中央から高

杯の杯部 (3690370)が 2ケ並ぶように

検出された。他に石器類の出土はなく

ほとんどの土器類は中央より西側から

出土している。

遺 構 柱穴は竪穴の内にも外にも

検出されず、規模からみて柱のない住

居構造と思われる。入口部は、東壁の

中央近 くに平板の石が立てかけた状態

であり、その近 くに大石が 2ヶ あるこ

とから、入日の踏石 としたとも考えら

れる。埋甕炉との位置関係からしてもt

入回は東壁の中央付近より南側である

と思われる。南西コーナー壁際に隅丸

方形のピットがある。 第61図 63号住居址実測図(1/60)、 埋甕炉実測図(1/30)
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埋甕炉 (366)は 北寄 りの中央に位置

し、甕口縁部が浅 く埋められている。

口縁近 くに少し焼土が見られただけ

である。

遺物は非常に少ないが、甕より高

杯、鉢の多い住居址の一つである。

60号住居址 (第 63064図 )

調査の経過 本址はローム層を深

く掘 り込んでいるため、竪穴の検出

は比較的スムーズに行われた。その

ため覆土は南側で40cmほ どもあり、

攪乱も少なかったので遺物の保存状

態は良好と期待されたが、竪穴検出

面で多量に出土した土器片は、覆土内においては非常に少なかった。覆土の堆積状態は、褐色

味の強い黒色土が全体を覆い、壁際にはローム粒を多量に含む暗褐色土があり、土砂の流れ込

みがよく観察された。

主な遺物は床面上およびその近くで発見された。まず北壁際東寄 りの小柱穴の上に甕上半部

(340)が正位の状態で出土、石師  (238)と 打製石斧 (131)が南壁際から、また内区東寄 りの

床上から祗石兼敲石 (237)が出土した。土器はこの他にまとまった状態で出土していない。

床は褐色土であるため、柱穴、壁際のピット、間仕切 り柱穴の検出、床面の硬軟等の精査は

本遺跡では最も良好な条件にあったが、発掘時の特筆する観察結果はない。

遺 構 主柱穴は P10P2° P3° P4で、正長方形に近い配列であり、 4本 とも偏楕円形に検

出されたが、掘 り方はこれより楕円形に近い。P3° P4は第64図のように褐色土をつめている状

態がよく残されており、これによると板材を用いて柱 としていることが明らかである。

床は中央の浅い柱穴をなからの境として、南側半分の内区から外区が特に堅い床 となっており、

これに対し、北側外区、北東コーナー、北西コーナーには堅いタタキ面が見られない。北壁際

の東寄 りに柱穴が 2本並び、その部分に向って堅い床がのびている。またその向いの南壁際東

寄 りに柱穴が 2本並び、 その際まで特に堅い床が広がる。 いずれかを入口部と考えてよいだ

ろう。

壁際のピットは南東角にP13があるが、南壁中央の P10は 同じ性質のピットではないと思わ

れる。南西角の P5は斜めの深い小穴であり、炉の西の P14° P15は 浅いはっきりしない凹みであ

る。

炉は埋甕炉 (343)であり、周辺の床のない範囲は広 く、土器を埋める掘 り方は浅く小さい。

周囲には焼土が詰まっている。
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第62図 63号住居址遺物出土状態 (1/40)
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第63図 60号住居址実測図(1/60)、 埋甕炉実測図(1/30)

61号住居址 (第 65066図 )

調査の経過 本址は、他住居址に比べて最も褐色味の強い、ローム粒を含む暗褐色土が竪穴

内に堆積 していた。そのため竪穴覆土のセクションでは、逆三角堆土の暗褐色土の下に黒色の

三角堆土がされいに観察された。

遺物は床面付近に集中し、内区中央に甕胴下半部 (353)が伏せった状態で、また壺 2ヶ (345

0347)は床面の上で故意に石塊か何かでおし潰されたような状態で検出された。石器は、内区
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中央やや西寄りで砧石 (259)が同じよう

な大きさの平石と共に出土した。このよ

うな平石は、埋甕炉の上にも人為的に置

かれた状態であった。
第64図 60号住居址柱穴断面図(1/30)

遺 構 床面は全体に堅 く、東側の外

区と内区の一部の床面に小さな穴が点々

とあるが、規則性がないので自然の所作 と思われる。主柱穴は P10P2° P3・ P4で正長方形に

近い配列であり、どれも40cm～ 47cmの深さをもち、床面に垂直に掘 られている。穴の形は長楕

円形のものが見 られる。P6は主柱穴より深い60cm余の深さをもっており、穴は内側に向いてい

る。支柱であろうか。

内区の略中心′点に浅い凹みがあるが、間仕切 り柱穴であろうか。埋甕炉 (349)は東側主柱穴

間にあり掘 り方は浅 く小さい。甕は東南にやや傾いており、片側に他の大きい胴部の土器片が

立った状態で検出された。

入口部は確証がないが、住居の間取 りと出土遺物によって考察してみた。 Jヒ西隅より砥石

(240)の 出土をみ、また竪穴外ではあるが、このコーナーの際より土器片でつくった紡錘車 (407)

の検出をみた。現在でも農家では、祗石は農作業に欠くことのできぬものとして、土間等の出

A

日
、轟
益
融
卜
緬

ヽ
L

卜 」

第65図  61号住居址実測図(1/60)、 埋甕炉実測図(1/30)
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第66図 61号住居址遺物の出土状態 (1/40)

入口に置くことを慣例にしている。また紡錘車は、当時女性が必要の品として常時所持してい

たものであろう。この北西コーナー辺 りを出入口とするにやぶさかでないと思われる。

17号住居址 (第 67図 )

褐色土層を切 り込んでいるため、竪穴落込みはす ぐに検出されたのであるが、この付近は長

芋耕作が深 くまで入 り、加えて傾斜面であるため、北壁側は耕作が床面までおよび、北壁と北

東・北西コーナー壁は非常に乱れていた。

竪穴覆土は褐色を帯びた黒色土であり、遺物はこの覆土上部に少なく、床上において石器や

復原可能な土器が発見された。遺物の出土状態は、炉の西床上に壺の破片 2個体 (97098)と

甕胴上半部 2個体 (990104)が散乱し、そこに砧石 (261)と 敲石 (272)が据え置かれたよう

にあり、南東コーナーのピット内には甕胴部 (102)が平たく潰れて、その西傍の床上にも甕1/3

個体 (100)が同じように潰れて遺存した。また南西主柱穴の縁には磨製石金族 (完形、181)も あ

り、北東コーナーの攪乱から出土した磨製石斧 (174)を 除いて、主な遺物はすべて床上、ある

いはピット内から出土している点は注意される。

遺 構 床は褐色土であるためか、全体に堅い床面が検出されたが、内区中央部は特に堅緻

であり、水洗いしても崩れないほどであった。炉の周囲に若千床のない部分がある。

主柱穴は P10P2° P3・ P4の 4本であり、配列は正長方形に近い。内区中央に浅いピットが

並ぶが直線上に位置しない。壁際のピットは南東コーナーにあり、そこから壁と平行に溝が 1

mほ どのびる。その切れる辺りから南壁下には南西コーナーまで溝が走る。

炉は西側主柱穴間の中央にあり、甕上半部 (101)を正位に埋めている。その東の床面から、
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第67図  17号住居址実測図(1/60)、 埋甕炉実測図(1/30)

35× 30cmの範囲に 3 cmほ どの厚さで赤く焼けているが、地床炉であろうか。ただし凹んではい

ない。

入回は南東コーナーの短い溝を、何らかの入口施設と推察するが確証はない。

この他に床面に多数のピットがあり、棚、間仕切 りの間柱等の柱穴を推定できるのであるが、

長芋が入り込んだためなのか、ピット内の埋土は非常にやわらかく (P5の場合も土器片が存在

するものの、攪乱城と間違うほどであった)、 選択にやや問題が残るため、住居構造については

十分な考察ができない。

62号住居址 (第 68図 )

調査の経過 16住のプランを確認しているときに検出された住居址である。16住 を深 く切っ
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第68図  16062号住居址実測図(1/60)、 埋甕炉と周辺遺物実測図(1/30)

I黒色土層

Ⅳ暗褐色土層  N黒 色土層
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ており、また、南西コーナーにあるロームマウンドの炭化物を含む漆黒色土をも深 く切つてい

る。竪穴覆土は、検出面で土層の平面的な広がりを見て同心円状に以下の 4層 を識別できた。

I一中心部の軟らかい漆黒色土層、Ⅱ一黒色土層、Ⅲ一ローム粒を含む暗褐色土層、Ⅳ―ロー

ム粒を多量に含む暗褐色土層、以上の4層であるが、これはあとでセクションを観察した結果

セクション図の土層と平面の土層との色目が若干異なり、平面図とセクション図はやや合わな

いが、各土層細分 I～ Ⅳはそのまま対比できる。

覆土の除土はこの平面土層に従って、層序別に発掘を行った。漆黒色土層にはほとんど遺物

の出土はなく、この下の黒色土にはやや多く出土したが、遺物の多くはⅢ・Ⅳ層以下であった。

Ⅲ・Ⅳ層は所謂逆三角堆土であり、南側主柱穴の中間あたりより紡錘車の完形 1′点 (409)、 ま

た南西コーナーより、くずれ込んだ状態で壺 (354)の 完形に近いものが壊れて、砥石 (242)

や石塊と共に出土し、北東主柱穴付近より完形の磨製石鏃1点 (182)が出土した。また、西側

柱穴の間より高不の脚部 (361)、 南西コーナー壁下より高杯の杯部 (360)、 北側主柱穴間より

杯部 (362)、 北西柱穴西よりは器台 (363)等、西側で高杯 4′点が、同じ暗褐色土層より検出さ

れている。床面付近からは、南西コーナー床面上より石庖丁 (194)お よび粘土塊が検出され、

南壁下 (V層 )に完形の紡錘車 (410)が出土した。なお、石庖丁は半欠品であり、22住 出土の

半欠品と接合する。

床面の中央部は、セクション図Ⅳ層の暗褐色土が床面レベル下まで続いていて、全体が不明

瞭であった。床面の堅さを、特に堅い部分、普通に堅い部分、軟らかい部分、タタキの床の全

くない部分、に 5区分 して精査した。内区の中心部には床のない音5分があり、南側は堅い床の

一部が内区に入っているが、ほとんど外区に堅い部分がある。さらに南側外区には堅い床の上

に貼床があり、同じように北西側外区にも貼床が見られた。

遺 構 主柱穴は P10P2° P3° P4の 4本で、略正方形に近い配列である。主柱穴間の距離

は、竪穴の長軸方向が短 く、短軸方向が長い。壁との距離も他に比べて隔りを大きくもってい

る。中央部 P6は 円い凹みであるが、上から力を加えられたように底面が堅い。P5はバケツ状で

あり、内部より壺の破片が出ている。これに接続して溝が 1本南壁に平行に走り、南壁中央で

直角に曲る。Pllと 溝の東側は貼床の下になるので、すべて同時に存在したとは言えないが、何

度か造 り直した入口施設の跡と思われる。この他に Plから西壁下の細い溝に直角につきあたる

溝は、貼床を除去したときに検出されたものである。床が貝占られる以前は高床の根太、あるい

は間仕切 り等に丸太材を埋め込んだ跡であろうか。

北壁下の西半分には、貼床を除くときに検出された狭いテラス状の段がある。何か意味があ

ると思われるが、その両側にあるP13° P19の小さな穴はそれに付随する柱穴と思われる。

壁際のピットは、P5の外には北東コーナーに三角形の浅いものがある。

埋甕炉 (357)は 東側主柱穴間にあり、甕の胴部下半分を欠いて、逆さに伏せて埋めている。

本址は、中央の床が軟らかいという当集落の中では数少ない例である。また、溝や細長い段

など特異な部分が多い。出土遺物もこれに相応して甕が少なく、壺、高杯、器台があり、大型
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紡錘車の完形品が 3点、そして磨製石鏃も出土するなど極めて特殊である。祭祀白ケ性格が強く

感じられるが、紡錘車を女性の具とすれば、女性の色彩が強いのであり、祭祀を司る女性一巫

女の館 とするのはいささか想像が過ぎるであろうか。

16号住居址 (第 68図 )

調査の経過 本址一帯の広い面を削り下げ、黒色土の落ち込みを検出した。この時点では、

一辺 7m余の大きな住居と考えられていたが、東壁を確認している最中に、異常に高いレベル

の床に完形甕が出土するに至って、2基の住居が重複していることが判明し、深い落ち込みを

62住 とした。16住はこの62住に西側の半分以上を切 られており、また残 り東側の床面の大半は

削られているので充分の調査はできなかった。地形は南より北東に傾斜をもっており、南東コ

ーナーは黒褐色土層の中に比較的明瞭に良好な壁が見られたが、北に向うにつれて不明瞭にな

った。

主な出土遺物は、甕 (93)1点が南東コーナーの柱穴付近よりつぶされた状態で検出された

だけである。

遺 構 残存する南側の床面は、中央部にかけてかなり堅 くタタキしめられた床があり、そ

の周りから壁にかけて軟弱になる状態が認められた。主柱穴は 3ヶ検出されたが、P6は害J材の

柱らしく南北に長さをもっている。南西コーナーの袋状に壁内に入っているピットは、どうい

う性格のものかよくわからない。 Plは 二段状になっているところより添柱をしたものと考えら

れる。東壁下の柱穴 P3° P4は棚あるいは入日の柱なのであろうか。いずれにせよ62住に大部分

を切 られ詳細は不明であり、したがって埋甕炉は発見されていない。

57号住居址 (第 69図 )

調査の経過 黄色土 (砂質ローム)を 掘 り込んだ住居址であったので、南壁落ち込みはす ぐ

に確認されたものの、表土は50cmと 黄色土層面まで浅 く、傾斜面ということもあって、竪穴の

半分は長芋掘 り取 りの溝で痕跡すらとどめない状態であった。

竪穴の覆土は漆黒色土が竪穴中央付近に見られ、北壁側半分は耕作の攪乱により土器片が掘

り上げられているらしくt甕 口縁～胴部破片 (2990300)が黄色土層の長芋溝中などから集中的

に出土した。南壁側の覆土もやはり耕作の攪乱が部分的には深く入り込んでいた。南西柱穴付

近 (推定)に高杯の杯部破片 (302)や壁際から紡錘車の破損品 (413)や石槍の破損品 (369)

が、いずれも床面近 くから出土した。

遺 構 床は黄色土のため堅級な床面があるにはあるが、南壁際と西壁・東壁際南半分までが

回廊式に検出されただけで、内区には全 く見つかっていない。床面レベルは漸移層面になるら

しく、堅い床のない部分は黒色土と黄色土がまだらに見える攪乱されていない土層であり、長

芋耕作は少なくも炉を境にした南半分はおよんでいないことが確実であるので、中央に土間を

持たない住居と考えてよいであろう。北側床は攪乱により定かではない。
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第69図 57号住居址実測図(1/60)、 埋甕炉実測図(1/30)

主柱穴はそれ らしき位置に 2本見つかったが、床のはっきりしている南側には掘 り込みの痕

跡がないので、主柱は埋め込みではないと思われる。柱の位置は P7° Plと相対する位置の床の

凹み部 と推定される。

炉は埋甕炉 (301)であり、甕上半部を逆位に埋めている。周辺床面まで攪 乱が入っていて焼

土ははっきりしなかったが、土器の周囲と下底部には厚 く (10cm)詰っていた。

壁際のピットは南西コーナーの南壁下に 1基あり、石槍はこの上面の出土になる。ピット内

からは土器底部破片などわずかに出土したのみである。また南壁下に周溝のような溝や小穴が

わずかに見られたが、細く浅いため断定はできない。入口も同様に限定できないが、P3の辺り

と推定される。
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第 3表 弥生時代住居址一覧表

住
居
址
ＮＱ

○遺 構 図

○遺物出土図

○遺物分布図

○竪穴平面形

○長 軸 方 向

(略方向 )

○規 模 (m)

主

柱

穴

○本 数

○柱穴間

距離(m)

○形 状

炉: si

○主柱穴と壁

の距離(m)

堅穴面積
:革

○床 の 状 態

○壁際のビット

○入 回の位 置

中央部の小柱穴

時
期
区
分

第 5図 一部に堅い床が残存

第 5図 隅丸方形

N88° E(東西 )

(4.55)× 4。 35

(1)

円形

(20.68m2)

(6.3ジ平)

東半分に堅い床が残存

49

第 5図 卜執 方形

N73・ E(東西 )

5。 70× 5。 45

6本

1。 77× 2。 88

楕円形

埋甕炉

東(外 )1、

(内 )1

底部あり(Fl)

1.2:1.0

31。 07m2

9。 4坪

全体に堅い床が残存

南西コーナー 2、

南壁中央 1

第 6図

第 7図

隅丸長方形

N70° E(東西 )

6。 82× 4.38

(3)

(3。 86× 2.10)

長楕円形

1。 11 : 1.32

29.87m2

9。 1坪

北西・北東隅に堅い

床なし

なし

西北西か西壁南隅

中央に柱穴 1本あ

り

第8図 隅丸不正長方形

N81° E(東西 )

3。 8× 3.0

3

2.34× 2.13

楕円形

地床炉

西 1

0.29: 0.66

10。 2m2

3.1坪

全体に堅い床が残存

なし

柱穴 1本あり

第 9図 (長方形 )

(N80°E)(東西 )

(6.0× 4。 8)

埋甕炉

中央 1 (28.8m2)

(8.7坪 )

炉を中心にして南北に

分かれて堅い床が残存
Ⅳ

第10図 隅丸長方形

(N85°W)(東西 )

1

楕円形

(0.89× 0。 3) 堅い床が残存

第■図

第144図

隅丸長方形

N51° W(東西 )

(6.00)× 4。 43

(3)
3.25× 2.10

円形、楕円形

埋甕炉

西 1

(1.23:1.21)

(26。 58m2)

(〔引目「 )

全体に堅い床が残存

南東コーナー 1

南壁中央か西隅

(長軸方向、短軸方

向に並ぶ )

第12・ 13図 隅丸長方形

N29° W(南北 )

(5。 80× 4。 75)

4
3。 33× 2.07

円、長楕円

埋甕炉

北(内 )1、 南(外 )1

(1。 10:1.21)

(27.55m2)

(8.3坪 )

貼床あり

東壁中央か北隅

長軸方向、短軸方

向に並ぶ

第12・ 13図 隅丸長方形

N80° W(東西 )

6.44× (5:34)

4
4.38× 2。 57

円、長楕円形

埋甕炉

東(内 )1

(1。 04:0。 83)

(34.38m2)

(10.岬 )

全体に堅い床が残存

北西コーナー 1

中央に柱穴あり

第14図 隅丸長方形

N63・ E(東西 )

6.35× 4。 62

3

3.66× 2.58

楕円形

1。 0: 1.28

29。 34m2

8。 9坪

全体に堅い床が残存

南西コーナー 1

南壁西隅

長軸方向、短軸方

向に並ぶ。

第15・ 16図

第17図

第146図

隅丸長方形

N78° W(東西 )

9。 18× 6.67

6

3。 06× 3。 55

円形

埋甕炉

西(外 )1

土器片を敷く

炉辺石 2枚

1.30: 1。 54

61.23m2

18.6

全体に堅い床が残存

南壁中央に多数あり

南壁中央

長軸方向に2列並ぶ。

中の主柱穴間に間

柱あり。

第18図

(南北 )

(2)

(3。 83)

円形

北側の一部に黄色土

の堅い床が残存。

一- 99 -一



住
居
址
ＮＱ

O遺 構 図

O遺物出土図
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○本 数
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○形 状

炉
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○位置と数
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○主柱穴と壁

の距離(m)

竪穴面積
:蜂
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中央部の小柱穴

時
期
区
分

第19図 隅丸長方形

N67・ E(東西 )

(5。 2× 4.4)

4

3.76× 2.82

楕円形、

ヒョウタン形

埋甕炉

東(内 )1、 東(外 )1

西(内 )1

(0.78:0.78)

(22.88m2)

(6.9坪 )

内区に部分的に堅い

床が残存。

なし

第20021図 隅丸長方形

N52° E(東西 )

(6。 0× 4.25)

4

4.47× 2.68

楕円形

埋甕炉

東(外 )1

(0.7:0。 8)

(25.2m2)

(5.8坪 )

西半分に部分的に堅

い床が残存。

第20・ 21図

第 図

隅丸長方形

N77° E(東西 )

(5。 90× 4.60)

4

3。 7× 2.9

楕円形

埋甕炉

東(外 )1、 西(外 )1

(0。 75:1.1)

(27.14m2)

(8。 癖 )

内区に堅い床が残存

南西コーナー 1

第20図 隅丸長方形

N85° W(東西 )

5。 15× 3。 72

? 埋甕炉

東 1 19。 16m2

5.8坪

全体に堅い床が残存

南西コーナー 1

南壁中央か西隅

中央に柱穴が集中

する

第22023図

第 図

隅丸長方形

N77° W(東西 )

9.22× 6.07

6

3.23× 3.26

円形

埋甕炉

東(外 )2、 西(内 )1

1.35: 1.36

55。 97m2

17.呼

全体に堅い床が残存

南壁中央 1

長軸方向に1列並

ぶ

第24図 不 明

不 明

(東西 )

埋甕炉

西 1

炉の東に部分的に堅

い床が残存。

第25026図 隅丸長方形

N83・ E(東西 )

5。 98× 4.13

6
2.34× 2.74

2.34× 2.74

円形

埋甕炉

西(外 )1

0.68:0.49

24.7m2

7.4坪

全体に堅い床が残存

北西コーナー 1

中央主柱穴間に間

柱あり。その他、

中央に柱穴あり。

第27図

第146図

隅丸方形

N73・ E(東西 )

(6.3)× 5.1

(3)

(4.27× 2.42)

円形

埋甕炉

西(外 )1

(1.2:1。 0)

(32.Om2)

(9。 8坪 )

全体に堅い床が残存

南西コーナー 1

南壁中央か西隅

中央に柱穴が集中

する

第27図

第146図

(隅丸方形 )

(東西 )

(1)

不整形

埋甕炉

西 1

(1.08:1.00) 堅い床なし

南西コーナー 1

第27図

第146図

堅い床なし

南壁中央 1

第28・ 29図

第144図

隅丸長方形

N9° W(南北)

8。 80× 4.70

8

2.31× 2。 02

円形、楕円形

埋甕炉

北(外 )1、 南(外 )1

土器片を敷く

1.22: 1。 42

41。 36m2

12.5坪

全体に堅い床が残存

北東コーナー 2

東壁中央か北寄 り

長軸方向に2列並

ぶ。中央の主柱穴

間に間柱がある。

第30図 土器集中部分に堅い

床残存

第31032図

第144図

隅丸長方形

N88° W(東西 )

6.95× 5.62

(3)

(4.68× 3.26)

円形

埋甕炉

東 1

1.08: 1.15

39。 06m2

11。 8坪

全体に堅い床が残存

南西コーナー 1

南壁西隅

短軸方向に1列並

ぶ
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○遺 構 図

○遺物出土図

O遺物分布図

○竪穴平面形

○長 軸 方 向
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炉

○形  態

○位置と数

○炉の土器
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○主柱穴と壁

の距離(m)
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○床 の 状 態

○壁際のビット

○入 回の位 置

中央部の小柱穴

時
期
区
分

第33図

第145図

(隅丸長方形 )

N87・ E(東西 )

6.32× (5。 0)

(3)

(4。 15× 2.72)

楕円形

埋甕炉

東 1

(1。 21:1。 15)

(31.6m2)

(9.6坪 )

全体に堅い床が残存

南西コーナー 1

南壁中央か西隅

中央に柱穴が集中

する。(長軸に1列 、

短軸に 2列並ぶ )

第34図 隅丸長方形

N82・ E(東西 )

(7.0× 6.5)

(2)
?× (2。 72)

円形

埋甕炉

東(内 )1、 西1

(1.23:1.3)

(45.5m2)

(13.8坪 )

外区に堅い床が残存

第35図

第147図

隅丸方形

(南北 )

(1)

楕円形

南西コニナーと内区

に堅い床が残存
Ⅳ

第36図

第37図

隅丸長方形

N82・ E(東西 )

4。 87× 3.88

4

3。 01× 2.07

楕円形

埋甕炉

東(内 )1、 東1、西1

土器片を敷〈(Fl、 F2)

0。 92:.0.96

18。 9m2

5.5坪

全体に堅い床が残存

南西コーナー 1

南壁中央か西隅

中央に柱穴が集中

する

第38図

第148図

隅丸台形

N4° E(南北 )

4.17× 3.59

4

2.18× 1。 94

円形

埋甕炉、地床炉

北 2、 中央 1

0.63:0。 92

14.97m2

4.5坪

全体に堅い床が残存

南東コーナー 1

東壁南隅か

第39図

第40図

隅丸長方形

N80° E(東西)

5。 70× 4。 30

4

2.82× 1.66

円形、楕円形

埋甕炉

西(外 )2

土器片を敷 く

1.28 : 1。 36

24.51m2

7.4坪

炉の周辺、北東隅に

堅い床なし

なし

南壁中央か

中央に柱穴 1本あ

り

第41図 埋甕炉

位置不明 1

部分的に堅い床が残存

第41図

第147図

隅丸長方形

N89° E(東西 )

6.35× 5。 06

4

3.82× 2.81

円形

埋甕炉

東(内 )1

1.05: 1.23

32.lm2

9。 7坪

全体に堅い床が残存

南西コーナー 1

長軸に 2列並ぶ

部分的に堅い床が残存

第42図

第147図

隅丸長方形

N8° W(南 北)

5。 9o× 4.99

4
3.18× 2.18

円形

埋甕炉

北(内 )1、 北(外 )3

炉底に土器片を

敷 く

1.23:1.31

29。 44m2

8。 9坪

全体に堅い床面が残存

南西コーナー 2

西壁中央か南壁中央

長軸方向に並ぶ

第43図 隅丸方形

N71・ E(東西 )

(5。 2× 5。 1)

(3)

3.2× 2.9

円形

埋甕炉

東 1

(1.08:1。 05)

(26.52m2)

(8。 0坪 )

堅い床なし

南壁中央 1 Ⅳ

第44・ 45図

第148図

隅丸長方形

N21° W(南北 )

5。 37× 3。 76

4

3.42× 1.30

偏楕円形

埋甕炉

北(内 )1

土器片を敷 く

1.16:0。 90

20。 19m2

6.1坪

全体に堅い床が残存

東壁南隅か西壁南隅

中央に柱穴が集中

する

第46図

第47図

隅丸長方形

N78° E(東西 )

4。 37× 3.64

4

2.45× 1.79

楕円形

埋甕炉

東(外 )1、

東(内 )1

土器片を敷く(F2)

0。 88:0。 94

15。 91m2

4.8坪

全体に堅い床が残存

南西コーナー 1、

北壁中央 1

長軸方向に1列並

ぶ

第48図 隅丸長方形

N68° E(東西 )

6。 08× (5。 2)

(2)

(3.72×   )

楕円形

埋甕炉

西(中央)1

土器片を敷 く

(1.23:0。 99)

(31.07m2)

(9.5坪 )

中央部に堅い床面残存

南東コーナー 1

中央に柱穴が集中

する
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22

第49図

第145図

隅丸長方形

N73・ E(東西 )

5。 10× 4。 04

4

3.05× 1。 76

偏楕円形

埋甕炉

東(内 )1、 西 1

1.09: 0。 97

20.6m2

6.2坪

北西壁際から中央に

かけて堅い床なし

南堅東隅

中央に柱穴 2本あ

り

第50図 (隅丸長方形 )

(N63° E)(東西)

埋甕炉

東 1

底部あり

不 明 炉址西側に堅い床が残存

第51図 隅丸長方形

N76・ E(東西 )

4.51× 3.41

4

3。 02× 1.85

円形

埋甕炉、地床炉

東(内 )1、 中央1

0。 72:0。 76

15.38m2

4.7坪

内区に堅い床が残存

なし

(北壁か南東隅か )

中央に柱穴 3本あ

り

第52図

第53図

隅丸方形

N79° E(東西 )

5.65× 5。 34

4

3.22× 2。 44

楕円形、円形

埋甕炉

西 1

土器片を敷 く

1.28: 1.18

30。 17m2

9。 1坪

中央部に堅い床なし

南西コーナー 2、

南壁中央 2

南壁中央

Ⅳ

第54図 隅丸長方形

N87・ E(東西 )

4。 50× 3.45

4

3.14× 2。 25

楕円形

埋甕炉

西(内 )1

土器片を敷 く

0。 52:0。 59

15.52m2

4.7坪

不規則に堅い床が残存

第55図

第56図

隅丸長方形

N76° E(東西 )

5.35× 4。 40

4

3.39× 2.24

偏楕円形

埋甕炉

西 1

1.00:0。 95

23.54m2

7.1坪

中央部と北東コニナ

ーに堅い床なし

南壁東 1

第57図

第58図

隅丸長方形

N82・ E(東西 )

5.62× 4。 19

3

3。 26× 2.70

楕円形

地床炉

中央西 1

0.81: 1.12

23.5m2

7.1坪

中央のピット周囲に

堅い床なし

南西コーナー 1、

北東コーナー 1

南壁西隅

長軸方向に1列並

ぶ

66

第59図 隅丸長方形

N85° E(東西 )

3.64× 2。 97

(3)

(2。 20× 1.88)

楕円形

埋甕炉

東(内 )1

(0.44:0.54)

10.81m2

3.3坪

北西・北東隅に堅い床なし

南西コーナー 1、

北西コーナー 1

中央に柱穴2本あ

り

第59図 隅丸長方形

N85° E(東西 )

4.91× 3.87

3

3。 08× 1.64

偏楕円形

埋甕炉

西(外 )1

底部あり

1.02:0。 83

19.00m2

5.6坪

全体に堅い床が残存

北東コーナー 1

中央に柱穴が集中

する

第60図 隅丸長方形

N79° E(東西)

6.22× 4.36

4
3.84× 2.23

円形、不整形

埋甕炉

西(外 )1

1.04: 1.12

27.12m2

8。 2坪

中央部に堅い床なし

南東コーナー 1

南壁西寄 りか東隅

中央に柱穴2本あ

り

第61図

第62図

隅丸長方形

N79° E(東西)

3。 04× 2.44

埋甕炉

中央北寄り1 7.42m2

2.2坪

堅い床なし

南西コーナー 1 Ⅳ

第63図 隅丸長方形

N84° E(東西 )

5。 32× 3。 96

4

3.23× 1.66

偏楕円形

埋甕炉

西 1

1.11:1。 05

21。 07m2

6.4坪

全体に堅い床が残存

南東コーナー 1

南壁、東壁

中央に柱穴 2本あ

り

第65図

第66図

隅丸長方形

N90° E(東西)

3.42× 2.77

4

2.32× 1.42

偏楕円形

埋甕炉

東(外 )1

0.63:0.50

9.47m2

2.9坪

全体に堅い床が残存

南西コーナー 1

北壁西隅か

中央に柱穴 1本あ

り
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中央部の小柱穴

時
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第67図

第145図

隅丸長方形

N81° E(東西 )

4。 75× 4.23

4

2.97× 2.40

楕円、偏楕円

埋甕炉

西(外 )1

0.81 : 0.89

20.lm2

6.1坪

全体に堅い床が残存

南東コーナー 1

南壁東隅

長軸方向に並ぶ

62

第68図

第148図

隅丸長方形

N74° E(東西 )

5.34× 4.70

4

2.37× 2.45

円形、楕円形

埋甕炉

東(外 )1

1.14: 1.45

25。 lm2

7.6坪

中央部に堅い床なし

北東コーナー 1、

南西コーナー 1

南壁中央から西隅

中央に柱穴1本あ

り
Ⅳ

第68図

第148図

隅丸長方形

(N15° W)(南北)

(5.3× 4.1)

(3)

(3.88× 2.74)

楕円形

(0.51:0.65)

(23。 37m2)

(7.9坪 )

南西コーナー 1

第69図 隅丸長方形

N88° W(東西 )

6.65× (5.20)

2

3.57× ?

円形

埋甕炉

東 1 (34.58m2)

(10。 5坪 )

中央に堅い床なし

南西コーナー 1

南壁中央西寄 り

(表説明 )

○[住居址竪穴の規模〕 長辺×短辺、最大巾。( )は推定値。黒色土層に掘り込まれた堅穴が大部分であるため、竪穴平

面形が非常に不明確であったので、残存壁の縁ではなく、下端の平面形において計測している。

○[主柱穴]本数は攪乱、重複により柱穴が不明、不確定の場合は現存地を( )で示した。主柱穴間距離は、竪穴の長辺

×短辺に対応す
‐
る主柱穴の間隔であり、柱穴下端の中心を結んだ距離の平均値である。

○[炉 〕 炉の位置の(内 )、 (外 )は 、主柱穴間の線上より内側か、外側(壁側)か ということを示している。

○[主柱穴と壁の距離〕 主柱穴と長辺側の壁下端との間隔 :主柱穴と短辺側の壁との間隔。主柱穴を結んだ線の延長上で

計測するようにしたが、コーナーの円味を考慮してあまり徹底していない。各主柱の平均値である。主柱穴数が確定して

いないものは( )で示した。

○[竪 穴面積〕 面積は推定値による計算には( )を 付した。

○[床の状態〕 堅い床というのは、タタキじめられた堅緻な床面のある場合であるが、多分に感覚的な把握であることは

否定できない。

なお、出土遺物については遺物一覧表 (第 10・ 12表 )を参照されたい。住居址の順序は集落全体の分布状態に主眼をおく

ため、読みにくいがあえて東から分布の順に並べた。集落内の住居址分布に、いくつかの傾向を読みとることを、意とす

るところをくみ取っていただきたい。
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2。 溝

溝   2(第 70図 )

Ⅱ区CL 48か らCY 45に検出され、全長 28mに およぶ。大きく弧を描いて西へ傾斜を持ち、

そのまま用地外へ続 く。東端では深さ4 cmと 浅く幅も25cmと 狭いが、西側では深さ80cmと 深く

幅もl m 30cmと 広 くなる。褐色土層を掘 り込み西側ではローム層まで達している。断面はU字状

を呈し、土層は自然堆積を示す。底部には水が流れたと思われる薄い砂質の層が見られる。西

側 6mの底はローム層を堅 くタタキしめており、竪穴の床状を呈している。

当初、遺構の検出を行っている際に、C W 46付 近に遺物が集中しているため、竪穴の存在を

予想し13住 としたが、竪穴の落ち込みおよび床面の検出ができなかったので、これを欠番とし

て竪穴を抹消した。

遺物はあまり多くないが、西側 6m付近に集中していて出土位置は遺構検出面に見られるの

みである。中・下層からの出土は見られなかった。主な出土遺物は甕 5′点 (42504260427・

4280429)、 小型甕 2点 (4300431)、 紡錘車 1′点 (401)、 打製石斧 2点 (990100)、 石庖丁 1

点 (195)である。

溝はⅡ層の褐色土層を掘 り込んでいるが、この褐色土層は住居址覆土には見られないもので

あり、弥生期と同時期またはそれ以前のものと思われる。また溝の時期は弥生時代に属するも

のと思われる。

溝の性格を特定とすることは、現段階では無理であるが、徴高地である東側から西側の低地

へ向って規模を増していること、底部に水が流れたと思われる砂質の層があること、溝の内外

ともに、柱穴列のようなものが見られないことなどを考慮すれば、排水路としての性格が最も

強いと思われる。

溝   3(第 70図 )

溝 2の東端から北へ 3mを西端として、東西にほぼ直線的に検出され、東側は用地外へ続く。

検出部分は長さ 7m、 幅 5o～ 60cmを 計測し、深さは30cmで ある。西端は表土が薄 く耕作によ

る攪舌Lの ため立ち切れの状態である。

溝は礫を多く含む褐色土層を掘 り込んでおり、ローム層まで達 していない。覆土は黒色土で

拳大から人頭大の礫 を多量に含み礫中に一括土器が出土している。主な出土遺物は甕4′点 (433

043404350436)、 壺 1″点 (432)、 凹石 1′点 (291)で ある。

溝内から出土する土器は総て、弥生期のものであることから、この溝の所属期は弥生時代後

期と考えられる。

溝 2と 比較すると幅・深さとも一定していて、直線的であり、出土土器は溝の中から出土し

ていること、弥生期に属する遺物が多いことがあげられる。

また、この溝の延長線上に当る、BX列では溝らしき遺構が発見されておらず、この間の民
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第71図 溝3上面の土器と礫の出土状態実測図(1/50)

有地で屈曲している可能性が強い。

溝 3の 周辺は竪穴がないにもかかわらず、遺構外に多量の遺物の分布が見られ、当遺跡の中

でも特異な状況を示 している。

調査範囲が狭 く充分な資料が得られていないので、その性格については、推定の域を出るも

のではないが、前述のことを総合すると、溝の東側は民有地で北に屈曲し、西側は耕作による

攪乱および平安末期の18住によって切られていて確認できないが、西側は若干延長後北へ屈曲

する可能性があ り、方形周溝墓を想定することも可能と思われる。

3。 集石址 (屋外炉 )(第 73074図 )

調査の経過 本址は、天竜川に近い住居址群の 6住南に発見されたマルメロ形の土拡を中心

とする集石である。 (遺構Noは 7号集石址 )

この付近は、橋原遺跡でも特に住居址の密集する地点であるが、350404606043の 各住

居址に囲まれた部分は、一つの空白部を形成する。その一角に南北9。 2m× 東西6.8mの範囲に

わたって、大・中・小の円礫、角礫 (割れた礫)が集中的に発見された (第 73図 )。 出土層位

は、表土層 (耕作土ないし宅造による盛り土)下の礫を含まない黒色土層である。西北西に緩

傾斜しているため、厚い黒色土層内のレベルでは、あまり比較にならないが、周辺の住居址が

竪穴を掘 り込んでいる黒色土層の上部である。

礫はおよそ823′点余が、規則性もなく、無雑作に散乱するといった状態で出土した。中心部で

は、礫の集中する狭い範囲に、まだらなしみ状の漆黒色土の落ち込みが検出されるのであった

が、部分的であったり、判別できにくい部分もあるなど、はっきり落ち込み部を限定できずに

いた。しかし、下部に掘 り下げるにしたがい、焼土と炭が多くなり、マルメロ形の浅い土拡を

確認できた。またその中にさらに円形状の小ピットがあり、特にそこには礫が並ぶように重な

って出土した。
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73図 7号集石址実測図(1/40)と 集石下の土鉱実測図(左上)(1/80)

礫の出土状態と土拡 マルメロ形の土鉱は190× 166cmを 浪1る が、浅 くて形状は実際のところ

はっきりしない。月ヽ ピットのある南側壁は7 cmほ ど残存するが、北側壁はわずかに壁を確認し

たという程度であ り、グラグラとしてはっきりしない。中心となる小ピットは75× 69cm、 深さ

14cmのやはり浅い、不整形を呈する (第73図上 )。

礫は小ピット上面およびその周囲に特に多く出土したが、小ピット内には14個ほどが出土し

ただけであり、それも底面からかなり浮いていた。全体に土城内の礫は拡底より10～ 15 cIIl浮

いたレベルに集中的にあり、土鉱中央辺りには、20個余 りがきちんと並べたような状態で検出

された。覆土内には炭化物が非常に多く、焼土粒も多量に混在したが、焼土の塊 りは lヶ 所に

わずか見られただけである。
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第74図  7号 集石址礫分布図(1/60)

次に土鉱 も含めた全体の礫散布状態について見ると (第 74図 )、 土拡を中心に四方に拡散 して

いる状態がよく判る。便宣的にグリッド別個数を出してみたが、やや南側に多いということは

言えても、それほどの差ではない(第 4表 )。 これらの礫はどれも、多小にかかわらず赤色を帯び

たり、黒色のタール状の付着物があったり、あるいは割れた状態であり、混在する焼土や炭化

物とともに、火との関わりが顕著であった。なかでも割れた状態の礫が圧倒的に多いことは、

礫を加熱していることを意味し、本址を焼き石炉と位置づける大きな根拠となった。

礫の観察 採集 した礫は、大・中・小 823′点に達したが、このうち原形を保つものはわずかに

十

Ｂ
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166点 であった。まず、これらについて大きさを見ると、小児頭大、挙大、それ以下の、大・

中・小に区別される (第 5表 )。 大礫が23個 、 中礫が23個 、小礫が106個 、この他に極小が 14

個ある。これらは安山岩のやや大きな角礫を除いて、大・中・小とも角がとれた、円味のある

亜角礫で、一定の形態もなく、ほとんどが水流に洗われた河原石である。岩石の種類は砂岩、

礫岩、結晶変岩、安山岩であり、近 くの天竜川河床より採集することができる礫である。

第4表  7号集址グリッド別礫の出土イ固数

グリッド番号 石 1個数 備 考 グリッド番号 石 1個数 備 考

CF 57 225ケ
弥生土器片出土

土拡あり
CD 57 34ケ

CF 58 208ケ CE 56 18ケ

CE 58 123ケ CD 58 17ケ

CE 57 74ケ CG 59 15ケ

CG 57 56ケ CF 59 13ケ

CG 58 52ケ CE 59 2ケ 合計 823ケ

第6表  7号集石址の炭化物の付着した礫
の個数 (煤 ケタ礫も含む )

大 中 備 考

完全な礫

割れた礫 争J片23を 除く

次に割れた礫の状態について観察してみると、原形を保つ礫を除いた残 り657点 は、ほとん

ど半割れから 1/3、 1/5位に割れており、中には石質や原形の全 くわからないもの もある。割

れた礫は石質にもよるであろうが、赤味を帯びており、割れ方は角張った角礫状であり、争J片

状のものは極めて少ない一―以下、割れ石 と便宜的に呼称する。熱を加えた度数の多いものほ

ど、細か く割れ、赤色を帯びたということであろう。これらは土拡内のピット付近に多く、149

個を数える。

原形のままの礫および加熱により割れた礫の両者の中に、炭化物の付着した例が多く見られ

る (第 6表 )。 煤けた状態に薄く付着する例、タール状に厚 くこび り付 く例 とあり、炭化物の

付着後に割れた一一再度加熱されたと見られるものもある。完形の礫は比較的鮮明に付着が認

められる。

この炭化物は何か焼いた、即ち調理の痕跡と考察されるが、これらの分布は、中心部より土

拡外に赤味を帯びた焼石に混じって散在していた (第 74図 )。

割れ石の接合 71個の割れ石を接合できた。これだけの数では十分とはいえないが、これら

の出土位置を見ると、同一グリッドの出土は少なく、散在している例ばかりである。その場で

割れたのではないのであるから当然のことではあるが、割れ石を散播したものと推察される。

第 5表  7号集石址の礫の大きさ

区分 タテ cln 横 cm 厚 ミ cm 備 考

大 9.4^-17.0 6。 5～ 12.0 4。 0～ 10.0 小児頭大前後

中 7.7～ 15。 0 6.0～ 10.6 2。 7-7.0 大人の挙大前後

5.3～ 11.7 3。 0～ 7.7 2.5～ 5.3 小供の挙大以下
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さて、割れ石657個 のうち24イ固が接合したのであり、やや危険ではあるが、この害J合から完形

礫の数を推測してみた。71個の割れ石が接合して24イ固の礫に復原できた。この割合でいくとお

よそ657個の割れ石は222個 の完形礫である。大・中・小の割合で見ると166イ固の完形礫 と合わ

せて大51イ固、中54イ固、小283個 となる。

以上はあくまでも概数であるが、焼き石炉に使われた礫の数である。これからすると、小礫

は、大・中礫の 5倍以上使用されていることが窺われる。この焼き石炉の特長の一つといつて

よい。

所属時期と性格 集石の上面、表土層中では弥生土器に混在して糸電文土器 (前期末諸磯 C式 )

の破片が若干出土している。しかし、全体に表土層下は土器破片の出土がほとんどなく、集石

の中心部である土拡面の集石 とともに 7片の弥生土器破片が出土しており、明確に礫 と伴出す

る土器片は、これがすべてである。東南方にやや離れて (6m)縄文土器の破片が 3片ほど検出

されているが、この付近には土層の攪乱があった。また北方 9mに 縄文中期中葉の後田原期の

住居址 (42住)があるが、集石内はもちろんその周辺にも全 く該期の土器破片が出土していな

い。またす ぐ東に構築された平安期の52住 とは位置的に近すぎるし、52住の床面レベルが高す

ぎて層位が付合しない。したがって、位置的にも、層位的にも、そして遺物上からも弥生時代

の焼き石炉―一屋外炉とすることになんら異論はないであろう。

では本址の使用目的はなんであったのだろうか。炉の熱を長 く保持するためには、薪の炭火

とともに、小礫を混ぜておいた方が効果的である。炭火はそのままではす ぐ灰になってしまう

が、大礫よりも小礫を多く使用することによって熱効率をよくして、食料 となるものを焼いた

のであろう。一度、礫を焼いて使用してしまうと、焼け石を四方に拡散して、次回の使用に備

え、礫が小片に割れると、新たな礫を遂次補充していったものと思われる。

集落内の位置については冒頭において述べたように、3504046(44048)051(6・ 47)、

43号の各住居址に囲まれた空間にある。 9棟すべて同一期の集落ではないので、それについて

はここでは論 じないが、いくつかの住居に囲まれた広場の一角にあることは否定できない事実

である。そこで考えられることは、各住居の共同施設としての屋外炉――魚あるいは獣の肉を

焼 くための焼石炉であるということである。いわば「共同飲事の場」であることが推察される

る。

4。 小   竪  穴 (第 75図 )

総計29基を発掘したが、1030032号 小竪穴を除いて、その他は集落の西方高所に集中する。

1号小竪穴は発掘区の最東端、現天竜川に最も近い位置にある。32号小竪穴は住居址群の中

ほど、68住の東に、30号小竪穴は集落の西端に近い17住の南にある。

集落の西側に位置する小竪穴群は、発掘区内では最も高所にあたり、表土の黒色土層下に褐

色土層 (砂質のローム層)が見られ、それだけ遺構検出が容易であったことも事実である。し

たがって、住居址群中に全 く小竪穴がなかったと断定することはもちろんのことできない。し
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08・ 10:H030032号土城実測図(1/60)

かし、小竪穴が住居址覆土と同じような覆土であったなら、住居址竪穴の周囲には恐らくなか

ったと確信をもって考えている。これは62住周辺のように褐色土層面の精査においても全く遺

構が検出されていないことでも証明されよう。

該期の小竪穴は土拡墓の例が多いが、中野市安源寺遺跡や諏訪市荒神山遺跡のように多量の

土器片や完形土器を伴なう場合は、遺物の存在によってある程度推定できる。本遺跡でも遺物

分布図に見られるように、住居址周辺に遺物の散在する例が多いため、かなり意識的に遺構の

検出に努めたが、何一つ見い出すことはできなかった。

以下、本遺跡の小竪穴について、その性格等を推察して若千説明を加えておきたい。

人為的に掘られた土拡と見なされるのは、108010011025030032号の 7基である (以

下土城と称す)。

l号土拡はどういう目的で掘られたものか、また所属時期についても不明である。この周辺

にも褐色土層 (礫 を含む)が見られ、溝や不整形な掘り込みが重複していたので、あるいは弥

生時代以降の新しい時代の所産であるかもしれない。

ゝ
I黒色土層

耳黒色土層 B

Ⅲ褐色媚

０

℃

９

０
Ｆ
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32号土鉱は、覆土内から3点の石器が出土し、その周辺にも石器類が集中しており、わずか 4

mの近 く (西側)に ある68住 との関係を考えずにはおけない。

25号土城は、推測の域を出ないが、完形甕 (437)を 伴なう長方形土鉱であ り、土城墓とい

うことも考えられる。

8号土鉱は小竪穴群中にあって、唯一整った長方形を皇し、やはり打製石斧の出土を見る。

32号土城と異なる点は城底の両脇に細長いピット状の凹みを有することである。住居址群から

離れた位置にある点から使用目的を考える必要がありそうである。

10011号土城は周辺の小竪穴に比べ、形状、鉱底が整っているため区別したが、どういうも

のかはっきりしない。

30号土城は円形を呈し、底から砧石 と祗石が出土したが、これについては後述する。

これらの土城からは弥生時代の石器や土器片が出土しているので、それ以降の土鉱であるこ

とは明らかであろうが、土層断面の観察では耕作土、表土の落込みは全 く見られないので弥生

期に該当させておきたい。

その他の小竪穴の形状は極度に不整形であり、鉱底に多数の小穴があるか、凹凸がひどく、

ロームマウンドのような土盛りのある例が多く、これらは倒木あるいは伐採、立枯の木の株痕

ではないかと推察される。ロームマウンドのとくに大きく盛り上った例は、5031034号がそ

うであるが、34号は62住に切られており、この大樹は弥生時代末期にはすでに存在していなか

ったことになるもこれから想像して、この地は集落が営まれる以前は、かなり大きな森林であ

ったようである。これは第Ⅲ区天竜川河床出土の大樹類と符号する。

さて、最後に、最も特異な存在であった30号土城について考察を述べておきたい。

本址は褐色土層を正円形の丸底状に掘られt床や壁面はタタカれた様に締められており、そ

の底部より砧石 (258)と祗石 (241)が 出土している。砧石は摩擦されたように全体にスベス

ベして、イネ科植物を扱う道具に通有の光沢を帯びた、ツルツルの部分もある。相当量、作業

に使用された様相と見られ、これはこの土城を中心として、その周囲において何らかの作業を

したことが推察できよう。事実、本址は17住の東にあって、60住・66住・61住 016(62)住 に

囲まれた一つの空間を擁しており、共同作業に関わる施設としての存在意義を有している。

水田や畑作が行われた弥生時代末期の生活の営みとして、この土城が稲の脱穀、調整等の作

業に使われたのではないかと思われるのである。ちなみに、この土城の東北辺には焼土の出土

もあり、集落内の共同広場の一施設と捉えておきたい。
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小竪穴一覧表 第 7表 小 竪 穴 (土鉱 ) (単位は cm)

番 号 位 置 平 面 形 断面形 壁 床 口 径 底 径 深 さ Jヽ穴 遺 物

BI食
8影 不正楕円形

'完

沐状 獅 平  担 180× 155 113× 95 60.5

西側の壁は急に床面に下がり、東はやや緩かに壁をつくっている。覆土はローム粒を含む黒色土で下層は礫を

混える。城底には 30 cm× 30 cm程度の石が四個重なる様に並んでいた。西側の床はやや凹み壁際に小礫が多くあ

った。石塊の外遺物なし。

1咄
ありBHE合 :`: 不正楕円形

1不
正形

| 1289X2% 1踊 1徽| |

略中心部にマウンド的土層があり、北側には黒色と褐色のブロック堆積が円錘状に、深さ33.5 cmを 測る。 ま

たマウンドの南側には深さ 16 cmの 黒土の堆積がみられる。両凹みには木の根が入り攪舌Lの状態がみられ、底部

は凹凸が多い。

郎ⅡBX器 弦 月 形 盆 状 稽 斜 凹凸あり 355× 110 354× 109 多数 打製石斧

褐色土層に3胡状に落ち込み、深さ 19 cmょ り9 Cmを測る。弦月の中ほどに2ヶ 所凹みがあり、その周囲に小穴

がいくつもある。全体に拡底は凹凸が多い。覆土中より折損した打石斧 (142)が出土。

18 ⅡDX53 形 盆 状 獅 平  坦 108× 82 90× 73 多数

褐色土層面にある。覆土の暗褐色土層の中に黒色土が落ち込む。鉱底には中央より少し東南に 15× 13 cmに 深さ

7 cmを測るやや大きなピットがあり、この他に小さな穴が多数ある。

1811B羊説
５５

５５ 長 方 形 盆 状 獅 平  床 252× 168 230× 152
斧
片蘭瑞

褐色土を掘 り込む。覆土は黒色土に褐色の塊が混る。中央部より西側で鉱底より約 5 cm程上に 3 cm位 の堅い

土層がみられた。西側壁近 くに細長い不整形のピットがあり (90× 37 cln、 深さ 14.5 cm)、 低部には大小 10個の

礫がみられた。また東側壁近 くにも細長いピット (59× 30 cm、 深さ29 cln)がある。土鉱を掘った土は壁外に持

ち出したらしく、穴のある両方の壁上の土層には、掘った覆土を積んだらしい土層がある。他に柱穴らしい穴は

見られないが小穴が多数ある。西側壁近 くで打石斧 1′点 (141)を 、また中央床面近 くより弥生土器片が検出され

た。中央部に踏まれた様な固い土層がある点等、何か生活に使用 された弥生時代の遺構と考えられる。

‖Ⅱ3冊
５２

５２ 不 整 円 形 盆 状 獅 凹凸あり 370× 354 357× 350 多数 しな

褐色土層面にあり、略中央部にある暗褐色土および褐色土層を抱える様に周囲に黒色土層があり、その底音陶こ

は多数の小穴がある。中にも大きいものは11個 を数える。中心部の暗褐色および褐色土はマウンドとみられる。

BⅡ
3早語 楕 円 形 鍋底状 州 頃 凹凸あり 193× 147 165× 137 打製石斧

褐色土層に掘り込まれる。拡底は少し凹凸がある。覆土は黒色土が上に、下の中央部に10 cal位の暗褐色の土

層があり拳大の石が数個混じる。底は礫を混えた褐色土であった。東側壁より打製石斧 1′点 (140)が出土。

‖Ⅱ3早語 不整楕円形 不整形 糊 凹   む 173× 105 162× 94

褐色土層面にあり、北西側に高さ12.5～ 32 clnの 壁があるが、東側は壁がなく、グラグラと底の凹みに達 して

いる。最深部は中央より西側にあり、暗褐色土が8～ 3 clnの 厚さで残っている。

18Ⅱ DW53 不 整 円形 タライ状 獅 凹凸あ り 132× 110 125× 80

表面95× 53 cmの 石の根元の褐色土層面にある。覆土は暗褐色土で低部に凹凸が一部あるがそれほど深い凹み

はない。

18HDW50 糊
1不

整楕円形
1鍋受翌J 1咄

利
1田

3

1榔
41

|

褐色土層面にあり、20 cm前後の小穴が7ヶ所、中央より周囲にかけてある。覆土は黒色土で北側最深部に暗褐

色土がある。底に大小の礫が散在した。
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番号 位 置 平 面 図 断面図 壁 床 口 径 底 径 深 さ 小 穴 遺  物

18Ⅱ D055 不整楕円形 皿 状 外傾 凹 凸 140× 100 135× 95

東側に近接してピット15がある。褐色土層面にあり、覆土は黒色土である。下底部にはうす く褐色土層があり

鉱底はかなり凹凸があるが特に深い穴はみられない。   :

BⅡ
Bぶ話 不整楕円形 階段状 州 頃 凹凸あり 110× 95 93× 75 土 器 片

褐色土層面にある。城底の西半分が鍋底状に大きく凹む。覆土は殆ど黒色土で中に一部暗褐色や褐色混 りの土

が壁や底部に見られた。底面近 くに弥生土器片 1′点出土。

DN 57
DN 58 (未発掘 )

土拡の北4員」に 50× 53 cmの隅丸三角形の褐色ロームのマウンドがある。その南側にそって 8.5 cmの 深さを測る

落ち込みがあり、覆土は白色粒子を含む黒色土である。低部にローム混りの暗褐色土があり凹凸が多い。

18 ⅡDP 57 /Jヽ  半J 形 鍋底状 州 頃 凹凸あり 75× 不 明 多数

用地外の為南側半分以上が未掘であり、全体は不明。城底には月ヽ穴が多数あって凹凸が著しい。形状は比較的

整った小判形を呈す。覆土は黒色土の下に暗褐色土が入る。

繋HB8露 巧7
不 整 円形 鍋底状 糊 105× 88 99× 78

褐色土層面にある。中心より西方の部分は13cm程度鍋底状に凹む。覆土は白い粒子の混じった黒色土であった

東側は緩かに4_t部 に下り10～ 15 cmの 礫と拳大のガヽ石 2個があった。

18DP 56 楕 円 形 不整形 獅 凹凸あ り 50× 65 45× 61

褐色土層面にあ り、黒色土の覆土である。低部の凹凸は、それ程高低はない。

BⅡ 38:: 不整楕円形 盆 状 獅 平 坦 110× 95 105× 92

褐色土層面にある。覆土は黒色であり、中心より東側に小穴が集中する。極 く浅い土城。

BⅡ BR語 不整楕円形 不整形 州 頃 凹凸あ り 97× 80 97× 93

東側に一部突起状 に張り出す。それほど極端ではないが凹凸があり、全体に浅い。覆土は黒色土でピット20に

同じ。

18HDR55 不整楕円形 J 州 頃 平 坦 85× 40

中央より北側に10～ 15 cm位の口径で深さ8 cmの小穴がある。10 cmの 深さをもつ小土琺である。覆土は黒色土。

18Ⅱ DE58 0 59 不 整 形 鍋底状 凹凸あり 128× 44 22.5

細長い極めて不整形なピットというよりは溝とした方がよいような形状を呈す。底面は凹凸があり、縁から底

までグラグラと下る。覆土は黒色土とその下に褐色土と黒色土の混じった土層が入る。

18Ⅱ DE58 長 方 形 ? 盆 状 ? 平 坦 完形の甕

63住の西南の黒色土中に小さな完形の甕が 1′点発見された6セ クシヨンベル ト内であり、褐色土層まで掘 り込

んでいないため、竪穴の形状、規模は不明。わずかに残されたベル ト内において、平行する黒色土落ち込みを確

認したので、方形の竪穴であったことは間違いなく、32号 と同規模程度と推測される。土器は横倒れになってい

たが、潰れずに原形 を保っていた。なおす ぐ東に24号小竪穴があるが、これとは関係しないと思われる。

18 HDF59 不 整 形 不整形 凹凸あり 93× 95

褐色土層面にある南佃1半分は柱穴状に深く落ち込む。底面はやや凹凸があリグラグラと壁につながる。覆土は

黒色土。
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番 号 位 置 平 面 図 断面図 壁 床 径口 径底 深 さ 小 穴 遺  物

血 BE詳 :露
1不

整 形
1秘

形
|| | | |IЮ

I

褐色土層面にある。150× 70 cmのマウンド (褐色土に黒色土がまだらに入る)があり、その周囲と北側に浅い凹

みが廻る。北側の不整形な凹み内には、根の張った様な小さな穴がある。

BⅡ B温
・59

不 整 形 不整形 230× 245

暗褐色土のマウンドの南佃」を除く三方に黒色土の落ち込みがアメーバー状に広がる。底面は凹凸があり、マウ
ンドの下が最深部となる。

18 HDJ59 楕 円 形 不整形 獅 凹凸あり 105× 不明 80× 不明

褐色土層に検出された。南側半分は未発掘のため全体は不明。

掲HB醤器 円 形 鍋底状 州 頃 平 坦 14。 2× 14 10。 8× 12.5 砥石
砧石

17住南の褐色土層 を掘 り込む。覆土は自然埋没と思われる。鉱底や壁面はタタキじめ られたように堅い。祗石

(239)と 砧石 (258)が底近 くから出土。 2点 とも完形品で、砧石は角柱状で坐りよく、磨かれたよ うに光沢と

なめ らかさを持ち、全体にススけたように黒い。祗石は大 きい乳棒状で樋状に擦 られた面をもつ。なおこの土拡

東側に焼土が検出されている。

BⅡ BB託 不 整 形 360× 300

略楕円形であるが、褐色土層の落ち込みの輪享「は凹凸がひどい。中央に褐色土の低いマウンドが細長 く南北方

向にあり、それをはさんで土鉱状の凹みがある。マウンド上には、拳大の礫が散らばる。

32 “
ⅡBR:: 長 方 形 盆 状 獅 平 坦 234× 140 214× 107 磨製石斧1

覆土は68住 とよく似た黒色土であった。壁は斜めで、床はなから平坦で堅い。遺物は覆土中から蛤刃形西斧

(完形、167)が 出土している。

第 3節 平安時代以降の遺構

今回の調査で検出された平安時代以降の遺構は、住居址 9棟、竪穴状遺構 2基、土鉱 1基で

ある。住居址 1棟を除き全て第 I地区で検出されたものである。住居址の形状・規模等につい

ては第 8表を参照されたい。

1。 住  居  址 (第 8表 )

第8表 古代・中世住居址一覧表
住
居
址

遺 構

形  状
規 模

主軸方向
カ  マ  ド 炉 柱 穴 ・

ピ ッ ト 周溝 備  考長 径 × 短 径 m 面  積 m2(坪 ) 位 置 素  材 位 置 素 材

18号
丸

形方
隅

長 3.20× 2.80 8.96(2.7坪 ) N81・ E 鉦
小 (―

― ― ― ― ―

)

東 壁 側
中 央 部

“
0嬌掘)

盤
小

鉦
小

下土焼
り

の
あ

炉
地

床
凹

地
に

23号 (― ) (5。 95× 4.65) (27.66(8.4)) N14° W
(一 ) (―

―――――
)

南 壁 側
中 央 部

焼  土
(76× 65) (―

―――――
) (一 )

25号 (― ) (3.70× 3.70) (13。 69(4。 1)) N5° W 南壁
』

×０
。
９ｍ＞

支
１
・
０

床
土

火
焼 (― ) (― ) (―

―――――
) (一 )

26号 (― ) (4.95× 2.45) (12.12)(3.7)) N2° W 北壁
(石組 粘 土 )

石 が 散 乱 (― ) (― ) (― ) (一 ) 辱墾Fl締
0。価)

27号 (― ) (2.90× 1.50) (4.35(1.3)) N63° W
(一 ) (― ) 東壁側

焼  土
(90× 55) (―

―――――
) (一 )

38号 (―

― ― ― ― ― ―

) (4.10× 2.75) (11。 27(3。 4)) N3° W 北壁
(石 組 )

石 が 散 乱 (― ) (― )
Jヒ[彗佃J

Pl～ P3 (一 )

45号 (― ) (3.60× 2.80) (10。 08(3.1)) N31° W 北壁
火 床 焼 土
(1.0× 0.7) (― ) (― ) (―

―――――
) (一 )

52号 (― ) (2.85× 1.50) (4.27(1.3)) N80° E
(一 ) (―

― ― ― ― ―

) 西壁際
焼  土

(95× 80)
小ピット
(-2駄m) (一 )

53号 (―

― ― ― ― ― ―

) (3.30× 2。 10) (6。 93(2.1)) N73° W 東壁 石組粘土 (― ) (―
―――――

) (―
―――――

) (一 )

一 部 未 発 掘
火災

-115-



18号住居址 (第 76077図 )

調査の経過 本址は多量の荒い小礫

混入褐色土層を掘 り込み、黒色土層を

覆土とする隅丸長方形の住居址である。

覆土から床面直上 5cmまでに大小の礫

が散乱し、住居址廃絶後流入した疑い

が濃い。

直接本址に関係する遺物は少なく、

土器片・土錘のほか、炭化米が出土し

ている。炭化米は東壁側中央地′点の地

床炉と想定される焼土中およびその周

辺 50× 30cmの範囲に散在する。また

焼土中より灰紬陶器片 1点が出土した。

遺 構 壁は明確に検出され壁高20

cmを計る。壁外および床面はともに軟

弱である。柱穴およびそれに準ずるピ

ットも皆無であり、周溝もない。

東壁側のほぼ中央部に 60× 40cmの

範囲で焼土があり、その下から直径 40

cm、 深さ 16cmの ピットが検出された。

~   
焼土 Ⅲ

′
褐色庄層 焼±   ・▼ホじコ冒

0                                 2m

第76図 18号住居址実測図(1/60)

わずかではあるが焼土もみられ、地床炉と考えたい。

23号住居址

調査の経過 弥生時代の 2住周辺拡張の際、BS51グ リッドを中心に土師質のカワラケ等が

出土し、遺構の存在が期待された。しかし、長芋耕作による攪乱が激しく、住居址の全容を掴

むまでに至らなかった。

遺物は北側の楕円形土拡内とその周辺に散乱してみられた。

遺 構 壁は確認ができないが、部分的に残存する堅い床面の精査から、遺構は長方形を呈

する住居址である。北4員1に 1.05× 0.75m、 深さ 10cmの楕円形状の土拡があり、南側に 75× 65

cmの範囲内で焼土がみられる。焼土は床面上に薄くのり、その周辺の床面は特に堅い。落込み

もなく地床炉というより移動式のカマ ドを想定したい。柱穴・周溝はない。

25号住居址

調査の経過 本址は BX・ BY-47048グ リシヽドの黒色土層中に、焼土及び支脚が検出され

たことから、周辺一帯を拡張精査し確認したものである。床面検出レベルが表土下 64cmの こ

ともあり、耕作による破壊や家屋建築の際の攪乱等が顕著のため、遺構は一部発見したに過ぎ

Ⅲ褐色土層
Ⅲ
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第77図 18号住居址覆土中の礫実測図(1/40)

ない。

遺物の出土量は少ないが、支脚周辺より土師器甕形土器破片が出土した。

遺 構 住居址の破壊攪乱が激しく壁は不明である。床は黒土をタタキしめた堅い床面が部

分的に残存する。柱穴・周溝等はない。

火処は南側にあり、1.0× 0.9mの範囲で焼土がみられ、その厚さは 20cmである。火床中央

に支脚石が残るが、破壊されたカマ ドの石組等はない。主軸は焼土のあり方からN5° Wを示す。

26号住居址

調査の経過 本住居址は弥生時代の24住確認中、その覆土中に堅い床面らしきタタキ面と焼

土がみられたため、周辺一帯を精査し検出したものである。特に BQ46グ リットにおいて、石

の散乱と焼土が若干発見されたことから、石組粘土ヵマ ドの破壊されたものと断定した。

主要遺物はカマ ドに近接した残存床面上に、耳皿をはじめとする多量の土師器が一括出土し

たほか、カマ ド除去の際に灰紬陶器破片が出土している。

遺 構 黒色土中でしかも床面直上まで、耕作による攪乱があり、壁は不明である。床はカ

マ ドの近辺と南側に一部検出され、堅いタタキ面を残す。下層の24号住居址との床面格差は南

側で 34cm、 ヵマ ド前で 24 cmである。柱穴・周溝等はないが、カマ ド西側 lmの地点に、直径

65cm、 深さ13cmの浅い円形土拡がある。土師器及び灰紬陶器破片の若千の出土がみられ、灰

落し穴と考えられる。
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カマ ドは北側に位置し、礫の散乱状況から石組粘土ヵマ ドが想定される。火床部は焼土の集

中範囲から南北 65cm、 東西 25cmである。′

27号住居址

調査の経過 本址は弥生時代の 2住覆土の褐色土層上面にて、焼土と堅い床面が一部発見さ

れたことにより検出した住居址である。表土下の黒色土層中に構築された本址は、耕作による
破壊攪乱も加わり、遺構の一部を確認したにすぎない。

遺物の出土状況は、床面及び焼土周辺から、中世陶器片と土師質土器が全体にわたって散布

し、内耳土器が 2m範囲内に集中して発見された。

遺 構 壁は不明である。床面は堅 く東西に長 く残存する。下層の 2号住居址床面との格差

は 8～ 10cmである。 4本の小ピットが規格性もなく焼土の西側に集中する。

残存床面の東側に隣接して、東西 90cm、 南北 55cm、 厚さ 10cmの 範囲で焼土がみられる。

周囲に残石 もなく常設カマ ドとは考えられず、地床炉あるいは移動式のカマ ドが想定される。

38号住居址

調査の経過 本址は黒色土層中に堅い床 と焼土が存在したことから、拡張し検出したもので

ある。耕作による破壊が床面直上あるいは直下までおよび、遺構の全容を知る術はなかった。

出土遺物は少なく、軟弱な床面上に発見された土師質土器のみである。

遺 構 壁はない。床面は非常に堅い貼床で部分的に残存する。小ピットが焼土と床面の途

切れた北側に 2本並列するが、本址に伴 なうか否か問題である。また焼土の西側に深さ35cm

の柱穴がある。

住居址の火処は北側にみられ、焼土が 40× 25cmの 範囲で残る。その周辺にカマ ドの石組と

想定される石が散乱している。

45号住居址

調査の経過 弥生時代の43号住居址確認中、西側上層部分において、堅い床面と焼土を一部

検出した。 しかし耕作による破壊が床にまで達し、さらには道路敷き箇処 もあり全容を掴むま

でに至らなかった。

遺物量は極少で、焼土及びその周辺に土師質の土器と弥生時代の土器片が出土し、相当攪乱

していることが判明した。

遺 構 壁は不明である。床は硬い粒子を含む堅い床面で、部分的に残存する。

火処は残存床面の北側にあり、多量の焼土が 1。 0× 0。 7mの範囲でみられた。堆積した焼土と

床面に一部配列された石が検出され、石組カマ ドの残骸と推定される。火床部と石組のあり方

から主車由は N31° Wである。

柱穴・周溝・灰落し穴等は不明である。
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52号住居址

調査の経過 本址は黒色土層中にあり、しかも耕作による破壊により、床面と焼土を確認し

たに過ぎない。

遺物は焼土中より出土した土師質の杯片およびカワラケと須恵質土器片のみである。

遺 構 床面は堅 くたたきじめられた貼床で、部分的に残存し、その上に焼土及び炭化物が

のる。直径 15cmの ピットが堅い床面の焼土に隣接してあり、その深さは 25cmを 計る。

焼土は 95× 80cmの 範囲に円形状を呈して残る。焼土下にピットもなく、カマ ドを想定させ

る残石や火床部分のあり方からみて、地床炉あるいは移動式のカマ ドを想定したい。

53号住居址 (第 78図 )

調査の経過 本址は弥生時代の54住上層に貼床され、石組カマ ドを伴なう住居址である。南

側は道路敷であり、また耕作による破壊も加わり、遺構の一部を検出したにすぎない。

住居址床面までの層序は、耕作土層下に小石粒子を多量に含む褐色土層があり、その下に粒

子少量含有の黒色土層が続く。その直下に堅い床面がある。

本住居址は火災にあい土師質土器と共に炭化した自然遺物が出土した。先ずカマ ド西ゴ防 2.5

m地点の床面上に、玄米あるいは叔らしき炭化米の塊 2ヶ が、また、同所西方 2m地点の床面

にて ドングリと粟の混在した炭化物がまとまって出土した。さらにカマ ド火床部中よリドング

Ⅳ炭化物多量に入っている黒色土層

I淡黒色土層 攪乱層:

I褐色土層

I層……焼土

Ⅱ層……焼土を少量含む黒色土層

Ⅲ層……焼土を多量に含む黒色土層

第78図  53号住居址実測図(1/60)

O                               im

Hr層 ……焼土を含み、ローム粒 を多 く含む黒色土層

Ⅳ層……黒色土層

、カマ ド実測図(1/30)

＜
―
―
―

カマ ド土層説明
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りおよび炭化米が団子状にて検出されているほか、住居のは りの一部 と想定される炭化材など

もカマ ド付近にみられた。

遺 構 壁は不明である。床は硬い小石粒混入の黒色を呈する堅い床面である。柱穴・周溝

等はない。

カマ ドは東側に位置する石組粘土ヵマ ドである。両袖 ともにハの字状に残存 し、鉄平石 を使

用 している。右袖は平石 を 3個使用 し、外側を粘土で補強 している。天丼部・煙道は耕作によ

り破壊 されている。支脚はない。火床部は70× 50cmで、焼土の厚さは20 cmである。

2。 竪 穴 状 遺 構

1号竪穴状遺構 (第 79図左 )

本址は第 I区内BQ・ BR・ BS-52 BQ・ BR-53グ リッドにかけて、黒色土層を掘り込み検

出されたものである。

遺構は東西 4.30m、 南北 2m、 壁高は東側にて 16cm、 北側 6。 5cmを 呈し、床面までは鍋底状

に緩傾斜をもって達する隅丸長方形の竪穴状遺構である。 床面 も壁 も堅 く締 り、凹凸はみら

れない。柱穴・ピットもなく、火処とみられる焼土も検出されていない。

遺構東側の壁寄 りおよび中央部より北西の一部に黄色を呈する粘土がある。粘土上には15～

40cmの大小の安山岩が45個 あり、崩れた様に散在し、粘土中に埋没しているものもみられた。

また、西側コーナーと中央部に30～ 40cm大の石が集石した状態にあり、何か造る目的のため

かと推定され、工房址が想定される。

遺物は床面や集石中にみられた内耳土器片や瀬戸系陶器のほかに、中央床面上および粘土上

より3点の祗石が発見されている。

0ヽ

な0

♀___T___T_~~r~~―「――¬「
~~~~……………………………………lm

1号 (左 )、 2号 (右 )竪穴状遺構実測図(1/40)

♪

貯盗晶 f
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2号竪穴状遺構 (第 79図右 )

本遺跡は 1号竪穴状遺構の東側 13mの BL-57058グリット内の黒色土層を掘り込み、暗褐色

土を覆土として検 出されたものである。

規模は東西径 2。 35m、 南北径 1。 80m、 壁高 18cmを 測る、隅丸長方形の竪穴である。壁はや

や堅 く、床面上まで緩傾斜でなだらかに続く。床面は鍋底状で堅いがピット等はない。

床面には34イ固の拳大から人頭大の石が散乱し意識的な配列はないものの、東西壁に集中する。

遺物は床面上の石の間に、内耳土器片や土師質の杯破片がみられた。

33 号 土 砿

本土鉱は第 I区内BI・ BJ-59、 B160グリット内に位置し、黒色土層を掘り込み、覆土中に集

石がみられたのを検出したものである。

土城は東西径 1。 10m、 南北径 1。 08m、 深さ11.5cmを測るタライ状の浅い円形土鉱である。壁

は二部が堅 く、軟弱な部分もみられ、北西部の壁のない箇所は緩傾斜のまま底に至 り、その周

辺部は堅い。

土城内には集石がみられ、その検出状況から乱雑に投石したものではなく、意図的に配石し

たことが知られる。すなわち、土鉱に薄く覆土し、頭大の石を中心部よりやや南側に置き、そ

の両側にやや小さ目の石 5個 を並べ壁のない側に拳大の石 3個 を置く。さらに、その間に小石

を立てた状態に詰め、土を覆い、中心部に 15cm大 の平石を目印として配している。

遺物は集石の下部より出土した仏具の供献用陶器片と茶婉の破片のみである。ちなみに遺構

に接 した隣接グリットからは寛永通宝 9枚が出土しており、本址 と関係する遺物と推定される。

第 4節 第Ⅲ区低地の調査 (第 80図 )

調査の経過 遺跡の西端にあたり、住居址群の最も西に発見された57住から西へ160m以西の

位置である。ここは諏訪湖から西方に向って流れ出る天竜川が、やや南方に流れを変えはじめ

る辺 りで、崖錘地形の西縁部が入江状に山側に100mほ ど入り込み、Ⅲ区の大部分は近年まで低

湿地であったところである。現在は、埋め立てにより崖錘地との比高差はわずかに残る程度で

あるが、この低地と崖錘地との境には古い道筋が当時の地形の名残 りをとどめている。この道

筋を山裾にたどると旧線路に分断されているが、由諸深い洩矢神社があり、天竜川を隔てて対

岸の藤島神社とともに建御名方命の入諏伝説の地でもある。また近世になって土砂の押し出し

があり、相当数の家屋が流出したことが言い伝えられている。

第 I次調査では、高地には弥生期集落の西端が、低地には水田址が発見されることを期待し

たのであるが、高地ではⅢ CJト レンチにおいて石庖丁を1点発見したにとどまった。低地では 2

mに およぶ黒色土層の堆積と、その下には累々たる天竜川の河床礫が発掘されたにすぎなかっ

た。ただし、崖錘地から河床にいたるⅢ CP～ CV62ト レンチでは、黒色土層下の漆黒色土層に
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弥生土器片を検出し、その下に植物体を多量に含む砂層があり、縄文時代のチャー ト製の石匙

と打製石斧を発見することができた。また、Ⅲ CT48049ト レンチでは地表下 2mの漆黒色土の

上面から江戸時代初期の施釉陶器が出土し、言い伝えとして残る土砂の押し出しを立証するこ

とができた。

これらの調査結果から、Ⅲ区の低地については、(1)、 厚い黒色土層は背後の山から押し出

された土砂であり、その下の漆黒色土層以下に水田址の埋没している可能性が強いこと。(2)、

天竜川河床の砂層上、および砂層中に見られる植物体は弥生時代以前の流木 (天竜川の流れに

運ばれて漂着した)であると思われ、植物の種類を同定することによって当時の自然環境が復

原できることの 2点が注意されたのである。

第Ⅱ次調査では上記の 2′点について、再度調査するために、最も山裾に近い Ⅲ CP～ CU・

56～ 59の 24グ リットを全面にわたって掘 り下げた。その結果、良好な本直物遺体層が存在 し、多量

の植物体をサンプリングできたが、砂層上面に弥生中期の壺口縁部が一括つぶれた状態で出土

し、この低地が弥生期にはまだ、天竜川の河床であった可能性が強く、水田址の発見は果たせ

なかった。

第Ⅱ次調査地点の土層と遺物 6× 4グリット、南北 8m、 東西 12mの範囲を発掘した。南壁下

は地表下 2.2mで植物遺体層に、西壁下は2。 lmで砂層に、北壁下は 3。 Omでオ直物遺体層にそれ

ぞれ達している。層序は第80図のとおりである。Ⅲ区全体は第V層黒色土層が第Ⅵ層漆黒色土

層の上に厚 く堆積している。ほとんど遺物を含まないが中間の層位で踏石状に列石が発見され

ている。CQ 56～ 59に わたり平石 6イ固が検出された。人為的なものと思われるが、弥生期以降の

ものであるので、ここでは省略する。また須恵器、土師器のほかに磨滅した縄文土器片が出土

したがどれも流れ込んだ土砂に含まれてきたものであろう。

黒色土層の下には第V層漆黒色土層が20～ 30cmの厚みで、ほぼ平坦に堆積する。下部から植

物遺体層にいたる部分にはまこも・よし等の繁茂した痕跡が一様に認められた。

CV 56・ 57グ |リ ットはオ直物遺体層がなく、漆黒色土層下はすぐに砂層に変わる。CV 57グ |リ ットの

北隅からは、この砂層の上面に、弥生中期土器の口縁部が出土した (第 H6図 442、 写真74)。 砂

層面は平坦ではなく、土器の出土した位置は最も高所にあたる。これより東の方にオ直物体が厚

く広が り、CS OCRのグ|リ ット列は厚さを増丸 特に南側の発掘区壁に沿ってCR590 CS59ec

T59グ |リ ットは植物体が厚 く層をなし、砂層まで掘 り切ることができなかったほどである。これ

からすると、砂層面にはかなりの凹凸があり、凹部に植物が厚 くたまっているということであ

ろう。

植物体は樹木が倒れ重なり合った木質部と思われるものが多く、また樹皮部の部分が平に押

しつぶされたような状態にあった (写真 73)。 この植物体層上部には桃の実が多く見られ、中層

以下には胡桃、栃の実、ハシバミ、 ドングリ、トウヒの実の核等が見られた。栗の倒木が多か

ったにもかかわらず、栗の実は 1点出土しただけである。栃の実は実の皮部が多かったが、あ

るいは食用に利用されたあとの皮であったのだろうか。その他種子類もかなり採集できたが、
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それらについては同定を依頼しているのでここでは詳しくふれないでおく。

倒木と思われる木の巨根が砂層深 く埋まり、中空状態になっていたものがあったが、この狭

い範囲に実に 6本の巨木を発掘できた。全体を出すことはできなかったし、また根から幹、梢

まですべて残っているものもなく、あるいは幹でなく枝部分であるかもしれなかったが、これ

らはなから一定の方向を示していた。N40°Wが 4本、N45°Wが 1本で、N75°Wが 1本あるのみ

であらた。

樹種は広葉樹が大部分であり、 1本だけ針葉樹と思われるものがあった。これは割 り材のよ

うにも見えたが、それほど生々しい遺存状況になく、断定はできない。また、これらに混ざっ

て木製品あるいは加工痕ある樹木、さらに丸木舟の発見を期待して発掘したが、木器らしきも

の数点を検出しただけであった。なお全体に炭化物 (炭 )が非常に多く見られたが、焚火の跡

などはなく、どういう性質の炭か疑間が残った。

植物体の年代測定 砂層中の在 り方からみて、天竜川の流れによって運ばれ漂着した流木や

ゴミであることに異論はあるまい。また川辺に茂った広葉樹類の風倒木であることも考えられ

る。弥生土器の出土状況からみて、縄文時代末に、かなり天竜川の氾濫が大規模にあり、砂 と

流木を入江状の河畔においていったことが想像される。弥生時代中期にはまだ砂層凹地に流木

がたまったまま氾濫原であったと思われる。弥生時代後期以降、自然堤防が形成され、湿沼地

化し、腐食土が堆積しはじめたのであろう。

砂層から出土した植物の14C年代測定は2660年 ±100(710BeC。 )である。このまま当てはめ

ると縄文時代末に相当する。
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第 Ⅳ章 遺

第 1節 縄 文 土 器

縄文土器の破片は散発的に検出されているが土器全体を窺い知れるものはなく、42住の埋甕

炉の土器と、32住東に出土した晩期最終末の土器がややまとまっている程度である。この他に

8住南に押型文土器や中期初頭土器が数′点、7号集石址近辺に前期末 (諸磯C式 )土器が数′点、

22住から18住にわたる礫層上に縄文後期、晩期土器が若千出土している。量的に少ない上に、

細片である為、詳しい説明は省略する。

42住埋甕炉の土器 (第 81図 )は胴部のみ残存しており、バケツ様に立ち上る円筒形の深鉢形

土器と推測される。口頸部には押引文を付けた巾広なキャタピラ文で縁どりした隆帯によって、

三角形の区画文様をめ ぐらせてある。そのキャタピラ文の縁を三角押引文が併走している。三

角形の区画文は横位文様体で14に 割 りつけられており、素地が空自の区画文と横方向の三角押

引文が 5～ 6条施されている区画文とが不規則に並列されている。胴下部は、わらび手状の隆帯

文が三分害Jす る位置に配され、その縁に連続キャタピラ文と、三角押引文が 2～ 3条併走して

いる。隆帯文の間は横方向の三角押引文が下方まで施されている。隆帯区画文には要所にタコ

の吸盤風装飾が施されている。胎土は砂粒を少し含み、焼成は良好である。以上、文様モチー

フから見て、新道式に相当する中期初頭土器であり、湖北地区では後田原式に比定される。

第81図  42号住居址埋甕炉の土器

-125-



第 2節 弥 生 土 器

器種は、壺・甕・台付甕・鉢・甑・杯・高杯・器台があり、甕が最も多い。

壺は大型壺と小型壺に分けられ最大のものは、59住の大型壺 (312)で、日径 19.9cm、 体径

38.2cm、 底径 13。 8cm、 器高 54。 2cmである。口縁部に折立する段部を持つ ものと、持たない

ものがあるが、特に時間差は見られず、大型壺・小型壺ともに見られる。大型壺の胎土は砂粒

および 2～ 5mmの小石を多く含み、比較的きめが荒い。また内面は争J落 して原形をとどめてい

ないのに対 して、刀ヽ型壺の胎土は、ガヽ石が少なく、比較的きめ力滞田か く、焼成もしっか りして

いて、内面の景J落 もあまり見られない。

大型壺の出土状態は、住居址内に広 く散布し、壁際にその中心となる主体部分が見られる。

これは、桁に吊されてあるいは棚におかれて保存されていたものが、罹災時 (火災)に 落下し

て散在したものと思われ、大型壺による保存方法の一端を示すものと思われる。

甕は、当遺跡でセット関係をとらえることのできる最も良好な59住によって、口径 24cm以

上のものを超大型甕、18cm～ 24cm未満のものを大型甕、1lcm～ 18cm未満のものを中型甕、

1lcm未満のものを小型甕の 4種類に分けることができる。口縁の外反に比して、体部の張り出

しが強く、また体径に比して、器高が短 く、どちらかといえば、ずんぐりとした器形である。

これは、当遺跡と同時期に比定される伊那谷の座光寺原・中島期および北信の箱清水期のもの

とも異なり当地方独特のものと言える。

台付甕は 5点が出土しているが、器形を復原できるのは、わずかに 3点のみである。このう

ち2230239は 胎土も精選され焼成も良好で(口縁が急激に外反し、体部が張るため肩の張った

器形となり、体部下半は、直線的に底部へ向う。これは伊那谷の中島期と共通するものである。

405の 胎土は砂粒を含み、焼成もあまりよくなく、日縁は大きく外反し、体部の張 りは比較的

ゆるやかで、全体に円味を持つ、当地方の器形である。台部と体部下半には、煤の付着や火を

受けた痕跡はほとんど見られず、煮沸具として使用されたものなのか疑間である。

鉢は合計 16′点出土し、最大は64住の378で 口径 20。 4cm、 器高 14cmを計測し、最小は19住の

117で 口径 H.2cm、 器高 7。 7cmを 計測する。内外面ともヘラミガキされ、胎土もある程度精選

され、焼成も良好である。46住の255は片口となっており、内外面とも朱が塗彩 されて、特異

なものである。

甑は合計 6点 出土し、完形品は、わずかに 1″点と少ない。大型と小型に分類され、小型は完

形品の183の みであり、日径 10。 Ocm、 器高 5.6cmを計測する。これは実用品としては、あまり

にも小さく非実用品とも考えられる。孔はすべて円孔で、焼成前の穿孔であり234を 除いて、単

孔である。234は 2孔 を穿つ。

高杯は、 I～ Ⅳ期全般にわたって見られ、古い時期よりも新しい時期に多い。古い時期のも

種器

-126-



第 9表 弥生時代住居址出土の形態別土器個数 (1/3個体以上 )

番
　
号

住
居
址

士亜

甕

小
型
甕

台
付
甕

鉢 甑

一局
　
杯

器
　
台

杯

番
　
号

住
居
址

士亜

甕

小
型
甕

台
付
甕

鉢 甑

音同
　
杯

器
　
台

杯

大型 ガヽ型 大型 Jヽ 型

3

4

5

6

7

8

9

10

11

14

15

16

17

19

20

21

22

24

28

29

31

32

33

34

朱

１

2

2

2

5

3

1

1

2

6

2

1

1

4

6

1

1

3

3

1

1

2

(朱 )

1

1

(朱 1)

3

(朱 )

1

(朱 )

1

35

37

39

41

43

44

46

49

51

55

57

58

59

60

61

62

63

64

65

66

67

68

69

70

1

1

2

1

3

2

4

6

1

4

9

2

2

2

1

2

2

5

3

4

2

9

片口朱

1

1

1

(朱 )

1

1

(朱 1)

2

(朱 )

1
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のは、杯部が直線的に広がり、新しい時期のものは、杯部が くの字状に屈曲し、日縁が外反す

るか、または椀状に丸 くなる傾向にある。Ⅳ期には、椀状に円くなるものが圧倒的に多くなる。

脚部には、円・三角形状の窓を3～ 4個持つものが見られる。朱の塗彩は14例あり、くの字状

に屈曲するものに多く用いられている。 くの字状に屈曲し、日縁部が大きく外反する高杯は、

朱の塗彩を多用する箱清水期に近いものである。椀状に円味を帯び朱を用いない高杯は伊那谷

の中島期に近いものであり、双方の影響を受けているものと思われる。

器台は、わずかに 3点あるのみである。このうちⅡ期に属する2点 (1840213)は 、大型の

高杯の脚部を再使用したものである。孔は 2次的に穿たれたものであり、外面には未の塗彩が

見られる。Ⅳ期に属する363は 、前者に比してやや小型で孔は焼成前の ものであ り、朱の塗彩

は見られない。

文様の種類は波状文・簾状文・斜走短線文・円弧文・T字文・刻目文・横走文・縦走文があ

る。最も多用される文様は波状文であり、続いて簾状文・斜走短線文である。この 3種が施文

の主体 となっている。T字文・横走文・縦走文は壺のみに見られ、刻目文は甕にのみ見られる

文様である。円弧文は壺に多く用いられる。波状文と簾状文の組み合わせは23例 、波状文と斜

走短線文の組み合わせは15例、波状文・簾状文・斜走短線文の組み合わせは 4例 ある。文様の

組み合わせは、古い時期ほど密に見られる。

波状文は I～ Ⅲ期を通じて全般に見られるが、斜走短線文は I期のみにみられる。簾状文は

I期 を主体とし、Ⅱ期では半数程度と激減し、Ⅲ期になると消滅する。変わって、簾状文を省

略化したと思われる横走文が用いられるようになる。無文土器は全期を通じて見られるが、 I

期ではその割合は少なく、Ⅱ・Ⅲ期と除々に多くなり、Ⅳ期になると施文は行われず、すべて

が無文となる。                                   ′

これらのことは、波状文・簾状文・斜走短線文を多用する I期から、すべてが無文化するⅣ

期への過渡期に当るⅡ・Ⅲ期において、まず、斜走短線文が消滅し、次いで簾状文が消滅し、

波状文が残存し、やがて無文化するⅣ期へ移行 していく時間的過程を示しているものと思われ

る。

波状文は、すべてが右回りに施され、断絶が 1回のみの畿内型と、途中何回もの断絶を持つ

中部高地型とが見られる。この二つの技法は、 I期にはほぼ同率で用いられるが、Ⅱ期になる

と畿内型は半数以下と激減する。Ⅲ期になるとさらに減少し、主体は中部高地型となる。この

畿内型の減少は簾状文の消減とほぼ一致している。 I期から引き続き用いられた畿内型がⅢ期

においてほとんど用いられなくなり、中部高地型が主体となっていく時間的過程を示すもので

あろう。畿内型は伊那谷の座光寺原・中島期に多く用いられ、北信の箱清水期には中部高地型

が主として見られるものであり、橋原遺跡の弥生土器が両文化の影響を受けて成立したことを

物語っていると思われる。

様文
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制 作 方 法

土器の破損状態を見ると、2～ 3.5cmの帯状に破損しているものが見られ、輪積みによって、

製作されたことを知ることができる。前述のように波状文の断続状態は何回かの断絶を持つ中

部高地型と、 1回の断絶を持つ畿内型が見られる。畿内型は明らかに回転台を使用したもので

あり、土器製作においても回転台が用いられたことは明らかである。

施文は、ハケ整形後に行われ、日縁から体部上半に施される。ヘラミガキは施文後、体部中・

下半に行われ、文様を切っている例が多く見られ、ハケ整形→施文→ヘラミガキの順 となる。

この順序のはっきりわかるものについては、表中に記した。

[土器観察表 ]

1.最初の覧の上段は、実測図、写真番号と共通する番号であり、これは住居址順に通し番号

とした。中段の[]内は実測図の所載図版番号を示す。下段は土器台帳の遺物番号を示す。

2.法量覧は、第 1段が口径、第 2段が器高、第 3段が体径、第 4段が底径を示し、破片のた

め計測できないものは一一で示した。高杯の体径は脚部と杯部の接点であるくびれ部の最小

値を計測した。

3。 土器図の縮尺は、おおむね 1/12と し、大型のものは 1/16と したが、必ずしも一定しない。

4。 文様覧は、櫛状工具による文様は単に「波状文」「簾状文」と記した。2種類以上の文様が

ある場合は、■部から下菩Ьの順に列言己した。

5.技法覧は、「横方向のヘラミガキ」等は単に「横ヘラミガキ」と記した。

言己入例    ・

19号住居 t」L

通 し番号

所載 図版番 号

遺跡番号 と

発掘地 区

台帳 番号
(グ リッ ド 0

遺物番号 )

器種 法量 土 器 図 文  様 技 法 備考

-  107

-[]

-1811

-AT44 104

甕

18。 1

26。 9

17。 6

7.0

→  口径

→ 器高

→ 体径

→ 底径
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弥生土器観察表
第10表 弥生土器観察表1号住 居址

器種 法 量 土 器 図 文 様 技 法 備 考

1

[82]

181
BL64 2外

甕

7.0
1ヽ/

不 明 体部、縦ヘラミガキ。

内面、横ハヶ整形。

褐色。砂

粒を含む。

焼成良好。

3号住居址

器種 法 量 土 器 図 文 様 技 法 備 考

2

[82]

181

CA47 8外

士亜 14.3

頭

頸部、 5条の波

状文 2帯以上。

右回り断絶1回 、

回転台使用。

口縁、横ナデ、横ハケ整形、雑
な横ヘラミガキ。
頸部、斜めハケ整形。
体部、横 0斜めハケ整形。

縦ヘラミガキ、波状文を切る。
内面、口縁、横ハケ整形、横へ

ラミガキ。頸部、横ヘ ラミガキ。
体部、横ヘラミガキ。
ハケ整形→施文→ヘラミガキ。

褐色。砂

粒、白色

粒子を含

む。焼成

良好。
P5内。

3

[82]

181
BY46 75

士亜 14.8

W

頸部、波状文。 口縁、横ナデ、横ハケ整形。

頸部、斜め・縦ハケ整形。

内面、横・斜めハケ整形。
ハケロ、されいに残す。

褐色。砂

粒を含む。

焼成良女孔

4

[82〕

181
BW47 16

士亜 20.5 口縁、波状文。
1帯。頸部、8条 の
大きな波状文 1

帯。 9条の波状
文 2帯。 10条 の
簾状文2帯以上。
内面、文様が見
られるが、剥落
のため不明。

口縁、横ハケ整形。

頸部、斜めハケ整形。

褐色。砂

粒を含む。

焼成良好。

内面は景J

落。

5

[82]

181

BW47 15

士亜

13.8 く

、
運
網

頸部、8条の横

線文 2帯。

体部、8条の J

字状文1帯。

口縁、横ハケ整形。
頸部、斜めハケ整形。

体部上半、斜めハケ整形。

体部下半、縦ヘラミガキ。

内面、日縁、頸部、斜めヘラミ

ガキ。体部、横ハヶ整形。
ハケ整形→施文→ヘラミガキ。

褐色。砂
粗こ・白い
粒子を含
む。焼成
良好。体
部 に煤付
着。外、内
面は争J落。
P4内。

6

[82〕

181

BY46 37

甕 13.4

11.9

珈

頸音Бから体音β上

半に 5条の波状

文 2帯。右回り。

断絶 2回以上、

中部高地型。

口縁、横ナデ、横ハヶ整形。

頸部、横ハケ整形。

体部、斜めハケ整形、縦ヘラ
ガキ。

内面、横・斜めヘラミガキ。

褐色。砂

粒を含観

賊 動 子。

体部に煤

付着。

7

[82〕

181

BY46 117

甕

17.0

頸音Бから体音Бに

6条の波状文 2

帯以上。

頸部、斜めハケ整形。

体部、斜めハケ整形、縦ヘラ

ガキ。

褐色。砂

粒を舗 。

焼成良好。

頸部、体

部に煤付

着。

埋甕炉F2o
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8

[82]

181

BW47 4

甕

22.6

/餐 |

頸音5か ら体音5に
8条の波状文 3

帯以上。

頸部、斜めハケ整形。

体音Ь、斜めハケ整形、縦ヘラ

ガキ。

褐色。砂

粒を含む。

メデ缶Jりに.EヨJ姜ヨ生。

９

８２

181

BW47 16

甕

20。 8 ｋ

ヽ

ノ

ノ

頸音Ьから体音Б上

半に 5条の波状

文 3帯以上。

頸部、縦ハヶ整形。
体部、縦 0斜めハケ整形。

縦ヘラミガキ、波状文 を切
る。
内面、横ハケ整形、横ヘ ラ ミガ

キ。
ハケ整形→施文→ヘラミガキ。

ハケロをきれいに残す。

褐色。砂

粒を含む。

メデLJりti屋ヨJ姜ヨ生。

体部下半
に煤付着。
埋甕炉Fl。

10

[82〕

181

BY47 86

甕

3。 4

不 明 外面、指オサエ、ナデ。縦ヘラ

ミガキ。

底部、ヘラミガキ。

内面、ナデ。

褐色。砂

粒を含観

賊 朗 。

11

[82]

181

CA49 9

甕

3.6

不 明 外面、縦ハケ整形、縦ヘラミガ

キ。

内面、ナデ。

褐色。砂

粒を含視

賊 JttlJ'ヨ
L。

P5内。

12

[82]

181

BX47 61

高不

4.8

)イ

不明

脚の内面を除き

朱の塗彩。

琢部、内面、横・斜めヘラミガ

キ、外面、縦ヘラミガキ。

脚部、内面、横ハケ整形。

外面、縦ヘラミガキ。

赤色。砂

粒を若干

含む。焼

成良好。

4号住居址

口縁、横ナデ、斜めハケ整形。

頸部、斜めハケ整形。

体部、斜めハケ整形、縦ヘラミ

ガキ、波状文を切る。

内面、横・斜めハケ整形、雑な

横ヘラミガキ。
ハケ整形→施文→ヘラミガキ。

褐色。砂

粒を含む。

賊 朗 。

体部下半

に煤付着。

埋甕炉Fl。

頸音Бから体音Ь上

半に 5条の波状

文 4帯。右回り

断絶 4回以上。

中部高地型。

頸音5か ら体音Б上

半に 8条の波状

文 4帯以上。右

回り。断絶 2回

以上。

頸部、斜めハケ整形。

体部、斜めハケ整形、縦・斜め
ヘラミガキ、波状文を切る。

内面、横ヘラミガキ。
ハケ整形→施文→ヘラミガキ。

褐色。砂

粒を含観

スデLF'こ 朗 。

埋甕炉F3o
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15

[82〕

181

BY55 12`畔

甕 17.0 頸音5か ら体音Б上

半に 6条の波状

文 1帯。 8条簾

状文 1帯。 6条
の波状文 2帯。

口縁、横ナデ、横ハケ整形。

頸部、斜めハケ整形。

体部、斜めハケ整形、斜めヘラ

ミガキ。

内面、横・斜めヘラミガキ。

褐色。砂

粒を含観

焼成良好。

日縁から

体部に煤

付着。

16

[82〕

181

BX54 6外

甕

17.0

町|∫

頸音Бから体音Б上

半に 9条の波状

文 3帯以上。

頸部、横ハケ整形。

体部、斜めハケ整形、縦ヘラ

ガキ。

褐色。砂

粒を含む。

焼成良好。

頸菩5か ら

体部に煤

付着。

17

[82〕

181

CA55 7外

甕

＼1/

不 明 体部下半、縦ヘラミガキ。

内面、縦・斜めヘラミガキ。

褐色。砂

粒を含視

焼成良好。

体部に煤

付着。

181

BX55 5

甕

1.6 W

不 明 外面、縦ヘラミガキ。

底部、ヘラミガキ。

内面、ナデ、横ヘラミガキ。

褐色。砂

粒を含む。

焼成良好。

19

[82〕

181

BW56 4

甕

5。 4
＼
＼
写

不 明 体部下半、縦・斜めハケ整形。

内面、ナデ。
褐色。砂

粒、自色

粒子を含

む。焼成

良好。

20

[82]

181

BY54 6

甑

5。 8 刈/

不 明 体部下半、縦ヘラミガキ。

内面、横・斜めヘラミガキ。

褐色。砂
粒を含視
焼成良好。
底部中央
にラにきい

円子Lを 1

個穿つ。

5号住居址

器種 法 量 土 器 図 文 様 技 法 備 考

181

BU50 38

甕

21。 8

tリ

不 明 体部、縦・斜めヘラミガキ。

内面、横・斜めヘラミガキ。

赤褐色。

砂粒、自

色粒子を

含む。焼

成良好。
埋甕炉Fl。

181

BU50 38り朴

甕

20。 7

t   l   )

不 明 体部、縦 0斜めヘラミガキ。

内面、横ヘラミガキ。

褐色。砂

粒を含視

焼成良好。

埋甕炉F2o
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6号住居址

器種 法 量 土 器 図 文 様 技 法 備 考

２

Ｂ

181

CF64 17サ小

一亜 頸部に 7条の波

状文 3帯 、右回

り、断絶 1回 、

回転台使用。

頸部、横ハケ整形。

体部、斜め・横ハケ整形

体部下半、縦ヘラミガキ

内面、横・斜めハケ整形

褐色。砂

粒を含む。

メデL月夕t餅。

外面一部

に煤付着。

２

Ｂ

181

CE65 5

士亜 18.4 不 明 段部、横ハケ整形。

段部下、斜めハケ整形。

内面、斜めハケ整形、横ヘラ

ガキ。

褐色。砂

粒を舗 。

賊 朗 。

25

[83〕

181

CD63 1

士笠 25。 1 段部にハケの押

圧による縦の沈

線文。

外面、横ハケ整形。

内面、横、ラミガキ。

褐色。砂

粒を含む。

焼成良好。

26

[83〕

181

CG64 7外

士亜

ノ醤|ズ

頸部に 8条の波

状文 3帯。右回

り。

頸部、斜めハケ整形。

体部、雑な斜めヘラミガキ。

内面、横ヘラミガキ。

褐色。砂

粒を釣 。

焼成良好。

181

CG65 13

甕 頸音5か ら体音Ь上

半に10条の波状

文 3帯。

右回り、断絶 2

回。

口縁、横ハケ整形、横ヘラミガ

キ。

体部、縦・斜めヘラミガキ、波

状文を切る。

内面、横ヘラミガキ。
ハケ整形→施文→ヘラミガキ

褐色。砂
粒を含観
焼成良好。

内、外面
体部に煤
付着。
埋甕炉Fl。

181

CF66 7

甕 17。 2

21.9

16.4

6.4

頸部に6条の波

状文 3帯 、右回

り、断絶 1回。

回転台使用。

口縁、横ナデ。

頸部、斜めハケ整形。

体部、縦ハケ整形。

内面、横・縦・斜めハケ整形。

褐色。砂

粒を含観

焼成良好。

外面全体

に煤付着。

181

CF65 18外

甕 15.4

13.5

13.3

6。 4

頸部に11条の波

状文 1帯。右回

り、断絶 1回。

回転台使用。

口縁、横ナデ。

頸部、横ハケ整形。

体部、斜めハケ整形、縦ヘラミ

ガキ。

底部、横ハケ整形。

内面、横ハケ整形、横ヘラミガ

キ。

褐色。砂

粒を含む。

焼成良好。

外面全体

に煤付着。

181

CG65 12外

甕 16.2

16.0

頸部に10条の波

状文 4帯。

日唇音5に 刻み目

文。

口縁から頸部、横・斜めハケ整

形。

体部、斜めハケ整形、縦ヘラミ

ガキ、波状文を切る。

内面、横ハケ整形、横・斜めへ

ラミガキ。
ハケ整形→施文→ヘラミガキ

茶褐色。

砂粒を含

む。焼成

良好。外

面に煤付

着。
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31

[84〕

181

CE65 8外

甕 20。 1

20.0

頸部に 5条の波

状文 2帯、右回

り。

口縁、横ナデ。

頸部、斜めハケ整形。

体部、縦・斜めヘラミガキ。波

状文を切る。

内面、横ヘラミガキ。
ノくケ整形→施文→ヘラミガキ。

褐色。砂

粒を含観

賊 飢

外面に煤

付着。

32

[83〕

181181
CG65 13

甕 17.4 頸部に 7条の波

状文 4帯以上、

右回り。

口縁、横ナデ。

頸部、斜め・横ハケ整形。

内面、横・斜めハケ整形、雑な

横・斜めヘラミガキ。

茶褐色。

砂粒を含

む。焼成

良好。外

面に煤付

着。

181

CD62 2

甕 19.6 口縁から頸部に

8条の斜走短線

文 2帯。簾状文

1帯。右回り。

口縁、横ナデ。

頸部、横ハヶ整形。

内面、横ヘラミガキ。

褐色。砂

粒を含観

焼成良女孔

181

CE64 7

甕 14。 2

W

頸部に 8条の波

状文 1帯以上。

右回り。

口縁、横ナ九

頸部、縦・斜めハケ整形。

内面、横 0斜めハケ整形。

褐色。砂

粒を含観

賊 飢

181

CE62 9

甕

22.9

6.1

不 明 体部、斜めハケ整形、縦ヘラミ

ガキ。

内面、横・斜めハケ整形、縦へ

ラミガキ。

褐色。砂
粒を徽 。
焼成良娩
内外面体
部下半に

煤付着。
埋甕炉F2。

36

[83]

18 1

CE63 9外

甕

7.1
＼ν

不 明 体部、縦ヘラミガキ。

底部、ヘラケズリ。

内面、雑な斜めヘラミガキ。

褐色。砂
粒を含観

賊 則 孔

37

[83〕

181

CE63 11

甕

8.6
＼
ジ

不 明 体部、縦ヘラミガキ。

内面、横・斜めヘラミガキ。

褐色。砂

粒雲母を

含む。焼

成良好。

181

CG65

台
付
甕

3.8

7.9 丞

不 明 体部、丁寧な縦ヘラミガキ。

内面、横ハヶ整形。

茶褐色。

砂粒、雲

母を含む。

賊 飢

181

CG65 10

鉢 16.9

W

無文 口縁、横ナ九

体部、縦・斜めハケ整形、雑な

縦ヘラミガキ。

内面、横 0斜めハケ整形、雑な

横ヘラミガキ。

褐色。砂

粒を含む。

賊 動 孔
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４

Ｂ

181

CF64 17′沐

高琢

9。 2 ハ

不 明 体部、雑な縦ヘラミガキ。

内面、横ハケ整形。

褐色。砂

粒を釣 。

賊 飢

41

[84〕

181

CG64 2外

高不

8。 2 △

不 明 体部、縦ヘラミガキ。

内面、縦・横・斜めハケ整形、

雑な斜めヘラミガキ。

褐色。砂

粒を釣 。

賊 飢

４

邸

181

CE62 7

琢 9.1

Ψ

無文 体部上半、横ヘラミガキ。

体部下半、横ヘラケズリ、斜め

ヘラミガキ。

内面、横ヘラケズリ。

茶褐色。

砂粒を含

む。

賊 飢

7号住居址

器種 法 量 土 器 図 文 様 技 法 備 考

43

[85〕

1811

AW53 1

一亜 13.3

15.75

扇

頸音卜から体音Ь上

半に 8条の波状

文 1帯。 6条の

円孤文 2帯。

口縁、横ハケ整形。

頸部、縦・斜めハケ整形。

体部、斜めハケ整形、縦ヘラ

ガキ。

内面、横ヘラミガキ。

褐色。砂
粒、2～
3 ηZの /Jヽ

石を含む。

焼成良娩
外面は景J

落。

44

[85]

1811

AU54 13`洋

士亜

21.3

rl裔

不 明 頸部、
｀
縦ヘラミガキ。

体部、縦ヘラミガキ。

内面、斜めハケ整形、横ヘラ

ガキ。

褐色。砂

粒を釣 。

焼成良娩

45

[85〕

1811

AV54 20

一亜

/ 1＼

不 明 体部、斜めヘラミガキ。 赤褐色。

砂粒、 3
～ 4-の
白色の小
1石を含む。
焼成良女子.

内面は争J

落。

46

[85〕

1811

AU54 2タ ト

甕 11.0

11。 0

耶

口縁から体部上

半に10条の波状

文 1帯。10条の

簾状文 1帯。10

条の波状文1帯。

口縁、横ナデ、横ハケ整形。

頸部、横ハケ整形。

体部、横ヘラミガキ。

内面、横ヘラミガキ。

茶褐色。

砂粒を含

む。焼成

良好。

47

〔84]
1811

AU54 12

甕 24。 0

25.3

頸音Бから体音Б上

半に 7条の波状

文 3帯。 9条の

簾状文 1帯。

口縁、横ナデ、横ハケ整形。

頸部、斜めハケ整形。

体部、斜めハケ整形、斜めヘラ

ミガキ、波状文を切る。

内面、横 0斜めヘラミガキ。
ハケ整形→施文→ヘラミガキ。

褐色。砂

粒を含む。

焼成良娩
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48

[84]

1811

AV54 19

甕 24.5

28.1

頸音Бから体音6上

半に 6条の波状

文 4帯。

口縁、横ナデ、横ハケ整形、横
ヘラミガキ。

頸部、横ハケ整形。

体部、横・斜めヘラミガキ。

内面、横 0斜めヘラミガキ。

茶褐色。

砂粒を含

む。

賊 凱

49

[84〕

1811

AU53 3外

甕

21.8

頸部に間隔の狭
い6条の簾状文
1帯以上。 4条
の波状文 1帯以

上。

頸部、縦ハケ整形。

体部、縦ハケ整形、縦ヘラミガ

キ。

内面、斜めハケ整形、横ヘラミ
ガキ。

褐色。砂

粒を舗 。

賊 凱

体部に煤

付着。
埋甕炉Fl。

8号住居址

器種 法 量 土 器 図 文 様 技 法 備 考

50

[85]

1811

BM57■ 6外

士亜 15。 3 無文 口縁、横ナデ、雑な横ヘラ ミガ
キ。
頸部、縦ハケ整形、雑な横ヘラ
ミガキ。
体部、斜めハケ整形、雑な斜め
ヘ ラミガキ。
内面、斜めハケ整形。横ヘラ ミ
ガキ。

褐色。砂

粒を含観

焼成良娩

51

[85]

1811

BM57 128

甕 20。 8 無文 口縁、横ナデ。

頸部から体部、雑なヘラミガキ。

内面、雑な横・斜めヘラミガキ。

茶褐色。
砂粒を含
1lP。

焼成良好。

52

[85〕

1811

BM57 5

甕 16.1 無文 口縁、横ヘラミガキ。

頸部から体部、雑な斜めヘラ
ガキ。

内面、日縁、横ナデ。

頸部から体部、雑な斜めヘラ
ガキ。

黒褐色。

砂粒を含

む。焼成

良好。外

面に煤付

着。

53

[85]

1811

BK57 63

甕

23。 0

7。 3

不 明 底部立ち上り部、横ハヶ整形。
体部、縦ヘラミガキ。

内面、横ヘラミガキ:

底部、ベラミガキ。

褐色。砂

粒を含観

賊 凱

埋甕炉。

54

[85]

1811

BK58 68

鉢

4.3 ▽

無文 口縁、横ヘラミガキ。

体部、縦ヘラミガキ。
底部立上 り部、ハケの押圧痕。

赤褐色。

砂粒を含
む。焼成

良好。焼

成むらあ

り。

55

[85]

1811

BM57 3

高不 26.5

21。 4

無文。

内、外面とも朱
の塗彩。

内、外面とも口縁から段部に丁

寧な横ヘラミガキ。

段部下方、縦ヘラミガキ。

赤色。砂

粒を舗 。

賊 凱

外面に煤

付着。
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56

[85]

1811

BM57 138

高杯

/1ヽ

不 明 外面、縦ヘラミガキ。

内面、横・斜めハケ整形。

漆褐色。

砂粒を含
む。焼成
良好。脚
音БにFl子L

を3方に

穿つ。

9号住居址

器種 法 量 土 器 図 文 様 技 法 備 考

57

[86〕

1811

CM61 6外

甕 17.2

21.9

16。 9

6.2

頸音卜から体音Б上

半に 5条の波状

文 5帯

口縁、横ナデ、横ハケ整形。

体部、縦ヘラミガキ、波状文を

切る。

内面、横ヘラミガキ。
ハケ整形→施文→ヘラミガキ

褐色。砂

粒を舗 。

賊 飢

体部に煤

付着。

埋甕炉。

iO号住居址

器種 法 量 土 器 図 文 様 技 法 備 考

58

[86〕

1811

CX63 2

十里 12.5

W

無文 口縁、横ナデ、横ハケ整形、雑

な横ヘラミガキ。

頸部、横ハケ整形、雑な横ヘラ

ミガキ。

内面、横ハヶ整形、雑な横ヘラ

ミガキ。

赤褐色。

砂粒を含

む。焼成

良好。

59

[86〕

1811

CY62 16サ洋

甕

13.8

6.9 ω

不 明 頸部、斜めヘラミガキ。

体部、横・斜めハケ整形、斜め
ヘラミガキ。

内面、横ヘラミガキ。

褐色。砂

粒、自色

粒子を含

む。焼成

良好。

60

[86]

1811

CY61 9

甕 18.5

25.8

無文 口縁、横ナデ、横ヘラミガキ。

頸部、斜めヘラミガキ。

体部、斜めヘラミガキ。

内面、横・斜めヘラミガキ。

赤褐色。
砂粒を含
む。焼成
良好。日

縁部に煤
付着。
埋甕炉。

61

[86〕

1811

CW63 3

甕

―
ノ

不 明
体部、縦 0斜めヘラミガキ。

内面、斜めヘラミガキ。

褐色。砂
粒を含観
賊 凱

62

[86]

1811

CY62 9外

高不 13.3

3.1

▽

無文 口縁、丁寧な横ヘラミガキ。

体部、丁寧な横・斜めヘラミガ

キ。

脚部、丁寧な縦ヘラミガキ。

内面、丁寧な横・斜めヘラミガ

キ。

赤褐色。
砂粒を含
む。焼成
良好。脚
音Sに F可 子L
を3方に

穿つ。
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63

[86〕

1811

CY62 12り朴

高不 19。 0

3.5

無文

内、外面、脚の

内面を除いて朱
の塗彩。

口縁、丁寧な横ヘラミガキ

体部、丁寧な横ヘラミガキ

脚部、丁寧な縦ヘラミガキ

内面、丁寧な横ヘラミガキ

赤色。砂

粒を舗 。

焼成良娩

64

[86〕

1811

CY61 8外

高ネ 19.5

10.6 ヽ|〆

△

無文 口縁、丁寧な横ヘラミガキ

体部、丁寧な縦ヘラミガキ

脚部、丁寧な縦ヘラミガキ

内面、丁寧な縦ヘラミガキ

赤褐色。

砂粒を含

む。焼成

良好。脚

音БにF17L

を穿つ。

65

[86]

1811

CY62 18り 朴

高ナ不

3。 3

10.0 △

不 明 脚部外面、縦ヘラミガキ。

脚部内面、横ハケ整形。

褐色。砂

粒を含む。

焼成良女孔

脚部に円

孔を4方
に穿つ。

!!号住居址

器種 法 量 土 器 図 文 様 技 法 備 考

66

[86]

1811

CU54 4外

士亜 16。 3

31.0

26.5

10。 0

頸音Бから体音Б上

半に刺突文。
日縁内イ員1に 刺突

文 。

口縁、横ナ九

頸部、斜めハケ整形。

体部、斜めハケ整形、斜めヘラ

ミガキ。刺突文を消す。

内面、斜めハケ整形。
ハケ整形→施文→ヘラミガキ。

褐色。砂

粒を舗 。

焼成良娩

体部に煤

付着。

67

[87]

1811

CW54 12

十亜

13。 0

不 明 体部下半、横ハケ整形、斜めへ

ラミガキ。

底部、外面、横ヘラミガキ。

褐色。砂

粒を含観

焼成良女孔

内面は景J

落。

68

[87]

1811

CW53 16外

甕 17.7

21.9

16.2

7.0

口唇部、4条の

波状文。
日縁から頸部に

7条の波状文 2

帯、簾状文1帯 、

波状文 1帯。

口縁、横ハケ整形。

頸部、斜めハケ整形。

体部、斜めハケ整形、縦ヘラ

ガキ。

底部、縦ヘラミガキ。

内面、横・斜めヘラミガキ。

褐色。砂

粒を含観

焼成良好。

69

[87]

1811

CW53 21外

甕 18.8

27.0

18.8

6.8

口縁から体部上

半に 8条の波状

文 4帯。

口縁、横ナデ。

体部、縦 0斜めハケ整形、縦へ

ラミガキ。

底部、ヘラミガキ。

内面、斜めハケ整形、横ヘラミ

ガキ。

茶褐色。
砂粒を含
む。焼成
良好。頸
音Бから体
部上半に

煤付着。

70

[86〕

1811

CW53 2外

甕 23.3

20。 9

18.6

6.4

無文 口縁(横ナデ、斜めハケ整形。

頸部、斜めハケ整形。

体部上半、斜めハケ整形。

体部下半、斜めハケ整形、雑な

縦ヘラミガキ。

褐色。砂

粒を含観

焼成良女孔
口縁から

体部に煤

付着。
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71

[86]

1811

CW53 23外

甕 19.5

17.4

無文 口縁、横ナデ。

頸部、斜めハケ整形、横ヘラミ

ガキ。

体部、斜めハケ整形、縦 0斜め
ヘラミガキ。

内面、斜めハケ整形、横ヘラミ

ガキ。

褐色。砂
粒を含観

焼成良好。

体部に煤

付着。
埋甕炉内
土器。

72

[87]

1811

CW53 24

甕

25.1

ヽ

／

頸音卜から体音Б上

半に 6条の波状

文 3帯、断絶 1

回も回転台使用。

頸部、斜めハケ整形

体部、斜めハケ整形

内面、斜めハケ整形

褐色。砂

粒を含む。

賊 動 子。

体部に煤

付着。

埋甕炉。

73

[87]

1811

CW54 7外

甕

24。 0

6.9

無文 頸部、横ハケ整形、斜めヘラミ

ガキ。

体部、縦ヘラミガキ。

内面、縦・横・斜めヘラミガキ。

茶褐色。

砂粒を含

む。焼成

良。体部

に偲青同腸旨。

74

[87]

1811

CV53 11り小

甕 18.2

14。 0

13.3

6.0

無文 口縁、横ナデ、斜めヘラミガキ。

頸部、縦・斜めヘラミガキ。

体部、縦・斜めハケ整形、縦へ

ラミガキ。
底部、斜めハケ整形。

内面、斜めハケ整形、横・斜め
ヘラミガキ。

褐色。砂

粒を含む。

賊 餅 。
日縁から

体部に煤

付着。

12号住居址

器種 法 量 土 器 図 文 様 技 法 備 考

75

[87〕

1811

CV51 2

甕 22.9 頸部に 9条の波

状文 4帯以上。

口縁、横ナデ、斜めハケ整形。

頸部、斜めハケ整形。

内面、横ヘラミガキ。

褐色。砂

粒、3～

4御π́)/Jヽ

石を含む。

んヨうこJ表政子。

76

[87]

1811

CW50 2

甕 16。 9

14.6

W

無文 口縁、横ナデ。

体部、斜め・横ハケ整形、縦へ

ラミガキ。

褐色。砂

粒を含む。

灯ヨリt良女L
体部に煤

付着。

i4号住居址

器種 法 量 図土 器 文 様 技 法 備 考

77

[88〕

1811

CQ62 1

一亜 24.7 口縁に8条の波

状文。

頸部に波状文。

口縁、横・斜めハケ整形、横・

斜めヘラミガキ。

頸部、横・斜めハケ整形、横へ

ラミガキ。

内面、横ヘラミガキ。
ハケロされいに残す。

褐色。砂

粒を含む。

火鵬[局″IIttL女ヨL。

内面は争J

落。
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78

[88〕

1811

CR61 2外

甕 15。 1

14.5

U
頸音5か ら体部_L

半に 3条の波状

文 1帯。

口縁、横ナデ。

頸部、横ハケ整形。

体部、横・斜めハケ整形、縦・

斜めヘラミガキ。

内面、横 0斜めハケ整形、縦・

横ヘラミガキ。

茶褐色。

砂粒を含
む。焼成
良好。頸
音5か ら体

部に煤付
着。

79

[88〕

1811

CR61 8外

甕 17.4

17.6

無文 口縁、横ナデ、横ハケ整形。

頸部、横ハケ整形。

体部、横・斜めハケ整形、縦へ

ラミガキ。

内面、横・縦ヘラミガキ。

茶褐色。

砂粒を含
む。焼成
良好。日

縁から体
部に煤付

着。

80

〔88]
1811

CS61 11′朴

甕 18。 7

17。 0

頸音Бから体音Ь上

半に 6状の波状

文 3帯。

口縁、横ナデ。

頸部、斜めハケ整形。

体部、縦ヘラミガキ。

褐色。砂

粒を含む。

賊 Iヨ」晏ヨ生。
日縁から

体部に煤

付着。

:5号住居址

器種 法 量 土 器 図 文 様 技 法 備 考

181
BN54 7外

甕 14.1

13.1

M

頸部に4条の波

状文 2帯 、 6条
の波状文 1帯。

口縁、横ナデ、横ハケ整形。

頸部、横・斜めハケ整形。

体部、縦ヘラミガキ、波状文を

切る。

内面、横・斜めヘラミガキ。
ハケ整形→施文→ヘラミガキ。

茶褐色。

砂粒を含

む。焼成

良好。

82

[88]

181
BM55 7外

甕 15。 9

13.9

可

頸部に 8条の波

状文 3帯、右回

り断絶 3回 、中

部高地型。

施文順、下段→

搬 。

口縁、横ナデ。

頸部、横ハケ整形。

体部、斜めハケ整形、縦ヘラミ
ガキ、波状文を切る。

内面、横ハケ整形、横ヘラミガ

キ。
ハヶ整形→施文→ヘラミガキ。

褐色。砂

粒を含む。

賊 王ヨ」晏ヨL。

８

Ｂ

181
BN53 13

甕 17.6

18。 7

頸音Бから体音Б上

半に 9条の波状

文 3帯。

口縁、横ナデ、斜めヘラミガキ。

頸部、斜めハケ整形。

体部、斜めハケ整形、縦ヘラミ
ガキ。

内面、横・斜めハケ整形、横べ

ラミガキ。
ハケロされいに残す。

茶褐色。

砂粒を含
む。焼成
良好。日

縁から体
部に煤付

着。

181
BL55 6

甕 22.4

19.0

頸菩Бから体音5上

半に4条の波状

文 1帯、6条の

波状文 2帯。

口縁、横ナデ、横ハケ整形。

頸部、斜めハケ整形。

体部、斜めハケ整形。

内面、横ヘラミガキ。

褐色8砂
粒を含む。

賊 朗 。
日縁から

頸部に煤

付着。

85

[88]

181
BN54 12

甕 23.9

19。 9

頸音Бから体音Ь上

半に 8条の斜走

短線文 1帯。波

状文 1帯、斜走

短線文 2帯。

口縁、横ナデ、横ハケ整形。

頸部、斜めハケ整形。

体部、斜めハケ整形。

内面、横ハケ整形、横ヘラミガ

キ。

褐色。砂

粒を含む。

賊 餅 。

日縁から

体部に煤

付着。
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181

BM55 9

甕 22。 2 頸音Ьから体音Б上

半に8条の斜走

短線文 1帯 、5条
の波状文 1帯、
8条の斜走短線

文 2帯。

口縁、横ナデ、横ハケ整形。

頸部、斜めハケ整形。

体部、斜めハケ整形。

内面、横ハケ整形。

褐色。砂

粒を含観

ス男邑月

'こ

JttL女ヨL。

日縁に煤

不着。

181
BM53 8

甕 21.9

V∃  〆

口唇音5に刻目文。

頸部に波状文。 口縁、斜めハケ整形。
褐色。砂

粒、雲母

粒子を含

む。焼成

良好。

埋甕炉内。

88

[88〕

181
BM53 8

甕

23。 7 ―

――

ノ

ー

ー

ー

＼

不 明 頸部、斜めハケ整形

体部、斜めハケ整形

内面、斜めハケ整形

褐色。砂
粒、雲母
粒子を含
む。焼成
良好。体
部に煤付
着。
埋甕炉。

89

[88〕

181
BL55 7

甕

5。 8 V

不 明 外面、縦ハケ整形。

内面、横・斜めハケ整形。

褐色。砂
粒、雲母
粒子を含
む。焼成
良好:体
部下半に

煤付着。

90

[88〕

181
BN55 8

高ネ

4。 8
)K

不明

外、・内面、朱の

塗彩。

外面、丁寧な縦ヘラミガキ。

杯部内面、横ヘラミガキ。

脚部内面、横ハケ整形。

赤色。砂

粒を含視

方初げこ良政子。

91

[88〕

181
BM55 15

高不

5.8

)r

不 明 外面、丁寧な縦ヘラミガキ。

内面、丁寧な横ヘラミガキ。

褐色。砂

粒を含む。

賊 JttL夕 lF。

92

[88〕

181
BL55 5外

高不 24。 7 無文

外・内面、朱の

塗彩。

口縁、横ナデ、横ハケ整形。

体部、横・縦ヘラミガキ。

内面、横・斜めヘラミガキ。

赤色。砂

粒を含む。

賊 IttLタロF。

:6号住居址

器種 法 量 土 器 図 文 様 技 法 備 考

93

[89]

1811

D15422

甕 14.3

13.9

13.4

6.8

無文 口縁、横ナデ。

頸部、横・斜めハケ整形。

体部、斜めハケ整形。

内面、横・斜めハケ整形。

褐色。砂

粒を含観

賊 餅 。
日縁から

体部に煤

付着。
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94

[89〕

1811

DH54 4外

甕

6.8 刈 ノ

不 明 外面、縦ヘラミガキ。

内面、横ヘラミガキ。

褐色。砂

粒を含む。

賊 餅 。

95

[89〕

1811

DH54 5

甕

5。 0 ＼ノ

不 明 外面、縦ヘラミガキ。

内面、縦・斜めハケ整形、横へ

ラミガキ。

褐色。砂

粒を含む。

メデこFがこJttL政ヨL。

96

[89〕

1811

D1553

甕

7.7 膨ヽ

不 明 外面、縦ヘラミガキ。

内面、横ヘラミガキ。

褐色。砂

粒を含む。

焼成良女孔

!7号住居址

器種 法 量 土 器 図 文 様 技 法 備 考

97

[89]

1811

D14819

士亜 20。 9 口縁段部にハケ

の押圧による縦

方向の沈線。

頸部に 8条の波

状文 1帯以上。

口縁、横ハケ整形。

頸部、縦・斜めハケ整形。

内面、横・斜めハケ整形。

褐色。砂

粒、白色

粒子を含

む。焼成

良好。

98

[89]

1811

D」488外

士亜 12.6

駅

頸部に10条の波

状文 3帯以上、

右回り断絶 3回

以上。中部高地

型。

口縁、横ナデ、横ハケ整形。

頸部、斜めハケ整形。

内面、横ヘラミガキ。

褐色。砂

粒を含む。

ん調げ司良政子。

99

[89〕

1811

DJ48 9

甕 14.0

12.6

Ж

頸部に 6条の波

状文 2帯 、右回

り断絶5回以上。

中部高地型。

口縁、横ナデ。体部

体部、縦ヘラミガキ、波状文を

切る。

内面、横ヘラミガキ。

褐色。砂

粒を含む。

賊 f」増t

頸音6か ら

体部に煤

付着。

100

[89]

1811

DH49 11サ朴

甕 16.5

15。 9

頸音5か ら体音Б上

半に 8条の波状

文 3帯。

口縁、横ナデ。

頸部、斜めハケ整形。

体部、斜めハケ整形、雑な縦ヘ

ラミガキ。

内面、横ヘラミガキ。

褐色。砂

粒を含む。

賊 f」層亀
口縁から

体部に煤

付着。

101

[89]

1811

D14818外

甕 20。 3

23.25

頸部に 7条の波

状文 2帯、右回

り断絶 6回。中

部高地型。

口縁ヾ横ナデ、雑な横ヘラミガ
キ。
頸部、斜めハケ整形。
体部、斜めヘラミガキ、波状文

を切る。
内面、横ヘラミガキ。
ハケ整形→施文→ヘラミガキ。

褐色。砂

粒を含む。

賊 餅 。

体部下半
に煤付着。
埋甕炉。
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102

[89]

1811

DH49 12外

甕

21.6 ―

〃

ノ

／

１

ヽ

＼

不 明 体部、縦ヘラミガキ。

内面、縦・横・斜めヘラミガキ。

褐色。砂
粒を含む。
メヂこFtttJttL女ヨL。

クト音Бに先某
付着。南
東コーナ
ーのビッ
ト内。

103

[89]

1811

D14813

甕 13.6

12.3

Wi l

無文 口縁、横ナデ。

頸部、縦・斜めハケ整形。

体部、縦・斜めハケ整形、雑な

縦ヘラミガキ。

内面、横ヘラミガキ。

茶褐色。

砂粒を含
む。焼成
良好。頸
音Ьから体
部に煤付
着。

104

[89〕

1811

D14818外

甕

16.7

伊|ヽ

頸音5か ら体音Б上

半に 5条の波状

文 2帯以上。

体部、横・縦ヘラミガキ。

内面、横ヘラミガキ。

褐色。砂

粒を含む。

メデモJりに。だヨ」iヨ生。

体部に煤

付着。

105

[89]

1811

DH49 10外

鉢 22.7 無文

内・外面、朱の

塗彩。

口縁、横ナデ、横ハケ整形、横
ヘラミガキ。

体部、縦ハケ整形、縦ヘラミガ

キ。

内面、横ヘラミガキ。

褐色。砂

粒を含視

賊 凱

:9号住居址

器 種 法 量 土 器 図 文 様 技 法 備 考

106

[89〕

1811

AT43 95

一霊 17。 1 段部に 5条の波

状文 1帯。頸部

に 8条の波状文

1帯以上。

頸部上半、横ハケ整形、ハケロ

はきれい。

内面、横・斜めハケ整形。

褐色。砂

粒を含む。

賊 朗 。

107

[90〕

1811

AT44 104

甕 18。 1

26。 9

17.6

7.0

頸音Ьから体音Б上

半に 8条の波状

文 2帯。右回り、

断絶 1回。回転

台使用。

口縁、横ナデ。

頸部から体部上半、斜めハケ整

形。

体部下半、縦ヘラミガキ。

内面、雑な横ヘラミガキ。

褐色 砂

粒を含む。

賊 朗 。

外面片側

に燥付着。

108

[90〕

1811

AR45 68外

甕 17.1

17.3

15。 0

5.2

頸部に 7条の波

状文 2帯。右回

り。断絶 2回以

上。

口縁、横ナデ。

頸部から体部上半、横・斜めハ

ケ整形。

体部下半、縦ヘラケズリ。

内面、横・斜めハケ整形。

黒 褐 色。
砂 粒 をあ
ま り含 ま
な い。 精
選 され て
い る。 焼
成 良好 。
外面体 部
上 半 に煤
付 着 。

109

[90〕

1811

AR44 202

甕 20.2

21.8

頸音Ьから体音Б上

半に短線文4帯。

体部上半、斜めハケ整形。

体部下半、縦方向ヘラミガキ。

内面、横・斜めヘラミガキ。

褐 色 。 砂

粒 を含 む。

焼 成 良好 。

外 面 体 部

下 半 と内

面 口縁 か

ら頸 部 に

煤 付 着 。

埋 甕 炉 。
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1811

AR45 121り朴

甕 14.3

13。 2

剛

頸音5か ら体音Б上

半に6条の波状

文 2帯。

口縁、横ナデ。

頸部から体部上半、斜めハケ整

形。

体部下半、縦ヘラミガキ。

内面、雑な横・斜めヘラミガキ。

褐色。砂

粒を含観

メデ缶Jりに.Eヨ」姜ヨL。

外面体部

に煤付着。

111

[89〕

1811

AT44 237り朴

甕 H.4

12。 2

剛

頸部に 7条の斜

走短線文 1帯、

波状文 1帯 、斜

走短線文 1帯。

口縁、横ナデ。

頸部から体部上半、斜めハケ整

形。

内面、横・斜めハケ整形、わず

かにヘラミガキ。

褐色。砂

粒を含む。

焼成良好。

外面全体

に煤付着。

112

[89]

1811

AT44 262り朴

甕 17.5

12.5

頸音5か ら体音Ь上

半に4条の波状

文 3帯。右回り。

断絶 3回以上。

中部高地型。

口縁、横ナデ。

頸部から体部上半、斜めハケ整

形。

体部下半、縦ヘラミガキ。

内面、横ヘラミガキ。

灰褐色。

砂粒を含

む。焼成

良好。外

面全体に

煤付着。

113

[90〕

1811

AT44 143り朴

甕 13。 7

12.4

剛

無文 口縁、横ナデ。

頸部から体部、横・斜めハケ整

形。一部に縦ヘラミガキ。

内面、横 0斜めハケ整形。

茶褐色。

砂粒、金
雲母を含
む。焼成
良好。外
面片側に

煤付着。

114

[90〕

1811

AR44 193外

甕

21.2

狩 ∫

頸音卜から体音Ь上

半に6条の波状

文 3帯。

頸部、斜めハケ整形。

体部、斜めハケ整形。斜めヘラ

ミガキ。波状文を切る。

内面、横ヘラミガキ。
ハケ整形→施文→ヘラミガキ。

褐色。砂
粒を含む。
賊 朗 。

埋甕炉の

縁に敷い

てあった
土器。

115

[90〕

1811

AQ44

甕

7。 7

ぼ)

体部上半に 5条
の波状文 1帯以

■。

体部、雑な縦ヘラミガキ。

内面、横ハケ整形。ハケの押圧

痕あり。

全体、指で整形した時の凹凸が

残存。

黒褐色。
砂粒、金
雲母を含
む。焼成
良好。外
面に煤付

着。

116

[89〕

1811

AR45 231外

甕

9。 1

不 明 体部、雑な縦ヘラミガキ。

内面、雑な横ヘラミガキ。

茶褐色。

砂粒を含

む。焼成

良好。外

面全体に

煤付着。

117

[90]

1811

AS45 7

鉢 11。 2

7。 7

5。 0 W

無文 口縁、横ナデ。

体部、斜めハケ整形。縦ヘラ

ガキ。一部にハケロを残す。

内面、横ヘラミガキ。

褐色。砂
粒を含む。
賊 餅 。

焼成むら

あり。

118

[90〕

1811

AT44 224サ朴

高ネ 13。 5

13。 1

4。 2

10.1 X
無文

脚内側を除き全

面に朱の塗彩。

口縁、丁寧な横ヘラミガキ。

脚部、丁寧な縦ヘラミガキ。

脚端部、横ヘラミガキ。

不内面、丁寧な横・斜めヘラ

ガキ。          i`

脚内面、縦ハケ整形。

赤色。砂

粒を含む。

もコリこ良政子。
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20号住居址

器 種 法 量 土 器 図 文 様 技 法 備  考

119

[90〕

18Ⅱ

BB60 6外

士亜 20。 0 頸部に10条の波

状文 3帯 (10条
の簾状文 1帯、
10条の波状文 2

帯。右回り。

頸部、横ハケ整形。

体部上半、斜めハケ整形。

褐色。砂
粒を含む。
メデモJりに。だヨ」彙ヨL。

120

[90〕

1811

BA60 4

士笠 18。 2 段部に縦沈線文。

波状文 1帯 、

頸部T字文。

段部、横ハヶ整形。

頸部、斜め・横ハケ整形。

内面、横ハケ整形・横ヘラミガ

キ。

褐色。砂

粒を含む。

焼成良娩

内面口縁

に煤付着。

121

[90]

1811

BA60 10

甕 16。 8

16.7

判

頸部に 8条の波

状文 3帯。右回

り。断絶 6回 、

中部高地型。

口縁、横ナ九

頸部、横・斜めハケ整形。

体部、縦・横ハケ整形。縦ヘラ

ミガキ。

内面、横・斜めハケ整形。雑な

横ヘラミガキ。

褐色。砂

粒を含む。

スデ邑月がこJまし女ヨF。

内面口縁

に煤付着。

埋甕炉Fl。

122

[90]

1811

BA60 11

甕 18。 4 頸部に 8条の簾

状文 2帯以上。

右回り。

口縁、横ナデ。

頸部、斜めハケ整形。

内面、横・斜めヘラミガキ。

他 。砂

粒を少し

含む。焼

成良好。

内・外面
の回縁に

煤付着。

埋甕炉F2o

123

[90]

1811

AY60 7外

甕

7.6

不 明 体部、縦ヘラミガキ。

内面、斜め・横ヘラミガキ。

褐色。砂

粒を含む。

賊 朗 。

外面に煤

付着。

‐２４
囲

1811

AY60 6

甕

6.6

不 明 体部、縦ヘラミガキ。

内面、横ハケ整形、横ヘラミガ

キ。

褐色。砂

粒を含む。

賊 朗 。

内・外面

全体に煤

付着。

125

[90]

1811

BA60 2

甕

6.4

―

不明

内、外面に朱を

塗彩。

体部、ヘラミガキ。

内面、横ヘラミガキ。

赤色。砂

粒を少し

含む。焼

成良好。
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21号住居址

器種 法 量 土 器 図 文 様 技 法 備 考

126

[91]

1811

BB48 75り朴

士亜

31.5

頸音Бから体音Б上

半に 6条の波状

文 3帯以上、6

条の斜走短線文

2帯。

頸部、斜めハケ整形。

体部、斜めハケ整形。

褐色。砂
粒、雲母、
2物の石

英を含む。
んコ戎」表政子。
内面は景J

落。

127

[91〕

1811

BB47 116外

甕 20.4

18.9

頸音Бから体音Б上

半に 6条の波状

文 2帯。

口縁、横ナ几

頸部、斜めハケ整形。

体部、横ハヶ整形。

内面、横・縦・斜めハケ整形。

褐色。砂

粒を含む。

メデL月がこIttL女ヨL。

体部に煤

付着。

128

[91〕

1811

BB47 139`朴

甕 20.1

20.2

無文 口縁、横ナデ。

頸部、斜めハケ整形。

体部、斜めハケ整形、斜めヘラ

ミガキ。

内面、横ハケ整形、横ヘラミガ

キ。

褐色。砂
粒を含む。
火売りうこI員」〔F。

頸音Бから

体部に煤

付着。。

129

[91]

1811

BB47 174

甕

22。 3
ヽ

ヽ

――

ノ

頸音6か ら体音Б上

半に波状文、9

条の斜走短線文

1帯。

頸部、横ハヶ整形。

体部、縦 0斜めハケ整形。

内面、横・斜めハケ整形。

褐色。砂

粒を含む。

賊 Iヨ」彙ヨ生。

体部に煤

付着。

埋甕炉。

130

[91〕

1811

BA46 18

甕

7.0

不 明 外面、斜めハケ整形。

内面、斜めハケ整形。

底部、木葉痕あり。

褐色。砂

粒、雲母、
1～ 2物π

の石英を

含む。焼

成良好。

131

[91]

1811

BA47 63外

甕

9。 0

不明 外面、斜めハケ整形。

内面、斜めハケ整形。

赤褐色。
砂粒、 2
～ 3-の
石英を含
む。焼成
良好。体
部に煤付
デ≦『。

132

[91]

1811

BB47 57サ朴

甕

7.4 ＼ッ

不 明 外面、斜めハケ整形、縦ヘラミ

ガキ。

内面、斜めハケ整形、斜めヘラ

ミガキ。

褐色。砂

粒、雲母、
2物の石

英を含む。

んヨげ引良政子。

133

[91〕

1811

BD47 2

甕

6.8 ＼_」L∠7

不 明 外面、縦ヘラミガキ。

内面、斜めヘラミガキ。

褐色。砂

粒を含む。

賊 JttL夕 1卜。
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134

[91〕

1811

BC46 2

鉢

＼1/

無文

内・外面、朱の

塗彩。

口縁、丁寧な横ヘラミガキ。

体部、丁寧な縦ヘラミガキ。

褐色。砂

粒を含む。

賊 :ヨJ彙ヨ生。

22号住居址

器種 法 量 土 器 図 文 様 技 法 備 考

135

[91〕

1811

C05811サ朴

甕 12.1

15。 8

13.1

5。 9 U
頸音Ьから体音Б上

半に 9条の波状

文 2帯。

口縁、横ナデ。

頸部、斜めハケ整形。

体部、斜めハケ整形、縦ヘラ

ガキ。

内面、横ヘラミガキ。

茶褐色。
砂粒を含
む。焼成
良好6口
縁から頸
部に煤付

着。

136

[91〕

1811

CM57 88外

甕 16.7

17.0

頸音Бから体音Б上

半に 6条の斜走

短線文 2帯、 7

条の波状文 2帯。

断絶 1回 、回転

台使用。

口縁、横ナデ、雑な横ヘラミガ

キ。斜走短線文を消す。

頸部、斜めハケ整形。

体部、斜め・縦ハケ整形。

内面、横ハケ整形。
ハケ整形→施文→ヘラミガキ。

褐色。砂

粒を含む。

んヨザ1良政子。

体部下半

に煤付着。

埋甕炉F2o

137

[92〕

1811

C0578

甕 18.9

20。 0

頸部に 7条の斜

走短線文 2帯。

7条の波状文 2

帯。

口縁、横ナデ。

頸部、横ハヶ整形。

体部、斜め・縦ハケ整形。

内面、横ハケ整形。

褐色。砂

粒を含む。

賊 敵子。

体部下半

にん趨同ザ旨。

埋甕炉Fl。

138

[91]

1811

C05810

甕

6.0 )ビ

不 明 外面、縦ヘラミガキ。

内面、横ヘラミガキ。

褐色。砂

粒を含観

賊 動 子。

‐３９
国

1811

C0576

甕 10。 8

W

無文 口縁、横ナデ。

体部(縦ヘラミガキ。

内面、横ヘラミガキ。

褐色。砂

粒を含む。

賊 IttLタロF。

24号住居址

器種 法 量 土 器 図 文 様 技 法 備 考

140

[92]

181
BQ47 341外

士笠 23.2 口縁段部、縦へ

ラ描き沈線文。

口縁、横ナデ。
頸部、縦・斜めハケ整形、雑な
縦ヘラミガキ。
体部、縦・斜めハケ整形、雑な
縦ヘラミガキ。
内面、横ハヶ整形、雑な横ヘ ラ
ミガキ。
ハケロをきれいに残す。

褐色。砂

粒を含観

賊 餅 。
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141

[92〕

181
BQ47 337

士笠 9。 4

W

不 明 口縁、横ナデ。

頸部、斜めハケ整形。

内面、横ハケ整形。

褐色。砂

粒を含む。

賊 餅 。

142

[92]

181
BR48 53サ朴

士亜 24.5 頸部に波状文。

内、外面、朱の

塗彩。

口縁、横ナデ。

頸部、横ハヶ整形、斜めヘラミ

ガキ。

内面、横ヘラミガキ、景J落。

赤褐色。

砂粒、2

～ 3mの
小石を含

む。

143

[92〕

181
BQ48 204タト

士亜

12.4

不 明 外面、斜めハケ整形。 褐色。砂

粒を含視

〃コげこ」良政子。

内面は景J

落。

144

[92〕

181
BQ48 206

士笠

13。 4 ヽ 階

不 明 外面、縦・斜めハケ整形。

内面、斜めハケ整形。

褐色。砂

粒を含む。

火琉L月

'こ

1表 L女ヨL。

内面は争J

落。

145

[92〕

181
BR47 163サ 朴

甕

21.5

ｆ

＼

―

＝

り

／

／

‐

無文 頸部、縦・斜めハケ整形。

体部、縦・斜めハケ整形、縦へ

ラミガキ。

内面、横・斜めハケ整形。

褐色。砂

粒を含視

〃ヨげIJ良政子。

頸音Бから

体部に煤

付着。

146

[92〕

181

BQ46 126

甕 11.2

8。 8

W

頸音Ьから体音Б上

半に 8条の波状

文 3帯。

施文順、下段→

_上ュ「夕と。

口縁、横ナデ、横ヘラミガキ。

体部上半、斜めハケ整形、縦ヘ

ラミガキ。

内面、横・斜めヘラミガキ。

褐色。砂

粒を含む。

賊 餅 。
日縁から

頸部に煤

付着。

147

[92〕

181
BP47 193り朴

甕 19。 8

21。 4

頸音Бから体音Б上

半に 7条の波状

文 1帯 、9条の

簾状文 1帯 、 7

条の波状文1帯。

口縁、横ナ九

頸部、横ハケ整形。

体部、縦ヘラミガキ、波状文を

ツ肖す。

内面、横・斜めヘラミガキ。
ハヶ整形→施文→ヘラミガキ。

褐色。砂

粒を含む。

焼成良好。

‐４８
回

181

BQ48 95サ朴

甕 19。 7

21。 0

頸音Бから体音Б上

半に 8条の波状
文 1帯 、 8条の

簾状文 1帯、 8

状の波状文 1帯。
右回 り断絶 5回
以上。中部高地
型。

口縁、横ナ九

頸部、斜めハケ整形。

体部、斜めハケ整形、縦ヘラ

ガキ。

内面、横 0斜めヘラミガキ。

褐色。砂

粒を含む。

焼成良好。
日緑から

体部に煤

付着。

149

[92〕

181

BR46 172り朴

甕 12.9

覇

口唇音Б、刻目文。

頸音Бから体音Бに

7条の波状文 5

帯。

頸部、斜めハケ整形。
体部、斜めハケ整形、斜めヘラ
ミガキ。

内面、横ハヶ整形、横ヘラミガ
キ。

褐色。砂

粒を含む。

焼成良好。
日縁から

体部に煤

付着。
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150

[93〕

181
BQ48 1H外

甕 22.6 頸菩Бから体音Б上

半に10条の波状

文 4帯。

口縁、横ナデ。

頸部、縦ハケ整形。

体部、縦ハケ整形、斜めヘラ

ガキ。波状文を切る。
ハケロをされいに残す。

内面、横ヘラミガキ。
ハケ整形→施文→ヘラミガキ

褐色。砂

粒を含む。

んコうこ」表政子。
日縁から

頸部に煤

付着。

151

[93〕

181
BR45 47

甕 17.7 頸音Бから、 体培Б

に 7条の波状文

3帯以上。

口縁、横ナデ。

頸部、斜めハケ整形。

内面、横・斜めハケ整形、横、

斜めヘラミガキ。

褐色。砂

粒を含視

んコうこ良政子。

埋甕炉Fl

直下。

152

[92〕

181
BP47 50

甕 20。 5

NK

頸部に、4条の

波状文 6帯。

口縁、横ナデ、斜めハケ整形。

内面、横ハケ整形。

褐 色 。 砂

米立・ 2-
の /」 石ヽ を

含 む。 焼

成 良好 。
日縁 か ら

頸 部 に煤

付 着 。

153

[93]

181
BP47 198

甕 16.7 頸部から口縁に

波状文 6帯。

縁

面
　
。

国

内

キ

横ナデ。

横ハケ整形、横ヘラミガ

褐色。砂

粒を含む。

ステこ月

'こ

IttL政ヨF。

日縁から

頸部に煤

付着。

154

[93〕

181
BQ48 122

甕 16.5

W

無文。 口縁、横ナデ。

頸部、横・縦ハケ整形。

内面、横ハケ整形、横ヘラミガ

キ。

茶褐色。

砂粒を含
む。焼成
良好。日

縁から頸
部に煤付
着。

155

[93]

181
B04719

甕 16.5

帥

頸部に 8条の波

状文 2帯以上。

口縁、横ナデ、縦ハケ整形。

頸部、縦ハケ整形。

内面、横ヘラミガキ。

茶褐色。

砂粒を含

む。焼成

良好。

156

[93]

181
BQ48 45

甕 20.8 無文 口縁、横ナデ。

頸部、横・縦ハケ整形。
^

内面、横ハケ整形、横・斜めへ

ラミガキ。
ハケロをきれいに残す。

褐色。砂

粒を舗 。

ステこ月夕こJ姜ヒ女ヨF。

日縁から

頸部に煤

付着。

157

[93〕

181
BQ49 45外

甕 26.1 無文 口縁、横ナデ。

頸部、横・縦ハケ整形、雑な横
ヘラミガキ。

褐色。砂

粒を含む。

火デ邑Fりt朗。

頸部に煤

付着。

158

[93]

181
BR45 46

甕

22.2 ―

ノ

／

不 明 体部、縦ヘラミガキ。

内面、縦・斜めヘラミガキ。

褐色。砂

粒を含観

んヨ成」良政子。

埋甕炉Fl。

-149-



159

[93〕

181
BP47 203り朴

甕

27。 6

不 明 体部、斜めハケ整形、縦・斜め
ヘラミガキ。

内面、横・斜めヘラミガキ。

褐色。砂

粒を含む。

スデニ月がこIttL女ヨ|。

体部に煤

付着。

160

〔93〕
181
BQ47 134外

甕

17.3

い|》

頸音Бから体部に

9条の横線文 2

帯以上。

体部、縦ヘラミガキ、横線文を

切る。

内面、縦・斜めヘラミガキ。

茶褐色。

砂粒を含

む。焼成

良好。

161

[93〕

181
BR46 171

甕

19。 1

ぽ 》

頸音Бから体音Б上

半に 8条の波状

文 3帯以上。

体部、縦ヘラミガキ。

内面、横ヘラミガキ。

褐色。砂

粒を含観

火

'こ

月

'こ

IttL女ヨL。

頸音5か ら

体部に煤

付着。

162

[93〕

181
B04721

甕

26.3

１

ヽ

、

〃

ノ

盈
図

覇

１

／

／

１

ヽ

＼

頸音5か ら体音5_上

半に簾状文1帯 、
13条の波状文 1

帯。

頸部、斜めハケ整形。

体部、縦・斜めヘラミガキ。

内面、横ヘラミガキ。

褐色。砂

粒を含観

火鶴こ月

'こ

JttL女日F。

体部下半

に煤付着。

163

[93]

181
BS45 35

甕

15。 7

′|ヽ

無文 頸部、縦ハケ整形、縦ヘラミガ

キ。

体部、縦ヘラミガキ。

内面、横ヘラミガキ、

茶褐色。

砂粒を含

む。焼成

良好。頸

部に煤付

着。

164

[93〕

181
BQ47 337り朴

鉢

5。 9 キw

円弧文。 外面、横ハヶ整形、雑な横・斜
めヘラミガキ。

内面、横ハケ整形、雑な横ヘラ

ミガキ。

褐 色 。 砂

粒・o.1～
■― の 白

色 粒 子 ・

1-2-
の /Jヽ石 を
含 む。 焼
成 良好。
焼 成 む ら
あ り。

165

[93〕

181
BQ47 270

高不 28.6 無文

内・外面、朱の

塗彩。

外面、丁寧な横ヘラミガキ。

内面、横ヘラミガキ。

褐色。砂

粒を舗 。

焼成良好。

166

[93〕

181
BQ47 31

高不

15。 5 /1ヽ

不明

外面、朱の塗彩。

外面、丁寧な横ヘラミガキ。

内面、横・斜めハケ整形。

褐色。砂

粒を含む。

んコげこJ表政子。

167

[93]

181
BQ48 202

高不

5.4 ／
Ｒ

不明

杯部内面、外面、

朱の塗彩。

外面、丁寧な縦ヘラミガキ。

杯部内面、争J落。

脚部内面、斜めハケ整形。

褐色。砂

粒を含む。

賊 餅 。
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28号住居址

器種 法 量 土 器 図 文 様 技 法 備 考

168

[94]

181
BY45 37サ朴

士亜 16.0

W

頸部に 9条の波

状文 2帯以上。

口縁、横ナデ、斜め・横ハケ整

形。

頸部、横ハケ整形。

内面、横ハケ整形。

褐色。砂
粒 02～
3-の /Jヽ

石・長石

を含む。
焼成良好。
内面は争J

,そ子。

169

[94]

181
BX46 131サ朴

士亜 27.2 口縁、7条の波

状文 1帯。

頸部、9条の大
きな波状文 1帯。

内面(8条の波

状文 2帯 、10条

の縦直線文。

口縁、横ハケ整形。

頸部、横ハケ整形。

内面、横・斜めハケ整形。
ハケロをきれいに残す。

日縁直下に補修孔 2対がある。

褐 色 。 砂

粒 を含 む。

焼 成 良好 。

内 面 は 剥

落 。 頸 音Б

」三半 にネ甫

1多 了Lを 2

対 穿 つ。

埋 甕 炉。

170

[94〕

181
BX46 131

甕

22.6

′

＝

ヽ

――

ノ

ス

頸音Бから体音Б上

半に 9条の波状

文 7帯以上。右

回り断絶 5回以

上、中部高地型。

体部、斜めハケ整形、縦ヘラ :

ガキ、波状文を切る。

内面、雑な斜め 0横ヘラミガキ
ハヶ整形→施文→ヘラミガキ。

褐色。砂

粒を含観

んコリこJ曳政子。

体部に煤

付着。

埋甕炉。

171

[94]

181
BY45 93;朴

高杯 23.8 無文

内、外面、朱の

塗彩。

口縁、横ヘラミガキ。

体部、丁寧な縦ヘラミがキ。

内面、丁寧な横・縦ヘラミガキ。

褐色。砂

粒を含む。

だヨ教:」良政子。

29号住居址

器種 法 量 土 器 図 文 様 技 法 備 考

172

[94]

181
BV45 13

甕

19。 4

岡
"》

頸部に9条の波

状文1帯以上、9

条の簾状文1帯 、
9条の波状文 1

帯。
'波

状文は右

回り、断絶 1回 、
回転台使用。

体部、雑な縦ヘラミガキ、波状

文を切る。

内面、横ヘラミガキ。

ハヶ整形→施文→ヘラミガキ。

褐色。砂
粒・ 3～
4-の /Jヽ

石を含む。
焼成良好。

クト音Бに先某
付着。
埋甕炉。

173

[94〕

181
BV46 1

甕

17.7
ヽ
、
‐‐
ノ

ぽ

頸部に6条の波

状文 2帯以上。

体部、縦ヘラミガキ。

内面、横、ラミガキ。

褐色。砂

粒を含む。

ん罰成J良政子。

頸部に煤

付着。

3!号住居址

器種 法 量 器 図土 文 様 技 法 備 考

174

[94〕

181
BQ53 21外

士亜

5.5
ヽ8

不明。 外面、縦ハケ整形。

内面、横ハケ整形。

褐色。砂

粒を含む。

体部に煤

付着。
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175

[94]

181
BQ54 13り朴

士霊 16.9

16.4

頸部に 9条の波

状文 3帯 、右回

り断絶3回以上。

中部高地型。

施文順、上段→

下段。

口縁、横ナデ。

頸部、横ハヶ整形。

体部、縦ヘラミガキ。

内面、横ヘラミガキ。

茶褐色。
砂粒を含
む。焼成
良好。日

縁から体
部に煤付
着。

176

[94〕

181
BP56 18

甕 18.3

20.5

頸音Бから体音Б上

半に 5条の波状

文 3帯、右回り

断絶 4回 、中部

高地型。

口縁、横ナデ。

頸部、横ハヶ整形。

体部、斜めハケ整形、雑なヘラ

ミガキ。

内面、横ヘラミガキ。

褐色。砂

粒を含観

メデモJりに.:ヨ」
"ヨ

L。

口縁に煤

付着。

埋甕炉。

177

[94]

181
BQ54 21

甕 16.1

M

頸音Бから体音Б上

半に 6条の波状

文 3帯。

口縁、横ナデ、斜めハケ整形。

頸部、斜めハケ整形。

体部、斜めハケ整形。

内面、横ハヶ整形、横ヘラミガ

キ。

褐色。砂

粒を含観

賊 J言ミ」彙ヨL。

頸音6か ら

体部に煤

付着。

178

[94]

181
BQ54 14

甕

7.1 ＼y
不 明 外面、縦ヘラミガキ。

底部、ヘラミガキ。

内面、横ヘラミガキ。

褐色。砂

粒・2～

3 ηπの/Jヽ

石を含む。

メJセ」5'こ J言ミJiヨ L。

179

[94]

181
BQ54 17

甕

8。 1

不 明 外面、縦ヘラミガキ。

内面、雑な横・斜めヘラミガキ。

赤褐色。
砂粒・ 1
物の白色
粒子 02
～ 3mの
小石 を含
む。焼成
良好。

32号住居址

器種 法 量 土 器 図 文 様 技 法 備 考

180

[94]

181
BD59 14

士霊 13.0

22.8

16.8

7.2

無文

外面、朱の塗彩。

内面、日縁から

頸音陶こ朱の塗彩。

口縁、景J落。

頸部、丁寧な横ヘラミガキ、景J

落。

体部、丁寧な縦ヘラミガキ。

内面、体部、横ヘラミガキ。

褐色。砂

粒を含む。

焼成良好。

内面の回

縁から頸

部は剥7客。

181

[94]

181
B0601

一空

13.3 |ヽ|ノ7

不 明 外面、縦・斜めハケ整形。

内面、ハケ整形。

褐色。砂

粒 01～

3mの小

石を含む。

1デ邑Fりt餅。

182

[94〕

181
BN59 12り朴

甕 17.2

17.5

頸部に 4条の波

状文 2帯。

口縁、横ナデ、横ヘラミガキ。

頸部、横ハケ整形。

体部、縦ヘラミガキ。

内面、横ヘラミガキ。

褐色。砂

粒を含視

賊 餅 。
日縁から

体部に煤

付着。
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口縁、横ナデ。

体部、縦ヘラミガキ。

内面、横ハヶ整形、雑な横ヘラ

ミガキ。

褐 色 。 砂

粒 ・ 白色

粒 子 を 含

む 。 底 音β

の 中 心 か

ら少 しは
ずれて円
了Lを 1イ固
穿つ。

外面、丁寧な縦ヘラミガキ。

内面、脚部、縦・横ハケ整形。

褐色。砂

粒を含む。

焼成良好。

33号住居址

器 種 法 量 土 器 図 文 様 技 法 備 考

185

[95]

181
BP55 17

甕 13.2

15.6

12。 0

6.1

頸部に 8条の波

状文 2帯、右回

り断絶 6回 、中

部高地型。

口縁、横ナデ、斜めハケ整形。

頸部、斜めハケ整形。

体部、斜めハケ整形、縦ヘラミ

ガキ。

内面、横・斜めハケ整形、横ヘ

ラミガキ。

赤褐色。
砂粒を含
む。焼成
良好。焼
成むらあ
り。頸部
に煤付着。

186

[95]

181
BP56 29外

甕 20。 8

27.2

21.8

8.8

頸部に 7条の波

状文 2帯。右回

り断絶 3回以上、

中部高地型。

口縁、横ナデ、横ヘラミガキ。

頸部、斜めハケ整形。

体部、斜めハケ整形、縦ヘラミ

ガキ。

内面、横ハケ整形、横ヘラミガ

キ。

褐色。砂

粒を含む。

賊 動 子。
日縁から

体部に煤

付着。

187

[95]

181
BP57 15

甕 10。 2

11.2

司

頸音5か ら体音Б上

半に 7条の波状

文 2帯、右回り

断絶 5回 、中部

高地型。

口縁、横ナデ。

頸部、横ハケ整形。

体部、斜めハケ整形、縦ヘラ

ガキ。

内面、横ヘラミガキ。

茶褐色。
砂粒を含
む。焼成
良好。日

縁から体
部に煤付
着。

188

[95]

181
BQ55 8

甕 14.1

13.0

剛

頸部に波状文 2

帯。

口縁、横ナデ、縦・横ハケ整形。

頸部、横ハケ整形、雑な横ヘラ
ミガキ、波状文を切る。

体部、縦ハケ整形、雑なヘラミ
ガキ、波状文を切る。

内面、雑な横・斜めヘラミガキ。
ハケ整形→施文→ヘラミガキ。

褐色。砂

粒を含観

ん勧りこ良女L
口縁から

体部に煤

付着。

189

[95]

181
BQ55 16

甕 17.9 頸部に 5条の波

状文 3帯 以上。

口縁、横ナデ。

頸部、横・斜めハケ整形。

内面、横・斜めヘラミガキ。

褐色。砂
粒を含視
賊 朗 。

埋甕炉Fl

C。

190

[95]

181
BQ55 7外

甕 15。 4

′弧

頸部に 8条の波

状文 3帯。

施文順、上段→

下段。

口縁、横ナデ、横ハケ整形。

体部、斜めヘラミガキ。

内面、横・縦ヘラミガキ。

茶褐色。
砂粒を含
む。焼成
良好。日

縁から体
部に煤付
着。
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191

[95]

181

BP55 4タト

甕 14.7

襲ヽIF

頸部に6条の波

状文 3帯以上。

口縁、横ナデ、縦ハケ整形。

頸部、縦ハケ整形。

内面、横・斜めハケ整形、雑な
ヘラミガキ。

褐色。砂

粒を含む。

焼成良好。

192

[95〕

181
BQ56 22外

甕 16.4 頸部に 7条の波

状文 3帯。

口縁、横ナデ。

体部、斜めヘラミガキ。

内面、横・斜めハケ整形、横

斜めヘラミガキ。

茶褐色。

砂粒を含

む。焼成

良好。日

縁から体

部に煤付

着。

193

[95]

181
BQ57 8

甕

20。 0 リヽ

体部上半に波状

文。

体部、斜めハケ整形、縦ヘラミ

ガキ。

内面、横ハケ整形、雑な縦・横
ヘラミガキ。

茶褐色。

砂粒を含

む。焼成

良好。体

部に煤付

着。

埋甕炉F20

194

[95]

181
BQ55 14外

甕

19.8

1伺 ∫

頸音Бから体音Б上

半に 6条の波状

文 3帯以上。

頸部、斜めハケ整形。

体部、斜めハケ整形、雑な縦へ

ラミガキ。

内面、斜めハケ整形、横 0斜め
ヘラミガキ。

褐色。砂
粒・ 2～
4 ππの/Jヽ

石を含視
ん趙成J良政子。

体部に煤
付着。埋

甕炉FlA。

195

[95]

181
BQ57 4

甕

16.3

(轟|)

体部上半に波状

文 6帯以上。

体部、斜めハケ整形。縦ヘラミ

ガキ。

内面、斜めハケ整形、雑な横へ

ラミガキ。

褐色。砂

粒を含視

賊 動 子。

196

[95]

181
BP55 15

甕

7.5 ヽ|ノ

不 明 外面、縦、・斜めヘラミガキ。

底部、ヘラミガキ。

内面、雑な縦ヘラミガキ。

褐色。砂

粒を含視

ん趙ヴこ」良政子。

197

[95]

181
BQ55 15

甕

＼ノ

不 明 体部、縦ヘラミガキ。

内面、横ヘラミガキ。

褐色。砂

粒を含む。

ん趙成良去L
焼成むら

あり。埋

甕炉FlB。

‐９ ８

‥９５‐

181
BQ55 10

高ネ

6.4

14.2

ハ

不明

外面に朱を塗彩。

外面、丁寧な縦ヘラミガキ。

内面、斜め・横ハケ整形。

褐色。砂

粒を含む。

焼成良好。

脚部に三

角状の大

きな子Lを

穿つ。

-154-



34号住居址

器種 法 量 土 器 図 文 様 技 法 備 考

199

[95]

181
BR60 10外

士亜 12.8

X

不 明 口縁、横ナデ、縦ハケ整形、縦
ヘラミガキ。

頸部、縦ヘラミガキ。

内面、横ヘラミガキ。

褐色。砂

粒を含む。

んコうこ良政子。

200

[95]

181
BU61 5外

甕 11.5

8.5

8.3

3。 4 V

口唇音Бに刻み目

文。

口縁、横ナデ、雑な横ヘ ラ ミガ

キ。
頸部、横ハケ整形、雑な横ヘ ラ
ミガキ。
体部、縦・斜めハケ整形、横・

縦ヘ ラミガキ。
内面、横ハケ整形、横ヘ ラミガ

キ。

茶褐色。

砂粒を含

む。焼成

良好。体

部に煤付

着。

201

[95]

181
BR59 10外

甕 13.3

14。 0

10。 9

6.6 ヲ

頸音5か ら体音Б上

半に 9条の波状

文 2帯、断絶 5

回、中部高地型。

施文順、下段→

_1lf3と 。

口縁、横ナデ。

頸部、横ハヶ整形。

体部、縦ハケ整形、縦ヘラミガ

キ。

内面、斜めハケ整形、横ヘラミ

ガキ。

褐色。砂

粒を含む。

んコう0良政子。

頸音Бから

体部に煤

付着。

202

[95]

181
BR60 6外

甕 18。 1

曹ヽ |こ

頸部に12条の波

状文 1帯以上。

口縁、横ナデ。

頸部、斜めハケ整形。

内面、横ヘラミガキ。

褐色。砂

粒を含観

んコうこ」曳政子。
日縁から

頸部に煤

付着。

203

[95]

181
BS59 8外

甕 21.8

19。 4

頸部に 8条の波

状文 2帯。

口縁、横ナデ、横ハケ整形。

頸部、斜めハケ整形。

体部、斜めハケ整形、縦ヘラミ

ガキ。

内面、横ハケ整形、横ヘラミガ

キ。

褐色。砂

粒を含む。

んヨうこ良女L
頸音Бから

体部に煤

付着。

204

[96]

181
BS60 3外

甕
　
　
ヽ

19。 1 口縁から体部に

8条の波状文 8

帯。

口縁、横ナデ。

体部、斜め
'ヽ

ケ整形。

内面、横ハヶ整形、横ヘラミガ

キ。

茶色。砂
粒 0 1m
のガヽ石 を
含む。焼
成良好。
口縁から
クト音Бに火某
付着。

205

[96]

181
BS59 8外

甕 24.5 頸部に 7条の波

状文 2帯以上。

口縁、横ナデ、横ハヶ整形。

頸部、斜めハケ整形。

内面、横ハケ整形、横ヘラミガ

キ。

茶褐色。
砂粒を含
む。焼成
良好。口

縁から頸
部に煤付
着。

206

[96]

181
BT59 6

甕 17.5 頸部に 6条の波

状文 2帯。

頸部、斜めハケ整形。

体部、縦ヘラミガキ。

内面、横ハケ整形、雑な横ヘラ

ミガキ。

褐色。砂

粒 00。 lm
の自色粒

子を含む。

焼成良好。
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207

[96〕

181
BR60 17

甕

10。 0 W

不 明 外面、縦ヘラミガキ。

内面、横ハヶ整形。

赤褐色。
砂粒・0。 1

物の自色
粒子を含
む。焼成
良好。
P2内 。

208

〔96〕
181
BS59 5外

台
付
甕

ヽイ

不 明 外面、縦ヘラミガキ。

内面、横ヘラミガキ。

赤褐色。

砂粒 を含

む。焼成

良好。内

面に煤付

着。

35号住居址

器 種 法 量 土 器 図 文 様 技 法 備 考

209

[96〕

181
CC54 17

士亜 14。 7

Ж

頸音5か ら体音Ь上

半に、 5条の波

状文 1帯、6条

の J字状文1帯 、
6条の波状文 1

帯以上。

口縁、横ナデ、横ハケ整形。

頸部、横 0斜めハケ整形。

内面、横ハケ整形、雑な横・斜
めヘラミガキ。

褐色。砂

粒を含む。

先尭ジうこIttJ〔 F。

210

〔96]
181
CD54 18

甕 21.9

22。 7

頸 音Бか ら体 証 上

半 に 8条 の 波 状

文 4帯 、右 回 り。

1段か ら 3段 ま

で 断 絶 4～ 8回 、

中 部 高 地 型 、4段

日 、 断 絶 1回 、

回 転 台 使 用 。

口縁、横ナデ、横ハヶ整形。

頸部、縦ハケ整形。

体部、横ハケ整形、雑な縦ヘラ

ミガキ。

内面、横ヘラミガキ。
ハケロ、きれいに残す。

褐色。砂

粒を舒 。

焼成良好。

体部に煤

付着。

埋甕炉。

211

[96〕

181
CD54 12外

甕 13.7

14。 8

剛

頸音5か ら体菩Б上

半に 5条の波状

文 2帯。

口縁、横ナデ、横ハケ整形。

頸部、横ハケ整形。

体部、縦ヘラミガキ。

内面、横ハケ整形、雑な横・斜

めヘラミガキ:

褐色。砂

粒を含観

焼成良好。

212

[96]

181
CC55 8

甕 15。 8 頸音Ьから体音Б上

半に 8条の波状

文 3帯。

口縁、横ナデ、横ハケ整形。

頸部、縦ハケ整形。

体部、縦ハケ整形、雑な縦ヘラ

ミガキ。

内面、横ハケ整形、斜めヘラミ

ガキ。         ′

褐色。砂

粒を含む。

焼成良好。
日縁から

体部に煤

付着。

213

[96〕

181
CE54 18

器 台

5.8

15。 7

不明

外面、朱の塗彩。

外面、丁寧な縦ヘラミガキ。

脚部内面、縦・横ハケ整形。

褐色。砂

粒を含む。

焼成良好。

脚部に円

孔を3対

穿つ。

36号住居址

器種 法 量 器 図土 文 様 技 法 備 考

214

[96]

181
B0628外

士亜

ノ  | ゝ＼

無文 頸部、縦ヘラミガキ。

体部、横ヘラミガキ。

褐色。砂
粒・白色
粒子を含
む。焼成
良好。内
面は争J落。
埋甕炉。
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215

[96〕

181
B0632

甕

6.6

無文 体部、縦ヘラミガキ。

内面、横ィヽケ整形。

褐色。砂

粒を含む。

メデL局

'こ

IttL女ヨF。

216

[96〕

181
B0625外

甕 14.8

凧

無文 口縁、横ナデ、横ハケ整形。

頸部、横ハケ整形、斜めヘラミ
ガキ。

体部、横ハケ整形、縦ヘラミガ

キ。
内面、横ハケ整形、横ヘラミガ

キ。

褐色。砂

粒を含む。

んコうこ良去L
口縁から

体部に煤

付着。

217

[96]

181
B06311`外

高不 14.4

2.8

マ

無文

杯部内面に朱を

塗彩。

口縁、横ナデ。

外面、横ハケ整形。

内面、横六ヶ整形。

褐色。砂

粒を含む。

焼成良好。

焼成むら

あり。

37号住居址

器種 法 量 土 器 図 文 様 技 法 備 考

218

[97〕

181
CC50 7

甕 18.0

20.6

頸音Бから体音卜上

半に 6条の波状

文 3帯。断絶 7

回以上。中部高

地型。

口縁、横ナデ、雑な横ヘラ ミガ

キ。
頸部、斜めハケ整形。
体部、斜めハケ整形、雑な縦、
横ヘラミガキ、波状文 を切 る。
内面、横ハケ整形、斜めヘ ラミ
ガキ。
ハケ整形→施文→ヘ ラミガキ。

褐色。砂
粒を含む。
焼成良好。
日縁から

頸部に煤
付着。
埋甕炉。

219

[96〕

181
CB51 8外

甕 18。 8

24.7

頸音5か ら体音Б上

半に波状文4帯。

口縁、横ナデ。

頸部、斜めハケ整形。

体部、横ハケ整形。

内面、横ハケ整形。

褐色。砂

粒を含む。

賊 餅 。
日縁から

体部に煤

付着。

220

[96〕

181
CC50 3

甕

12.3

6.2

頸音Бから体音Б上

半に 8条の波状

文 3帯以上。

頸部、横ィヽケ整形。

体部、斜め・横ハケ整形。縦ヘ

ラミガキ。

内面、斜めハケ整形、横ヘラミ

ガキ。

褐色。砂

粒を含む。

賊 朗 。

頸音卜から

体部に煤

付着。

39号住居址

器種 法 量 土 器 図 文 様 技 法 備 考

221

[97]

1811

BC45 12`外

甕 13.0 体部上半に刺突

文 1帯。

口縁、横ナデ、横ハケ整形。

頸部、横ハケ整形。

体部、横ハケ整形。

内面、横ハケ整形。

茶褐色。
砂粒、石
英粒子を
含む。焼
成良好。
口縁から
体音Бに煤
付着。
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222

[97]

1811

BB45 22

甕 17.4 頸音Ьから体音Б上

半に10条 の波状
文 3帯 、 1帯 日、
右回り断絶6回 、
2、 3帯 日、右回
り断絶 4回 、中
部高地型。

口縁、横ナデ、横ハケ整形。

頸部、横ハケ整形。

体部、斜めハケ整形、縦・斜め
ヘラミガキ。

内面、横ハヶ整形、横ヘラミガ

キ。

赤褐色。
砂粒・白
色粒子・
3～ 4-の
小石 を含
む。焼成
良。 口縁
に煤付着。
埋甕炉。

41号住居址

器種 法 量 土 器 図 文 様 技 法 備 考

223

[97]

181
BP61 8

台
付
甕

15。 0

15。 0

無文 口縁、横ナデ。

体部、横・縦ヘラミガキ。

台部、縦ヘラミガキ。

内面、横・斜めハケ整形、横へ

ラミガキ。

台部内面、斜めハケ整形。

褐色。砂
粒を含む。
ん罰うこ」良政子。
焼成むら
あり。体
部に煤付
着。

43号住居址

器種 法 量 土 器 図 文 様 技 法 備 考

224

[98〕

181
CH61 10

甕 22.9

24.3

頸音Бから体音Б上

半に 7条の波状

文 4帯。右回り。

断絶 5回。中部

高地型。

口縁、横ナデ。

頸部、縦ハケ整形

体部、横ハケ整形

内面、横ハケ整形
ハケロはきれい。

褐色。砂

粒を含視

焼成良女孔

埋甕炉。

225

[97]

181
C1602外

甕 15.5

14.8

聞

頸音脇に櫛キ苗き横

線文。

内、外面、朱の

塗彩。

内、外面、雑な横ヘラミガキ。 赤色。砂

粒を含む。

ん初う0良政子。

外面体部
に煤付着。

226

[97]

181
C1616

甕

29。 0

イ飩ヽ

頸部に 7条の波

状文 2帯以上。

体部上半、斜めハケ整形。

体部、斜めヘラミガキ。

内面、雑な横ヘラミガキ。

茶褐色。

砂粒を含

む。焼成

良好。外

面全体に

煤付着。

227

[97]

181
C16111外

甕 19。 1

20。 8

頸音ヽから体音Б上

半に 5条の波状
4帯。右回り。

断絶 4回以上。

中部高地型。

口縁から体部上半、斜めハケ整

形、波状文を切る。

体部下半、縦ヘラミガキ。

内面、横・斜めハケ整形。雑な

横ヘラミガキ。

ハケ整形→施文→ヘラミガキ。

褐色。砂

粒を含視

ん初りt良政子。

外面体部
下半に煤

付着。

228

[97]

181
C16210

甕

7.8
＼
＼
ν

不 明 体部、縦ヘラミガキ。

内面、横ハケ整形。雑な横ヘラ

ミガキ。

褐色。砂

粒を含む。

ん勧ヴIJ良政子。
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229

[97]

181

CK60 10

甕

9。 6

不 明 体部、ハケ整形。縦ヘラミガキ

内面、横ハケ整形。一部ヘラミ

ガキ。
バケロをされいに残す。

褐色。砂

粒を含観

んヨ戎良政子。

230

[97]

181
C1613外

甕

)m(

頸部に 6条の波

状文 3帯。

外面、斜めハケ整形。

巾約 2卸の輪積み痕あり。

褐色。砂

粒を含む。

んヨリこ良政子。

内面は争J

落。

231

[97]

181
C16119

甕

餘|(

頸部に 5条の波

状文 5帯以上。

右回り。

体部、縦・横ハケ整形。

内面、縦・横ハケ整形。

褐色。砂

粒を含観

賊 餅 。

232

[97]

181
CH61 9外

鉢 H。 9

(8。 0)

(6.2) W

無文 口縁、横ヘラミガキ。

体部、密な縦ヘラミガキ。

内面、雑な横・斜めヘラミガキ。

赤褐色。

砂粒を含

む。焼成

良好。

233

[97]

181
C1607

甑

6.8 ノヽ

不 明 体部、縦ヘラミガキ。

内面、横・斜めハケ整形。

褐色。砂
粒を含む。
焼成良好。
焼成むら
あり。底
部の中央
に円孔を
1個穿つ。

234

[97〕

181
CJ59 3

甑

6.1 臼ヽど

不 明 体部、縦ヘラミガキ。

内面、ハケ整形。雑な斜めヘラ

ミガキ。

赤褐色。
砂粒を含
む。焼成
良好。底
音БにF可 7L

を2個穿
′
1)。

235

[97]

181
C16214外

高ネ 28.2

(21.1)

12.2

無文  、

脚部内面を除き

全面に朱を塗彩。

口縁近 く、横ハケ整形。

体部、丁寧な縦ヘラミガキ。

脚部先端、横ヘラミガキ。

日縁端部から内面上半、横ヘラ

ミガキ。

内面下半、斜めヘラミガキ。

赤色。砂
粒を含む。
焼成良好。
脚部の 4

方に三角
状の大き
な孔を穿

44号住居址

器種 法 量 図土 器 文 様 技 法 備 考

236

[98〕

181
CA64 5

甕 18。 0 無文 口縁、横ナデ。

頸部から体部上半、斜めハケ整

形。雑なヘラミガキ。

体部下半、雑な縦ヘラミガキ。

内面、横 0斜めハケ整形。

茶褐色。

砂粒を含

む。焼成

良好。外

面に煤付

着。

-159-一



２３７
国

181
CB63 7外

甕 21。 9 無文 口縁、横ナデ。

頸部、横・縦ハヶ整形。

内面、雑な横 0斜めヘラミガキ。

黒褐色。

砂粒を含

む。焼成

良好。

２３８
国

181
CB64 6

甕

18.3 ％

／

／

＼

無文 頸部、体部上半、横ハケ整形。

雑な横・斜めヘラミガキ。

体部下半、縦ヘラミガキ。

内面、雑な横・斜めヘラミガキ。

黒褐色。

砂粒を含

む。焼成

良好。外

面に煤付

着。

239

[98〕

181
CA64 4

台
付
甕

10。 1

10。 5 U
無文 口縁、横ナデ。

頸部から体部上半、縦ハケ整形。

体部下半、雑な縦ヘラミガキ。

内面、横ハケ整形、雑なヘラミ

ガキ。

茶褐色。
砂粒 を含
む。焼成
良好。外
面体部下

半か ら口

縁に煤付
着。

46号住居址

器種 法 量 土 器 図 文 様 技 法 備  考

２４０

‐９８‐

181
BX61 7

士笠 16.7

23。 0

頸部に11条 の波

状文 4帯。右回

り。断絶 4回。

中部高地型。

口縁、横ナデ。

頸部、縦ハケ整形。

体部、縦ヘラミガキ。波状文を
切る。
内面、横・斜めハケ整形、横へ

ラミガキ。
ハケ整形→施文→ヘラミガキ。

褐色。砂

粒を含む。

賊 』ヨJ彙ヨL。

241

[98〕

181
BX62 10

士亜 15。 0

Tl

無文 頸部、斜めハケ整形。わずかに

縦ヘラミガキ。

体部上半、縦ヘラミガキ。

内面、横ハヶ整形、わずかに横
ヘラミガキ。

褐色。砂

粒を含観

賊 圭ヨ」女ヨL。

242

[98]

181
BY61 2外

士亜 22.8 段音Бにハケの押

圧による縦沈線

文。

斜めハケ整形。ハケロはきれい

に残る。

内面、横・斜めハケ整形。

褐色。砂

粒を含観

焼成良好。

２４３

‥９８‐

181
BY61 10

一亜 16.0

財

頸部に10条 の波

状文 1帯以上。

口縁、横ナデ。

頸部上半、縦ヘラミガキ。波状

文を切る。

内面、横ヘラミガキ。
ハケ整形→施文→ヘラミガキ。

茶褐色。

砂粒を若

干含む。

わ罰げ引良政子。

２４４

‥９８‐

181
BY63 10り朴

士亜

16.0
く

ヽ

ノ

＞

／

１

無文 頸部、横・斜めハケ整形。わず
かに斜めヘラミガキ。

体部、縦 0横・斜めハケ整形。

雑な斜めヘラミガキ。

内面、斜めハケ整形:わずかに

横ヘラミガキ。

暗褐色。

砂粒を含

む。焼成

良好。外

面全体に

煤付着。
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２４５
国

181
BY62 16

一亜 9。 9

軒 ll

口縁にヘラ描き

沈線文 3本。

横ハケ整形。

内面、縦ヘラミガキ。

褐色。砂

粒を含む。

メデ:り5'こ .Eヨ」姜ヨL。

２４６
囲

181
BX61 6外

甕 25.1

23。 0

頸音Бから体音Ь上

半に10条 の波状

文 4帯。右回り。

断絶 3回以上。

中部高地型。

口縁、横ナデ。

頸部から体部上半、縦ハケ整形。

体部下半、斜めハケ整形、雑な

縦ヘラミガキ。

内面、斜めハケ整形。雑な横、

斜めヘラミガキ。

褐色。砂

粒を含視

メ,モリラ板IJ:ミJ'ヨ
生。

外面全体

に煤付着。

２４７

‥９９‐

181
CA62 7

甕

23.3

7.1

頸部に 3条の波

状文 2帯。

頸部、横・斜めハケ整形。

体部、雑な縦、斜めヘラミガキ。

内面、横・斜めヘラミガキ。

褐色。砂

粒を含視

賊 fヨ」女ヨ璧。

外面全体

に煤付着。

２４８
国

181
BY61 18り朴

甕

11。 1

6.4 U
頸部に波状文 2

帯以上。

頸部、体部、縦ヘラミガキ。波

状文を切る。

内面、斜めハケ整形。横・斜め
ヘラミガキ。

褐色。砂

粒を含視

賊 Iヨ」彙ヨL。

２４９
国

181
BX61 10`朴

甕

9.6

4。 8 ■∫

頸音Бから体音Б上

半に波状文1帯。

横線文 2帯、波

状文 1帯。

内、外面とも朱

の塗彩。

体部、縦・横 0斜めヘラミガキ。

底部、ヘラミガキ。

内面、丁寧な横・斜めヘラミガ

キ。

褐色。砂

粒を含む。

賊 朗 。

２５０
国

181
CA61 15`朴

甕

19。 9

/可 ヽ

頸音Ьから体音Б上

半に 7条の破状

文 4帯。右回り。

頸部、横・斜めハケ整形。

体部、縦ヘラミガキ。波状文を

切る。

内面、雑な、横・斜め・縦ヘラ

ミガキ。
ハケ整形→施文→、ラミガキ。

褐色。砂

粒を含む。

賊 餅 。

埋甕炉。

２５‐
国

181
BX62 11外

甕 10.8

爾

頸部に 6条の波

状文 2帯。右回

り。断絶 3回以

上。中部高地型。

頸部、縦ハケ整形。

体部、縦ヘラミガキ。波状文を

切る。
ハケロはされいに残る。

内面、横ヘラミガキ。
ハケ整形→施文→ヘラミガキ。

茶褐色。

砂粒を若

干含む。

賊 餅 。

外面全体

に煤付為

２５２

‥９９‐

181
BX63 5外

甕 18。 2 頸部に 9条の波

状文 3帯。

口縁、横ナデ。

頸部、斜めハケ整形。

体部、縦ヘラミガキ。波状文を

切る。

内面、横・斜めヘラミガキ。
ハケ整形→施文→ヘラミガキ。

茶褐色。

砂粒を含

む。焼成

良好。外

面に煤付

着。

253

[99〕

181
BX62 8

甕

20。 9

冤|ヽ

頸部に 3条の波

状文 3帯以上。

頸部、横ハケ整形。

体部、縦ヘラミガキ。波状文を

切る。

内面、横ヘラミガキ。
ハケ整形→施文→ヘラミガキ。

褐色。砂

粒を含む。

賊 餅 。

外面全体

に煤付着。
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254

[98]

181
BY63 4外

鉢 21.6 無文 口縁、横ナデ。

体部、横・縦ハヶ整形。
ハケロはきれいに残る。

内面、横 0斜めハケ整形。

茶褐色。

砂粒を含

む。焼成

良好。外

面に煤付

着。

255

[99〕

181
BY63 9

片
口
鉢

15。 1

10。 7

5。 8

無文

内、外面とも朱
の塗彩。

口縁、横ヘラミガキ

体部、縦ヘラミガキ

内面、横ヘラミガキ

赤色。砂

粒を若干

含む。焼

成良好。

256

[99〕

181
BX61 12

高杯 18.6 無文

内、外面とも朱
の塗彩。

口縁、横ナ九

体部、斜めヘラミガキ。

内面、丁寧な横ヘラミガキ。

赤色。わ

ずかに砂

粒を含視

焼成良好。

257

[99]

181
CA61 9

高杯

14。 0 ハ

無文 体部、縦ヘラミガキ。

脚端部、横ナデ。

内面、横ヘラミガキ。

褐色。砂

粒を含む。

メJキ」5'こ J言ミJ'ヨ L。

脚部に円

子Lを勢ヤス

48号住居址

粧 法 量 土 器 図 文 様 技 法 備 考

258

[99〕

181
CA63 25

甑

7。 1 涸ノ

不明 体部、縦ハケ整形。縦ヘラミガ

キ。

内面、横ハヶ整形。雑なヘラミ
ガキ。

褐色。砂
粒を含観
ん趙げ引良政子。
底部中央
に円7Lを

1イ固男シつ。
Pl内。

49号住居址

品種 法 量 土 器 図 文 様 技 法 備  考

259

[99〕

181
BL64 9

甕 16.2

17。 7

頸部に 5条の波

状文 2帯。断絶
2回以上。

口縁、横ナデ。
頸部、横ハヶ整形。
体部、斜めハケ整形、斜め・縦
ヘラミガキ。波状文を切る。
内面、横・斜めハケ整形、雑な
横ヘラミガキ。
ハケ整形→施文→ヘラミガキ。

褐色。砂

粒を含観

賊 餅 。

外面全体
に煤付着|

260

〔99〕
181
BM65 12

甕 19.6

18.5

頸部に 7条の波

状文 2帯。

頸部、斜めハケ整形。

体部、縦ヘラミガキ。

内面、横ハケ整形、横ヘラミガ

キ。

褐色。砂

粒を含観

賊 朗 。

外面全体

に煤付着。
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２６‐
囲

181
BN66 1外

甕 17.2

剛

頸部に10条の波

状文 1帯、簾状

文 1帯、波状文

1帯。右回り。

口縁、横ナデ。

頸部、横ヘラミガキ。波状文を

切る。
体部、縦ヘラミガキ。波状文を

切る。

内面、斜めにハケ整形。横ヘラ

ガキ。

褐色。砂

粒を含む。

メデLJりに.:ヨ」彙ヨ生。

262

[99〕

181
BM66 2

甕 18。 0 頸部に波状文 3

帯。

頸部、横ハケ整形。

体部、縦ヘラミガキ。波状文を

切る。

内面、横ヘラミガキ。
ハケ整形→施文→ヘラミガキ。

褐色。砂

粒を含観

んヨ戎良政子。

外面に煤

付着。

263

[100〕

181
BM64 12外

甕 21.0 頸音Бから体音Б上

半に 9条の波状

文 4帯以上。

口縁、横ナデ。

頸部、縦ハケ整形。

内面、横ハラミガキ。

褐色。砂

粒を含む。

ステL月

'こ

JttL政ヨF。

２６４

‥９９‐

181
BM65 14

甕

21.0

8.1

不 明 体部、縦ヘラミガキ。

内面、横 0斜めハケ整形、横・

縦ヘラミガキ。

褐色。砂
粒を含観
んヨうこ良政子。
内面体部
下半に煤
付着。
埋甕炉。

２６５
囲

181
BN66 2

甕

6。 2 νヽ

不 明 体部、縦ヘラミガキ。

底部、ヘラミガキ。

内面、横ヘラミガキ。

褐色。砂

粒を含む。

焼成良好。

50号住居址

器種 法 量 土 器 図 文 様 技 法 備 考

266

[100]

181
B0654

士亜

13.4

6.2 Ψ

不 明 体部、横 0斜めハケ整形、縦へ

ラミガキ。

体部下半、縦ハケ整形。特に沈

線状になった縦ヘラミガキ。

内面、斜めハケ整形。雑な横・

斜めヘラミガキ。

褐色。砂

粒を含観

賊 麟 。

267

[100]

181
BN63 5

高ネ

11.8 愚

不 明 脚外面、雑な斜めヘラミガキ。

内面、横ハケ整形。

褐色。砂

粒を含む。

んコ,こ良政子。

268

[100]

181
BN63 11

高杯

4.2

Fヽ

不 明 体部、縦ヘラミガキ。

内面、外部、縦ヘラミガキ。

脚部、横ハケ整形。

褐色。砂

粒を含視

賊 餅 。
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51号住居址

器種 法 量 土 器 図 文 様 技 法 備 考

269

[100〕

181

CH65

士亜 22.4 頸部に波状文、

簾状文、波状文

各 1帯。波状文

右回り、断絶 4

回以上。中部高

地型。

口縁、横ナデ。

頸部、雑な斜めヘラミガキ。

体部、雑な縦ヘラミガキ。波状

文を切る。

内面、横ヘラミガキ。
ハヶ整形→施文→ヘラミガキ。

褐 色 。 砂

粒 ・ /Jヽ石

を 多 く含

む 。 焼 成

良 好 。 整

形 悪 く頸

部 横 断 面

は 楕 円 形

を 呈 す 。

270

[100]

181
CH64

甕 20。 0

19。 3

無文 口縁、横ナデ。

頸部、斜めヘラミガキ。

体部、縦ヘラミガキ。

内面、雑な横・斜めヘラミガキ。

暗褐色。

砂粒を含

む。焼成

良好。

271

[100]

181
CH65 16

甕

Ⅷ

無文 口縁から体部上半、横ハケ整形、

体部下半、細い縦ヘラミガキ。

底部、ハケの押圧痕。

内面、ハケ整形。

茶褐色。
砂粒を含
む。焼成
良好。焼
成むらあ
り。 日縁
に煤付着。

272

[100]

181

CH65

甕 17.9

19。 0

頸部に 5条の波

状文 2帯。右回

り、断絶 3回以

上。中部高地型。

頸部、横ハヶ整形。

体部、縦ヘラミガキ。波状文を

切る。

内面、横ハヶ整形、雑な横・斜

めヘラミガキ。
ハケ整形→施文→ヘラミガキ。

暗 褐 色 。

砂 粒 を 含

む 。 焼 成

良 好 。 頸

音5・ 体 音Б

外 面 に 炭

化 物 の 付

着 が 厚 く

あ る。

273

[100]

181
CG65

甕 22。 8 無文 口縁、横ナデ。

頸部・体部上半、雑な縦・横へ

ラミガキ6

内面、横ヘラミガキ。

黒色。砂

粒を含む。

賊 餅 。

274

[100〕

181

CH65 16外

甕

13.0 ＼

ノ

／

‐

ヽ

無文 頸部、斜めハケ整形。

体部、丁寧な縦ヘラミガキ。

内面、横・斜めヘラミガキ。

茶褐色。

砂粒を含

む。焼成

良好。

275

[100〕

181

CH65

甕

15.5

6.8

不明 体部、縦ヘラミガキ。

内面、横ヘラミガキ。

褐色。砂

粒を含視

賊 餅 。

体部外面

に煤付着。

276

[100〕

181
CH64 4

甕

14.5

6.0 Ψ

不 明 体部上半、ハケ整形、雑な縦へ

ラミガキ。

体部下半、丁寧な縦ヘラミガキ。

内面、横ハケ整形。雑な斜めへ

ラミガキ。

茶褐色。

砂粒を含

む。焼成

良好。外

面に煤付

着。
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277

[100〕

181
CH64 4

甕

6.6 W

不 明 体部下半、縦ヘラミガキ。

内面、横ヘラミガキ。

茶褐色。
砂粒を含
む。焼成
良好。焼
成むらあ
り。外面
に煤付着。

278

[100〕

181

CH64 6

甕

用 k

頸部に4条の波

状文 3帯。右回

り。断絶 3回以

上 中部高地型。

頸部、斜めハケ整形。

体部上半、縦ヘラミガキ。波状

文を切る。

内面、横ハケ整形。
ハケ整形→施文→ヘラミガキ。

褐色。砂

粒を含む。

賊 動 子。

279

[100]

181
CH64 16`朴

甕

7。 7

不 明 体部、雑な縦ヘラミガキ。 灰褐色。

砂粒を含

む。焼成

良好。外

面に煤付

着。

55号住居址

器種 法 量 土 器 図 文 様 技 法 備 考

280

[101〕

1811

AY58 21り朴

士亜 11.2

19。 0

頸部に6条の波

状文 1帯、8条
の同心円弧文 2

帯。

頸部、斜めハケ整形。

体部、斜めヘラミガキ。

内面、横ヘラミガキ。

褐色。砂

粒を含観

賊 懃 子。

281

[101]

1811

AY57 3外

一霊 15。 0

W

段部に波状文 1

帯。頸部に10条

の波状文 1帯。

口縁、横ハケ整形。

頸部、斜めハケ整形。

内面、横ハケ整形。

褐色。砂

粒を含視

賊 則 子。

282

[101]

1811

BA58 23り朴

十亜

38。 7

11.4

頸音Бから体音6上

半に13条の波状

文 6帯以上。右

回り。断絶 1回、

回転台使用。

外面、斜めハケ整形。 褐色。砂

粒を含観

メデLIjt餅。

283

[101〕

1811

BA57 12

士霊

49。 0

不 明 体部上半、斜めヘラミガキ。

体部下半、横ヘラミガキ。

内面、横ハケ整形。

褐色。砂

粒を含視

メデ:Fりこ餅 。

外面全体

284

[101]

1811

BA58 11り朴

一亜

ガlκ

頸部に 7条のT
字文。波状文 1

帯以上。

体部上半、横ハケ整形。

内面、横ヘラミガキ。

褐色。砂

粒を含む。

,デ:IりこJまLタロF。
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285

[102〕

1811

BA57 6外

甕

17.5

7.8

頸部に10条の波

状文 3帯。右回

り。

口縁、横ナデ。

頸部、横ハケ整形。

体部、斜めハケ整形。縦ヘラミ

ガキ。

内面、横・斜めハケ整形、横へ

ラミガキ。

褐色。砂

粒を含む。

ん勧う0」曳政子。

外面全体

に煤付着。

286

[102〕

1811

AY56 6外

甕 17.0

21。 7

17.5

8.0

頸音Бから体音Б上

半に 5条の波状

文 2帯。

口縁、横ナデ。
頸部、横ハヶ整形、縦ヘラミガ

キ。波状文を切る。
体部、縦ヘラミガキ。文様を切る。
内面、横・縦ハヶ整形。横、縦
ヘラミガキ。
ハケ整形→施文→ヘラミガキ。

暗褐色。

砂粒を含

む。焼成

良好。外

面全体に

煤付着。

287

[101]

1811

BA57 6外

甕 15.0

13。 8

副

頸部に 7条の斜

走短線文 1帯 、
7条の波状文 2

帯。右回り。断

絶 1回、回転台

使用。

口縁、横ナデ。

頸部、斜めハケ整形。

体部、斜めハケ整形。縦ヘラ

ガキ。

褐色。砂

粒を含む。

賊 動 子。

外面に煤

付着。

288

[102〕

1811

BA57 16

甕 16。 9

19.6

頸部にH条の斜

走短線文 1帯 、
H条の波状文 1

帯、H条の円弧

文 1帯。

口縁、横ナデ。

頸部、横ハヶ整形。

体部、斜めヘラミガキ。

褐色。砂

粒を含む。

焼成良好。

外面全体

に煤付着。

289

[102]

1811

BA 57 16

甕 20.2

20。 7

口唇部に刻目文。

頸部に10条の斜

走短線文 1帯、
10条 の簾状文 1

帯、10条の円弧

文 1帯。右回り。

頸部、横ハヶ整形。

体部、斜め・横ハヶ整形。斜め
ヘラミガキ。

内面、横・斜めハケ整形、横、
斜めヘラミガキ。

褐色。砂
粒を含観
ん趙成」良政子。
内・外面
の体部に

煤付着。
埋甕炉Fl。

290

[101〕

1811

AY58 17り朴

甕 6。 5

5。 7

可

頸部に波状文 1

帯。

口縁、横ナデ。

頸部、体部、縦ヘラミガキ。波

状文を切る。

内面、横・斜めハケ整形。横、

斜めヘラミガキ。

褐色。砂

粒を含む。

賊 JまL夕〔F。

291

[102〕

1811

AY57 4外

甕 23。 0 無文 頸部、縦ハケ整形。

体部、斜め、横ハケ整形。
ハケロはされいに残る。

内面、横・斜めハケ整形。

暗褐色。

砂粒を含

む。焼成

良好。

292

[102]

1811

AY57 17

甕

20。 9

頸部に11条の簾

状文 1帯以上。

頸部、横ハケ整形。

体部、縦ハケ整形。雑な斜め、

縦ヘラミガキ。

内面、横ヘラミガキ。

褐色。砂
粒を含観
焼成良好。
内・外面
の体部に

煤付着。
埋甕炉F2o

293

[103〕

1811

AY57 18

甕

20。 0

醐 村

頸音Бから体音Б上

半に 8条の波状

文 3帯。右回り。

断絶 4回。中部

高地型。

頸部、斜めハケ整形。

体部、縦、横、斜めハケ整形。

内面、縦、横、斜めハケ整形。

雑な斜めヘラミガキ。

褐色。砂

粒を含む。

焼成良好。

外面体部

に煤付着。

埋甕炉F3o
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294

[101]

1811

BA56 9

甕

8.0 ジヽ

不 明 体部、縦、斜めヘラミガキ。

内面、横ヘラミガキ。

褐色。砂

粒を含む。

焼成良女孔

295

[101]

1811

BA57 13

甕

7.4 ジヽ

不 明 体部、斜めヘラミガキ。

内面、横ヘラミガキ。

褐色。砂

粒を含む。

焼成良好。

296

[102]

1811

BA58 15外

甕

1塞|'|

頸音5か ら体培Б_L

半に 6条の斜走

短線文 4帯。

体部、斜め、縦ハケ整形。

内面、横ハケ整形。雑な横・斜

めヘラミガキ。

褐色。砂

粒を含む。

焼成良好。

外面に煤

付着。

297

[102〕

1811

BA58 9外

鉢 13。 3

6.8

6.0 ▽

無文 口縁、横ナデ。

体部、横、縦、斜めヘラミガキ。

底部、ヘラミガキ。

内面、横ヘラミガキ。

褐色。砂

粒を含む。

んヨリこ良女L

56号住居址

器種 法 量 土 器 図 文 様 技 法 備 考

298

[103〕

1811

BA56 7外

甕 16.1 無文 口縁、横ナデ。

頸部から体部、斜め・横ヘラミ

ガキ。

内面、横ハケ整形、一部雑な横

斜めヘラミガキ。

黒褐色。

砂粒を含

む。焼成

良好。外

面全体に

煤付着。

57号住居址

器種 法 量 土 器 図 文 様 技 法 備 考

299

[103]

1811

D0494外

一亜 16.4 頸部に8条の波

状文 1帯、簾状

文 2帯以上。

口縁、横ナデ。

頸部、斜めハケ整形。

内面、横・斜めヘラミガキ。

褐色。砂

粒を含む。

焼成良女孔

300

[103〕

1811

DP49 2外

甕 14.5

21.5

無文 口縁、横ナデ。

頸部、斜めハケ整形。雑な斜め
ヘラミガキ。

体部、斜めハケ整形、雑な斜め

縦ヘラミガキ。

内面、斜め 0横ヘラミガキ。

褐色。砂

粒を含観

焼成良好。
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301

[103]

1811

D0506

甕 18.6 頸部に 7条の波

状文 4帯。右回

り。断絶 2回。

回転台使用。

口縁、横ナデ。

頸部、横ハケ整形。

体部、縦ヘラミガキ。波状文を

切る。

内面、横・斜めハケ整形。
ハケ整形→施文→ヘラミガキ。

褐色。砂

粒を含む。

賊 餅 。

埋甕炉Fl。

302

[103〕

1811

DP49 5外

高杯 13。 1

3.1

▽

無文 口縁、横ナデ。

体部、斜めヘラミガキ。

内面、斜めヘラミガキ。

褐色。砂

粒を含む。

賊 動 子。

58号住居址

粧 法 量 土 器 図 文 様 技 法 備 考

303

[103〕

1811

DK49 9

甕 14.8

18.7

14。 7

7.3

無文 口縁、横ナデ。

頸部、斜めハケ整形。

体部、縦・斜めヘラミガキ。

内面、横ハヶ整形。横ヘラミガ

キ。

茶褐色。

砂粒を含

む。焼成

良好。内

外面全体

に煤付着。

304

[103]

1811

B14813外

甕 25。 6

29.8

頸音Бから体音Б上

半に13条の波状

文 4帯。右回り。

断絶 1回。回転

台使用。

口縁、横ナデ。

頸部から体部上半、斜めハケ整

形。

体部、斜めハケ整形。横・斜め
ヘラミガキ。

内面、横 0斜めハケ整形。

褐色。砂
粒を含む。
賊 :ヨ」

'ヨ

L。

内 0外面
の体部に
煤付着。
埋甕炉Fl。

305

[103〕

1811

BJ47 5

甕 26.9

24。 9

頸音Бから体音Б上

半に 9条の波状

文 3帯。右回り。

断絶 3回以上。

中部高地型。

口縁、横ナデ。

頸部、斜めハケ整形。

体部、横ハケ整形、縦、ラミガ

キ。

内面、横・斜めハケ整形。雑な

横、斜めヘラミガキ。

褐色。砂
粒を含観
んヨヴこ良女L
内・外面
の体部に

煤付着。
埋甕炉F2o

306

[103]

1811

B1477外

甕 23.8 無文 口縁、横ナデ。

頸部、斜めハケ整形。

体部、斜め・縦ハケ整形。

内面、横ハケ整形。雑な横ヘラ

ミガキ。

茶褐色。

砂粒を含

む。焼成

良好。外

面全体に

煤付着。

307

[104〕

1811

B14813

甕

19。 0

輌ノ

体部上半に 7条
の波状文 2帯以

■。

体部、縦ハケ整形。縦ヘラミガ

キ。

内面、斜めハケ整形。横ヘラミ

ガキ。

茶褐色。
砂粒 を含
む。焼成
良好。内
・外面の

体音Бに煤
付着。
埋甕炉F3o

308

[104]

1811

B14812

甕

27.9
×

、

ノ

畿
／

／

‐

ヽ

体部上半に 9条
の波状文 2帯以

上。

体部、斜めハケ整形。縦ヘラ

ガキ。

内面、横ヘラミガキ。

褐色。砂

粒を含観

賊 Iミ3日
生。

埋甕炉Fl

下の土器。
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309

[104〕

1811

B14812

甕

24。 1

ｋ

ｌ

ノ

頸部に10条の波

状文 2帯以上

頸部、斜めハケ整形。

体部、斜め・縦ヘラミガキ。波

状文を切る。

内面、横・斜めヘラミガキ。
ハケ整形→施文→ヘラミガキ。

褐色。砂

粒を含観

焼成良好。
埋甕炉F4o

310

[104〕

1811

BJ49 5外

甕

7.0

不 明 体部、縦ヘラミガキ。

内面、横・斜めヘラミガキ。

茶褐色。

砂粒を含

む。焼成

良好。外

面体部に

煤付着。

311

[104]

1811

BJ49 6外

甕

8.9 ＼」

不 明 体部、縦ヘラミガキ。

内面、横ヘラミガキ。

褐色。砂

粒を含む。

焼成良好。

59号住居址

器種 法 量 土 器 図 文 様 技 法 備 考

312

[104〕

1811

BD56 81サ小

士亜 19。 9

54.2

38.2

13.8

段部に12条の波

状文。頸部から

体部上半に12条

の波状文 1帯、
12条 の簾状文 1

帯、12状の波状

文 1帯。波状文

右回り、断絶 1

回。回転台使用。

口縁、横ナデ、横ハケ整形

頸部、斜めハケ整形。

体部、斜め・縦ヘラミガキ

内面、横ヘラミガキ。剥落

褐色。砂
粒 02～
3 mπ っ́/Jヽ

石を飽 。
んヨうこJ良政子。
焼成むら
あり。体
部に煤付
着。体部
に籠の網
目の跡が

見られる。

313

[105]

1811

BF56 13り朴

十亜 23。 0

43.0

30.6

8。 7

無文 口縁、横ナデ。

頸部、斜めハケ整形。

体部、斜めハケ整形。雑な縦、

横ヘラミガキ。

内面、横ハケ整形、雑な横ヘラ

ミガキ。

褐色。砂
粒・雲母
粒子・ 3
～ 4-の
小石 を含
む。焼成
良好。焼
成むらあ
り:口 縁・

体音脇に煤
付着。内
面は争」落。

314

[105〕

1811

BF57 H外

士亜

34.4

12.9

頸音Бから体音6上

半に14条の波状

文 6帯以上。断

絶 1回、回転台

使用。

体部、縦・斜めヘラミガキ。波

状文を切る。

褐色。砂粒
・ 3～ 5m
の小石 を含

む。焼成良

好。焼成む

らあ り。頸

音卜か ら体音5

に煤付着。

内面は剥落。

籠の網 目跡

が見られる。

315

[104]

1811

BE57 7外

士亜 18.1

＼
百Ю

頸部に 7条の波

状文 2帯、10条

の簾状文 1帯、

波状文1帯以上。

口縁、横ナデ。

頸部、横ハケ整形。

内面、横ハケ整形。

褐色。砂
粒を含む。
焼成良好。

焼成むら

あり。内
・外面は

景J落。
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316

[105〕

1811

BD56 30り朴

士亜 11.5

25.6

16.9

6.0

頸部に 7条の波
状文 1帯 、 7条
の斜走短線文 1

帯、 7条の波状
文 1帯。右回り、
断絶12回 以上。
中部高地型。

口縁、横ナデ。横ハヶ整形。
頸部、縦ハケ整形。
体部、縦・斜めハケ整形、縦へ

ラミガキ。波状文を切る。
内面、横ハケ整形。横・斜めへ

ラミガキ。
ハケ整形→施文→ヘラミガキ。

褐色。砂
粒・白色
粒子 02
～ 3-の
小石 を含
む。焼成
良。頸部
音卜か ら体
に煤付着。

317

[104]

1811

BD57 5

士亜 10。 7

10.8 X
頸部に波状文 2

帯以上。
頸部から体部上半、波状文。

内面、横ハケ整形、横ヘラミガ

キ。

褐色。砂

粒を含む。

ん趙ヴこ良政子。

外面は景J

落。

318

[105]

1811

BE57 7

士亜

/4＼

頸音Бから体音Б上

半に簾状文 1帯

以上、 7条の波

状文 1帯、 9条
の斜走短線文 2

帯、波状文 2帯。

体部、斜めハケ整形。 褐色。砂

粒を舗 。

焼成良好。

内面は景J

落。

319

[105]

1811

BE57 15

士笠 12.4

W

段部に円弧文、

縦直線文。

頸部にH条の横 ,

線文 2帯以上。

口縁、横ナデ、横・縦ハヶ整形。

雑な横ヘラミガキ。

頸部、縦ハケ整形。

内面、横ハヶ整形、横ヘラミガ

キ。

褐色。砂

粒を含む。

賊 良好。

焼成むら

あり。

320

[105]

1811

BD56 90り朴

士亜 16.5

W

段部に波状文 1

帯。頸部に12条

の波状文 2帯、
9条の簾状文 1

帯。

口縁、横ナ九

頸部、斜めハケ整形。

内面、横ハヶ整形。

褐色。砂

粒を含む。

焼成良好。

焼成むら

あり。

321

[106]

1811

BD57 8外

甕 28.3

32.4

29。 5

9。 8

口縁から頸部に

8条の斜走短線
文 2帯、8条の

簾状文 1帯 、 8

条の円弧文2帯。

口縁、横ナデ。

頸部、斜め・横ハケ整形。

体部、斜めヘラミガキ。円弧文

を切る。

内面、横ヘラミガキ。
ハケ整形→施文→ヘラミガキ。

褐色。砂
粒を含む。
焼成良好。
焼成むら
あ り。 口

縁か ら体
部に煤付
着。

322

[106〕

1811

BD56 82

甕

27.7

頸音Бから体菩Б上

半に10条の波状

文 4帯以上。

頸部、斜めハケ整形。

体部、縦ヘラミガキ。波状文を

切る。

内面、横ヘラミガキ。
ハケ整形→施文→ヘラミガキ。

茶褐色。
砂粒を含
む。焼成
良好。頸
音Бから体
部に煤付
着。

323

[106〕

1811

BF57 14

甕 21.9

28.1

22.0

7.5

頸音Бから体音Б上

半に 8条の波状
文 3帯 、9条の

斜走短線文1帯。
波状文、右回り
断絶 6回 、中部
高地型。

口縁、横ナデ:横ハヶ整形。

頸部、斜め 0横ハケ整形。

体部、斜めハケ整形、縦ヘラ

ガキ、斜走短線文を切る。

内面、横ヘラミガキ。
ハケ整形→施文→ヘラミガキ。

褐色。砂
粒を含む。
焼成良好。
焼成むら
あ り。 口

縁か ら体
音Бに煤付
着。

324

[lo6]

1811

BF57 13

甕 20.3

22.9

22.2

8.2

頸部に 7条の斜

走短線文1帯 、
7条の波状文 2

帯。

口縁、横ナデ。
頸部、横ハヶ整形。
体部、斜めハケ整形、斜めヘラ
ミガキ、波状文を切る。
内面、横ハヶ整形。横、縦・斜
めヘラミガキ。
ハケ整形→施文→ヘラミガキ。

褐色。砂

粒を含む。

焼成良好。
日縁から

体部に煤

付着。
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325

[107]

1811

BF57 12サネ

甕 18.7

20.2

頸音Бから体音Б上

半に 9条の波状
文 2帯、9条の

斜走短線文1帯。
波状文、右回り

断絶 5回 、中部
高地型。

口縁、横ナデ。

頸部、斜めハケ整形。

体部、斜めハケ整形、縦ヘラミ

ガキ。

内面、横ヘラミガキ。

褐色。砂

粒を含む。

焼成良好。
日縁から

体部に煤

付着。

326

[106〕

1811

BC57 7外

甕 18.2

20.5

頸音Бから体音Б上

半に 7条の波状

文 3帯 、右回り

断絶 5回以上。

中部高地型。

口縁、横ナデ、横ハケ整形。

頸部、斜めハケ整形。

体部、斜め・縦ヘラミがキ。

内面、横ハケ整形、横ヘラミガ

キ。

褐色。砂

粒を含む。

焼成良好。

327

[106]

1811

BE57 16

甕 19。 7

20.5

口唇部に刻み目
文。
日縁から体部上

半に 7条の斜走
短線文 1帯。 8

条の簾状文1帯 、
7条の波状文1帯。

口縁、横ナデ、横ハヶ整形。

頸部、斜めハケ整形。

体部、斜めハケ整形、斜め・縦
ヘラミガキ。波状文を切る。
内面、横ハケ整形、横ヘラミガ

キ。
ハケ整形→施文→ヘラミガキ。

褐色。砂

粒を含む。

焼成良好。

体部に煤

付着。

埋甕炉Fl。

328

[107]

1811

BE57 9外

甕 20。 9 頸音卜から体音Б上

半に 9条の波状

文 2帯。

口縁、横ナデ。

頸部、横・斜めハケ整形。

体部、斜めハケ整形、縦ヘラミ

ガキ。

内面、横ハケ整形、横ヘラミガ

キ。

褐色。砂

粒を含む。

焼成良好。

329

[107]

1811

BE57 17

甕

21.5

( ~1  )

頸部に波状文 1

帯以上。

体部、斜めハケ整形、縦ヘラミ

ガキ、波状文を切る。

内面、横ヘラミガキ。
ハケ整形→施文→ヘラミガキ。

褐色。砂
粒を含む。
焼成良好。
体部に煤
付着。埋

甕炉に敷
いてあっ
た土器。

330

[107]

1811

BD57 9タ ト

甕 14.8

17.1

12.6

5。 9

頸音Бから体音Б上

半に 8条の波状

文 3帯。左回り

断絶 6回 、中部

高地型。

口縁、横ナデ、横ハヶ整形。

頸部、横ハケ整形。
体部、斜めハケ整形、縦ヘラミ

ガキ。
内面、横ハケ整形、雑な横ヘラ
ミガキ。
ハケ整形→施文→ヘラミガキ。

褐色。砂

粒を含む。

焼成良好。

頸音Бから

体部に煤

付着。

331

[107〕

1811

BD56 16サ本

甕 12.9

15。 7

11.3

5。 0

頸部に 6条の波

状文 3帯 、右回

り断絶 7回以上、

中部高地型。

口縁、横ナデ。

頸部、横ハケ整形。

体部、縦ヘラミガキ。

内面、横ハヶ整形、雑な横・斜

めヘラミガキ。
ハケ整形→施文→ヘラミガキ。

褐色。砂

粒を含む。

んヨリt良政子。
口縁から

体部に煤

付着。

332

[107]

1811

BF57 11′朴

甕

13.5

6.9

頸音卜から体音Б上

半に 8条の波状

文 2帯以上。

体部、斜めハケ整形、縦、斜め
ヘラミガキ。

内面、縦、横、斜めヘラミガキ。

茶褐色。
砂粒を含
む。焼成
良好。頸
音6か ら体
部に煤付
着。

333

[107]

1811

BF56 15

甕 10。 9

11.0

9.4

5.6 U

無文 口縁、横ナデ、横ハケ整形。

頸部、斜め・横ハケ整形。

体部、斜め・縦ハケ整形、縦へ

ラミガキ。

内面、横ハケ整形、雑な横ヘラ

ミガキ。

褐 色。砂
粒 0雲母・

3-の 月ヽ

石 を含 む。

焼成良好 。

内・外面
の 口縁 か

ら体 部 に

煤付 着 。
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334

[107]

1811

BD57 4外

甕 9.6

10.6

8.9

5.9 ワ

頸部に 7条の波

状文 1帯、右回

り断絶2回以上。

口縁、横ナデ、横ハヶ整形。

頸部、斜めハケ整形。

体部、斜めハケ整形、斜め・縦
ヘラミガキ。

内面、横・斜めヘラミガキ。

褐色。砂

粒を含む。

焼成良好。

内・外面

に煤付着。

335

[107]

1811

BD56 9

甕

W

無文 口縁、横ナデ。

頸部、横ハヶ整形。

体部、横、斜めハケ整形、雑な

縦ヘラミガキ。

内面、横ハヶ整形、雑な横ヘラ

ミガキ。

褐色。砂

粒を含む。

焼成良好。
日縁から

体部に煤

付着。

336

[107]

1811

BF56 12

甕

8。 7

5。 1 υ

頸部に 5条の波

状文 2帯 、右回

り断絶 7回以上。

中部高地型。

頸部、横ハヶ整形。

体部、縦ヘラミガキ。

内面、横ハヶ整形。

褐色。砂

粒を含む。

賊 餅 。

体部に煤

付着。

337

[107]

1811

BE56 14`朴

鉢 17.4

10。 3

7.0

無文 口縁、横ナデ、横ハヶ整形。

体部、縦ヘラミガキ。

内面、横ハヶ整形、横ヘラミガ

キ。

褐色。砂
粒を含視
火男こ月

'こ

IttL女ヨ生。
焼成むら
あり。体
部に煤付
着。

338

[107]

18H
BD57 13外

鉢 18.3 無文 口縁、横ナデ、横ハヶ整形。

体部、縦ヘラミガキ。

内面、横ヘラミガキ。

褐色。砂

粒を含む。

焼成良好。

339

[107]

1811

BC57 4外

高杯

5.1

9。 4 瓜

不 明 外面、丁寧な縦ヘラミガキ。

脚部端部、横ナデ。

内面、ヘラミガキ。

脚部内面、横ヘラミガキ。

褐色。砂

粒を含む。

焼成良好。

60号住居址

器種 法 量 土 器 図 文 様 技 法 備 考

340

[107]

1811

DC46 15

甕 19.0

20.6

頸部に 9条の波
状文 1帯、9条
の簾状文 1帯、
9条の波状文 1

帯。右回り。 6

回断絶。中部高
地型。

口縁、横ナデ。

頸部、横ハヶ整形。

体部、縦ヘラミガキ。波状文を
切る。

内面、横ヘラミガキ。
ハケ整形→施文→ヘラミガキ。

茶褐色。

砂粒を含
む。焼成

良好。外

面全体に

煤付着。

341

[108〕

1811

DC47 19外

甕 18.0

凛IK

頸部に 9条の波

状文 1帯、 9条
の簾状文 1帯 、
9条の波状文 1

帯。右回り。

口縁、横ナ九

頸部、斜めハケ整形。

体部、斜めハケ整形。縦ヘラミ

ガキ。

内面、横ヘラミガキ。

茶褐色。

砂粒を含

む。焼成

良好。外

面全体に

煤付着。
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342

[108〕

1811

DE46 8

甕 19.2 頸部に 7条の波

状文 1帯 、 7条
の簾状文 1帯 、

波状文 1帯。右

回り。

頸部、斜めハケ整形。

内面、横ヘラミガキ。

褐色。砂

粒を含観

んコリこ」良政子。

343

[108〕

1811

DE46 15

甕

19。 4
―

ヽ

――

〃

ノ

頸部に 6条の波

状文 3帯以上。

右回り、断絶 1

回、回転台使用。

頸部、横ハケ整形。

体部、縦ハケ整形。雑な斜めへ

ラミガキ。

内面、横ハケ整形、雑な斜めへ

ラミガキ。

褐色。砂
粒・金雲
母 を含む。
焼成良好。
内・外面
の体部下
半に煤付
着。埋甕炉

`

344

[107]

1811

D04717

甕

＼1/

不 明 体部、縦ヘラミガキ。

内面、横ヘラミガキ。

褐色。砂

粒を含観

焼成良好。

61号住居址

器種 法 量 土 器 図 文 様 技 法 備 考

345

[108〕

1811

DF54 14

士亜 12.8 無文 口縁、横ナデ。

頸部、横ハケ整形。

体部、縦ヘラミガキ。

内面、縦・斜めハケ整形、雑な

横ヘラミガキ。

褐色。砂

粒を含む。

賊 餅 。

346

[108]

1811

DF55 9外

士亜

13。 3

7.2 Ψ

不明 体部、縦・斜めヘラミガキ。

内面、横ヘラミガキ。

赤褐色。
砂粒を含
む。焼成
良好。内
・外面の
一部に煤
付着。

347

[108]

1811

DF54

士亜

8。 8

不 明 体部、縦・斜めヘラミガキ。

内面、横ヘラミガキ。

褐色。砂

粒を含視

焼成良好。

348

[108〕

1811

DF54 8外

甕 9。 6

13.5

9。 5

5。 0 U
無文 口縁、横ナデ。

頸部、縦ハケ整形、横ヘラミガ

キ。

体部t縦ヘラミガキ。

内面、横・斜めヘラミガキ。

褐色。砂

粒を含視

焼成良好。

349

[108〕

1811

DF55 10

甕 18.2

18.9

口唇音5に 亥J目 丸

頸部に12条の波

状文 2帯。右回

り。断絶 5回。

中部高地型。

頸部、斜めハケ整形。

体部、縦ヘラミガキ。波状文を

切る。

内面、横ハケ整形、横ヘラミガ

キ。
ハケ整形→施文→ヘラミガキ。

褐色。砂
粒を含観
焼成良好。
内・外面
の体部に

煤付着。
埋甕炉Fl。
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350

[108〕

1811

DG54 14

甕 20。 0

18.1

無文 口縁、横ナデ。

頸部、横ハケ整形。

体部、縦ヘラミガキ。

内面、横・斜めヘラミガキ。

褐色。砂

粒を含む。

灯ヨヴt良去L
外面全体

に煤付着c

351

[108〕

1811

DG54 16

甕 21。 8 無文 口縁、横ナ九

頸部、横ハケ整形。

内面、横・斜めハケ整形。

褐色。砂

粒を含む。

灯ヨげこ良政子。

352

[108〕

1811

DF55 6外

甕

6.4

不 明 体部、縦ヘラミガキ。

内面、横ヘラミガキ。

褐色。砂

粒を含む。

んコリt良政子。

353

[108〕

1811

DF54 13

甕

6.4

不 明 体部、斜めハケ整形。縦ヘラミ

ガキ。

内面、斜めハケ整形。斜め・縦
ヘラミガキ。

褐色。砂

粒を含む。

んヨリこ良政子。

62号住居址

器種 法 量 土 器 図 文 様 技 法 備 考

354

[109〕

1811

DK54 12

一笠 13.1

30.3

26.4

8.2

無文 口縁、横ヘラミガキ。

頸部～体部上半、斜めハケ整形。

横ヘラミガキ。

体部、斜めヘラミガキ。

内面、斜めハケ整形。横ヘラミ

ガキ。

褐色。砂

粒を含む。

んヨウt良去L
焼成むら

あり。

355

[109〕

1811

DJ55 5

士亜 11.5

が 、

無文 口縁、横ナデ、横ヘラミガキ。

頸部、横ヘラミガキ。

体部、斜めヘラミガキ。

内面、横ヘラミガキ:

褐色。砂

粒・3～

4 ηπの/Jヽ

石を含む。

もコリt良要L
P5o

356

[109〕

1811

DK 54 13

士霊 9.2

9.9

四

無 文 口縁、丁寧な横ヘラミガキ。

頸部、縦・斜めハケ整形。

体部、横ヘラミガキ。

内面、横ヘラミガキ。

褐色。砂
粗L・ 3物π

の小石を
含む。焼
成良好。
焼成むら
あり。

357

[109]

1811

DT53 23

甕

17.0

20.5

無文 口縁、横ナデ、横ハケ整形。

頸部、横ハケ整形、斜めヘラミ
ガキ。

体部、斜めハケ整形、雑な斜め
ヘラミガキ。

内面、横ハケ整形、雑な横ヘラ

ミガキ。

褐色。砂

粒(3～
4つ

"´
)/Jヽ

石を含観

賊 朗 。

埋甕炉。
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358

[109〕

1811

D15321外

甕 18.1 無文 口縁、横ナデ、横ヘラミガキ。

頸部、縦ハケ整形、雑な横ヘラ
ミガキ。

体部、縦ハケ整形、斜めヘラミ
ガキ。

内面、横ヘラミガキ。

褐色。砂

粒を含む。

焼成良好。
日縁に煤

付着。

359

[109]

1811

DK54 8外

甕

4.6 ＼υ

不 明 体部、縦ハケ整形。

内面、横ハヶ整形。

褐色。砂
粒を含む。

賊 餅 。

体部に煤

付着。

360

[109〕

1811

DK54 19

高杯 12.2

3.2

▽

無文 口縁、横ナデ、横ハヶ整形。

体部、縦ヘラミガキ。
°

内面、横ヘラミガキ。

褐色。砂

粒を含む。

んヨリこ良去L

361

[109〕

1811

DK53 24サ朴

高杯

3.9

11.6 △

不 明 外面、縦・横ヘラミガキ。

内面、横ハヶ整形。
褐色。砂
粒を含む。
スデこ月

'こ

JttL女ョL。

脚部端部
に煤付着。
脚部に円
7Lを 勢≒魂

362

[109]

1811

DJ52 10

高不

3。 4

ノ4¬
、ゝ

不 明 外面、縦ヘラミガキ。

内面、横ハヶ整形。

褐色。砂

粒を含観

ん罰りこ良女L
脚部に円

7Lを 穿≒λ

363

[109]

1811

DK52 10

器 台

3。 2

10。 2 △

不 明 外面、縦・斜めヘラミガキ。
内面、横ハヶ整形。

褐色。砂

粒を含視

賊 JまヒタlF。

脚部に円

孔を4方
に穿つ。

63号住居址

器種 法 量 土 器 図 文 様 技 法 備 考

364

[109]

1811

DD57 9

一霊
　
‐

14。 0

22.5

無文 口縁、横ナデ。

頸部、横ハケ整形、横ヘラミガ

キ。

体部、斜めヘラミガキ。

内面、横ハヶ整形、横ヘラミガ

キ。

褐色。砂
粒・ 3物
の小石を
含む。焼
成良好。
焼成むら
あり。

365

[109]

1811

DD57 10外

甕 10.8

12.4

10。 6

5。 8 U
無文 口縁、横ナ九

頸部、縦ハケ整形。

体部、横・縦ヘラミガキ。

内面、横ヘラミガキ。

褐色。砂
粒を含む。
,デLIjtJまと,日F。

日縁から
体部に煤
付着。外
面は争J落。
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366

[109〕

1811

DD57 13

甕 19。 9 無文 口縁、横ナデ、横ヘラミガキ。

頸部、横ハケ整形、横ヘラミガ

キ。

体部、横ヘラミガキ。

内面、横ハケ整形、横・斜めへ

ラミガキ。

褐色。砂

粒を含む。

賊 Iヨ」晏ヨ生。

体部に煤

付着。

埋甕炉。

367

[109〕

1811

DD57 13

甕

20。 8

(   |   )

不 明 体部、縦ハケ整形。

内面、横ハケ整形。

褐色。砂

粒を含観

′Jセ」5'こ JまミJ姜ヨL。

368

[109]

1811

DE57 18

鉢 11.5

6.4

5.5 ∬

無文 口縁、横ハケ整形。

体部、横ハケ整形、横・縦ヘラ

ミガキ。

内面、横ハケ整形、横ヘラミガ

キ。

赤褐色。

砂粒・白

色粒子・

2 ηπの/Jヽ

石を含む。

賊 Iヨ J晏ヨL。

369

[109]

1811

DD57 6

高不 17。 2

＼1/

無文 口縁、横ナデ。

体部、横ハケ整形、横ヘラミガ

キ。

内面、横ハヶ整形、横・斜めへ

ラミガキ。

褐色。砂

粒を含む。

賊 :ヨ」彙ヨL。

口縁に煤

付着。

370

[109]

1811

DE57 5外

高不 14。 9

W

無文

内、外面、朱の

塗彩。

口縁、横ヘラミガキ。

体部、丁寧な横ヘラミガキ

内面、丁寧な横ヘラミガキ。

褐色。砂

粒を含む。

ん調成」良政子。

体部に煤

付着。

64号住居址

品種 法 量 土 器 図 文 様 技 法 備 考

371

[110]

1811

DB52 13

士亜

16.0

不 明 体部、縦ヘラミガキ。 褐色。砂

粒を含観

賊 朗 。

内面は景J

落。

372

[110〕

1811

DA52 9

甕 17.5

22.2

16。 6

7.5

無文 頸部、横ハケ整形。

全体、縦ヘラミガキ。

内面、横ヘラミガキ。

茶褐色。
砂粒を含
む。焼成
良。外面
全体に煤
付着。日

縁は磨耗。

373

[110〕

1811

DC51 13

甕 22.3

22.2

頸部～体部上半

に14条の波状文

3帯。右回り。

断絶11回。中部

高地型。

口縁、横ナ几

頸部、横ハケ整形。

体部、縦ハケ整形、縦ヘラミガ

キ。波状文を切る。
ハケ整形→施文→ヘラミガキ。

褐色。砂

粒を含観

,多モJブ長iJ言ミ」
'ヨ

L。
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374

[110〕

1811

DC52 10

甕 19.6

19。 5

口唇部に刻目文。

頸部に 9条の波

状文 3帯。

頸部、横ハケ整形。

体部、斜めハケ整形、雑な縦へ

ラミガキ。

褐色。砂

粒を含む。

賊 動 子。

375

[110〕

1811

DA53 7

甕

6.1 W

不 明 体部、縦ハケ整形、縦ヘラミガ

キ。

内面、横ヘラミガキ。

褐色。砂

粒を含視

賊 餅 。

内面に煤

付着。
P5内。

376

[110]

1811

DA53 7

甕

5.2
LEl

不 明 体部、縦ヘラミガキ。

内面、斜めハケ整形。斜めヘラ

ミガキ。

褐色。砂

粒を含む。

メデ七Jりに,ごヨJ'ヨ=。

P5内。

377

[110〕

1811

DA53 7

甕

4.2

不 明 体部、雑な縦ヘラミガキ。

内面、斜めヘラミガキ。

褐色。砂

粒を含む。

賊 朗 。

P5内。

378

[110]

1811

DC51 9

鉢 20。 4

14.0

8。 3

無文 口縁、横ナデ。

体部、斜めハケ整形。縦ヘラ

ガキ。

内面、斜めヘラミガキ。

茶褐色。

砂粒を含

む。焼成

良好。外

面の一部

に煤付着。

65号住居址

器種 法 量 土 器 図 文 様 技 法 備 考

379

[110]

1811

CS52 5

甕 19。 4

20。 4

頸部に 8条の波

状文 3帯。右回

り。断絶 4～ 6

回。中部高地型。

口縁、横ナ九

頸部、横ハケ整形。

体部、縦ヘラミガキ。波状文を

切る。

内面、横、斜めヘラミガキ。
ハケ整形→施文→ヘラミガキ。

褐色。砂
粒を含む。
焼成良好。
内・外面
の体部下
半に煤付
着。
埋甕炉。

380

[110]

1811

CQ53 4

甕 16.4

16.9

頸部に 8条の波

状文 3帯。右回

り。

口縁、横ナデ。

頸部、斜めハケ整形。

体部、縦ヘラミガキ。波状文を

切る。

内面、横・斜めヘラミガキ。
ハケ整形→施文→ヘラミガキ。

褐色。砂

粒を含む。

賊 餅 。

外面全体

に煤付着。

66号住居址

器種 法 量 器 図土 文 様 技 法 備 考

381

[111〕

1811

CY48 7

甕 10.9

11.9

8.6

4.8 ワ

頸部に 7条の波

状文 2帯。

口縁、横ナデ。

頸部、横ハケ整形。

体部、縦ヘラミガキ、波状文を

切る。

内面、横ハケ整形、横ヘラミガキ。
ハケ整形→施文→ヘラミガキ。

褐色。砂

粒を含む。

賊 朗 。
日縁から

体部に煤

付着。
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382

[111〕

1811

CY48 12

甕 12。 7

14。 0

10.8

6.2 ワ

頸部に 8条の波

状文 1帯。

体部上半に頸部

より大きな波状

文 1帯。

口縁、横ナデ。

頸部、横・縦ハケ整形。

体部、横ハケ整形、縦ヘラミガ

キ。

内面、横ハケ整形、横ヘラミガ

キ。

褐 色 。 砂
粒 ・ 白色
粒 子・2～
3-の /Jヽ

石 を含 む。
焼 成 良好 。
内 ・ 外面
の 回縁 か
ら体 部 に
煤 付 着 。

383

[111〕

1811

CY48 8外

甕 15。 5

11.9

14。 1

6.8

口唇音卜に刻み目

文。

頸部に 7条の波

状文 2帯 、断絶

1回、回転台使

用。

口縁、横ナデ。

頸部、縦・横ハケ整形。

体部、縦ヘラミガキ。

体部下半、縦ハケ整形。

内面、横ハケ整形、横ヘラミガ

キ。

褐色。砂

粒を含む。

賊 :ヨ」彙ヨ生。

頸音Бから

体部に煤

付着。

384

[111]

1811

CY48 11

甕 16.5

18.1

13。 6

6.7

頸部に 8条の簾

状文 1帯。

体部上半に 6条
の波状文 1帯。

口縁、横ナデ。

頸部、縦ハケ整形、縦 0横ヘラ

ミガキ。

体部、縦ヘラミガキ。

内面、横ヘラミガキ。

褐色。砂

粒を含む。

賊 Iヨ
j彙ヨ生。

日縁から

体部に煤

付着。

385

[111〕

1811

CY48 23

甕 17.9

18.7

頸音5か ら体音Б上

半に 7条の波状

文 3帯 、右回り

断絶 7回 、中部

高地型。

口縁、横ナデ、横ヘラミガキ。

頸部、横ハケ整形。

体部、横ヘラミガキ。

内面、横・斜めヘラミガキ。

褐色。砂

粒を含視

賊 Iヨコ彙ヨ生。

体部に煤

付着。

埋甕炉。

386

[111]

1811

CY43 13外

甕

21.4

8。 0

体部上半に 7条
の波状文 2帯以

上

体部、縦・横・斜めハケ整形、

縦ヘラミガキ。

内面、横ハヶ整形、横ヘラミガ

キ。

褐色。砂

粒を含観

賊 蠍 子。

体部に煤

付着。

387

[110]

1811

DA48 9外

甕 18.2

18。 1

頸部に4条の小

さな波状文1帯、

体部上半に4条
の波状文 1帯。

口縁、横ナデ。

頸部、横ヘラミガキ。

体部、縦ベラミガキ。

内面、横ハヶ整形、横ヘラミガ

キ。

褐色。砂

粒を含む。

賊 :ヨ」女ヨL。

頸音Бから

体部に煤

付着。

388

[110〕

1811

CY48 14外

鉢 19。 2 無文 口縁、横ナデ、横ヘラミガキ。

体部、縦ヘラミガキ。

内面、横ナデ、横ヘラミガキ。

褐色。砂

粒を含む。

んヨリこJ良政子。

67号住居址

器種 法 量 土 器 図 文 様 技 法 備 考

389

[111〕

1811

CY49 12

甕 9。 0

10。 1

8.8

5。 0 ワ

頸部に 8条の波

状文 1帯。

口縁、横ナデ。

頸部、横ハヶ整形。

体部、縦 0横ハケ整形、雑な縦
ヘラミガキ。

内面、縦・横ハケ整形。雑な横
ヘラミガキ。

褐色。砂

粒を含む。

焼成良好。

体部上半

に煤付着。

-178-



390

[111]

1811

CX49 12

甕 13。 2

18.9

13。 3

6.6

口唇音5に刻み目
文。
頸音Ьから体音Б上

半に 5条の波状
文 3帯。右回り

断絶 4回、中部
高地型。

口縁、縦・横ハケ整形。

頸部、縦ハケ整形。

体部、縦ハケ整形、縦ヘラミガ

キ。

内面、横、斜めハケ整形、斜め・

横ヘラミガキ。

褐色。砂
粒を含む。

メデ七Jりに,Eヨ」姜ヨL。

内・外面
の頸部か

ら体部に

煤付着。

391

[111〕

1811

CX49 11

甕 18。 9

17.6

口縁から体部上

半に 8条の波状

文 4帯、右回り

断絶 7回 、中部

高地型。

口縁、横ナデ。

体部、斜めハケ整形、縦ヘラ

ガキ。

内面、横、斜めハケ整形、横

斜めヘラミガキ。

褐色。砂
粒を含む。
賊 朗 。

内面の回

縁から体
部に煤付
着。

392

[111]

1811

CY49 14

甕 21.6

20。 7

頸音Бから体音Б上

半に4条の波状

文 3帯 、断絶 1

回、回転台使用。

口縁、横ナデ。

頸部、縦ハケ整形。

体部、斜めハケ整形。

内面、横ハケ整形。

褐色。砂

粒を含む。

賊 朗 。

体部に煤

付着。

埋甕炉Fl。

393

[111〕

1811

CY49 13

甕 23.6 口縁から体部上

半に 9条の波状

文 3帯。

口縁、横ナデ。

頸部、斜めハケ整形。

体部、斜めハケ整形。縦ヘラミ

ガキ。

内面、横・斜めハケ整形、横へ

ラミガキ。

褐色。砂

粒を含む。

賊 朗 。

394

[111]

1811

CY49 13

甑

6。 6 Ⅵ ノ

不 明 外面、縦ヘラミガキ。

内面、斜めハケ整形。

褐色。砂
粒を含視
焼成良好。
底部の中
央に円孔

を1個穿
つ。

68号住居址

器種 法 量 土 器 図 文 様 技 法 備 考

395

[112]

1811

BT51 11サ朴

士亜 17.8 不 明 口縁、横ナデ。

頸部上半、斜めヘラミガキ。

頸部下半、横ヘラミガキ。

内面、横・斜めヘラミガキ9

褐色。砂

粒を含観

賊 J言ミJ'ヨ 1。

396

[112]

1811

BU49 9

甕 19。 1

27.9

19.3

7.7

頸音卜から体音Б上

半に10条の斜走
短線文 2帯。11

条の簾状文1帯 、
10条の波状文 2

帯。波状文断絶
2回。右回り。

口縁、横ナデ。

頸部、斜めハケ整形。

体部、斜めハケ整形。縦ヘラ

ガキ。

内面、横ヘラミガキ。

褐色。砂

粒を含む。

賊 朗 。

外面全体

に煤付着。

397

[112〕

1811

BT50 10外

甕 19。 2

25.5

18。 0

6.4

頸音6か ら体音Б上

半に 7条の波状

文 4帯。右回り。

断絶 5回。中部

高地型。

口縁、横ナデ。

頸部、斜めハケ整形。

体部、縦ヘラミガキ。波状文を

切る。

内面、横・斜めヘラミガキ。
ハケ整形→施文→ヘラミガキ。

褐色。砂

粒を釣 。

んコリこJ実政子。

外面全体

に炭化物

付着。
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398

[112〕

1811

BT49 6

甕 13.6

18.7

13.2

6。 4

頸部に11条の波

状文 2帯 、右回

り。断絶 1回。

回転台使用。

口縁、横ヘラミガキ

体部、縦ヘラミガキ

内面、横ヘラミガキ

茶褐色。
砂粒を含
む。焼成
良好。焼
成むらあ
り。外面
全体に煤
付着。

399

[112]

1811

BU49 13

甕 19。 4

18.2

頸音6か ら体音Б上

半に12条の斜走

短線文 2帯、12

条の波状文2帯。

右回り。断絶 2

回。

口縁、横ナデ。

頸部、斜めハケ整形。

体部、縦ヘラミガキ。波状文を

切る。

内面、横ヘラミガキ。
ハケ整形→施文→ヘラミガキ。

褐色。砂

粒を含む。

賊 :ヨ」女ヨ生。

内・外面
の体培Бに

煤付着。

埋甕炉Fl。

400

[112〕

1811

BV50 1

甕 13.4

12。 4

剛

頸部に 7条の波

状文 1帯 、 7条
の簾状文 1帯 、
7条の波状文 1

帯。右回り。

口縁、横ナデ。

頸部、斜めハケ整形。

体部、斜めヘラミガキ。波状文

を切る。

内面、横・斜めヘラミガキ。
ハケ整形→施文→ヘラミガキ。

暗褐色。

砂粒を含

む。焼成

良好。

401

[112〕

1811

BT51 9

甕 19。 1 頸部に11条の波

状文 3帯以上。

口縁、横ナデ。

頸部、横・斜めハケ整形。

内面、横ヘラミガキ。

褐色。砂

粒を含観

んヨヴこ良政子。

402

[112〕

1811

BT50 4外

甕

11。 0

6.2 W

不 明 体部、縦ヘラミガキ。

内面、横・斜めハケ整形。

暗褐色。

砂粒を含

む。焼成

良好。

403

[112〕

1811

BV49 12

甕

20。 2 ～

ノ

／

Ｐ
＼

頸部に 9条の波

状文 3帯以上。

頸部、斜めハケ整形。

体部、斜めハケ整形、縦ヘラミ

ガキ。波状文を切る。

内面、横・斜めヘラミガキ。
ハケ整形→施文→ヘラミガキ。

褐色。砂

粒を含観

焼成良好。

埋甕炉の

下に敷い

てあった

土器。

404

[112〕

1811

BV50 8外

甕

14。 1

い|∫

頸部に 7条の波

状文 3帯。

頸部から体部上半、斜めハケ整

形。

体部、縦ヘラミガキ。

内面、横・斜めハケ整形、雑な

横、斜めヘラミガキ。

茶褐色。

砂粒を含

む。焼成

良好。外

面に煤付

着。

405

[112〕

1811

BT49 10

甕 12.6

10。 9

夕

頸音Бから体音6上

半に 9条の波状

文 3帯。右回り

断絶2～ 6回。

口縁、横ナデ。

体部、縦ヘラミガキ。

内面、横・縦ハヶ整形、横ヘラ

ミガキ。

褐色。砂

粒を含観

賊 動 子。

内面半分

に煤付着。
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69号住居址

器種 法 量 土 器 図 文 様 技 法 備 考

406

[113〕

1811

C1539外

甕 16.0

14.4

口縁から頸部に

7条の波状文 3

帯。右回り、断

絶 2回以上。

口縁、横ナ九

頸部、斜めハケ整形。

体部、斜め・縦ハケ整形。

内面、横ハケ整形、横ヘラミガ

キ。

褐色。砂
米立、・ 3-
のイヽ石 を
含む。焼
成良好。
頸音卜か ら
体音Бに煤
付着。

407

[112]

1811

C15310

甕 23.2

23.3

口縁から体部上

半に 8条の波状

文 1帯。11条の

波状文 1帯。 8
条の波状文2帯。

右回り。波状文
の断絶 2回。

口縁、横ナデ。

頸部、斜めハケ整形。

体部、縦ハケ整形、縦ヘラミガ

キ。

内面、斜めハケ整形、横ヘラミ

ガキ。

褐色。砂
粒・ 3～
5-の ガヽ
石 を含む。
焼成良好。
体音Бに煤
付着。
埋甕炉。

70号住居址

器種 法 量 土 器 図 文 様 技 法 備 考

408

[113〕

1811

CF57 6外

一亜 12。 0

15.2

頸部に8条の波

状文 1帯 、簾状
文 1帯。波状文
1帯。簾状文右

回り。波状文断

絶 1回。回転台

使用。

口縁、景J落。

頸部、斜めハケ整形。

体部、斜めハケ整形。斜めヘラ

ミガキ。

内面、斜めハケ整形、横ヘラミ

ガキ。

赤褐色。

砂粒を含

む。焼成

良好。焼

成むらあ

り。

409

[113]

1811

CF58 4外

士亜

35。 0

11.7

頸音卜から体音Б上

半に 8条以上の

波状文 4帯以上。
11条の斜走短線

文 2帯。

頸部、横・斜めハケ整形。

体部、横・斜めハケ整形。

内面、景J落。

赤褐色。

砂粒を含

む。焼成

良好。

410

[113〕

1811

CG56 4

一亜

27.0

頸部に9条の波

状文 3帯。右回

り。断絶 1回。

回転台使用。

頸部上半、縦ヘラミガキ。波状

文を切る。

頸部下半、斜めハケ整形。

体部、斜めヘラミガキ。

内面、横ヘラミガキ。
ハケ整形→施文→ヘラミガキ。

褐色。砂

粒を含む。

賊 蝕子。

411

[113]

1811

CG56 4外

士亜

24.5 ＼
、
ノ

／
‐
＼

不明

朱を塗彩。

体部、丁寧な縦ヘラミがキ。

内面、横ヘラミガキ。

赤色。砂

粒を含む。

賊 則子。

音Б分的に

煤付着。

412

[113]

1811

CF58 4

士亜

15.6  ヽ Nヽ嗜

不 明 体部、縦ハケ整形。
ハヶ口はされい。

褐色。砂

粒を含観

賊 動 子。

内面は景J

落。
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413

[113〕

1811

CE57 3

士亜

6.0 W

不明 体部、縦ヘラミガキ。

内面、ハケ整形。
褐色。砂

粒を含視

賊 餅 。

414

[114〕

1811

CE58 3

甕 17.3

21.8

17。 8

4.6

頸部に 5条の波

状文 2帯。

頸部、横ハヶ整形。

体部、横・斜めハケ整形。

内面、横・斜めハケ整形。

暗褐色。

砂粒を含

む。焼成

良好。外

面全体に

煤付着。

415

[114〕

1811

CF57 6

甕 15。 1

16.7

13。 8

6.3

無文 口縁、横ナデ。

全体、縦ハケ整形。

体部下半、縦ヘラミガキ。

内面、横・斜めハケ整形。

暗褐色。
砂粒・金
雲母を含
む。焼成
良好。外
面全体に

煤付着。

416

[H4]
1811

CF56 6

甕 14。 8

13.9

12.2

5。 9 U
頸部に11条の波

状文 1帯。12条

の簾状文 1帯。
11条の波状文 1

帯。簾状文右回

り。

口縁、横ナデ。

頸部、斜めハケ整形。

体部、斜めハケ整形。縦ヘラ
ガキ。

内面、横・斜めヘラミガキ。

褐色。砂

粒を含観

焼成良好。

417

[114〕

1811

CG58 5外

甕 20。 0

21.4

頸部に10条 の波
状文 2帯、10条

の簾状文 1帯。
10条の波状文 2

帯。右回り。
波状文断絶1回。
回転台使用。

頸部、横ハヶ整形。

体部、横・斜めハケ整形。雑な
斜めヘラミガキ。波状文を切る。

内面、横ヘラミガキ。
ハケ整形→施文→ヘラミガキ。

褐色。砂

粒を含観

賊 餅 。

418

[114〕

1811

CE57 9

甕 19.2

20。 0

口唇部に刻ロメこ
頸部に 9条の波
状文 1帯 、 9条
の簾状文 1帯、
9条の波状文 1

帯。右回 り。波
状文断絶 1回。
回転台使用。

頸部、斜めハケ整形。

体部、斜めハケ整形。雑な縦、
斜めヘラミガキ。

内面、横 0斜めハケ整形、雑な
横ヘラミガキ。

褐色。砂

粒を含む。

賊 蠍子。
埋甕炉Fl。

419

[114]

1811

CF56 5外

甕 19。 7 頸音6か ら体音Бに

12条 の波状文 5

帯。右回り。断

絶 8回。中部高

地型。

口縁、横ナデ。
頸部上半、縦夕ヽケ整形。斜めへ

ラミガキ。波状文を切る。
体部、横・斜めハケ整形。斜め
ヘラミガキ。波状文を切る。
内面、横ヘラミガキ。
ハケ整形→施文→ヘラミガキ。

暗褐色。′

砂粒を含

む。焼成

良好。外

面全体に

煤付着。

420

[114〕

1811

CF57 2外

甕 12.6

^llii:iiliill~~~~~~~-1∫

頸部に 5条の波
状文 1帯、 5条
の簾状文 1帯 、5

条の波状文 1帯。
右回り。波状文
断絶 1回。回転
台使用。 口唇部
に刻目文。

頸部。体部、縦ハケ整形。

体部、縦ヘラミガキ。

内面、横・斜めハケ整形。横、
斜めヘラミガキ。

褐色。砂

粒を含観

メデこFりこ朗 。

421

[114〕

1811

CE57 10

甕

20。 9

頸部に10条 の波
状文 1帯以上、
11条 の簾状文 1

帯、10条 の波状
文 2帯。右回り。
波状文断絶 1回。
回転台使用。

頸部、斜め
'ヽ

ケ整形。

体部、斜めヘラミガキ。波状文

を切る。

内面、横ヘラミガキ。
ハケ整形→施文→ヘラミガキ。

褐色。砂
粒を含観
光lLIjt餅。
内・外面
の体音6に
煤付着。
埋甕炉F20
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422

[114〕

1811

CF58 7外

甕

18。 4

6.9

不 明 外面、縦ヘラミガキ。

内面、横ヘラミガキ。

褐色。砂

粒を含む。

賊 餅 。

423

[114〕

1811

CF57 3

甕

5。 0 ＼|イ

不 明 体部、縦ヘラミガキ。

内面、斜めハケ整形。横・斜め

ヘラミガキ。

褐色。砂

粒を含む。

焼成良好。

外面に煤

付着。

424

[114〕

1811

CG58 6

鉢 22.4 無文

内、外面に朱 を

塗彩。

口縁、横ナデ。

体部上半、横ヘラミガキ。

体部、縦・斜め、丁寧なヘラ

ガキ。

内面、丁寧な横ヘラミガキ。

内、外面に朱を塗彩。

赤色。砂

粒 を少 し

含む。焼

成良好。

溝 2

器種 法 量 土 器 図 文 様 技 法 備 考

425

[115]

1811

CW46 16

甕

19.9
―

ノ

／

体部上半に 7条
の波状文 2帯以

上。

体部、斜め・縦ハケ整形。

内面、横ハケ整形。

褐色。砂

粒を含む。

賊 fヨ J女ヨL。

426

[115〕

1811

CX46 12

甕 23.2 頸音5か ら体音Б上

半に 6条の波状

文 3帯以上。

口縁、横ナデ、雑な横ヘラミガ

キ。

頸部、縦・斜めハケ整形、雑な

横ヘラミガキ。

内面、横ハケ整形、横ヘラミガ

キ。

褐色。砂

粒を含観

賊 朗 。

427

・[115]
1811

CW46 21

甕

9。 4

不 明 体部、斜め・縦ヘラミガキ。

内面、横ヘラミガキ。

赤褐色。

砂粒・ 2

～3mの
小石を含

む。焼成

良好。

428

[115]

1811

CX45 1

甕

5.6 ＼ν

不 明 体部、縦ヘラミガキ。

内面、縦・横・斜めヘラミガキ。

褐色。砂

粒を含む。

焼成良好。

焼成むら

あり。

429

[115〕

1811

CW46 20

甕

8.8
｀
、 |イ

不 明 体部、縦ヘラミガキ。

内面、横ヘラミガキ。

褐色。砂

粒を含視

ん勧ヴこJ曳政子。
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430

[115〕

1811

CW46 10

甕

4。 4 どヽ

不明 体部、縦ヘラミガキ。

内面、斜め・横ヘラミガキ。

黒褐色。

砂粒を含

む。焼成

良好。

431

[115]

1811

CX45 10

甕

4。 0

不 明 体部、横ハヶ整形。

内面、横ハヶ整形。

褐色。砂

粒を含視

ん趙ヴこ」表政子。

溝 3

器種 法 量 土 器 図 文 様 技 法 備 考

432

[115〕

1811

CG47 2

士亜 16.0

X
頸音6か ら体音6上
半に4条の波状
文 1帯 、 7条の

波状文 1帯 、 8

条の波状文1帯 、
5条の波状文 1

帯。

口縁、横ナデ、横ハヶ整形。

頸部、斜めハケ整形。

体部、斜めハケ整形。

内面、斜め・横ハヶ整形。

褐色。砂

粒・ 2～
3 ππ́)/Jヽ

石を含観

賊 fヨ J彙ヨL。

433

[115]

1811

CJ47 12

甕 16。 6

21.5

15。 0

5.8

頸音6か ら体音Б上

半に 7条の波状

文 3帯、 7条の

簾状文 1帯。

口縁、横ナデ。

頸部、斜めハケ整形

体部、斜めハケ整形

内面、斜めハヶ整形

赤褐色。

砂粒・ 2

～ 3-の
石英を含

む。焼成

良好。

434

[115]

1811

CK47 12

甕 21.7

21。 9

頸音Бから体音Б上

半に 7条の波状

文 3帯、9条の

斜走短線文 1帯

以上。

口縁、横ナデ、横ハヶ整形。

頸部、斜め・横ハヶ整形。

体部、斜めハケ整形。

内面、斜め 0横ハヶ整形、雑な
横ヘラミガキ。

茶褐色。

砂粒を含

む。焼成

良好。

435

[115〕

1811

C14712

甕 15。 0

爾

頸部に 8条の波

状文 1帯、 8条
の簾状文 1帯、
8条の波状文 1

帯。右回り。

口縁、横ナデ。

頸部、縦ハケ整形。

体部、縦・斜めハケ整形。

内面、縦・横・斜めハケ整形。

褐色。砂

粒を含む。

焼成良好。

436

[115〕

1811

C14713

甕

/鴨 ＼

頸音Бから体音6上

半に 8条の波状

文 1帯 、8条の

波状短線文1帯 、
8条の波状文 1

帯。

頸部、斜めハケ整形。

体部、斜めハケ整形。

内面、斜め・横ハヶ整形、雑な
横ヘラミガキ。

褐色。砂

粒を含観

光デこFりこ餅 。

25P

器種 法 量 器 図土 文 様 技 法 備 考

437

[116〕

1811

DE58 2

甕 15。 2

15.3

13.8

6。 8 U
無文 口縁、横ナデ、横ハヶ整形。

頸部、斜め・横ハヶ整形。

体部、斜め・横ハヶ整形、雑な

斜めヘラミガキ。

内面、斜め・横ハヶ整形、横へ

ラミガキ。

褐色。砂

粒を含む。

灯コヴt良政子。

頸音Бから

体部上半
に煤付着。
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遺構外

器 種 法 量 土 器 図 文 様 技 法 備 考

′438

[116〕

1811

CL48 15

士霊

15。 0

不 明 外面、縦ヘラミガキ。

内面、争J離。

褐色。砂

粒 02～

3-´ )/Jヽ

石を含む。

メデこ局

'こ

IttL女ョF。

439

[116〕

1811

CK48 14

甕 14.5

(16.0)

12.3

6.4 W
頸部に5条の波

状文 2帯。

口縁、横ナデ。

頸部、横ハヶ整形。

体部、縦・斜めハケ整形、縦へ

ラミガキ。

内面、横ハヶ整形。

褐色。砂

粒を含む。

んコ

'こ

良去L

440

[116〕

181
BR60 13

甕

20。 0

1書|ヽ

頸音Бから体音Б上

半に 6条の波状

文 2帯以上。

頸部、横ハヶ整形。

体部、縦ヘラミガキ。

内面、横ハヶ整形。

褐色。砂

粒を含む。

賊 朗 。

体部に煤

付着。

441

[116〕

1811

CK46 4

甕 19。 9

16.6

無文 口縁、横ナデ。

頸部、斜めハケ整形。

体部、斜めハケ整形。

内面、横・斜めハケ整形、雑な

横ヘラミガキ。

褐色。砂

粒を含む。

んヨす0良政子。

Ⅲ区

器種 法 量 土 器 図 文 様 技 法 備 考

442

[116〕

18111

CU57 1

士亜 15.5

り

口縁段音附こ縄文、

その上に 5条の

波状文 1帯、ボ

タン状貼 り付け

文 5個 、頸部に

簾状文1帯以上。

口縁、横ナデ、横ヘラミガキ。

頸部、斜めハケ整形、横ヘラミ

ガキ。

内面、横ヘラミガキ。

褐色。砂
粒を含む。

んヨヴt良政子。

段部に/Jヽ

円孔 2対

を穿つ。
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1号住居址 (1)03号住居址 (2～ 12)・ 4号住居址 (13～ 20)出 土土器実測図(÷ )

|||、

.%9
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32       0Cm

第 83図  5号住居址 (21022)・ 6号住居址出土土器実測図 (÷ )
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40

41

璽

第 84図  6号住居址 (30・ 31・ 35038～ 42)・ 7号住居址 (47～ 49)

Ocm

出土土器実測図 (=)
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0 l0cm:

.f 6

第85図  7号住居址 (43～ 46)・ 8号住居址 (50～ 56).出土土器実測図 (÷ )

一-1‐89-―



第 86図  9号住居址 (57)・ 10号住居址 (58～ 65)011号住居址 (66070071)出 土土器実測図 (÷ )

ヽ イ
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＼ 90

0         1 0cm

14号住居址 (77～ 80)015号住居址 (81～ 92)出土土器実測図 (÷ )

-192-一
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Ⅲ

Ocm

号住居址 (106・ 110～ H20116)第 89図 16号住居址 (93～ 96)017号住居址 (97～ 105)019

出土土器実測図 (÷ )

-193-



ノ
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、
――
ん

性 _日 日 _____早 Cm

第 90図 19号住居址 (107～ 1090H3～ H5`H70H8)・ 20号住居址 (119～ 125)出土土器実

測図 (÷ )
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第 91図  21号住居址 (126～ 134)・ 22号住居址 (135013601380139)出 土土器実測図 (÷ )

Ocm

-195-



71キ1111111「t‐1鰐″|||



第 93図  24号住居址出土土器実測図 (芸 )
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ノ

ス

ヽ

、

〃

ノ
172 /

Ⅲ    ll

第 94図 28号住居址 (168～ 171)029号住居址 (172・ 173)03‐ 1号住居址 (174～ 179),32号 住

居址 (180～ 182,184)出 ‐土土器実測図(÷ )
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ヽ
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ヽ

―‐

〃

〃

第 95図 32号住居址 (183)。 33号住居址 (185～ 198)034号 住居址 (199～ 203)出 土土器実測図 (■ )
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了
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性‥¬_T十___二 pcm

第 97図  37号住居■ (218)・ 39号住居t」L(221・ 222)041号住居址 (223)043号 住居址出土土器実測図(=)
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第98図 43号住居址 (224)044号住居址 (236～ 239)046号 住居址

出土土器実測図(÷ )

指

ノ

ト

‐

0     10Cm

(240～ 2450248～ 2510254)
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＝

」

0        10Cm

第99図  46号住居址 (2460247025202530255～ 257)048号住居址 (258)・ 49号住居址 (259～ 262・

264・ 265)出土土器実測図 (÷ )
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第 100図  49号住居址 (263)・ 50号住居址 (266～ 268)・ 51号住居址 (269～ 279)出土土器実測図 (÷ )

O         10Cm
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第 101図  55号住居址出土土器実測図 (÷ )
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第 102図  55号住居址出土土器実測図 (■ )
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Ocm

第 103図  56号住居址 (298)・ 57号住居址 (299～ 302)・ 58号住居址 (303～ 306)出 土土器実測図 (■ )
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0可す下下~~~~早 Cm

第 104図  58号住居址 (307～ 311)・ 59号住居址 (3120315・ 317)出土土器実測図 (÷ )
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第 105図  59号住居址出土土器実測図 (■ )

一-209-一

Ocm



屹

Ocm

第106図  59号住居址出土土器実測図 (■ )

―-210-



Ocm

第 107図  59号住居址 (325・ 328～ 339)060号住居址 (340・ 344)・ 出土土器実測図 (÷ )
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OTすすすす____卑 Cm

第 108図  60号住居址 (341～ 343)・ 61号住居址 (345～ 353)出 土土器実測図 (■ )
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ヽ
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3‐66

■
一４第 109図  62号住居‐址 (354～ 363)・ 63号住居址 (364～ 370)出 土土器実測図

L___r____ニ ト ロ
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\ l-r1\ | 1377

)|イ 3“

第 ■0図 64号住居址 (371～ 378)・ 65号住居址 (3790380

0_す_rr―一一ЩOCm

)・ 66号住居址 (3870388)出 土土器実測図 (÷ )

一-214-



∠ 4

Ocm

土器実測図 (÷ )第 Hl図  66号住居址 (381～ 386)・ 67号住居址 (389～ 394)出土

一-215-



400

第 ■2図  68号住居址 (395～ 405)069号住居址 (407)出 土土器実測図 (=)

Ｆ
ｔ

、

Ｊ

O              iOcm
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引3

第 1郎 図 69号住居址 (406)・ 70号住居址出土土器実測図 (÷)

一―12117-―
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ヽ

、

＝

ノ

第 114図  70号住居址出‐土土‐器‐実測図 (÷ )

一-218-一



澤文呻肛 ⊆

第 H5図 溝 2(425～ 431)・ 溝 3(432～ 436)出 土土器実測図 (■ )

一-219-
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Ocm

第 116図 25P(437)・ Ⅲ区砂層上面 (442)・ 遺構外出土土器実測図 (÷ )
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第 3節 石器その他の遺物

橋原遺跡から出土した石器類は縄文時代、弥生時代を合わせて、別表 (第 11表 )のように377

点に達する。大部分は住居址群中の出土であり、遺構の全 く存在しない地″点 (旧 線路の山側、

第Ⅲ区)か らは、ほとんどないに等しい数である。本遺跡では石器の出土位置が住居址竪穴お

よびその周辺に限定されている点が大きな特徴であろうか。したがってその多くは弥生時代の

石器といって差しつかえないと思われる。

縄文時代の遺構は42住 (中期)1基だけであるが、土器片の出土は前述の通 り住居址群中に

散発的に見られ、当然、縄文時代とされる石器 (例 えば鍬形鏃)が竪穴覆土中に検出されてい

る。実際には縄文時代の石器がわずか含まれていることは事実であるが、形態上から厳密にそ

れらをすべて分けることは、いささか無理があると考え、ここでは時代別の区別はしていなvヽ
。

縄文時代の石器としては、石鏃の一部と石匙、穀招石がはっきりしている。 また先土器時代の

スクレパー 1点の出土がある。

遺構出土の石器′点数は、器種によってかなりの差が見られる。住居址竪穴内から出土する割

合の高かったのは砧石・磨製石鏃・磨製石斧・石庖丁・祗石・敲石であり、低いのは打製石斧・

石鏃である。前者は比較的出土点数が少ないことも考慮しなくてはなるまい。もっとも、竪穴

周辺や傍からの出土を含めると、かなり竪穴内出土の割合は高 くなる。

住居址別に石器の出土数を見ると、15・ 24019035・ 46058062住 の各住居址に多く出土し

ている。火災に遭った59住には蛤刃形石斧以外に特に目立ったものは残されていない。

石器の器種別説明については、主な石器について以下に概略を記してまとめとしておきたい。

ただし石庖丁、祗石、砧石については別項にて詳しく述べているので、ここでは観察表と実測

図作成上の留意′点だけ記した。石庖丁・石金族・石槍・石錐・石匙・スクレパー・穀招石・多頭

石斧は観察表に詳しいので省略した。

表の石器の大きさ (法量)は 、図示した状態において縦・横直交する方向で最大値を求めた。

その場合、原則として断面を下に配した位置で縦を長さ、横を巾として計測した。なお図版作

成の中で、必ずしも合わないものが生じている。厚さは最大厚である。折損・破損した石器は

現存値を()で示した。

石器の表・裏という場合は図示した面を表面、その反対側を裏面と呼称して説明を記述して

いる。石器の表裏について特別に基準はなく、一般的な慣例にしたがつたが単に便宜的に用い

ている場合もある。とくに敲石、凹みの二面ある凹石についてはその傾向が強い。

器石
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打 製 石 斧

総数158点が出土しているが、住居址竪穴とその傍の出土は個々に見ていくと極めて少ない

点数であり、完形品に限って見ればさらに少ない。住居址別に打製石斧の出土状況をみると、

8住 と22住 における完形品が特異な在 り方を示している。ともに 2本が並んで南壁際に出土し

ている。

打製石斧の形態は厳密に検討を加えていない。従来の短冊形、分胴形、撥形に基準をおくが、

撥形はほとんどなく、分銅形も数少ない。大部分が短冊形であり、かなリバラエティーがある。

その中でも細身の頭部が刃部に比し細くなる、あるいは尖る例があり、全体に尖頭器状を呈す

形のものがある。また、これと形状は同じであるが側縁がわずかに括れるかまたは非対称形に

曲る例もある。前者を尖頭形、後者を茄子形と称しておく。極少の撥形が分類されるならそれ

より多い両者も区別されて当然と考えられる。これらの形態上の差は、用途より先に、着柄方

法による差と、使用による変形―丁磨耗・破損による再加工の所産と考えられる。磨耗痕につ

いてはとくに刃部の状態に強く現われているようである。短冊形の多くは、平刃の夕jが多いが、

それでも斜めにあるいは円味を呈している例がかなりあり、それらは刃部に磨耗痕が顕著であ

る。

刃先が斜めの場合は片側だけ極度に使用されて片減 りしたと思われる例がある (23032047
0149)ので注意 したい。再加工は、体部 と刃部の磨耗度が極端に異なる場合があ り、刃部を

新たに作 り出していると考えるのが適切である。

ところで、 8住・22住で大きな完形の打製石斧が出土 していることを述べたが、これらはい

ずれも使用痕が全 く認められないのである。使用前の姿なのか、非実用品か検討の余地がある。

特に22住の 2′点 (1110112)は 、長い年月の風化 を差 し引いても、使用に耐え得ないもろさの

ある大形品である。

分胴形は深い扶 りの入る例 (7)と わずかになだらかに括れる例がある (230107)。  後者に

完形品が多く、23の ように括れ部を除いて刃部・頭部の区別がつかないほどに磨滅 しているも

のもある。これは交互に刃部を使ったと見るより、同時に両端が使えるように着柄 したと考え

るべきであろう。分胴形の側縁には一様に敲打痕が認められ、括れ部を作 り出していることが

はっきりしている。

横 刃 型 石 器

争J片 あるいは板状薄手の礫の片側に景J離を加えて刃部としている例 (151、 155、 157)、 縦長

の景j片 の4貝」縁を刃部とする例 (152、 156)がある。いずれも刃先が磨耗し円味を呈している。

打製石斧 とは区別して横刃型石器の名称を踏襲した。打製石庖丁の類に加えてよいのかもしれ

ない。あるいはスクレパー的用途も考えられる。
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石  庖  丁

住居址竪穴内から12″点が出土した。遺構外の 1′点 (196)は Ⅲ区の崖錘地西縁部 という、集

落からやや離れた地′点から出土している。石庖丁の大きさは全体に小形で、よく使いこなされ

たというようなものばか りである。完形品が 7点あるが、端部片などもあり、破損の度が強す

ぎると思われるものがある。特異なことは62住 と22住の半欠品が接合したことであろうか。62

住と22住 出土の土器には、若干時間差が見られるので、あるいは62住の石庖丁は重複する16住

覆土中にあったものかもしれない。砥石例やこれも含めて住居址竪穴内の遺物の在 り方につい

ては、なお十分の検討を加える必要がある。本遺跡では遺物の分布図を作成しているので、こ

れについてはさらに分析をするつもりである。

磨 製 石 斧

42住 出土の 1点 を除いて、弥生時代の石器としてよいであろう。小形の石斧では定角式の整

った形のもの (160・ 17001740175)と 粗雑な整形のものとある。前者は両刃、後者は片刃で

ある。蛤刃形石斧はどれも着柄痕が顕著に残る。ことに 165は頭部を敲打によって強くすぼめ、

体部には円形に小さく凹ませた部分がある。ソケット状の着柄部に挿入させるための加工であ

ろうか。弥生時代通有の着柄方法であったことは、火災に遭遇した59住の石斧 (166)が炭化し

た柄部に挿入した状態で出土したことで明らかである。この石斧には、着柄部と思われる敲打

痕の著しい部分を除いて、タール状の炭化物が全面に付着している。火災時に露出していた部

分にのみ炭化物が付着したためと思われる。

磨 製 石 鏃

わずかに 6点の出土である。17住の 1点が尖端を欠 く以外は完形品であるが、うち 3点は研

磨による全体の整形がなされていないので未完成品と思われる。17住の欠損品 (181)は尖端近

くの両4員J縁が面取 りをしたように平担面となっているので、あるいは再加工 (尖端の作り出し)

の途上であったかもしれない。出土位置は15住 (177)、 62住 (182)の 2点を除いて、南西コーナ

ー付近の出土である。南辺あるいは東辺の入口に近い主柱穴の近辺に出土しているということ

は、数少ないとはいえ斉一性が強い在 り方を示している。入口に近い主柱に置かれた (推卜けて

おく)非実用の「矢」はさしずめ「破魔矢」とでもいってよいであろうか:

磨  製 石  剣

33住より出土、粘板岩製である。長さ3.8cmの残片であり、加えて剣身の片面力燎j落、また

区の部分も欠損しているために全形を把握することはできない。残存片で見ると、身幅は 3cm

で、両面ともに樋や鏑はなく、身の厚さ0.7cmの薄い偏平な作 りである。下部も欠けているた

めに茎についても明確ではないが、区と思われる部分が若千残っているところから見ると、茎

のない形態のものと思われる。刃については片側は鋭 く研磨され区に至 り、石剣独特のカーブ
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を描いているが、片側は石質の関係からか鈍 く面 どりされている。刃のカーブからすると、区

の幅は推定で 4cmと なる。

以上、概略を述べたが、本県内における出土例も少なく、諏訪地域においても諏訪市四賀ミ

ソギ平出土例が一点のみである。それらの例からしても利器としての使用より、国産銅器に見

られる武威の象徴 と考えて良いであろう。

祗   石

46点の出土があり、36点が住居址竪穴内の出土である。竪穴傍の溝、土鉱の出土を含めると

1点 を除いて他はすべて遺構内から発見されている。これらは大部分が円礫・亜角礫の自然石

や板状破片をそのまま利用していて、形を作 り出していない。そのため、特に形態分類は無用

と考え、使用痕の観察を主として第12表にまとめた。

砥石の機能部は石器または金属器を研磨 した磨耗面であるが、敲石 と同様の敲打痕や凹石 と

類似する凹みなども見られる。多目的に使われたか、転用されていったのであろう。ここでは

石器観察表および実測図においては、これら機能部の使用痕を次のように記号によって示した。

磨耗面 研磨痕A 石器、金属器を研磨 したツルツルの面、擦痕はあまり見られない。見え

ても非常に微細である 。

B 磨耗面の縁に見られる局部的に磨 り減った部分、荒い擦痕の残る例が多

擦 痕C 研磨によって生じたキズ、肉眼で容易に見える荒いキズである。

溝  D 金属器の尖端や角を研磨 したような太いキズや溝。

敲打部 敲打痕E 敲石 と同様に平坦面となる例。

、 凹 みF 凹石 と同様のアバタ状に凹む例。

磨耗面の範囲は図中に実線で示し、裏面、側面の図示できなかった部分は断面図、側面図に

ボウ線で模式的に示しておいた。

なお、石質による用途区分、使用形態の分類は別項に詳しく述べているのでここでは触れな

い。

砧   石

住居址の床上あるいは床上近 くに固定されるような状態で発見された板状または石塊状の大

きな石器である。縄文時代の石皿と違って、使用された面は平坦であることが必要であったと

思われる点に特徴がある。

使用痕の観察では、平坦面の磨耗の程度に四段階が認められ、その他に敲打痕や擦痕、凹み

も見られるため、実測図および観察表では次のように使用痕を記号で示した。

磨耗痕A 磨 り減ったツルツルの面、光沢を帯び、異常に光る例が多い。

B 同様にツルツルの面であるが、若千の光沢を帯びる程度。
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C 表面が潰れて平坦になり、そこだけ色が変っている。

D 表面の色がその部分だけ違っている程度であり、平坦面とまでいかないが、なめ

らかな面となっている。

敲打痕E 敲石としてもよいような敲打痕を残す例もある。

擦 痕F 祗石の磨耗面と同様の微細なキズ。

凹 みG 敲打痕ともいうべきアバタ状の凹み。

以上の使用痕だけでは祗石との区別がいささか曖味である。両者の大きな相違は第一に石材

にあり、次に磨耗面の形状にある。すなわち、安山岩という祗石に適さない、当地方特産の鉄

平石を用いていること、磨耗痕は平坦面を形成することである。後者については一様ではない

が、磨耗面A・ B・ Cは使用面の凸部だけが平坦に潰れているという具合に、平な大きなもの

を当ててこすっているような形跡がある。これに対し祗石が弧状の磨耗面である傾向が強い点、

大きく相違する。

使用痕の多彩な″点において用途は細分化されることも考えられるので、以後は砧石 (キ ヌタ

イシ)と いう語を用いてダイイシと読んでおく。

13′点を挙げてあるが、凹石 (267)、 石師 あるいは磨石 (2650271)で もあり、砥石の中に敲打

痕のある例は多数あるのであるから、実数は意味がないかもしれない。典形的な敲石は、乳棒

状の礫の先端を使用しているもの (26402660268)で ある。石槌状に平坦面を形成 し、擦痕

の残る例もある (266)。 また非常に強度の打撃痕が残る例もある (269)。 267は 円礫の側面に

二条、浅い溝状に敲打痕が全周する。畿内地方の弥生時代遺跡に見られる例に似ているが、出

土した45住 は平安末期の住居址である。敲石かどうか疑間が残る。2620264の 2′点も弥生時代

以外の住居址から出土している。石師 に見られる敲打痕も合わせると相当量何かをこす り、た

たいていることが窺い知られる。また、269は 60住床上に出土した平石 (砧石 )と並んであった

が、セットとして捉えてよいかもしれない。ただし、共に使用痕はそれほどはっきり残ってい

ない。

20′点の出土があるが、石師 、敲石の敲打痕 (凹み)も あるので、これは単独に凹みだけある

石器の数 ということである。弥生時代の住居址竪穴および竪穴そばからの出土が16′点であり、

すべて該期の凹石 としてよいと思われる。敲石に比べ、素材の選択はおざなりの感があり、遺

跡地内で拾える亜角礫が大部分である。大きさ、形はバラバラといってよい。注意される凹石

は19住床上に出土した 1″点 (282)である。凹みのある面を上にして出土しているので、片面の

擦痕が新 しいキズでない事ははっきりしている。相当に強い力で、縦横に擦った後が残るが、

祗石のようなツルツルな面はないので凹石の申に入れておく。

石敲

石凹
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石製品、ガラス製品

15住から有孔円板、58住から管玉 (破損)と ガラス小玉、 1住から紡錘車 (破損)が各 1′点

出土している。弥生時代のものとして問題はない。有孔円板は普通の平たい礫の中心に敲打に

よる径0.6cmの 7Lが両側から穿たれている。全体の形は整形されていない。出土状況がやや曖

味なため、詳しい説明は差し控えておきたい。

管玉はガラス小玉発見後の水洗いによって採集されたため、出土位置は明確ではない。灰緑

色を呈した硬玉製で、長さ 18。 2mm太さ5.3mmの 小品である。

紡錘車 (380)は 1/6程度の残片である。

ガラス小玉は58住の床面から検出された。床上 10cmの覆土を水洗いしたが、この 1′点のみ

検出されただけである。色はコバル トブルーを呈し、外径 5.9mm、 である。 弥生時代 の玉類

は、周辺遺跡の一つになる天王垣外遺跡 (第 1図 2)に おいて多量に発見されている。勾玉、

管玉、水晶玉の総数362個 であるが、ガラス小玉は 1′点も含まれていない。(「岡谷市史」第一巻 )

紡錘車44″点、小型手控土器20点、有孔円板 1′点、勾玉状土製品 1′点、土玉 4′点、土錘 19′点、

土偶 2点が発見されている。

土器の破片を成形した無孔の円板が10点 出土しているが、紡錘車よりも側面を招り磨いて形

を整えているので、あるいは別種として検討する必要があるかもしれない。

紡錘車と小形手控土器は別項にて詳述しているので、観察表に委ねここでは特に触れない。

土製品の中で特異な存在は、勾玉状土製品と土玉、ペンダント風の有孔円板であろうか。勾

玉を除いては床面上、あるいは埋甕炉の土器内から発見されているので、弥生時代の遺物であ

ることははっきりしている。

土偶 2′点は糸旺文時代後期の土偶片である。

土錘19点は、 8″点の住居址竪穴内出土も含めてすべて表土層、あるいは攪乱層の出土であり、

弥生時代の土錘ではない。平安～中世に使われた投網の錘であろう。湖北地区では縄文後代後期

の遺跡から石錘が多量に発見されているので、弥生時代に魚労をしていなかったとは考えられ

ず、別の手段を用いて補獲していたと想像されるのである。あるいは魚労に対する依存度が低

かったのか、興味ある問題である。

ロ
ロロ

32住床面から鈍 (445)と 思われる完形品が 1′点と先端部片が1点 、35住からやはり同様の先

端音Б片が 1点 (456)出土している。刀子のようにも思われるが錆がはなはだしくはっきりしな

い。この他にも6′点の鉄片が出土しているが、遺跡全体に攪乱がはなはだしく、床面付近の確

実なものだけ取り上げてある。いずれも小さな残片のため、どういうものか全くわからない。

土 製 品

製鉄
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矢熙

嘔
熙
熙
期
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石器その他遺物観察表

打製石斧 第12表 石器その他遺物観察表 ( )内数値は現存値

NQ挿 図NQ 台 帳 番 号 出土遺構名 形 態 残存状態 石 材
長 さ  巾
(cm)  (cm)

さ

＞

重
＜

さ

＞
ｍ

厚
＜ｃ

1-117   181

2        181

3        181

4-117   181

5- 〃    181

6- 〃    181

7- 〃    181

8- ″    181

9- 〃    181

10       181

11        181

12        181

13        181

14        181

15       181

16        181

17        181

18-117    181

19- 〃    181

20- 〃    181

21- 〃    181

22- 〃    181

23- 〃    181

24-118    181

25- 〃    181

26- 〃    181

27- ″    181

28-117    181

29        181

30-117    181

31        181

32-118    181

33- 〃    181

34- 〃    181

35- 〃    181

36- 〃    181

37       181

38        181

B J56.2

B L56.3

B L57.5

B L55.4 15住

B M54.H 15住

B M55.1 15住

B N53。 9 15住

B N60。  14 324庄

B058.2 32住

B061.1 36住

B P50。 10

B P52.1

B P55.23 33住

B Q55: 6 33住

B Q52.1

B R58.1

B R54。 2 31住西傍

B R59。  9 34住

B T60.8 344匡

B S47.80 24住

B S46.75 24住

B W49: 3 5住

B W49.2 5住 西北傍

B W62.3 46住

B X62. 5 46住

B Y61.4 46住

B Y62.14 46住

B Y47.63 3住

C A59。 3

C A55.6 4住

C B62.2 44住傍

C B64. 9 44住

C C53.2 35住

C C54.8 35住

C D54.9 35住

C E54。  3 35住

C D57.28

C D63. 1 6住

尖頭形 完   形

短冊形 刃 部 片

短冊形 完   形

不 明 体 部 片

不 明 頭 部 片

短冊形 刃部一部欠

分胴形 刃 部 欠

短冊形 刃部∵部欠

不 明 刃 部 欠

短冊形 頭 部 片

短冊形 完   形

短冊形 刃部、頭部欠

不 明 頭 部 片

短冊形 頭 部 欠

短冊形 刃 部 欠

短冊形 完   形

不 明 刃 部 片

短冊形 完   形

不 明 刃～体部欠

不 明 完   形

短冊形 完   形

短冊形 完   形

分胴形 完   形

分胴形 刃 部 欠

短冊形 完   形

短冊形 頭 部 欠

撥 形 完   形

尖頭形 完   形

短冊形 頭 部 欠

短冊形 刃 部 欠

不 明 頭 部 片

尖頭形 完   形

短冊形 完   形

撥 形 頭 部 欠

短冊形 刃 部 欠

分胴形 頭～体部欠

不 明 刃～体音Б欠

不 明 刃 部 片

粘 板 岩

粘 板 岩

粘 板 岩

粘 板 岩

粘 板 岩

粘 板 岩

粘 板 岩

粘 板 岩

粘 板 岩

粘 板 岩

砂   岩

ホルンフェルス

粘 板 岩

粘 板 岩

粘 板 岩

粘 板 岩

粘 板 岩

結 晶 片 岩

粘 板 岩

粘 板 岩

粘 板 岩

粘 板 岩

粘 板 岩

粘 板 岩

粘 板 岩

結 晶 片 岩

結 晶 片 岩

ホルンフ」Lルス

粘 板 岩

結 晶 片 岩

粘 板 岩

粘 板 岩

粘 板 岩

輝 緑 岩

粘 板 岩

砂   岩

粘 板 岩

蛇 紋 岩

10。 1      5.2

7.0  4。 8

12.2  7.5

(7.3)(5。 1)

(8。 1)(4。 0)

12.5 (5。 1)

(11.0) ( 4.4)

( 9。 2) ( 4。 8)

( 9。 5) ( 5。 5)

(6.1)(3.9)

10。 2  4。 6

(10.3)(5。 1)

( 6.2) ( 5.2)

( 8。 4) ( 3.7)

(12.1)(6.2)

(10。 2) 4.3

( 4.0) ( 5。 9)

15。 7  6.1

(8.2)(6.9)

7。 9  9.2

15.7  9。 2

12。 7  7。 5

17.6     6.6

(9。 7)(5。 4)

6.3   3.5

(7.6)(4.8)

12。 8  7.0

9。 1  5.3

(10。 1)(6.0)

(11。 7) ( 5。 7)

(5。 4) ( 3.5)

14.3  6.6

13。 3  4.8

(9。 9)(6.5)

( 8.9) ( 4.3)

(9。 1)(7.3)

(7.5) ( 4.3)

(3.6)(5。 1)

1.5      89

0。 7      36

1.6      84

(1.8) (67)

( 1.8)   ( 59)

2.1    (165)

( 1.4)  ( 73)

( 1.3)  ( 76)

( 2.8)   (153)

( 0。 9)   ( 28)

1.5     113

(2.2) (141)

( 1。 4)   ( 54)

( 1。 1)  ( 45)

( 1.9)  (195)

1。 8    (100)

( 1。 2)   ( 35)

2.5     363

(3。 0)(210)

1。 9     177

2。 8     562

1。 6     193

3。 1    459

(1.6)(loo)

0。 8      31

(1。 7) (94)

2.3     259

1。 2      71

(1.8) (115)

( 2。 0)   (158)

( 1.0)  ( 22)

2.4     268

2.1     186

(2.1)(161)

( 1.4)  ( 68)

( 2.5)   ( 69)

( 1。 9)   ( 69)

( 1.1)   ( 28)
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h挿図NQ 台帳 番 号 出土遺構名 形 態 残存状態 石  材
長 さ

(こ m)
巾

(cm)

厚 さ

(cm)

さ

＞

重
＜

39

40-118

41- ″

42- 〃

43

44

45-118

46- 〃

47- 〃

48- 〃

49- 〃

50-119

51- 〃

52- 〃

53

54-119

55

56

57-119

58- 〃

59

60

61-119

62

63-119

64

65-119

66-〃

67- 〃

68- 〃

69- ″

70- 〃

71- 〃

72

73-

74-119

75

76

77

78

C F65。 7

C F64.12

C G55. 3

C G57. 4

C H57.2

C H63.3

C G60. 1

C159。  3

C163. 4

C163. 3

A T44.233

A T44.285

A T44.303

A Q45。 15

A R46.53

AR

A V44。 17

A W61.58

AW51.1

A W63.36

A X61.3

A Y61.6

B A61。 4

B A58.17

B C55。  1

B150. 8

B150.2

B K48.11

B K48.2

B K59.1

B L58.13

B L58.12

B P50.4

B Q52.2

B Q52. 6

B R48. 6

B R50. 4

B U51.6

B S49。  2

6住

6住

42住西傍

7S付近

43住東傍

43住北東傍

43住

43住南東傍

43住

43住

19住

19住

19住

19住東傍

結 晶 片 岩

粘 板 岩

ホルンフェルス

粘 板 岩

粘 板 岩

粘 板 岩

砂   岩

粘 板 岩

粘 板 岩

結 晶 片 岩

粘 板 岩

粘 板 岩

粘 板 岩

粘 板 岩

粘 板 岩

粘 板 岩

砂   岩

粘 板 岩

粘 板 岩

礫 質 砂 岩

粘 板 岩

砂   岩

粘 板 岩

変 輝 緑 岩

粘 板 岩

粘 板 岩

粘 板 岩

粘 板 岩

粘 板 岩

硬 砂 岩

粘 板 岩

粘 板 岩

硬 砂 岩

粘 板 岩

粘 板 岩

粘 板 岩

粘 板 岩

粘 板 岩

粘 板 岩

粘 板 岩

181

181

181

181

181

181

181

181

181

181

181

1811

1811

1811

1811

1811

1811

1811

1811

1811

1811

1811

1811

1811

1811

1811

1811

1811

1811

1811

1811

1811

1811

1811

1811

1811

1811

1811

1811

1811

68住

68住東傍

7住北壁傍

20住東傍

20住東傍

20住

55住

59住北傍

58住

58住

58住

58住

8住

8住

8住

不 明 頭 部 片

短冊形 完   形

尖頭形 頭 部 欠

分胴形 頭 部 欠

不 明 頭 部 片

短冊形 頭 部 欠

短冊形 頭 部 欠

不 明 体～頭部欠

尖頭形 完   形

短冊形 頭 部 片

短冊形 頭 部 欠

短冊形 刃 部 欠

短冊形 体 部 片

茄子形 刃～胴部片

不 明 頭 部 片

不 明 頭 部 欠

撥 形 刃 部 欠

不 明 頭 部 片

短冊形 頭 部 欠

短冊形 頭 部 欠

短冊形 刃 部 欠

不 明 刃 部 片

尖頭形 完   形

不 明 頭 部 片

短冊形 頭 部 欠

短冊形 刃 部 欠

短冊形 刃 部 欠

不 明 刃 部 片

不 明 頭 部 欠

不 明 刃 部 片

不 明 頭 部 欠

短冊形 完   形

短冊形 完   形

短冊形 刃 部 片

不 明 刃 部 片

尖頭形 完   形

撥
・

形 頭 部 片

分月同形 頭 部 欠

不 明 刃 部 片

短冊形 体 部 片

(3.7)(4.0)(1.0) (16)

9。 9     4.8     1.6     78

(8。 0) 5。 0   1.4 (63)

( 8.7)  ( 6.0)  ( 1.1)  ( 65)

( 3.5) ( 4。 0) (0。 9)  (15)

( 8.8)  ( 4。 7)  ( 1.4)   ( 64)

(9。 2) (4.3) (2.5)  (116)

( 6.5)  ( 6.2)  ( 1.1)  ( 52)

9。 7  5.8  2.1  115

(9。 4)(7.1)(3.4) (178)

( 9。 9)    4.3     1.8    ( 92)

(10。 1)  ( 4.7)  ( 1.8)   ( 77)

( 6.2)  ( 5.5)  ( 1。 0)   ( 47)

(11.6)  ( 3.8)  ( 1。 0)   ( 42)

( 6.1)  ( 3.8)  ( 1.2)   ( 46)

( 7.8)  ( 5。 7)  ( 1.6)   ( 86)

( 8.8)  ( 5。 8)  ( 1.6)  (105)

( 4.7)  ( 5.3)  ( 1.5)   ( 46)

( 9。 9) ( 5。 0) ( 1.8)  (111)

(11。 2)  ( 5.5     2.3    (167)

( 9.7)  ( 5.5)  ( 1.6)  ( 96)

( 7.4)  ( 3。 0)  ( 1.2)   ( 26)

10.8     5.6      1.2     109

(5。 3)(3.7)(1.2) (33)

(10。 9)  ( 4.7)  ( 1.3)   ( 93)

(lo.2)  ( 6.3)  ( 2.3)  (168)

( 7。 9)  ( 5。 5)  ( 2.9)   (109)

( 5。 7)  ( 5。 3)  ( 1.3)   ( 42)

( 6.9)  ( 4。 7)  ( 1。 1)   ( 32)

( 6.2)  ( 5。 1)  ( 1.1)   ( 38)

( 8。 0)    6.2     1.5    (109)

14.5     4.3      1.6     156

13.0     5.6     2.0     181

( 7.9) ( 5。 4) ( 1。 8)  ( 81)

( 4.2)  ( 4。 5)  ( 0.9)   ( 27)

9。 7     4.9     1.6      94

(6.2)(4。 3)(1.5) (57)

( 8.0)  ( 5.4)  ( 1.8)   (202)

( 5.8)  ( 3.8)  ( 1.1)  ( 24)

( 6.3)  ( 4。 1)  ( 1.2)   ( 35)
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NQ市事EコNQ 台帳 番 号 出土遺構名 形 態 残存状態 石
さ

＞

重
＜

材
長 さ  巾  厚 さ
(cm)  (cm)  (cm)

79    18 Ⅱ B S49.

80-119  18 Ⅱ B T51.

81-〃   18 Ⅱ B T50.

82-〃   18 Ⅱ B V49.

83-〃   18 Ⅱ B V51.

84    18 Ⅱ C D51.

85    18 Ⅱ C E56.

86    18 Ⅱ C F57.

87   18 Ⅱ C G56.

88    18 Ⅱ C G55。

89-120  18 Ⅱ C F51.

90   18 Ⅱ C K54.

91    18 Ⅱ C F53.

92    18 Ⅱ C F53.

93    18 Ⅱ C 156.

94-120  18 Ⅱ C J44。

95   18 Ⅱ C J46。

96-120  18 Ⅱ C J60。

97-″   18 Ⅱ C K57.

98    18 Ⅱ C L46.

99-120  18 Ⅱ C S48.

100     18 Ⅱ C S48.

101    18 Ⅱ C L48。

102    18 Ⅱ C K48.

103    18 H C M48.

104     18 Ⅱ C 048。

105    18Ⅱ  CQ48。

106-120  18 Ⅱ C V46.

107-〃   18 Ⅱ C M54.

108    18 Ⅱ C M54.

109-120  18 Ⅱ C M62.

■0    18 Ⅱ C N52.

Hl-120 18 Ⅱ C M58.

112-〃   18 Ⅱ C M58。

113-〃   18 Ⅱ C N58.

114-〃   18 Ⅱ C 057.

115-   18 Ⅱ C P56.

116    18 Ⅱ C 050.

117-120  18Ⅱ  CQ56.

118-〃   18 Ⅱ C R51。

3 68住 東傍

6 68住 東傍

5 68住傍

2 68住西傍

2 68住南西傍

2

短冊形 刃 部 欠

茄子形 頭 部 欠

短冊形 完   形

尖頭形 刃部一部欠

尖頭形 完   形

短冊形 刃 部 欠

尖頭形 頭 部 片

分胴形 頭 部 片

不 明 刃 部 片

茄子形 頭 部 欠

茄子形 完   形

短冊形 頭 部 欠

不 明 頭 部 片

不 明 刃 部 片

短冊形 刃 部 片

短冊形 頭 部 欠

不 明 体 部 片

不 明 頭 部 欠

分胴形 頭部刃部欠

不 明 刃 部 片

分胴形 完   形

短冊形 頭 部 欠

短冊形 刃 部 欠

不 明 体 部 片

不 明 刃 部 片

不 明 体 部 片

短冊形 体～頭部欠

短冊形 頭 部 欠

分胴形 完   形

尖頭形 頭 部 欠

尖頭形 完   形

不 明 刃 部 片

短冊形 完   形

短冊形 完   形

短冊形 頭 部 余J落

茄子形 頭 部 欠

不 明 頭 部 片

不 明 刃 部 片

短冊形 完   形

撥 形 完   形

粘 板 岩 (8.8)

粘 板 岩 (11.0)

粘 板 岩  10.6

粘 板 岩 (10.6)

粘 板 岩  9.7

砂   岩  (16.2)

粘 板 岩 (7.0)

砂   岩  (8。 3)

粘 板 岩 (4.6)

粘 板 岩 (10.4)

米占 板 岩  12.6

輝緑凝灰岩  (8.1)

粘 板 岩 (8.5)

粘 板 岩 (5.3)

粘 板 岩 (9。 2)

粘 板 岩 (7.2)

粘 板 岩 (4.4)

粘 板 岩 (7.7)

砂   岩 (8.9)

粘 板 岩 (4.7)

ホルンフェルス   8。 6

ホルンフェルス (10。 8)

粘 板 岩 (9。 4)

粘 板 岩 (4.8)

粘 板 岩 (4.8)

粘 板 岩 (8.9)

粘 板 岩 (6.9)

粘 板 岩 (10.8)

粘 板 岩  12。 6

粘 板 岩 (8。 0)

安 山 岩 10.1

粘 板 岩 (8.6)

粘 板 岩  17.9

粘 板 岩  15.8

粘 板 岩 (16.8)

粘 板 岩 (12。 3)

粘 板 岩 (7.1)

粘 板 岩 (4。 3)

粘 板 岩  9.3

硬 砂 岩  9.2

(4.6)(1.3)(78)

5。 1     1。 6    ( 95)

4。 5     2。 4     159

5.6  1。 6 (109)

5。 0  1。 9   93

(5.2)(1。 1) (128)

( 3.8) ( 1.5) ( 41)

( 3。 7)  ( 2.5)  ( 78)

( 4.6)  ( 1.1)   ( 33)

( 4.4)  ( 2.3)   (154)

5。 1     1。 6     130

(4.9)(1.6) (97)

( 3.5)  ( 1.2)   ( 39)

( 5。 0)  ( 0。 9)   ( 26)

( 4。 0)  ( 2.1)   ( 77)

( 4.4)  ( 1.7)   ( 65)

( 4。 1)  ( 1。 4)  ( 23)

5。 7     1.2)   ( 85)

(7.3) (1。 9) (113)

( 6.5)  ( 1.3)   ( 56)

5.5     1.6      83

(4.6)(1.4) (99)

(4.3)(2.1)(110)

( 5。 5)  ( 1.1)   ( 40)

( 5.1)  ( 1.7)   ( 45)

( 7.0)  ( 1.5)   (104)

( 4.5)  ( 1.7)  ( 85)

5。 7   1.7 (113)

6.3     2.2     257

(4.8)(1。 3) (82)

5.0    1.5   112

(4。 0)(1.3)(59)

6.8      2.6     357

6.7     2.4    310

5.8  1.5 (181)

4.2  1.5(93)

(4.4)(0.8)(23)

(4。 3)(1.0) (31)

3.9     1.5     67

4.4     2.1     83

２

４

２

１

１

２

１

２

２

５

２

２

１

４

８

５

４

‐９

４‐

３

２

５

５

９

３

４

９０

７５

８

７

２

３

４

４

70住傍

70住

70住北西傍

69住・70住傍

69住北東傍

69住西近 く

18住

溝 2

溝 2

溝 2、 溝 3傍

溝 2傍

溝 2傍

溝 2傍

溝 2傍

溝 2傍

9住

22住

22住

22住

22住

22住傍

65住
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NQ挿 図NQ 台 帳 番 号 出土遺構名 形 態 残存状態 石
長 さ  巾  厚 さ

(cm)  (cm)  (cm)

さ

＞

重

＜材

119-120  18 H C R52.18

120-〃   18 Ⅱ C R53.10

121    18 Ⅱ C R55.2

122    18 Ⅱ C R57.2

123-120  18 H C R59。  3

124    18 Ⅱ C V48.5

125    18 H C X58。 2

126-121  18 Ⅱ C X61。 1

127-″   18 Ⅱ C V62.2

128-〃   18 Ⅱ D A51.2

129-〃    18 Ⅱ D D50. 4

130-〃   18 Ⅱ D C49.6

131-〃    18 Ⅱ D D47.18

132-″   18 Ⅱ D D54.4

133   18 H D E50.5

134    18 H D E51。 3

135    18 Ⅱ D F56. 3

136    18 Ⅱ D F59。  2

137    18 H D J50.2

138    18 Ⅱ D J51.3

139    18 Ⅱ D J59。 1

140    18 Ⅱ D S55。 2

141-121  18 Ⅱ D W54。  1

142    18 H E A50.1

143       1811

144        1811

145       1811

146        1811

147     18HI C J50.4

148-121  18HI C J50. 3

149-〃   18Ⅲ  C R62.26

150- 〃     181Ⅱ

65住     短冊形

65住南傍   不 明

不 明

短冊形

14住北傍   短冊形

12住北傍   短冊形

不 明

10住     不 明

10住東傍   短冊形

64住     不 明

64住西傍   尖頭形

64住北傍   短冊形

60住     尖頭形

短冊形

不 明

短冊形

61住北西傍  不 明

不 明

17住南傍   不 明

62住北傍   短冊形

29p傍    茄子形

10p     短冊形

8p     短冊形

6p     短冊形

表採 茄子形

表採 不 明

表採 不 明

表採 短冊形

短冊形

短冊形

植物遺体層  短冊形

不 明

粘 板 岩 (8。 1)

結 晶 片 岩  8.5

砂   岩  (4。 8)

粘 板 岩 (8.9)

粘 板 岩 (9。 4)

粘 板 岩 (8。 7)

粘 板 岩 (8.6)

粘 板 岩 (6.0)

砂   岩  8。 2

結 晶 片 岩 (9.9)

粘 板 岩  8.6

粘 板 岩  10.3

粘 板 岩  H.5

粘 板 岩  9。 9

粘 板 岩  (7.1)

ホルンフェルス  (9.3)

粘 板 岩 (6.4)

ホルンフェルス  (11.0)

粘 板 岩 (6.4)

粘 板 岩 (7.6)

ホルンフェルス  (12。 5)

砂   岩 (8.9)

粘 板 岩 (11.4)

粘 板 岩 (7.6)

粘 板 岩 (12。 0)

粘 板 岩 (8.2)

粘 板 岩 (13.8)

輝緑凝灰岩  (9。 5)

粘 板 岩 (8.1)

粘 板 岩 (15。 0)

粘 板 岩  H.0

砂   岩 (7.2)

(4。 2)(1。 8) (83)

3.9   1.1   52

(5。 6)(1。 5) (59)

( 5。 5)  ( 1。 6)   ( 86)

( 3.8)  ( 1.3)   ( 48)

( 6.3)  ( 3。 0)   (188)

( 6.4)  ( 1.7)   ( 97)

( 3.6)  ( 1.2)   ( 36)

4。 1   2.1   71

(6.3)(2.5) (150)

3.2     0.8    ( 27)

5.2      1.6      97

4。 7     1.8      99

5。 1      1.4      88

(5。 1)(1。 4)(54)

(5.5)(1.6) (118)

(6.3)(1.2) (71)

( 4.2)  ( 1。 7)   (108)

( 4。 8)  ( 1.2)   ( 50)

( 4.3)  ( 1.1)   ( 50)

(6.2)(1.1) (71)

( 4。 0)  ( 1.6)  ( 73)

5。 1   ( 1.7)  (123)

( 6.0)  ( 1。 7)   ( 96)

( 5。 9)  ( 2.3)   (179)

( 5.2)  ( 1.3)  ( 75)

( 6.0)  ( 1。 0)  ( 77)

( 4.1)  ( 1.6)   ( 90)

( 5.6)  ( 0。 9)   ( 56)

( 8.2)  ( 1.3)   (159)

4.8   1.6   88

(4。 5)(1.4) (44)

刃 部 欠

完   形

刃 部 片

頭 部 欠

刃 部 欠

刃～体部欠

体 部 片

刃～体部欠

完   形

刃 部 片

完   形

完   形

完   形

完   形

体 部 片

頭 部 欠

頭 部 欠

体 部 片

体 部 片

体～頭部欠

刃 部 欠

刃 部 欠

頭 部 欠

体～頭部欠

刃部、頭部欠

頭 部 欠

刃部、頭部欠

刃 部 欠

刃 部 欠

刃  音Б  欠

体 部 剥 落

完   形

頭 部 片

横刃型石器 ( )内数値は現存値

m挿図m 台帳 番 号 出土遺構名  残存状態 石  材
長さ

(cm)

巾

(cm)

厚さ  重さ

(cm)   (g)

151-121

152- 〃

153- 〃

154- 〃

155- 〃

156- 〃

157- 〃

18 1 B M 54.11

18 1 B M 54.8

18 1 B P 47.23

18 1 B R 46。 175

18 1 C D 57.27

18 1 C H 57.6

18 Ⅱ C J 47.3

15住

15住

24住

24住

17住傍

完 形

完 形

完 形

完 形

完 形

完 形

完 形

安山岩

粘板岩

粘板岩

玄武岩

粘板岩

砂 岩

粘板岩

6.4

3.3

3.8

10.4

3。 7

5.6

4.9

10。 0

9。 5

4.6

13.0

8.3

7.9

7.9

1.7      167

0。 8       34

0。 9       21

1.7      231

0.8       30

0。 8       43

1.3       76
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磨製石斧 ( )内数値は現存値

NQ挿図No 台帳 番 号 出土遺構名 分 類  残存状態 石  材  長さ(cm) 巾(cm) 厚さ(cm)重 さ(g)

159-122   181

160- 〃    181

161- 〃    181

162- 〃    181

163- 〃    1811

164- 〃    1811

165- 〃    1811

166- 〃    1811

167- 〃    1811

168- 〃    1811

169- 〃    1811

170- 〃    1811

171- 〃    1811

172- 〃    1811

173- 〃    1811

174- 〃    1811

175- 〃    1811

176- 〃    181

B P55.16 33住

B V57.3 4住

B X63.11 46住

B Y63.3 48住

A R45。 146 19住

A Y57.6 55住

B A60.5・ 6 20住

B E58。  7 594庄

B Q49.2 32号土拡

C G57. 5 704宝

C J46.1 18住

C K48。 17溝 2傍

C U50.6 12住

C X54.1 11住

D C50.6 64住傍

D H47.2 174匡

D154。 18 62住

C F55.6 42住

乳棒状 体 部 片

定角式 完   形

定角式 刃 部 片

乳棒状 完   形

定角式 頭 部 欠

定角式 完   形

蛤刃形 頭 部 欠

蛤刃形 完   形

蛤刃形 完   形

乳棒状 刃・体部欠

不 明 完   形

定角式 刃 部 片

定角式 頭 部 欠

蛤刃形 頭 部 片

定角式 頭 部 欠

定角式 半   欠

定角式 刃部一部欠

定角式 刃 先 欠

変 輝 緑 岩

滑   石

チ ャ ー ト

変 輝 緑 岩

泥   岩

泥   岩

変質斑れい岩

安 山 岩

変質斑れい岩

変 輝 緑 岩

輝 緑 岩

粘 板 岩

結 晶 片 岩

変質斑れい岩

閃 緑 岩

粘 板 岩

グリーンタフ

泥   岩

(9.3)

5.2

(8.2)

12.3

(4.2)

6.0

(14.3)

H.8

10。 0

(8.4)

7.1

(2.2)

(6.5)

(7.5)

(9。 4)

(6.2)

7.0

(9.3)

(5.0)

3.2

(4。 6)

4.7

(3。 7)

4.1

6.2

5.6

5.2

(4。 3)

3.3

(3.2)

(4。 3)

(3.8)

5。 7

(2。 0)

(3.3)

3.3

(4.0)  (218)

1。 2        36

(2.0) (114)

2.9       227

(0.9) (20)

0。 9       36

4。 4  (589)

3.5       397

2.9       291

(2.8)  (182)

0.6        16

(0。 6)  ( 6)

(0。 9)    ( 38)

(2.2)    ( 95)

3。 4      (292)

(1.0)    ( 20)

1.2     ( 48)

1.5     ( 73)

磨製石鏃、磨製石剣 ( )内数値は現存値

NQ挿図NQ 台帳 番 号 種 別  地意  分 類 石 材 護＜ｃｍ＞
巾

(cm) 襲０膵＜ｃｍ＞
出 土 位 置

177-123 181 BM55。 16

178-〃   18H A S43.94

179-〃   1811 B D47.54

180-〃   1811 B D48。 39

181-〃   18Ⅱ  D 148.15

182-〃   18Ⅱ  D 153.15

184-〃   181 BT59.H

磨製石金族 15住

磨製石岱族 19住

磨製石金族 21住

磨製石金族 21住

磨製石金族 17住

磨製石金族 62住

磨製石剣 33住

未成品 粘板岩  5。 0

未成品 粘板岩  5。 1

未成品 粘板岩  8.8

完成品 粘板岩  4.5

(霙鋒民)粘板岩 (4.5)

完成品 粘板岩  2.6

(基部片)米占板岩 (3.8)

7.0 南東コーナーP15内

7.0 内区西側床上

37.2 南西コーナー床上16cm

6.4 南西コーナー床上18cm

5。 9 南西主柱穴の縁

1.4 北東主柱穴近くの覆土中

(12)内区中央床上

2.6  0.4

2.9  0.4

4.7  0。 7

3.6  0。 4

2.5  0.4

1。 8  0。 3

(3.5)(0.7)

石 庖 丁 ( )内数値は現存値

NQ挿図No 台帳 番 号 出土遺構名 形 能
“ 残存状態 材

長  さ
(cm)

巾
(cm)

厚  さ  重  さ
(cm)  (g)

183-123    181

185- 〃      181

186- 〃      181

187- 〃      181

188- 〃      181

189- 〃      181

190- 〃      1811

191- 〃     1811

192- 〃      1811

193- 〃      1811

194- 〃      1811

195- 〃      1811

196- 〃      181Π

B T59.H

B Q 48.208

B Q 47.340

B Y 63.4

C C 54.9

C C54.21

B A 47.51

B K 49. 8

B J 47. 7

C M 57.87

D K 54.6

C X45.8

C J 51.2

楕 円 状

台  形

長 方 形

長 方 形

34住

24住

24住

48住

35住

35住

21住

58住

58住

22住

62住

溝 2

端 部 片

細  片

完  形

完  形

形

形

形

を九
　
一九
　
を死

結晶片岩   8.8   4.1   1。 0   52
米占板 岩  7.2   3.7   0.6   22
米占板 岩  7.7   2.7   0.6   18
結晶片岩   7.1   3。 4   0。7   23
粘 板 岩  (4.3) (3.2) (0.6) (13)
米占板 岩  (3.9) (3。 0) (0。5) (5)

結晶片岩   9.0   3.8   0。 7   31

粘 板 岩  10。 4  3.2   0.6   31
粘 板 岩   9.5  3.2   0.4   20
粘 板 岩

米占板 岩   9°
9   3.0   0.9   27

米占板 岩   8.6   2.7   0。 6   25

砂  岩   8。 9   4.2   0.8   51

台  形

半 月 形

木ノ葉形

半 月 形

半 月 形

半 月 形

コハゼ形

欠

欠

形

形

半

半

を九

完
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砥 石 ( )内数値は現存値

NQ  台帳 番 号   石 材

挿図NQ (遺 構番号) 重量(g) 厘属層1襲 の程度A～ F)(5:傍
言 )

長さ

巾

厚さ(cm)

素材の形状

197 181 BM55。 11 砂
15住        77

[123]

6.2 板状の長方形、完形

3.9 整形 しているか ?

1.6

A-6面 全面に研磨痕あり、表面の 南東コーナー

左側縁辺はッルツル。B 裏イ員」の両

側縁は部分的に強度の使用により凹

む。

山石

198  181 B063.
36住

7硬 砂 岩

2356

板状、長方形 A-2面 表面は、全体になめらかで

あるが、 音Бづ)自勺にIF洋れこヽソル ソ`ルに

磨耗する。また表面にしわのような

微細な凹凸があり、その凸部だけが

研磨されたように光沢を帯びる (図

点線内)。 C.D 丸のみで削ったよ

うな太いキズと細い擦痕が両サイ ド

に見られわずかながら鉄分の付着が

ある。F 中央辺りにアバタ状に打

痕が残る。磨耗より先に残された使

用痕である。

南東コーナー

近 くの床上

Irzs]

199 181B065. 8 砂

49住        539

[124〕

18.6 板状の細長い不整長

6.3 方形礫をそのまま鹿

2.3 用

A-2面 表裏面の一部が研磨によっ 南西コーナー

てツルツル。面は完全な平坦面には

なっていない。片側先端の角にかす

かに敲打痕が見られ先端と縁に大き

な打撃痕 (景 J離 )が残る。

山石

200  181 BR47.95 砂

24住

[123〕

岩 (10.3)板状で不 整形、破損

49 (3.4)品
(1。 0)

A-2面 表面と側面を使用。浅い凹 南壁際中央

面となる。D 側面に細いが深い傷 P45内
が 1本残る。

201 181 BP46.106
24住

[123]

8.0)板状で不整形、破損

3.6)後 も使用している

0。 8)

A-2面 表面は磨耗によりかすかに 北壁際中央

凹面となる。裏面はわずかに擦痕が

荒く残る。

粘 板 岩

36

202  181 BS46.87 砂

24住         83

[124]

7.2 薄手の板状で長方形、

5.2 完形

1。 0

A-3面 表面はやや凹むほどに磨滅 南西コーナー

し、微細な擦痕 も見られる。側面は (位置不明)

表裏面に平行する方向に擦痕が見ら

れるが敲打痕のようなザラザラ面で

ある。B-2面

四石

203

[124〕

181 BS45.36
24住

硬 砂 岩

494

9.3)角柱状の細長い礫で

7.2)あ ったと推定される

5.8)

A-6面 巾4cmの凹面 (Al)や 強度

の弧状面 (A2)を 形成、平坦面は一

面 (A5)だけである。E 先端と裏

面にとくに敲打痕残る。研磨面を潰

しているが、敲石に転用か。

南西コーナー

近 く (位置不

明 )

204  181 B S47.158
24住

[124〕

11.3 板状、撥形、完形

5。 6

2.9

硬 砂 岩

136

A-5面 裏面は平坦面と弧状面が重 南壁ピット群
なる。表面以外は鉄分 (赤錆)が厚  (南壁中)

く付着するため擦痕・敲打痕は観察

できなぃ。

205 181 BS47.159 砂

24住

[124]

岩  24。 0 細長い板状長方形で

186   3.6 あったと推定される

2.2

A-5面  一番磨耗している部分の厚 南壁ピット群

みは、わずか0。 9cmに なっている。 (南壁中)

大きな弧状の曲 面となり、研磨 面

に段差を生ずるなど、相当量の使用

が伺える。

206  181 BQ55。

[124〕 33住

1安 山 岩

44

9。 4 板状の細長い棒状の A-1面 わずかに磨耗する。

2.3 礫、完形

1.4

北側炉周辺

(地′点不明)
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乳 NQ謹 ∬ R(1)厚
ξcJ 

動 の蹴  歴屈層1警耗の程度A～ D ttm)

207 181 BQ56.16  砂岩  9。 4  不整形な三角形、破 A-4面 表裏の広い面は、局部的に 内区南東コー

33住        153  2.3  損後も使用     研磨痕があり、擦痕がよく見られる。 ナー寄 り
1.4            側面は全面がツルツル.B-2面  尖

った先端の研痕根 (Bl)は手持でない

と生じないような局部的である。使
用痕のない部分に鉄分 (赤錆)が付

[124〕                            着。

208 181 BR53.2 砂岩   7.8 細長い板状、折損品 A-1面 かすかに凹面となる。   31住 西側傍
31住傍       63   3.8            B-1面  局部的に凹む。

[124〕                 1。 3

209 181 BU60。 4 粘板岩  (13.6)板状、長方形、破損 A-4面 表面は軽い凹面に、側面は 西壁際中央
34住        315 (5。 0)品         わずかに弧状に磨耗する。いずれも

[124〕               (2.5)          
荒く擦痕が残る。表裏面とも全面が
一様に磨耗していない。

210 181 BY62.3 安山岩  8.1 断面山形状の乳棒状 A-1面 研磨面はツルツル。凹みの 内区西南寄 り、
46住         60   2.9 礫、完形      周辺に荒く擦痕が残る。F-2 打痕 地′点不明

[124]               1.6            がアバタ状に見られる凹み。

2H 181 CA54。 2 粘板岩 3.8)不明 (破片)    A-1面  ツルツルに磨耗し、微細な 4住西傍
4住西傍 擦痕がたくさん見られる。15

[1zn)

1。 7)

1。 8)

212 181 BX56.11 粘板岩  6.5 不整形な礫でヒビ割 A-1面 ツルツルに磨耗し、微細な 東側炉と壁の

4住        75   3.5 が入る       擦痕がたくさん見られる。     間の床上

[124]              2.4
213 181 CB51.5  砂岩   8。 3 不整形な山形状   A-2面  表面はなめらか、裏面は部 内区中央付近

37住        263   6。 4           分的になめらかな面と擦痕が見られ

3.7           る:E 裏面の縁にほぼ全周して敲
打痕がめ ぐり争J離痕が見られる。

[124〕                            F 平滑な凹み。

214 181 CB54。 4 粘板岩
35住東傍      9

[124〕

4.4)破片

2.2)

0.8)

A-3面 表面は平坦でなめらか、側面は凹凸 35住東北コー

があり、荒い榊貢が残る。D 深い溝が斜め ナー傍
に研磨面を切る。側面は整形痕か。

215 181 C C55。 13 硬砂岩
35住 128

Itz+)

8。 9)断面台形、棒状、折 A-3面 表裏面は平滑によく磨耗す 南東コーナニ

3.3)損品

3。 5)

るが、側面はわずかに凸部だけ磨耗
する程度。B-2面

216  181 CH54.5 輝石安山岩'

7号集石l■L近 く   335
[125]

&3厚
手の板へ長期

:妥冒ぃ「量彗識曇[[詈Йil嵩
4。 9) う方向である。

217 181 CH62.8 砂岩  (13,8)厚手の板状、長方形 A-1面 ゆるい凹面状に中央部に研 東壁下中央の

43住 1050 (8.5)破 損後に使用してい 磨痕があるg磨耗部分だけ色が変っ 床上
｀
(5。 4)る 。 ている。F 裏面に浅いアバタ状凹

みが二つ並ぶ。[125〕

218  181 C160。 18  王う磁言
43住         436

9。 1)扁平なカマボコ形、 A-2面  中央部がとくに磨耗してッ 北壁際中央
8.3)折 損品
3。 6)

ルツルするが、平坦面を形成すると
ころまではいっていない。F 裏面
にかすかな敲打痕が見られる。Irzs]

219 181 CJ60。 14 砂岩
43住        31

[125]

6.4)薄手の板状、不整形 A-3面 表面は中央辺りが著しく磨 南西コーナー

5.2)な 破損品      耗し、擦痕が見られる。側面は破損 近 く
面が平滑に磨耗する。B 縁辺がゆ
るく磨滅する。

0.7)

220 181 CK61.10 安山岩  (11.0)断 面梯形の角柱状礫 A-6面  いずれも磨耗の程度は軽 く 南西コーナー

雷翼賀Υ写秩冒層客足ぴ)レワ梵詮窯寄りの南壁下
磨 さ れ た 状 態 で あ る。 折 損 部 分 は 凸

部 だ け が 平 坦 に 減 る。 E 研 磨 の 後

と思 わ れ る敲 打 痕 が わ ず か で あ る が

見 られ る。 全 体 に 淡 い 赤 褐 色 。

635 (6.5)
(5。 2)

[125]

43住
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NQ  台帳 番 号

挿図NQ  (遺構番号 ) 厘昌層1警義の程度A～ F)  (5青
傍屁 )

墨61J 素材の形状

221  1811 A R46.52
19住南東傍

[125]

9。 1 断面卵形の予L棒状円

3.7 礫

2.1

A-1面 平坦にはなっていないが  19住南東隅の

なめらかで軽い光沢を帯びる。両端 傍

に敲打痕はない。

泥岩

104

222

[125]

1811 A S 43.98

19住

砂岩

61

5.4)板状の細長い長方形

3.7)

2.1)

A-4面 表裏面は軽い弧状に磨耗し、

裏面の縁はとくに磨滅して弧状を呈

す。B 片4員J折損部の縁が磨耗して

円味を帯びる。D 裏面の中央に浅

い溝状の研磨痕が残る。

内区西側の床

上

223 1811 AV54。 18

7住
硬砂岩  H.3

161      6。 0

2.9

断面三角形の直角三

角形状

A-3面 表面は全面なめらかに磨耗

し側面は平滑な面であるが裏面は凸

凹のまま部分的に磨耗する程度。

B 側面の中央縁が極端に磨 り減っ

て擦痕が残る。長辺の鋭利な縁も磨

滅して円味を帯びる。E 鋭角の縁

が敲打によって円味を帯び、表面短

辺の縁は巾広 く磨滅する。Irzs)

224

[125]

1811 B A61.

20住

8 凝灰岩

39

5。 8)板 状の長方形 、破損

3.9)品
1.5)

A-3面 平滑な研磨面となっている。 東壁際中央の

表裏面の縁がやや弧状に磨 り減る。 P7内

225 1811 B C48.35
21住

[125]

硬砂岩  (15。7)扁平な円味のある細

570 (6.8)長 い石斧形、折損品

(3.3)

A-2面 部分的にツルツルに磨耗す 南西コーナー

る。先端部に鉄分の付着がある。  に寄った南壁

E 先端をわずかに敲いている。  下

226

[125]

1811

59住

砂岩

18

4.3)破損品のため原形不

3.4)明
0。 7)

A-1面 全体によく磨耗して滑らか。 (位置不明)

B 縁が弧状に磨 り滅る。

227  18Ⅱ  B J50。  5
58住

[125]

変輝岩  (12.1)扁 平な細長い石斧形、

340 (6.9)半欠

(2。 1)

A-2面 全体になめらかに磨耗し、 南壁際中央

裏面は長軸方向に微細な擦痕が見え

る。B 4貝J縁に局部的な磨耗がある。

D 表面に 7本のU字状の溝あり。

E 先端は平坦に潰れて、景j離が入る。

228 1811 BU50. 4
68住

[125]

砂岩

15

4。 7)破 損品のため原形不

4.2)明
1。 0)

A-2面 いずれも平滑に磨耗する。 内区やや南寄

敲打による景J離痕が見られ、これ自 り、233(67住 )

体力燎J片である。         に接合する

229 1811 B T51.13
68住

[125]

粘板岩  (9.8)板状、細長い不整形、

169   5.3 先端欠

1.3

A-2面 全面均一な磨耗ではなく、

表裏面とも両側縁がとくに磨 り減っ

て微細な擦痕が見える。これは、研

磨の方向が長軸に直行せず、斜め方

向であるため、B面 とは異なる。先

端にわずかに敲打痕あり。

南東 コーナー

付近 (位置不

明 )

230  1811 C G58。  8
70住

[125]

安山岩  (14.7)断 面長方形の角柱状

837 (6.9)折損品

(4.2)

A-4面 表裏面は平滑にツルツルに 南西コーナー

磨耗する。側面は凸凹をそのまま残 床上

すが、同じように磨耗する。E 先

端の縁は四辺の稜に敲打痕が見られ

一部平坦面を作 り出している。

231

[125]

18Ⅱ CM54.4 泥岩

25

6。 0)薄手、板状長方形

3.7)

0。 8)

A-4面  平坦面を形成し、擦痕が残る。

B-1面  局部的な溝状に磨滅する。

弥生期の砥石 としてよいか疑間は残

る。表土層の出土。

232 1811 CX50. 8
67住

[126]

砂岩

42

5。 7)板状、細長い長方形、

3.5)折損品

1.3)

A-2面  表裏面とも軽 く弧状に磨耗 内区南東寄り

する。B-1面  佃1縁がわずかである (位置不明)

が磨滅する。
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挿性鴇QはI 璽≧[)●cd 素材の形状  優昌層1製の程度A～F)(十青傍層)

233 1811 CW49。 8 硬砂岩  10.0 不整形、大きな礫を A-3面 表面は平坦にならないがな 北東コーナー

67住        681  10。 9 打割って使用してい めらかに、側面は平滑に、裏面は中 壁下

5。 9 る。        央の 8× 3cmの 範囲力藩 耗し擦痕力滅  (P7上面 )

る。B-1 側面の縁が磨 り減る。  228(68住 )祗
E 研磨面の縁が全体に円味を帯び、 石破片が接合

[126]                            角に敲打痕がわずかに残る。

234 1811 C X45.2 輝石安山岩 (14.5)破損片のため原形不 A-1面 磨いたように平滑であり、 溝上面

溝2        508 (9。 4)明、かなり大きな鉄 光沢を帯びる。微細な擦痕がかすか

(3.0)平石であったと推測 に看取される。砧石としてもよいか ?

[1261                 される。

235 1811 C Y45。 8 砂岩

溝 2 157

6.8)板状三角形、破損後 A-1面 部分的に平滑。E 数回程

6.1)使用か。      度の打痕がある。

2.6)Irzol

236 1811 D C51.2  砂岩  11.0 断面長方形の角柱状 A-3面 側面は平滑。先端が ドーナ 南西コーナー
64住        384   3.8 完形。       ツ状に平坦に磨耗してツルツルにな 近く、主柱穴

4.6           り光沢を帯びている。E 両端に敲 傍。
打痕があるが、一端は強い打撃によ

って剥離が多数入る。 この争J離後に

[126]                            研磨面が使われている(A2)

237 1811 D D47.19 粘板岩  (11.0)扁平なキュウリ形、 A-2面  全体になめら力ヽこ磨耗する。 内区東寄 りの

60住         75 (3.6)端 部欠。      敲打痕のない側の側面や縁も磨耗す 床上

(1.2)           る。D 深い鋭い溝が残る。E 先

端に敲打痕 とその際に生じた争J離痕

があり先端部側面に平たく磨滅した

[1261                            敲打痕あり。

238 1811 D E47.12  砂岩   8.8 断面梯形の角柱状  A-3面  凸凹をそのままになめらか 南壁際、南西
60住        190   4。 4           に磨耗する。B-1面  縁が弧状に磨 コーナー近く

3.5           り減る。E 両端の縁辺に敲打痕あ

[126]                           り。側縁にもわずかながら見られる。

239  18Ⅱ  DE53.3  米占板岩
63 〔|:1 破損片で原形不明  含喜層象霞言層縁軍i書讐曇争馨[

2.9) 度 。 先 端 を敲 打 して 割 れ た か 。

240 1811 D F54.12 硬砂岩  (12.0)破損片のため原形は A-2面 表裏面は、磨耗して平坦で 北西コーナー

61住        905 (8。 8)不明。厚手、板状の あるが、中心が少しくぼんでいて、 近くの床上

(7.3)台石であったかもし まわりの高いところは ドーナツ状に
れない。      ッャがあり、かなり光沢を帯びる。

側面はわずかに磨耗する程度。

[1261                             E 潰れて平坦面を作っている。

241 1811 D G50.8 安山岩  12.4 断面梯形の角柱状  A-3面  表裏面は平滑に磨耗。側面

30号 土城     2421  9。 8          は局部的に 6× 1.6cmの 範囲が浅い

[1261               8.5           樋状に磨耗する。

242 1811 D K54.10 雲母片岩 (11.6)板状、三角形。   A-2面  風化がひどく研磨面の観察 南西コーナー

62住        253 (9。 4)          は不可能
`            

近く、主柱穴

[1261             (1.5)                          傍の床上

砧 石 ( )内数値は現存値

挿営缶Q賣 衆戌冤昇 ≦0(篭)望
c司  

素材の形状
  鵬 程度、側 は ～D)f土 位肛 )

243 181 BQ54.27 安山岩  34。 4 厚手の大きな鉄平石 表面中央の段差の縁が円味を帯びて 西壁際中央の

31住        25。 0  41。 4 中央を分害Jす るよう いるが、使用痕かどうか明確さを欠 床上

[1271               11.4 に段差がある。    く。
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NQ  台 帳 番 号   石 材

挿図NQ (遺構番号) 重量(kg)

長さ

巾

厚さ(cm)

素材の形状
使用痕

(磨耗の程度、位置)(A～ D)
備  考

(出土位置)

244  181 BR45.48
24住

[127]

安山岩  (32.5)不整形な鉄平石、熱

2.4 (14.5)を 受けてt赤化し争J

(3.8)落がある。

D.F 端の方がわずかに磨耗して擦 埋甕炉の炉辺

痕が残る。            電

^胤

警:こ
て埋め込まれ
ていた。

245  181 BR45。 49

24住

[127]

安山岩  (15.5)不整形な鉄平石の一

0.3 (11。 8)面に使用痕が残る。も

(1.6)と もと厚手の鉄平石

が板状に争Jがれたもの。

:F臀
理機t増3カリ12i守議奮

 :][〔[i
ていた。

246 181 BR47.181 安山岩

24住        2.8

[127]

18.7 不整円形の鉄平石。

16.8 表裏面の両方に使用

4.8 痕が明瞭に残る。

BoD 表面の中央部は平坦面となっ

て、ツルツルに磨耗。C 裏面は石

の凸凹が残るが、全体によく磨耗し

てなめらか。E 側面に敲打痕があ

る。角がとれて円味を呈するが、整

形のための加工痕ではない。

南壁中央 (入

口部)の ピッ

ト内

247  181 BY61.
46住

[128]

17 安山岩
59。 0

61。 0 不整楕円形をした厚
44.3 手の鉄平石、裏面が

12.4 より平坦であるが、

使用痕は表面によく

残る。

暑ど『る責璽暑i[旱::[:3こ :色環塞胃 斐瓦二羅窪鳳
わずかに磨耗する程度である。   を高 く傾斜し

た 状 態 (図表

面 が
~下

向 き )

で 出 土 。

248  181 CE62.10
6住

[127]

安 山岩  26.7
4.2  29。 3

5。 3

不整形な鉄平石の片

面に使用痕は局部的

に残るだけ。

B 磨耗してなめらかな部分はきわ 北側炉と北壁

めてわずかである。        の間の床上。

249  181 CF62.13
6住

[127]

安山岩  29.2
7.6  37.3

5.9

不整形な鉄平石の片

面が全体的にスベス
ベ して鈍い光沢をも
つ。下側半分位が黒

くススけたように黒

褐色を呈し熱による

争J落が見られる。

B.D わずかに

分がある。

一ケ所だけ平滑な部 北側炉の西、

北西主柱穴と

壁との間の床
上

250  1811 B D47.63
21住

[127]

安山岩  16.7
5。 3  15。 3

13.6

断面梯形の円味のあ

る亜角礫で、平坦面

は一面だけ赤褐色を

呈す。景J落、割れは

熱によるものか。

BoC 表面の中央がツルツルに磨耗 南西コーナー

する。裏面の一部にもBOC面があり の床上

角や縁に敲打痕が見られる。凹みと

思われる部分もあるが、やや明確さ

を欠く。

251  1811 B F56.
59住

[127]

28.4 扇形の鉄平石。片面

21。 8 に使用痕が見られる。

5。 1

A.Ce D 中央部は光沢を帯びるほど

にツルツル磨耗し研かれたようであ

り、周辺ほど磨耗の度合が下る。ある

程度平なもので全体的にこの面をこ

すっている。従って高い部分だけと

くに磨れてツルツルになっている。

16 安山岩

3.6

炉西側、壁と

の間の床上

252  18H CN58。 12

22住

[127]

安 山岩  21。 0

8.4     30。 0

8.3

厚手の扁平な不整形

の平石、片面を使用。

C 中央辺りは色が変って凸部は若 南側主柱穴間

干平坦に磨耗する。        の床上

253  1811 C X54.11
67住

[128]

安山岩  12.6
0。 9  15.0

4。 0

不整形な鉄平石の片

面にわずかに使用痕

が残る。破損品では

なく、この状態で使

用している。

C.D 節理面の赤褐色が使用部分だ

け薄れて 1ケ所がツルツルに磨耗す

る。E 敲打によって角がとれ円味

を帯びる。タタキ石に転用、あるい

は兼用か。

254  18Ⅱ CY61。 14

10住

安 山岩  28.0
H.2  25。 0

10.1

扁平、不整形な河原

石、裏面には熱によ

る争J落が見られるの

で、割れた石を用い

たと思われるが、意

識的に割った可能性

もある。

AoC 中央部は軽 く石皿状に凹み、

光沢を帯びるほどツルツルに磨耗す

る。また円味のある縁部の縁辺がよ

く磨耗する。E 割れ口部の鋭い縁

が敲打かあるいは研磨によって、円

味を帯びるほどに磨減する。裏面の

割れ日も同様に使われている。

北西コーナー

の床上

[1281
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NQ  台 帳 番 号   石 材

挿図No (遺 構番号) 重量(kg)

長さ

巾

厚さ(cm)

素材の形状
使用痕

(磨耗の程度、

備  考

位置)(A～ D) (出 土位置 )

255 1811 D A48。
66住

[128]

10 安山岩

10.0

21.8 サイコロ状の四角な

21.8 亜角礫の一面を使用、

15。 2 部厚く重い。

B.D 中央に細長い範囲でツルツル 南西コーナー

に磨耗した部分があり、かすかに凹 近 くの床上

面になる。祗石の研磨面と似ている。

F 縦横に擦痕が見られる。

256 1811 D A48.
66住

[128]

21 安山岩

4。 5

31.2 板状、楕円形の亜角
23.6 礫、石皿状にわん曲

5.5 する。

D 全体に表皮は黄白色であるが、 炉の南西側内

中央部は灰色に変じてぃる。使用は 区の床上

微々たる程度か。裏面も同様である。

257  1811 D B 52.
64住

[129]

16 安山岩

2.2

19.8 円形の鉄平石、片面

19.5 だけ使用。

4。 3

D 中央部がわずかに自色を帯びて 床上 20cmの

かすかに磨耗する程度。      覆土中

258 1811 D G50。
30号土拡

[128〕

30。 0 断面梯形の不整形な

12.8 亜角礫、平坦面 3面
15.0 持つ。全体に黒い付

着物が凹部に入りこ

む。

D 表裏面はなめらかで鈍い光沢を

もつが、面が潰れて平坦面を作るこ

とはない。側面に局部的に樹月旨を塗

り付けたような光沢を帯びた平滑な

部分がある。側面は全体に凹凸面に

もつやがある。

9 安山岩

13.4

259 1811 DG 54.20
61住

[129]

安 山岩  23.7
9.5     36.9

9.0

半月形の厚手の鉄平

石を利用している。

片面だけ全面に使用

痕が見られる。

Bo C B面 は光沢こそはないが、ツ 床上 19c面 の

ルツルに磨耗して長辺方向にのびる 覆土中 (内 区

軽い凹面となっている。下側の縁は 中央)に 出土

とくに磨耗して角に円味があり、微

細な擦痕が見られる。

260   1811

61住

[129]

安山岩

H.0
31。 0 厚手の板状、梯形な

21。 0 亜角礫の両面縁に使

8.6 用痕が残る。

D 表裏面とも磨耗痕はほとんどな
い。E 縁辺の角が潰れて平坦にな

る、あるいは景J落する。G 凹みに

はならないが敲打痕によってザラザ

ラな平坦面になる。

261  18Ⅱ  D 149。 10

17住

[129〕

安 山岩  15。 9

1.5  19.2
3.8

板状、不整四角形の

鉄平石。

D.G 明瞭な使用痕は残っていない 17住炉の傍に

が、 1ケ所、面が潰れてかすかに凹 敲石 とともに

む。                出土

敲 石 )内数値は現存値

No  台 帳 番 号  石 材

挿図NQ (遺 構番号) 重量(g)

長さ

巾

厚さ(cm)

素材の形状 敲打痕の位置と残存程度 備 考

262  181 BR46.
26住

[129]

13.1 断面梯形の細長い棒

3.2 状の礫。

4.3

尖った先端の頂部から側面と、図示

した面の反対側先端の縁にわずかに

見られる。

1 結晶片岩

286

263

[129]

181 BY62.
46住

11 安山岩
344

8。 0)円いおむすび形か。

8.6)破片のためはっきり

4。 9)し ない。

円味のある先端が平らに石槌のよう

に潰れる。

264 181 CA46.
3住

[129]

10。 9 細長い予L棒状の円礫 両端にあ り

3.4

2.3

一端は平坦に磨滅する。 表面に長軸方

向の擦痕があ

る。

2 安山岩

120

265  181 CB63.12
44生L

[129〕

9.6 扁平な小判形

6。 0

2。 0

砂岩
163

両端と両側縁にみられる。一端は平 表面はツルツ

縁になるほど潰れて剥離痕がある。  ルに磨耗し、

イ貝J縁は敲打痕が凹みをなす。    擦痕が見られ

る (砥石か )

266  181 CJ61.
43住床上

[129〕

12 安山岩

114

9。 6 断面扁楕円形の乳棒

3.8 状

2.4

両端にあり、一端は平らに石槌のよ 表裏面に擦痕

うに潰れる。           あり。側面は

凹むほどに強
い擦痕がある。

-240-



品Q凛郭 R(1)IJ 素材の形状 敲打痕の位置と残存程度 備 考

267  181 CK58.6
45住

[129]

玄武岩   9.8 厚手の円盤形

787      8.7

6.0

II房11ワ :こ 1:秀商|]二1:|[|:;III電 7:i「[:;:
中心部は面が

潰れて平滑。

268  18Ⅱ  B 150。

58住床上

[130]

10 硬砂岩
260

11。 8 断面三角形の乳棒状

5。 6 の礫

2.9

両端にあり、一端は石槌のように平 一面にかすか

坦に潰れ、一端は敲打による余J離痕 な磨耗痕 と打

が見られる。角張った稜部にもある。 痕が残る。砥

石 か 。

269  1811 DE45. 5
60住

[130]

安 山岩   8.3 板状、長方形の礫

222      5。 8

2.9

ほぼ全周におよぶ。両端は角がとれ 表裏面とも滑

て円味を呈し争J離痕がある。側面に らか。

は強度の打撃痕が残る。

270  18Ⅱ  D J54. 14
62住

[130]

安 山岩  13.9
508      6.4

6.0

断面三角形の不整形 尖った先端が平らに潰れる。

な礫

271  1811 D K54.20
62住

[130]

砂岩
1346

14.3 断面四角形の角柱状

8.3 礫

7。 4

両端の縁にあり、一端は三辺の縁に 磨石または砥

見られ、この内側が ドーナッツ状に 石か。

ソ`ルツル磨耗する。

272  18Ⅱ  D 149。 11

17住

[130]

安山岩   810
188     4。 5

4.5

断面四角形の不整形

な礫

側縁の一辺がわずかながら平たく磨 石皿の傍に出
滅する。              土。

181 BK58.
黒色土層

2 安山岩

250

7.5 楕円形の饉頭形、一 側面の角にわずかな平坦面が残る。

5。 8 部欠

4。 5

表採  安 山岩  15。 7

416      4.5

3.0

断面四角の角柱状の 尖端部の側面にわずかに残る。

礫

凹 石 ( )内数値は現存値

No  台 帳 番 号

挿図NQ (遺 構番号 ) ⑮≧[)lm)巣材の形状
負≦;驚J面 使用痕 (凹 みの形状 )

凹

表面
考備

275  181 B047。
24住

[130〕

22 安山岩

323

8.2 扁平な円い餞

7。 2 頭形

4。 7

浅い凹み。腐食力測まな

はだしくて凹みの範囲

がはっきりしない。

276  181 BR47.182
24住 P49内

[130]

13.1 断面三角形の

7.2 細長い礫

3.5

砂岩

479

浅い凹み。凹みの内と 片側の縁の両

外に長軸方向の擦痕が 端に敲打痕が

見られる。      ある。

277  181 BX62.
46住

[130]

7 安山岩
549

8.9 扁平な円い餞

8.7 頭形の礫
5.5

表面はアバタ状で浅い。

裏面はロー ト状で深 く

周辺はアバタ状。

278  181 C160。
43住

[130]

3 安山岩
410

8。 3 断面四角形で

7.3 あるが不整形

5。 1 の亜角礫

表と裏面はロー ト状、
2-3 側面はアバタ状の凹み。

279 1811 B A60。 9

20住

[130]

安山岩  (11。 3)断面楕円形で

248 (6.2)細長い棒状

(3.2)

アバタ状にガヽさな凹み

が散在する。

280 1811 A Y60.2
20住傍

[131] 
′

安山岩  15。 0

3100     14。 3

9.6

部厚い大きな

亜角礫、景J落

がはなはだし

ナベ底状に大きく凹み、

内面はそれほど平滑で

はない。
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硼 m賣 賽盪冤昇 童量0/cJ動
の樹

表ぎ 負f橘 面
使願 鯛 みの開 備 考

281 1811 A Y62.4 安山岩   9。 7 円形、山形状          ナベ底状に凹む、腐食

20住傍       383   7.8 の餞頭形    1        がはなはだしく、よく

[130]              5。 1                判らない。

282 1811 A S 44.350 グリーンタフ 7.3 板状、薄手の

19住

[130]

23 
露

不整形型 1
アバタ状の浅い凹み  片面に彩しい

擦痕が残る。

ツルツルした

面はない。

283 1811 B A58.25 安山岩  11.9 板状の不整形          ロー ト状で深い。凹み

雌   
“

2 H効 礫  12 2丁
思了TTttF彩 [

[131]                                  なる。

284 1811 B J 48.10 安山岩  13.1 不整形な細長          アバタ状で浅い。

58住床上     789   8.1 い角礫    2  1  2
[131]                6.6

285 1811B」 49。 7  砂岩  10.5 扁平な卵形の          ロー ト状で深い。凹み 表面はツルツ

58住           482   7.3  円礫       2   2      フヽは平滑。        ルに滑らか、

[131]               4。 9                            磨石か。

286 1811 C V50.6 安山岩  10.3 板状の不整形          表裏面はナベ底状の深

雌  Ю舵
蹴

狙鯉 111,TFれ害百撃異夕葉。
[131]

287 1811 CW51.5 安山岩  11.1 山形状の不整          アバタ状の部分が広 く

12住        782  11.0 形な亜角礫   2  1     あり、一部が深く凹む。

[131]                6.6

288 1811 D H49。 16 安山岩  12。 0 板状、三角形          アバタ状で深い。

17住床上     451  10.5 の角礫、表皮  1  1
[131]             3.3 はデコボコ

289 1811 D J 53.12 安山岩  10。 1 板状、不整形          アバタ状で浅い。

62住        405   8.3 な角礫    1  1
[131]                4.6

290 181       安山岩  8.2 断面台形の不          口ニ ト状の深い凹み。

課  あ3 
属蕎酉象言1ま 1  2

だしい。

291 1811 C H47.9  砂岩   9。 0 扁平な楕円形          アバタ状の打痕が集ま 縁に 1ケ所敲

溝3        238   7.2 の河原転石   1        った細長い凹み。   打痕あり。

2.7

292 1811 C J 44.4 結晶片岩 (9。 2)小判形の円味          ロー ト状の円く深い凹

186 (5.8)の ある河原転  1 景J落    み、内面は平滑でない。

(3.3)石 、半欠品

293 18Ⅱ CN59.1 安山岩

118

6.7)断面扁楕円形 アバタ状 (半欠のため

5。 2)の棒状河原石  1  1    不明)

2.6)半欠

294 1811 D F45。 2 安山岩  H.7 円い山形状の          小さな凹み

904  10.6 河原石、おむ  1     1
7.0 すび形
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石鏃、石槍、石錐、多頭石斧、石匙、スクレパー、穀摺石 )内数値は現存値

恥挿図NQ 台 帳 番 号 器 種 残存状態 石  材
長さ  巾  厚さ 重量

(cm) (cm) (cm)  (g)
出土

地点
備 考

295

296

297

298

299

300

301

302

303

304

305

306

307

308

309

310

311

312

313

314

315

316

317

318

319

320

321

322

323

324

325

326

327

328

329

330

331

332

333

334

335

336

337

181 BC63.2

181 BL54.11

181 BM55.12

181 BL59。 4

181 BN59.8

181 BM57.7

181 BQ46.120

181 BT61.6

181 BU45.6

181 BW46. 3

181 BY46.48

181 BY47.55

181 BX61。 8

181 BY63.8

181 CA61.14

181 CA63.5

181 CB51. 11

181 CD54. 6

181 CE54. 7

181 CE53.3

181 CE53。 H

181 CF65.8

181 CF64.13

181 CF65。 11

181 CF63. 4

181 CH60。 4

1811 AP48.23

1811 A R45。 163

1811 A S 43.94

18Ⅱ A S45。 105

1811 A V45.2

1811 AW51。 3

1811 B A61.6

1811 B A59。 2

1811 B D47.15

1811 B D56.92

1811 B E56.10

1811

18Ⅱ  B 155。  2

18Ⅱ B J51.2

18H B K59.9

18H B R51。  8

1811 C K45.5

44住傍  完 形   黒耀石

15住  頭部と片脚欠   〃

15住   基部下欠    〃

32住    片脚欠    〃

32住    頭部欠     〃

茎部欠    〃

24住    片脚欠    〃

34住  片脚欠、茎部欠   〃

両脚の先欠   ″

3住   完 形    〃

3住    〃    〃

3住     〃    〃

46住     〃     〃

46住    片脚欠    〃

46住    完 形    〃

37住     〃     〃

35住    片脚欠    〃

35住   頭部、脚欠   〃

35住傍  完 形    〃

6住     〃   チャー ト

6住    両脚欠   黒耀石

6住  頭部、茎部欠   〃

6住    片脚欠    〃

両脚欠    ″

基部下欠    〃

19住   完 形    ″

19住    片脚欠    〃

19住     〃     〃

〃   チャー ト

7住傍  基部下欠  黒耀石

20住    片脚欠    ″

完 形    〃

21住     〃     〃

59住   片逆刺欠   〃

59住    片脚欠    〃

58住    頭部欠   頁 岩

完 形   黒耀石

8住     〃    〃

両脚の先欠   〃

18住    完 形    ″

2。 1  1.7  0。 4

(2.2)(1。 5)0.5

( 1。 4) (1.2) 0.4

2.0 (1.5)0。 4

(2.6) 1.5  0。 4

(2.2) 1.5  0。 5

( 1。 8) (1.2) 0.3

( 1.6) (1。 0) 0。 3

( 1.9) (1.5) 0.4

2。 0  1.3  0。 5

2。 0   1.4   0.4

2.1  1.6  0.4

2。 3  1.6  0.4

(1。 8)(1。 6)0。 4

3。 1  1.6  0。 5

1.6  1.3  0。 2

1.5  1.5  0。 3

(1.9)(1。 6)0.3

(2.6) 1.3  0。 4

2.4   1.5   0。 4

1.6  1.2  0。 3

2.6  1.5  0。 4

1.3  1:4  0。 4

(2。 8)(1.7)0。 4

2.5 (1。 5)0.5

(1.9)(1.6)0。 3

( 1.2) (1。 2) 0.3

2。 3  1.6  0。 7

(1.2)(1。 0)0.3

( 2.5) (1.5) 0.3

(2.1)(1.2)0。 4

( 1。 8) (0.6) (0.3)

( 1.7) (1。 0) (0。 2)

2.3  1.6  0.3

1.7  1.8  0。 3

(3.5)(2.1)0.6

1.7  1.4  0.3

(1.3)1.4  0。 2

1。 9   1.4   0.4

1。 7  1.5  0.4

3.2  1.2  0.3

1.3  1.2  0。 2

1.6  1.5  0。 3

0.8 凸基有茎式

(1.2)  〃

(0.5)不  明

(1.2)凹基無茎式

(0。7)  〃

(1。 1)凸基無茎式

(0.3)凹基無茎式

(0.2)凸基有茎式

(0.6)凹基無茎式

0.8   〃

0。 6   〃

1。 1 平基無茎式

0.8 凸基有茎式

(0.5)凹基無茎式

1.5 凸基有茎式

0。 3 凹基無茎式

0。 3 〃(長脚金族)

(0.5)凹基無茎式

1.2 凸基有茎式

1。 0 凹基無茎式

0。 3 平基無茎式

1。 0 凹基無茎式

0。 4   〃

(1.5)凸基無茎式

(1。 1)凸基有茎式

0.6 凹基無茎式

(0。 3)不 明

2.1 平基無茎式

(0.2)凹基無茎式

(0。 8)  〃

(0.6)   ″

(0。 3)不 明
.

(0.3)凸基有茎式

0.8 凹基無茎式

0。 5 〃(長脚金族)

(3.8)平基無茎式

0.3 凹基無茎式

(0.2)〃 (長脚鏃 )

0。 8 凹基無茎式

0.8   〃

1.1 凸基有茎式

0。 2 凹基無茎式

0.2 〃(長 脚金族)

石金族

石金族

石金族

石金族

石金族

石金族

石金族

石金族

石金族

石金族

石金族

石金族

石鏃

石金族

石鏃

石金族

石鏃

石金族

石金族

石金族

石金族

石金族

石金族

石金族

石金族

石金族

石金族

石金族

石金族

石鏃

石金族

石金族

石金族

石金族

石金族

石金族

石鏃

石鏃

石鏃

石鏃

石£族

石金族

石金族
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h挿図m 台 帳 番 号  器 種
地意 残存状態 石 材

蒲 )温 )「 島 量尋  備 考

338   1811 C K47.4 石鏃        基部下欠  黒耀石  (1.2)(0.4)(0.2)(0.2)不 明

339   1811 C G58。 3 石鏃   70住    完 形    〃   2.5  1.6  0。 4  1。 0 凹基無茎式

340   18Ⅱ C G54。 2石鏃   69住     〃     〃   1.7 1.5 0.4  0。 6   〃

341   1811C153。 6 石鏃   69住     〃   チャー ト  2.8  1.8  0.4  1。 0 〃(鍬形金族)

342   1811C151.2 石鏃         〃    黒耀石  2.9  1.9  0.3  1。 3 凹基無茎式

343   18Ⅱ CM48.37石鏃   溝 2   頭部欠    〃   1.7  1.4 0。 4  1。 0   〃

344   18Ⅱ CM54.8石 鏃        完 形    〃   1。 8  1.5 0。 2  0.6   〃

345   1811 C P50.2 石鏃        頭部欠    〃  (1.9)1。 6  0。 3 (0。 8)凹基無茎式

346   18Ⅱ CQ50.1 石鏃        完 形    〃   1.9  1.4 0。 3  0。 7   〃

347   1811 C Q60。 1 石鏃   14住     〃     ″   1.8  1.4  0。 4  1.0 平基無茎式

348   1811 C T53.1 石鏃        片脚欠    〃   1:2 (1。 3)0。 3  0。 5 凹基無茎式

349   1811 C V49.3 石鏃   12住傍 頭部、両脚欠   〃  (1.5)(0.7)(0。 3)(0.3)  〃

350   1811 CV53.12 石鏃   11住   頭部欠    〃   0.4)(1.0)(0.2)(0.1)  〃

351   1811 CV53.5 石鏃   11住    片脚欠    〃  (1。 9)(1。 0)0.3 (0。 2)  〃

352   1811 CW53。 8 石鏃   11住    片脚欠    〃  (2.8)(1.9)0.3  1.3   〃

353   1811 CW53。 15 石鏃   H住    完 形    〃    3.0  1.4  0.3  1。 3    〃

354     18H D B55。  2 石金族              〃        ″     2.4   1.4  0.3   1。 2     〃

355   1811 D C56.2 石鏃   63住傍  片脚欠    〃  (2.3)(1.3)0。 3 (1。 7)  〃

356   1811 D E47.10 石鏃   60住   茎部欠    〃  (2。 4)1.2  0.4 (0.9)凸 基有茎式

357   1811 DE49.3 石鏃        両脚欠    〃  (2.1)(0.7)0。 3 (0。 6)不 明

358   1811 D F54。 9 石鏃   61住   完 形    〃   1.5  1.4  0。 3  0。 4 賢曇喬轟書

359   1811 D F48.4 石鏃         〃     〃   2.1  1.4  0。 3  0。 7 凹基無茎式

360   18H D H58. 1 石鏃      頭部欠、片脚欠  〃  (1.7)(0。 8)0.4(0.6)  〃

361   1811D153.10 石鏃   62住    片脚欠    〃  (1。 5)(1。 2)0。 3 (0.5)凹基無茎式

362   1811 D J 53.14 石金族   62住  頭部、茎部欠   ″  (2.1)(1.5) 0.3 (1.6)不  明

363   1811 D K53.25 石鏃   62住  頭部、茎部欠   〃    1.2  1.0  0.3 (0。 5)凸基有茎式

364   1811 D K53。 7 石鏃   62住  頭部、片脚欠   〃    1.6  1.2  0.2 (0.4)  〃

365   1811 D K51.4石 鏃        片脚欠    〃   2.6 (1.6)0。 3 (0。 8)買裁抄お

366   18Ⅱ       石鏃         〃     〃   1.6  1.0  0。 2  0。 4 凹基無茎式

367-132 181 BT59.8石 槍   34住   頭部片    〃  (2.5)(115)(0。 4)(1.4)

368-〃  181 BL60.1 石槍   32住    〃     〃  (2.8)(1.4)(0.4)(1。 4)

369-〃   1811 D R50.3 石槍   57住    頭部欠    ″  (4。 0)(1.4)(0.4)(2.4)有 舌尖頭器

370   181H D Y58  石槍        基部欠    〃  (4.5)(2.8)(0.6)(6.8)宇 管
に磨耗

371-132 181 BW62.5 石錐   46住     〃    チャー ト (2.5)(0。 9)(0。 4)(1。 0)鷲磨糞ギな

372   181 CD55.5 石錐   35住    頭部欠   黒耀石  (2:9)(1.1)(0。 7)(3.0)

373   1811 D C47。 17 石錐   60住    完 形    〃   4.3  1.8  0.7(4。 9)茫薯糞ギな

374-132 1811D154。 14 石錐   62住    基部欠   硬砂岩  (3.5)(1。 0)(0.3)(1.2)

375-121 181 BY63.13 多頭石斧 46住    半 欠  輝緑凝灰岩 (10.5)(5。 0)(22)(139.5)勢 系1尋ヒ
推定される

376-132 1811 C S 64.1 石匙        完 形  チャー ト  5。 2  2.7  0.5  9。 4

377   18111 C R62.24 スクレーノ‐      〃    頁 岩  H.3 3.7 1.3 36.1
378   18111 C J 52.2 穀招石       半 欠       (9:3)(6.3)(7.2)(696.4)錦 議事外着

あり
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紡錘車 (  )内数値は現存値

NQ  台 帳 番 号   分 類  外径(mm)7略 (mm)

挿図NQ  (遺構番号)  費宿襟背 厚さ(mm)重 量(g)

379-132 181 BM64.5  手 控   42       全面がヘラ研磨されている。中心部がわずかに厚さを増
1住        1/3    12   (7) す。

380-″  181 BN65.2 石 製   (56)      全面研磨されるが、表・裏面とも平坦ではない。側面わ

1住        1/6    6   (6) ずかに平坦面を作出。中心孔は両面から穿孔、中心部が

厚味を増す。

381-〃  181 BN65。 7 土器片加工  (54)      側面はすって整形しているが、やや雑な整形である。無
50住        1/3    8   (lo) 孔の円板であるかもしれない。

382-〃  181 B063.8  手 控   34        されいにヘラミガキされている。中心部がわずかに厚み
36住         1/4    10   (3) を増す。

383-〃  181B063.12  手 控   (48)      丁寧にヘラミガキされている。

36住        1/3    9   (8)

384-〃  181 BP62.2  手 控   47    8  雑な整形で、全体に表面は凸凹して、側面は少し円味が

36住        完 形   13   28  ついている。ヘラミガキ痕が荒く残る。中心部が厚味を

増す。

385-〃  181 BR45。 41 土器片加工 (21)× 32      側面は招って整形している。胎土もろく磨滅する。
24住床面近 く    1/2    7   (5)

386-〃  181 B S47.175  手 控   52       側面は円味をもち、中心部が厚くなる。全体に丁寧にへ

24住 ピット内    1/2    19   (20) ラミガキしてある。

387-〃  181 B S60.2  手 控   52    7  穿孔はやや雑でわずかに斜行する。整形も雑で側面は平
34住        1/2    13  (16) 坦ではなく凹凸があり円味を帯びる部分 もある。中心部

が厚味を増す。

388-133 181 BX56.9 土器片加工   46    8  土器片の湾曲はそのままに、側面は摺って整形している
4住       完 形   13    26  が凹凸が残る。中心孔は両側から穿孔している。

389-〃  181 BY63.17 土器片加工  36    5  側面はすって整形してある。胎土もろく全体に磨減する。
46住        完 形    7    8

390-〃  181 CD59: 3 土器片加工  52       側面平坦に招って整形している。孔の位置がややずれる
1/2    10   (10) か、楕円形になるらしい。

391-〃  181 CE54.16 土器片加工  37    5  表面に炭化物付着、はっきりとしたハケ整形痕が見られ

35住       完 形    5    7  る。側面招って整形している。全体に磨滅が著しい。

392-″  181 CK61.2  手控    45    6  全面ヘラミガキされてなめらかに整形されている。側面
43住        1/2    15   (17).は 円味がつ く。孔の周囲及び周辺は、表面が荒れている

が、使用痕であろうか。中心部が厚味を増す。

393-″  1811 A X62.5 土器片加工  44       表面はヘラミガキされており、裏面は荒れている。側面
1/2    7   (3) は整形されていない。中心孔の形跡は全 く無い。

394-〃  18Ⅱ AY57.8 手 控   50       表・裏、側面とも、平滑に整形されているが、さほど研

55住        1/2    13   (15) 磨痕はない。片面にかすかにヘラ痕が放射状に見えるが、
文様かどうか明確ではない。

395-〃  1811 B B46.10  手 控   47    5  全体に丁寧にヘラミガキされているが、ヘラの跡が荒く

21住        完 形   12    37  残る。裏面にごくわずか炭化物付着、中心部の厚味が増

す。

396-〃  1811 B K49.7  手 控   (54)      なめらかに整形される。片面は平坦であるが、一方は傾
58住        1/3    13   (7) 斜を持ち、周縁は円味をもって尖るため、断面は山形状

をなす。

397-  1811 B K57.125  手 控   24× 17

8住       破損片   18   (4)

398-133 1811 BL57.57  手 控   51       全体になめらかに整形され、指紋がかすかに残る。中心

8住        1/2    17   (22) 部が厚味を増す。

徴特
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NQ

挿図No.

台 帳 番 号

(遺構番号 )

分 類  外径(mm)了 L径 (mm)

1種株声 厚さ(mm)重量(g)
徴特

399-133 1811 B T50.

684L

3 土器片力II1 33(隅丸方形)

1/2         6

4  隅丸方形に側面を招って整形している。湾曲の強い破片

(5) を用いている。

400-〃   18Ⅱ  C G54.5
69住

捏
形

手
完

47

13

表・裏面とも凹凸が残 り、
正円形ではない。穿孔は、
に粘土の盛 り上 りが残る。

指圧痕が見える。側面は円く

裏から表になされて、孔周囲

401-134 18Ⅱ  C S47.

溝 2

3 土器片加工

完 形

両面はヘラミガキされている。側面は割ったままで、整

形 していない。

1811 C U51.

12住

2 土器片加工

1/2

7  側面は、あまり研磨されていない。

(4)

18Ⅱ CW50.
12住

2 土器片加工   64
完 形    6

5

21

穿孔しただけで周縁の加工をしてない

404-〃  1811 C X60。 3

10住

手 控
1/2

8  全面にヘラミガキが施されている。中心部がわずかに厚
(13) さを増す。

405-〃  1811 D A48. 2
66住

手 控
1/3

(52)

3

裏面は平坦であるが、表面は凹凸がある。側面も円味が

あり、中心部が厚味を増す。全体にヘラミガキされてい

る。孔の位置がやや中心からずれるようである。

406-〃  1811 D A51.11
64住

土器片加工   34
完 形    6

波状文のある土器片に両面から孔をあけている。側面の

整形はしていない。

407-〃  1811 D F53。  5
61住傍

捏
形

手
完

櫛描波状文の破片を用いる。側面を荒く招って整形する。
全体にもろく、磨耗する。

408-〃   18Ⅱ  D 153.20
624L

製

形

土

一九

51

11

8

36

円板状に表 0裏面、側面とも平坦に整形され、表面は丁

寧に磨かれて模様が施されている。側面と裏面にも部分

的にヘラミガキが行われている。綾杉文が放射状に描か

れる。

409-〃  18Ⅱ  D J54.12
624≧

控
形

手
完

52

18

7  中心部が厚味を増し、側面は円味を呈す。凹凸が多く、
46  やや整形は雑であるが、全面ヘラミガキされ、両面に模

様が施してある。胎土に雲母を多く含む。裏面の孔周囲
にわずかな欠けがめ ぐる。使用痕か。側面は少し円味を
もつ。

410-〃  18Ⅱ  D J54.16
624ヒ

捏

形

手

完

61

12

9

49

円板状に、表・裏面、側面とも平坦に整形される。表・

裏面とも微細な刺突と条痕が残る。刺突は焼成前のもの

と思われるが、条痕は整形痕以外に使用痕とも見えるが

はっきりしない。同様な条痕は側面にも見える。

411-134 18Ⅱ  DJ54。 22

62住床上

手 控
1/3

52

12

表・裏面、側面とも平滑に整形され、ヘラミガキされて
いる。表面に放射状の文様が施される。

412-135 1811 D K53.16
62住

手 控
1/2

50

11

表 0裏面、側面とも平滑に整形され、ヘラミガキされて
いる。中心以外に一ケ所穿孔されているが、どういうた
めの孔かわからない。

413-〃  1811 D Q50.2
57住

手 控
1/2

50

10

片面平坦で、片面はわずかに凹凸があるが、全体にヘラミ
ミガキが施されて表面はきれいである。中心音5が厚味を
増す。

414- 〃   1811

表採

土器片加工  38× 31

完 形    7
不整形な土器片に穿孔して周縁を整形していない。胎土

はもろく、全体に磨耗する。孔はスリバチ状に挟れず管
状にあく。

415- 181 BP47。 157 土器片加工

24住        完 形

31

5

円形に側面を整形 している。

181 BT61。
34住

7 土器片加工  45× 41

完 形    7
楕円形に側面を整形している。

181 BX56。
4住

7 土器片加工  38× 41

完 形    6
不整形。
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NQ

挿図NQ

台 帳 番 号

(遺構番号 )

分 類  外径(mm)了 L径 (mm)

費店襟ア 厚さlmm)重量(g)
徴特

1811 A P47.

黒色土

9 土器片加工

1/4

隅丸長方形に側面を整形してぃる。

(2)

18Ⅱ A R46.
19住竪穴傍

3 土器片加工  39× 38

完 形    7
四角形を呈す。側面を整形し、穿孔しかけている。

1811 AX58。

55住

8 土器片加工   37
1/2    5

楕円形に側面を整形している。

421 1811 A X60。

黒色土

7 土器片加工  32
1/2    5

隅丸長方形に側面を整形している。

(5)

1811 A X62.

黒色土

7 土器片加工  41
1/2    8

円形に側面を整形している。

18Ⅱ B L56.42
8住

土器片加工  29× 21

完 形    8
隅丸長方形に側面を整形している。

小形手捏土器

NQ

挿図NQ
台 帳 番 号

 彗藁  
島土地点 器形 器高 文 様 胎 土 焼成  成形、整形、その他

424   181 BN63. 7

425-135 181 CA45.21

426-〃   181 CE64.13

427-〃   181C159. 5

428-〃  18Ⅱ A R44.154

429-〃   1811 AV53.1

430   1811 AW53. 1

431-135 1811 B A56.2

432-〃   18Ⅱ B J49。 11

433-″   181 BM57.2

434-〃   18Ⅱ  BM57.131

435-〃   18Ⅱ  B M57.139

436-〃   18Ⅱ  B M57.165

437-″  18Ⅱ C 057. 5

438-〃   1811 C Y49.8

439-″   1811 C X63.6

440-〃  18Ⅱ P B50. 1

441-〃  18Ⅱ D C57.6

442-〃   1811 D H56.4

443-″   18Ⅱ AW53.1

50住  覆土

28住  房習ヲT萬
~

6住  雰跡耗圭上
の

43住  北壁中央

19住  東側埋甕炉傍

7住 潔署1や
南、

7住  不明

55住  東側

58住  裏里
コ~ナー

8住  西壁付近

8住  p2際

8住  p2内

8住  p2内

22住 爆甕炉
西、壁

66住 翼轟黒
~ナー

10住  南側中央

64住  喜テ了高ナ
ー

63住  北東壁

住居外黒色土
層

7住  地点不明

不 明

2.6  口唇音5刻 目

2.6   無 文

不 明

1.8   無文

4.0    ″

3.3 堤頭
に二本

1.8  無 文

不 明

無 文

3.0  不 明

無文一孔

4.1  無 文

1.1    〃

砂粒を含む

砂粒若千含む

砂粒を含む

砂粒若干含む

粘土精良

砂粒多く含む

砂粘若干含む

砂粒を含む

砂粒若千含む

粘土精良

砂粒を含む

杯

　

鉢

昔同 良  不明、ヘラミガキ

良好  手控ね、  〃

良  輪積み、  〃

良好 手控ね、  〃

良  輪積み、ナデ

〃  手控ね、ヘラミガキ

〃  輪積み、ナデ

〃   〃 ヘラミガキ

″  手控ね、ナデ

〃  電翻訳象準乳ラミガキ、

〃  霙替窪きL ラナデ、中

〃  手控ね、ヘラナデ
〃   〃 ヘラミガキ

〃  指痕あるも不明、ナデ

〃  手控ね、ナデ

良好 響環衡ら、? 
ミガキ、

〃  輪積み、ヘラミガキ

〃  手控ね、ナデ

輪積み、ヘラミガキ

高杯

鉢

高杯

甕

壺

杯

高杯

？
・
　

警

　̈
　
　
　
　
？
・

鉢

不

杯

付

鉢

壺

一局
　
　
一局
　
　
ム
ロ
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土製品、石製品、ガラス製品

NQ

挿図NQ

台 帳 番 号

(遺構番号 )

考備徴特種器
焔

厚さ

(cm) 了略  (cm)

(cm)重量(g)

181 BY46.113 有孔土製円板
28住       (ペ ンダント)

0.50  略円形に整形し、側面は雑であるが、
17.7  平に整えようとしたらしく、そのた

めに裏面に盛 り上 りを残す。わずか
にヘラナデが見えるが、紡錘車のよ
うな全面研磨はしていない。表面に

繊維状あるいは織物状の圧痕が残る
が、意識白りこ才甲印したものとみられる。
孔は整形前に穿孔している。やや斜
行 し、孔縁に紐ズレ痕は見えない。

4。 2

0。 8

内区中央の床

面

写真70

181 BR14
53住

土 玉 (有孔) 0。 9    0.15
(長さ)0。 8  0。 7

短い管状というより、低い円躊形を 53住の炭化し
呈し、細い孔が貫通する。土製の自 たドングリの
玉としてよぃか。灰黒色:     中から出土

1811

35住

土 玉 (有孔) 0.9
0。 7

0.22 球状の玉、孔は斜に貫通する。黄黒 理甕炉の土器
0。 4  色。                内から出土

18Ⅱ C J53.
694L

7 土 玉 (有孔) 1。 7

2.0

0。 37 不整球形の粗雑な作 りで、指先で丸
4.3  めて、無雑作に細い棒を貫通させて

いる。孔は中心をはずれている。研

磨痕もない。赤褐色。

18Ⅱ CM62。
9住

9 土 玉 (無子L) 1.7
1。 7

球形を呈し、色調、胎土は53住の自

玉と似るが子Lは あけられていない。

18Ⅱ  CB54。
35住

8 勾玉形土製品 3。 4× 1。 9

1.4

粘土紐を無雑作に曲げて勾玉状にし
たという程度で紐孔もなく、研磨痕

11.2  もない。

181 BN60.10
32住

棒状土製品   1。 0

(長さ)3。 2

何かを作ろうとした粘土紐力γ呂然焼
けたものかもしれない。細長い棒状
を呈し両端はちぎられたままで、指
圧痕が残る。

181 C160.22
43住

棒状土製品   1.1
(長さ)1。 1

折損品

452 181 BM53.
15住

5 有孔石製円盤  5。 7× 4.6  0.6
1.1        43.5

1811

58住

管 玉 0。 53

(長 さ)1.82

0.17 半裁しているため両側から穿孔して
いる様子がよくわかる。

1811B148.8 ガラス小玉

58住

0.59

0.35

0.12

鉄製品 ( )内数値は現存値

NQ挿図恥 台 帳 番 号 朧 出土地点  残存状態 長さ (cm) 巾 (cm)厚さ (cm)重量 (g)

455-136

456

457

458

459-136

460

181

181

181

181

181

181

1811

1811

B M59.

B M59。

B X57.

B X61。

C D55。

C H65。

B A60。

C X49.

金色

金色

鉄片

鉄片

鉄片

鉄片

鉄片

鉄片

32住    完形

32住    柄部側欠

4住

46住

35住

6住

20住

67住

8.9

2.3

1。 5

4。 1

5。 7

2。 1

2。 3

2.6

1.4

1.3

1.2

0。 9

2.2

1。 7

0.6

1。 0

0。 3

0.2

0.3

0.3

0.3

0.3

0。 2

0。 4

1.6

6.6

1。 0

1.4

一-248-



Ａ

＝

Ｗ

ぜ

ｍ

‐――

‐――

‐―ｌ

ｕ

一

第117図  打製石斧 (1/3)
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第118図 打製石斧実測図 (1/3)
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第120図 打製石斧実測図 (1/3)
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第122図 磨製石斧実測図
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第123図 磨製石鏃 (上段左 )、 石剣 (184)、 石庖丁 (中段 )、 砥石
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第124図 砥石実測図 (1/3)
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第125図 砥石実測図 (1/3)
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第126図 祗石実測図 (1/3)
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第128図 砧石実測図 (1/6)
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第129図 砧石 (上段 )実測図 (1/6)、 敲石実測図 (1/3)
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第135図  紡錘車 (上段 )、 小型手控土器実測図 (1/2)
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第 4節 平安時代以降の遺物

1。 住居址 出土遺物

遺構編で前述した通 り、耕作による破壊攪乱のため、完掘した住居址は皆無に等しい。その

ため、確実に住居址に伴なう遺物の絶対量は少ない。各住居址出土の遺物は第13表にみられる

如 く、土器・土製品及び自然遺物がある。また、各住居址出土の土器組成については第13表、

その種別 。器形・法量等については第14表 を参照されたい。

第13表 古代・中世住居址別出土遺物

土   器 (第 14表、第137、 138図 )

土器は平安時代の土師器・黒色土器・須恵器・灰釉陶器と、古代末から中世にかけての土師

質土器及び中世陶器がある。

土師器は甕形土器・小形甕形土器A類 OB類および不形土器である。甕形土器は25住出土の

住
居
址
番
号

遺 物

備  考
土 師 器  (土 師 質 ) 須恵器 灰釉陶器 中

世
陶
器

土

製

品

自
然
遺
物

そ

の

他甕 格
Ａ

権
Ｂ

不A 不B ユｍｍ皿
形ヽ
杯

カワ
ラケ

内耳 初
他

甕 その他 静
椀

その他

18

23

25

26

27

2片

1

1片

1片

1片

片

　

片

3

2

2片

2片

15

52片

1片 片

　

　

　

　

片

2

8片

片

　

　

片

　

片

2片

1 壺1片

1片

4片

1片

瓶 1

瓶1片

瓶4片

片口1片

灯明皿2片

鉢1、 黄瀬戸

小皿2片、

その他破片

須恵質カメ

片1

土錘 1 炭化米

炭化米

ドングリ

etc

不Aの内2は平

安的

杯Bの内に墨

書「可」。高台皿

1は 耳皿

カワラケの内1

に漆内外面に付

着する。

火災

〈小甕B=ハケ状工具による横走線文あり、器肉が薄い。杯 B≡黒色土器〉
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1個体分破片である。外面体部にハケ状工具による縦方向への施文がみられ、口縁部内面は指

頭によるヨコナデがなされている。小形甕形土器A類は26住出土の 2″点である(第 137図 13014)。

共にロクロ成形され底部調整は糸切 りである。13は 内外面にロクロ痕が顕著にみられ、胎土に

雲母が混入する。14は外面体部にハケ状工具による横走線文が残るが器肉は厚い。イヽ形甕形土

器B類の資料は破片のみである。ロクロ成形された体部にハケ状工具による細い横走線文が走

り、その器肉は非常に薄 く、底部は糸切底をなしている (第 137図 11)。 供膳形態用の不形土器

は、25号住居址出土の 1点のみである。他はその胎土等から土師質土器の範疇に入れられるも

のである。

黒色土器は二大別される。内外両面共に炭素吸着研磨 した第下類と、内面のみ漆黒色を呈す

る第二類である。25026住で出土したが、特に後者に圧倒的に多い。第一類に該当するのは26

の高台付耳皿 1点のみである。皿部を成形し、糸切 り後高台を付 し、皿部の両端をつまんで耳

となし、炭素吸着研磨している。黒色土器第二類は不形土器と高台付皿形土器の二形態で|あ る。

杯形土器はいずれもロクロ成形後、底部を糸切 り調整し、内面に炭素を吸着研磨 している。特

別に暗文を施したものはみられないが、口縁部は横ヘラミガキをなし、底部に向って縦ヘラミ

ガキ整形を行 うものである。19は墨書土器である。体部外面に細い流調な筆跡で「可」字―字

を正位に墨書している。高台付皿形土器は 2点あり、24は 灰釉陶器をまねている。

須恵器は貯蔵形態用土器としての甕形土器および壺形土器の破片が若干みられる程度であり、

体音6に敲 目が施されている。

灰釉陶器は高台婉および長頸瓶の破片である。高台ナ宛は25・ 26住 より若千出土しているが、

いずれも黒笹90号窯期に属 し、その産地は東濃系窯および猿投窯製品である。長頸瓶破片は23

025・ 27住 より出土しているが、25住出土品は小破片である。 9は 23住出土品で頸部巾が広 く

やや後出する時期のものである。

古代末から中世にかけての土師質土器は、供膳形態の杯形土器・小形高台杯形土器およびカ

ワラケ (小形杯形土器)があり、さらに煮沸形態用の内耳土器が加わる。特に土師質土器とし

て土師器と区別したのは、その胎土が内耳土器にやや類似する点およびその形態・製作技法等

を考慮しての上である。

土師器の不形土器は、18023038045053住 より出土している。ロクロ成形後糸切 り調整を

なす雑なつ くりで、器肉は全般に厚味がちである。底部は厚いものや、中心部に向ってスリバ

チ状に落ち込み底部中央の器肉が最も薄 くなるものの両者がある。胎土は砂質気味で褐色を呈

すものが多い。

小形高台不形土器は、18027・ 38053住から出土した31037045で ある。ロクロ成形後底部

を糸切 りしているが、その切離しは雑である。杯部はやや深 く中には浅いものもみられる。体

部の器肉は肥厚している。高台部分は底部器肉を厚 くしただけのもので、底部外面内側を削り

高台したり、貼高台していないのが特徴的である。平均的な法量は口径 8.5cm、 器高 3。5cm、

底径 5cmで、その口径に対する器高指数は41.2で ある。カワラケ (小形杯形土器)の器高指数
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が17～28であるのに対し、大きなのが注意される。胎土は粘質 と砂質の両者があり、その色調

は褐色である。

カワラケは平安時代後半からあらわれる小形の杯形土器で、ロクロ成形後底部を糸切 り調整

したものである。25026住 を除き7棟から出土しているが、特に内耳土器を伴う23027住から

の出土量は多い。カワラケは器高指数が25以上のものを I類、20～ 25ま でのものをⅡ類、20以

下のものをⅢ類と大別できる。 I類は器肉が比較的厚いのに対し、Ⅱ類は薄 くしかも内耳土器

を伴出する場合が多い。胎土はいずれも砂質気味である。

内耳土器は 2軒から出土し、■クロ成形痕がみられる。図示されていないが27住の内耳土器

底部の外面に糸切痕がみられる。また、同一個体の破片から推定してやや深い内耳土器である。

中世陶器は破片が多く図示できたものは34の灯明皿のみである。ロクロ引きした上、内面に

「十五」の文字をヘラ状工具により刻書している。他に黄瀬戸小皿破片・鉢破片等々がみられ

る。

土 製 品 (第 15表、第136図 )

土製品は18号住居址出土の土錘 1点 (481)のみである。一部欠損しているが、その形態は紡

錘形で、長径 3。 2 cm、 胴形 1。 lcm、 孔径 0.3 cmを 呈する。

自 然 遺 物

自然遺物は18・ 53住から出土している。18住から炭化米が少量発見され、53住からは炭化米、

ドングリと栗の混在した炭化物および住居用材の炭化材が出土した。いずれも植物学者に鑑定

依頼してあり、ここでの記述は避けたい。

2。 竪穴状遺構 その他 の出土遺物

竪 穴 状 遺 構

竪穴状遺構からの遺物は極少である。

l号址からは内耳土器の口縁部片・底部片 3′点、瀬戸系陶器片 1点および砥石 3点が出土し

ている。中祗 1点のほかは仕上砧である。欠損しているが、3点 とも直径 10cm前後、断面径 3

cmの小形の砥石で、手で持って使用したものである。石質は中祗は砂岩、仕上祗はグリーンタ

フである。

2号址出土品はこれまた小破片の内耳土器片と器肉の厚い土師質の杯片が若千発見されたに

すぎない。

33号 土 拡

本址からの出土遺物は江戸時代の瀬戸系および伊万里系の陶器小破片若干である。器形は仏
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第14表 古代・中世土器観察表

図番号 住居址 種 別 器 形
法

法技 底部調整 備 考
口雀icm 器高cm 底径cm

137--1

〃‐-2

〃-3

〃‐-4

″-5

〃-6

〃-7

″-8

〃-9

〃―-10

〃―-11

〃―-12

〃一-13

″―-14

〃―-15

〃―-16

〃―-17

″―-18

″―-19

〃一-20

″―-21

〃―-22

〃―-23

〃一-24

〃―-25

〃―-26

〃―-27

〃―-28

〃―-29

138--30

〃-31

137--32

〃一-33

138--34

〃―-35

〃―-36

″―-37

〃―-38

〃―-39

18号

23号

25号

26号

27号

38号

土師器

土師質

灰釉陶器

土師器

黒色土器

須恵器

灰釉陶器

土師質

瓦 質

土師質

杯

カワラケ

l

瓶

甕

形甕

杯

形甕

杯

高台皿

甕

高台婉

内耳土器

小形高台杯

カワラケ

灯明皿

杯

小形高台不

カワラケ

皿耳

9。 8

8.4

9。 6

8.6

9.6

8.2

9。 2

13.4

14.8

15。 0

13.8

13。 4

14.2

14.4

13.8

9.4

15。 6

30。 2

35.2

8。 2

8.4

9。 0

10。 8

12。 6

7.8

8。 0

(3.2)

2.7

2.3

1.7

1.5

1。 8

1.5

(1.5)

(1.1)

(6.8)

(3.2)

3.9

4.5

4。 0

(3。 5)

(3.7)

(3.8)

(4.3)

(1。 4)

(1.3)

3。 1

(2.3)

1.8

(11。 0)

(2。 0)

(7.4)

(9.5)

3.7

2.4

1.9

(1.1)

4.3

1。 8

(2。 8)

2。 0

1.9

5.8

5.2

4。 0

5。 6

5。 2

5.6

6.0

6.0

8。 4

7.4

5.6

6。 0

6。 6

5.6

5。 4

5。 8

6.0

5。 0

24。 6

5。 0

4。 6

5。 0

7.6

6.8

5。 4

6.0

4.6

4.4

ロクロ成形

ロクロ成形

ロクロ成形

糸切 り

糸切 り

糸切 り

ヘラ切 り

糸切 り

器高指数27.6

″   27.4

〃   17.7

〃   17.4

〃   18。 8

″   18。 3

破片一括

B類

墨書「可」

東濃窯・K-90号期

器高指数28.6

〃   21。 1

刻書「十五」

器高指数25.6

〃   23.8
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図番号 住居址 種 別 器 形
法 量

技  法 底部調整 備 考
tr{Ecm 器高cm 底径cm

138--40

〃―-41

〃―-42

〃一-43

″―-44

〃―-45

″―-46

45号

53号

土師質 杯

小形高台杯

カワラケ

13.6

13.0

13。 6

8.6

9。 6

4.6

(3.5)

(3.5)

4.5

3.3

3.5

(1.7)

7.0

7.0

7.0

(5。 6)

4.6

ロクロ成形 糸切 り

糸切 り

底部外面争1離

第15表 土 錘 一 覧 表

NQ・ 事申Eコ NQ 台 帳 番 号 遺 構 形 態 長径 (cm) 胴径 (cm) 孔径 (cm) 重 さ 備 考

463--136

464-一  〃

465-一  〃

466-一  〃

467-一  〃

468-一  〃

469-―  〃

470-一  〃

471-―  〃

472-―  〃

473-―  〃

474-―  ″

475-―  〃

476-一  〃

477-―  〃

478-―  〃

479-―  〃

480-―  〃

481-一  〃

Ⅱ AR46.56

Ⅱ BQ52.3

Ⅱ AV43.4

Ⅱ AR46.2

Ⅱ DF52.5

Ⅱ CG58。 1

Ⅱ BC48。 44

Ⅱ BQ51.3

Ⅱ AY62。 7

Ⅱ BC48.5

Ⅱ CP49。 1

1 BR57.2

Ⅱ C058.7

1 CB50。 1

Ⅱ BE48。 4

11 DH55。 6

1 CD64。 1

1 BD59。 H

Ⅱ CJ46.14

21

33

22

37

40

16

6

32

18

紡錘形

管状形

棗状形

紡錘形

1.6

1。 8

2.3

2。 7

3.2

3.2

2.2

3。 1

2.9

2.4

2。 2

2.3

2.2

4.5

3.2

3.6

2.2

7.4

3。 2

0。 6

0。 5

0.6

0。 8

0。 8

0。 9

0。 8

0。 9

1.0

0.8

0。 9

0。 9

1.2

1.3

1。 2

2.4

(2.4)

5.8

1。 1

0.2

0.2

0.2

0.2

0。 3

0。 3

0.2

0。 2

0.3

0.3

0.3

0.3

0.3

0.5

0.5

0.8

(0。 8)

1.3

0。 3

0。 4

0。 4

0。 7

1.2

1。 7

1。 8

1。 2

1。 8

1.8

1.5

1。 4

1。 4

3.4

9。 4

5。 0

19。 8

(3。 3)

(116。 1)

3。 0

完形

完形

完形

1/5片

2/3片

形
　
　
　
形
　
　
　
形

を死
　
　
　
　
　
　
一九
　
　
　
　
　
　
を死

具の供献具と茶ナ宛である。また、直接土拡内出土品ではないが、遺構に隣接して発見された寛

永通宝 9枚は注意される。

包 含 層 (第 15表、第136図 )

遺構に伴なわない包含層出土遺物中、特に注目されるものに土錘がある。土錘は18′点で紡錘

形を呈するもの15′点、管状形 2″点、棗状形 1′点である。

紡錘形は長径 1。 8cm、 胴径 0。 5cmの小形のものから長径 3。 6cm、 胴径 2.4cmの 中形のものま

であるが、5cm以上の大型品はみられない。一般に胴部中央が膨むもので、使用されたため破
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影葬暴、

32
1     33

蜆

Ocm

第137図 18号住居址 (1)・ 23号住居址 (2～ 9)・ 25号住居址 (10～ 12)・ 26号住居址 (13～ 28)・

27号住居址 (下段 )出土土器実測図(1/4)
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Ocm

ふ黎

第138図  27号住居址 (29～ 34)・ 38号住居址 (35～ 39)・ 45号住居址 (40～ 42)・ 53号住居址 (43

～46)出 土土器実測図(1/4)

欄  Ψ
て 呵      ▼ ¬ ジ

ヽ |づT ＼
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